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lま じ め

東京都立衛生研究所の昭和42年 (1967)の業績をまとめた年報第四号がで、き上りました。

申すまでもなく，衛生研究所には大きく分けて3つの任務が義務づけられています。

第1は試験検査，第2は調査研究，第3は衛生局技術職員の指導訓練であります。これら

の業務は観点をかえてみれば， 消防の任務にたとえて考えることができましょう。すなわ

ち，既に火の手の上っているものや燃えようとしているものを消火する活動と，火事を起こ

さないようにするための調査研究，および，より効果的な消防活動をするための消防関係者

の指導訓練であります。そして，これら3つの任務は何れも重要な仕事ばかりですが，何と

いっても先ず燃えているものを消さなければなりませんO

当所の3大任務の中の「試験検査」は消火活動に当るもので，最も重要緊急な業務であっ

て，それは，衛生行政の科学的根拠となるものが主体となっていますO 例えば，不明疾患や

食中毒の発生に際しての原因菌，原因物質の究明，食品等の監視取締りに関連する試験検査

でありますO これらの試験検査の量は昭和42年においても極めて大きな数であって， 日本国

内ではもちろんでありますが，世界の他の大都市のラボラトリーで，当所程度の人員で，こ

れ程の量を処理している所はありませんO

試験検査の評価は，その量と共に質によらなければなりませんO 質の問題は所の人的物的

よって左右されることでありましょう。この点については，所員一同の一層の努力が

必要であると思いますし，物的面ではさ当局の理解とバックアップが必要でありますO

このような大量の試験検査を行ないながら，多くの調査研究をなしとげたのは，所員諸君

の精力的な努力と，研究意欲によって得られたものであります。これらの調査研究業績の中

には，すぐに行政面に活用できるものもありましょうし，将来活用しうる内容も多く含まれ

ていることは云うまでもありませんO 諸般の事情のため，調査研究のすべてを本年報にのせ

ることはできませんでしたので，他の学術雑誌や学会に発表したものは，題目だけを記録に

止めておくことにしましたO

試験検査および指導訓練の実績は，此の年報では紙数の上では僅かな部分を占めているに

すぎませんが，職員の精神的肉体的活動の大部分はこの面に注がれたことを忘れてはならな

いと思います。

昭和 43年 9月 1 日

東京都立衛生研究所

所長辺野喜正 夫
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第l章序

1. 設立の目的と審議

東京都立術生研究所は東京都の公衆衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査， ウイノレス試験，血清学的

検査，寄生虫検査，臨床試験，環境衛生試験，水質試

験，食品試験，製品検査，栄養試験，獣疫検査，法薬

品試験，化粧療品試験その他の衛生試験およびこれら

に関する調査研究など，きわめて多岐にわたってい

る。

これらの試験検査は衛生行政に裏付けを与えるた

め，東京都衛生局の各部および各保健所が収去した検

体や食中毒に関する行政試験を中心としているが，一

般都民からの依頼試験にも応じてし、る。

また，衛生局所属の技術職員一都内各保健所検査関

係職員，保健所配属の食品衛生，環境衛生，薬事衛生

各監視員，狂犬病予防員，栄養士，保健婦などを対象

に，衛生試験検査技術者指導講習会を開き技術指導に

努めている。

さらに，国立試験研究機関，全国地方衛生研究所，

各種検査研究機関および関係各方面と技術の交流を行

ない，技術の向上，検査成績の確実を期するととも

に，都における唯一の綜合的試験検査調査研究機関と

して，基礎的，学術的調査研究にも多大の努力を払

い，学会，各種委員会その他を通じて，衛生試験，検

査基準の設定や衛生知識の向上，指導などについて

も，大きな役割を果している。

2.沿草

木研究所の設立以前には，東京都には衛生試験所，

衛生検査所，細菌検査所，獣疫検査所，血採研究所お

よび製薬研究所の6施設があり，それぞれの目的に従

って業務を行なっていたが，昭和24年3月， これらを

統合して本研究所が設立せられた。

3. 本年の状 i兄

本研究所の取扱件数の大半を占める腸管系病原菌の

検査は322，262件〈陽性数734件， 0.23%)で，昨年よ

り約80，000件の減少で、あったが，陽性率も昨年のO.76 

%に比べて，大幅に減少した。本年もまた都内各地に

赤痢の集団発生 (13件〉があったが，その 8件は多剤

耐性ソンネ菌によるもので、あった。

集団かぜ、の発生も多く 41年12月から42年5月にかけ

( 1 ) 

説

て7集団57名，同11月から43年1月にかけて21集団131

名について検査した結果，前者はインフルエンザ i型

ウイルス及ひB型ウイルス感染各1集団， A2型ウイ

ノレス感染5集団，後者では18集団がA2型ウイノレスに

よるもので、あった。

都市公害問題は現在の最大関心事の一つであるが，

昨年からの厚生省依託による大気汚染調査の一環とし

て，亜硫酸ガス，一酸化炭素， じんあいなどの常時監

視業務の他，従来の降下ばいじんの測定はその必要性

が認められ，測定地点も16カ所から24カ所に増加し

た。

食品衛生関係では，合成樹脂製品の新規格適用 (42

年4月施行〉に伴って，新規格試験を行なった 480件

のうち38件が不適であった。

細菌検査関係では，例年のとおり，一般飲食)苫，工

場および旅館等の集団給食施設，給食センタ「列車

食堂， ドライブイシその他について，主食類，そう菜

類，菓子類等を重点的に検査した結果では大腸菌汚染

は80%以上を示し，またこれら施設の従業員の手指，

調理用具類の検査では，夏季の検体では大腸菌検出事

は90%以上，ブドウ球菌検出率も約70%であった。

歳末一斉検査では，ブロック本部となった12保健所

検査室に職員を派遣し，保健所食品監視員の協力のも

とに7，976検体について簡易検査を行ない，疑義のあ

ったものについて本所で更に検査を行なった結果50余

検体 (173件〉の不適品を摘発した。

狂犬病検査のため受理した検体は39頭で、あったが，

検査の結果はすべて陰性であった。

玩具に関する行政試験では，年聞を通してゴム風船，

合成樹脂製おはじきおよび金魚，おしゃぶり，毛ぶえ，

ママゴトセットその他3，631件について検査を行なっ

たが， ロ{ダミンBその他の許可外色素を使用した不

良品 625件を検出した。

例年行なっている衛生試験技術者指導講習会を本年

も実施し，延 1，124名が受講した。

最近の三多摩地区の格差是正の情勢に関連して，同

地区における衛生試験検査関係の強化の一段階として，

立川出張所の拡充をはかるため，同庁舎の増築(鉄筋

コンクリ{ト造，平屋，面積 135m2，工費 6，213，000

円〉に着手した。



第2章機構および事業の概要

1.機構 部，化粧療品部の10部および多摩支所がある口細部の
本研究所は所長，次長の下に，庶務課，経理課の2 組織，担当業務の概要および配置人員は別表のとおり

課と細菌部， ウイノレス部，臨床試験部，環境衛生部， である。

水質試験部， 食品部， 栄養部， 乳肉衛生部， 医薬品

職員配置表
(43. 4. 1) 

主技主技事業工作用

事師 3 務 業務計

事師補補手員員員員

経理課 |91 |5151  1 1 1 1 12  

1 20 1 1 8 1 I 1 2 1 9 1 1 1 11 

ィー部 1 1 7 1 1_ 1 1 1 1 1 1 1 9 

臨床試験部[ | 91 i i 1 1 1 1 l 
境衛生部 1 1 . 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

水試験部 1 1 13 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 18 

食品部 1 1 18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 24 

養部 1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 

乳肉衛生部 1 1 61 1 1 1 1 1 1 1 2 1 ~ 
医薬品部 1 1 12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 l i6i111  l|||[7  

1 1 1 5.1 .2 1 2 1 1. . 1 C:) 1 1 f:) 
言十 24 118 10 26 3 7 

(1) 
5 
(1) 

24 217 

( )は休職

( 2 ) 



東京都立衛生研究所の組織と事業

，-1. 
2. 
3. 
4. 
5. 

1/ -1 Jv亙卜|

-6. 

3. 
4. 

技師根津尚光 1-4. 

主主竺Ei-|-j:
技師柳沢文正 '-0・

「医長衛生部]-1a: 
技師野牛 弘 I 5. 

蚕試験部トロ

技師木村康夫 1 

2. 

-1食品部卜l
技師松本 茂 I 5. 

-1栄養部1-口
技師五島孜郎

-1 乳肉衛生部]-I-~:
技師春田三佐犬 '-0・

I 2. 
-1医薬品部ト-13.
技師田村健夫 I_~ 

-阿佐療品部卜1 a 
(兼〉技師田村健夫 I 5. 

2. 

-1多摩支所トl;:
技師上木英人 li 

-7. 

所所属職員の人事および給与
公文書類の.収受，配布，発送，編集および保存
試験検査技術の指導講習
調査および統計

(43. 4. 1) 

資料および回書類の収集，管理，保管および利用
他課，部に属しないこと

予算，決算および会計
施設の維持管理

各種伝染病菌および食中毒の検査
血清学的検査
消毒剤jの効力試験
医療器具等の無菌試験
他部に属しない細菌学的試験および検査
実験用動物の飼育管理
細菌学的および血清学的調査および研究

ウイルスの検査
リケッチアの検査
電子顕徴鏡検査
ウイノレス学的調査および研究

血液， し尿，脳脊髄液等の生化学的試験および検査
寄生虫および原虫の検査
臨床生化学的および病理学的調査および研究

日光，空気，温度，ばい煙および騒音に関する衛生学的試験
じんかい， し尿その他汚物の検査
住居および被服の衛生学的検査
その他環境衛生に関する試験および検査
環境衛生に関する調査および研究
匿動物の検査，調査および研究

水質および温泉の検査，調査および研究

飲食物の試験および検査
食中毒の化学的試験および検査
製品検査
食品添加物の試験および検査
飲食器，調理器具等の試食および検査
前5号に規定する事項の調査および研究

栄養学的試験，調査および研究

乳肉食品の試験および検査
狂犬病その他人畜共通疾患の検査
前2号に規定する事項の調査および研究

底薬品および、医薬品原料の試験および検査
毒物および劇物の試験および検査
毒物中毒の化学的試験および検査
他部に属しない化学的試験
前4号に規定する事項の調査および研究

化粧品および化粧品原料の試験および検査
医薬部外品の試験および検査
医療用具および衛生材料の試験および検査
がん具類の試験および検査
麻薬，阿片，大麻の試験，検査および鑑定
前 5号に規定する事項の調査および研究

支所所属職員の人事および給与
支所の会計事務
細菌学的検査
化学的試験および検査
寄生虫および原虫の検査
臨床検査ー
前4号に規定する事項の調査および研究

( 3 ) 



2. 予算および決算

(1) 昭和42年度決算

臼)歳入

区 分

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

諸 収 入

計

(ロ)歳出

事 項 名

衛 生 研 究 所 費

予 防 費

字日まヰ 理 費

保商者検索費

(2) 昭和43年度予算

付)歳入

区 分

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

諸 収 入

(ロ)歳出

事 項 名

衛 生 研 究 所 費

予 防 費

件日t半 理 費

保菌者検索費

予 算 額 決 算 額 増 ム減

円 円 円
58，531， 59，062， 531， 

5，318，000 5，304，000 ム 14，000

76，000 137，611 61，611 

63，925，000 64，503，784 578， 784 

予 算 額 決 管コrr- 額 不 用 額

361，231， 349，935， 11，295， 

25，761，000 21，754，917 4，006，083 

18，011，000 17，834，077 176，923 

405，003，000 389，524，828 15，478，172 

本年度予算額 前年度予算額 増 ム減

円 円 円
59，430，000 58，531，000 899，000 

6，469，000 5，318，000 1，151，000 

80，000 76，000 4，000 

65，979，000 63，925，000 2，054，000 

本年度当初予算額 前年度当初予算額 増 ム減

373，660， 337，340， 36，320， 

18，849，000 18，450，000 399，000 

18，459，000 18，407，000 52，000 

410，968，000 374，197，000 36，771，000 

( 4 ) 



3. 施 言受 (43. 4. 1) 

謀部癖名 所 在 地 電 話 棟数 建国籍 敷 地 摘 要

庶 務 課

経 理 課

品目 菌 部

ウイノレス部

臨床試験部 鉄筋コンクリ{ト建
363-3231 (代〉

環境衛生部
新宿区百N人o町.4の539

m2 m2 1.地上4階，地下l階

千 160 368-4141(経理〉 7 9，372.9 12，363.6 
水質試験部 2.地上2階，地下l階

371-1669(所長〉
食 口口口 部 他5棟

栄 養 部

乳肉衛生部

医薬品部

化粧療品部

多摩支所|立甲 203.6 コングート造平|叫屋鉄筋他 健所内

計 9 I 9，576.'5'112お3121

( 5 ) 



第3章業

1.庶務課

人事，文書，給与などの一般庶務事項のほか，各種

検査物の受付，統計の作成などを行なっている。また

事業月報，年報，研究報告を発行し，業務成績，調査

研究の成果などを発表して，事業の周知，学術の交流

に資しているo衛生局に所属する衛生試験検査技術者

に対する技術指導講習会を本年も開催し延1，156名の

受講者があった。(別表〉 さらに近年は関係大学(養

成所〉などからの実習依託が多く，本年は延3，211名

にのぼった。また，関係大学学生，各種団体等からの

見学者も多く，外国からの視察者も含めて，別表に示

すとおり 2，167名が本所を訪れている。

また地方衛生研究所全国協議会には役員として活躍

した。

2. 経理課

会計事務および物品の調達，工事その他契約事務を

担当している。

A 主な工事

(1) 多摩支所検査室新築工事 6，213，000円

鉄筋コシクリ{ト平家建135平方米

(2) 構内下水道新築工事 900，000円

(3) パイロジン空調設備改修工事 470，000円

但) その他施設改修工事 2，043，826円

計 9，626，826円

B 物品調達

(1) アミノ酸分析計 4，850，000円

(2) 原子吸光分光光度計 3，600，000円

(3) 自動血球計算器 1，175，000円

(4) ガスグロマトグラブ(水素炎付) 1，322，000円

(5) ガスクロマトグラフ 1，000，000円

(6) 低温フラン器 775，000円

(7) 炭酸ガス培養装置 595，000円

(8) 低温恒温槽 525，000円

(9) 真空昇華装置他395点 10，857，287円

計 24，699，287円

3. 細菌部

業務の大半は法定伝染病々原菌の検査， 研究であ

り，このほか，梅毒の血清学的診断，食中毒細菌およ

び結核菌の検査，消毒剤，予防剤の効力試験，医療，

衛生機器の殺菌効力，無菌試験および薬剤の毒性試験

務

を行なっている 0

42年中の総取扱件数は431，875件でこのうち322，262

件は飲食物取扱業者，各種団体の賄人，上水道事業従

事者，学校給食従業者，保菌者，注意患者，患者家族

に対する腸管系病原菌検索であって，とくに夏の伝染

病流行期をひかえ， 5月"-'9月には都民の食生活に密

接な関連のある飲食物営業者，集団給食従業員に対l

し， 206，417件のふん使検査を行ない赤痢菌57件，パ

ラB2件および、サノレモネラ 117件を検出した。

さらに検出赤痢菌の抗生剤に対する感受性試験の結

果，その耐性菌検出頻度は66.7%で昭和40年度の24.8

%より圧倒的に多し、。しかし， 41年度 (67.2%)に対

してはほぼ同率で、あった。これらの成績は今後の赤痢

対策に大きな示唆を与えた。

また，本年発生した集団赤痢は13例で，昨年に比べ

生
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細菌部取扱件数(最近3年間〉
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て著るしい減少を訴した。しかしその内容は多剤耐性

ソンネ菌によるものが8例で，赤痢菌の多剤耐性化と

ソンネ菌の増加傾向とは例年同じ様な傾向を示して，

減少の気配は認められなし、。さらに本年も昨年に引き

続き夏季伝染病流行期に健康者から 117件 (0.05%)

のサノレモネラを分離し，都民のサノレモネラ汚染が更に

増大したことが明らかになった。

梅毒血清反応は93，531件〈緒方法37.872件，ガラス

板法55，659件〉を処理したが，その陽性率は昨年の

4.60% (5， 105件〉に比し， 4. 18% (3，913件〉とわずか

に減少を示しているO また緒方，ガラス板商法による

定量検査は 4，862件で、あった。

食中毒関係は昨年より更に増大し，市販生肉，生か

きおよび井水を含めて 7，811件を処理した。その原因

菌の大半は昨年同様腸炎ピブリオによるものであっ

た。またサノレモネラによる事例も昨年とほぼ同様であ

り，その蘭型は非常に多種にわたっていた。なお， 9 

月に調布， 目黒，五日市および池袋で集団下痢症があ

り， これらはいずれも既知の病原大腸ではない大腸菌

06: K? :日ーによるものが1例，他の3例は大腸菌

027: K? : H 7 によるものであることを明らかにし

iこ口

調査研究としては，腸炎ピブリオ食中毒の予防法に

主眼をおいて，引き続き公衆衛生に直接役立つ研究を

行ない，多くの貢献をなすことがで、きた。またソンネ

菌による集団赤痢の多発に対してはユリシン型別法を

応用し，疫学方面に大いに貢献した。さらにサルモネ

ラやウェルシュ菌食中毒に対する基礎的研究，さらに

その予防法についても昨年に引き続き行なっている。

また梅毒血清診断法，ブドウ球菌などの基礎的研究を

続け成果をおさめている。

4. ウイルス部

ウイルス， リケッチァ性疾患の病原的確認をはじめ

ウイルス， リケッチァに関する検査および調査研究を

行なっている。また，電子顕微鏡を利用した微生物の

形態学的検査，研究も行なっている。

42年に取扱った検査件数は10，738件(行政検査9，487

件，依頼検査1，251件〉で，調査研究は10，666件であ

る。ウイノレス部発足以来の年次別取扱検査件数は次表

の通りで，行政及び依頼検査件数は年々急増しているo

行政及び依頼検査 調査研究

38:f:j三 2，071件 7，517f牛

39年 3，458 12，635 

40年 5，624 16，886 

41年 7， 739 12， 733 

( 7 ) 

42年 10，，738 10，666 

42年の取扱検体の内容をみると次表のようである。

ウイルス分離同定試験

血清試験

行政ならび「油
行予測事業員係 一般依頼

1，610件

1，987 

3件

475 

その他(電子顕微鏡検査など) 0 41 

計 3，597 519 

検査件数の大半は行政検体および伝染病流行予測事

業関係のものであるO 一般依頼は少なく， しかもウイ

ノレス分離試験よりも手数料が安価である血清試験が主

となっている。

公衆衛生的見地からみたウイルス学的試験結果のも

つ意義は極めて大きいが，試験結果が個々の患者自身

の直接利益とならない医学の現状では前記の現象はや

むを得ないものであろう。

疾患発生に当面して採取送付される上記の依頼検体

は個々の事例の究明には適しているが，大局的な究明

にはあまり役立たなし、。当初から計画的に行なわれる

調査研究の結果がそのような欠点を補う。

42年に取扱った主な事項は次の通りである。

1) 集団かぜ

41年12月から42年5月にかけて，インフルエンザ様

の患者が都内各地に集団発生した。

7集団57名の患者材料検索の結果，パラインフルエ

ンザ I型ウイノレス， インフルエンザB型ウイノレス感染

によるもの各1集団，インフルエンザA2型ウイノレス

感染によるもの 5集団が明らかとなった。またこれら

患者の中に，少数ながらコクサツキーB群2型および

4型ウイルス感染によるものが混在していたことも明

らかとなった。

同期における大局的な都内インフルエンザ流行の様

相変遷は，都民のインフルエンザ抗体保有状況の経時・

的変動調査結果から明らかに出来た。すなわち12'"'-'2 

月はB型ウイルス， 3'"'-' 5月はA2型ウイルスの流行

が主体であった。

6月下旬小平保健所管内の小学校におし、て 100名以

上の夏かぜ、患者? の発生があり，病因検索を依頼さ

れた。 10名の患者材料の送付をうけ検索の結果，全例

がエコー 9型ウイノレス感染によるもので、あったことが

明らかとなった。

11月に入って，都内各地において集団かぜが発生し

た。検査の結果，いち早く A2型ウイノレスによるもの

であることを明らかにした。インフルエンザはその後

も猛威をふるい， 1月初旬までに学級閉鎖， 585校に



及ぶ大規模なものに発展した。

同期に採取送付された検体は21集団計 131名で，検

索の結果18集団がA2型ウイノレスによるであったこと

が判明した。

2) 日本脳炎および同疑似症

本年検紫を依頼されたのは， 75名計227件で，検索

の結果， 日本脳炎患者35名，エコ ~6 型ウイノレス感染

(?) 1名，アデノウイルス感染1名が明らかになっ

た。

また関係各当局と協力して離島における日本脳炎ウ

イルスの汚染状況および同ウイルス媒介者で、ある蚊の

調査も行なった。

3) 市販鶏肉からのニュ{カッスル病ウイノレス分離

42年は日本全土にわたって，ニュ{カッスル病がし

ようけつをきわめ，養鶏業界に多大の被害を与えた。

同ウイノレスが人に感染し結膜炎をひきおこすことが知

られているので，公衆衛生的見地から市販鶏肉から

のウイルス分離試験を試み，ウイルス汚染状況を調査

した。検査の結果， 3""' 4月に行政抜取した鶏最体59

羽中4羽の肉からウイルスを検出した。

4) 原因不明食中毒

4 
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ケ丘，板橋東， 5月池袋， 9月調布， 12月府中の各

保健所管内において発生した原因不明の食中毒患者材

料230件の送付をうけて検索を行なったが，病問を明

らかにすることは出来なかった。

5) 原因不明疾患

6月に，渋谷，立川，府中，杉並西の各保健所管内

において原因不明疾思が発生した。

9月には，八王子他8保健所管内において原因不明

下痢患者の集団発生があった。

以上は病因を明らかにすることができなかった。

9月に発生した府中保健所管内の原因不明疾患は，

アデノウイルス14型の感染によるものであったことが

判明した。

6) 青梅病

従来から，青梅市および間近程に，原因不明の脳脊

髄炎，脊髄炎の発生が多くみられ，東京大学，国立予

研，青梅市立総合病院，地元医師会などの手で原因究

明に当って来たが，本年から衛生局も参加して対処す

ることになった。

送付された検体は，血清試験96件，ウイルス分離30

件 (51名分〉で検査の結果，インフノレェγザ感染3名，

日本脳炎 7 名，ヘルベス 2 名，エコ ~7 型ウイルス 4

名が明らかになったが，臨床症状との結びつきにおい

て問題のあるものが多い。

7) 伝染病流行予測事業

本年は，ポリオおよび日本脳炎関の検査を実施した。

8) その他

試験検査に必要な抗原，抗血清の作成，細胞株の継

代維持もかなりの作業量であった。

5. 臨床試験部

血液， し尿，脊髄液などの臨床試験検査および，寄

生虫，原虫の検査と，これらを基礎とした生化学的研

究を行なっている。

42年中における臨床試験検査の総取扱い件数は

18，694件，寄生虫および原虫検査は 19，948件であっ

た。

この内訳を示すと臨床試験検査では，血液理化学試

験11，762件，血液型 (ABO式と Rh型〉検査4，686

件，血球数算定(赤血球と白血球) 295件，血液像検

査 166件，髄液理化学試験検査19件，尿中成分検査お

よび定量 1，174件，雄娠反応検査391件，糞便検査86

件，その他 145件である。

。7 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 72月
これをさらに各項目ごとに昨年と比較してみると，

血液型検査，血球数算定，血液像検査，髄液検査，焼

娠反応検査および糞便検査数は差がなく，尿成分検査ウイルス部醍扱件数(最近3年間〉

( 8 ) 
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臨床試験部取扱件数(最近3年間〉

(臨床試験〉

71 12月

が約20%減少した。臨床検査の重要性に鑑み年々各病

院や企業者において定性検査や半定量のごとく平易な

種目を実施するようになったためで、ある。内容的には

17ーケトステロイド， 17ーハイドロオキシコルチコス

テロイド，ナトリウムカリウム定量のごとく高度の

技術を必要とする試験種目の増加がありこれを裏がき

している。

血液理化学試験数においては4倍近い増加があっ

た。すなわち養育院附属病院依頼の生化学的試験を取

扱うようになったためであるO しかし保健所経由や一

般病院からの試験検査依頼も年々増加の傾向である。

この種目は40種以上の試験を行なっており，とくに多

いものとしてタンパクおよびこの分割定量，非タンパ

グ性窒素，脂質，アルカリ性リン酸酵素，乳酸脱水素

酵素， トランスアミナーゼ， ピリノレピシならびにナト

リウム， カリウム， カノレシウム， クロ{ノレなどの肝，

腎機能に関係あるものが多い。

近年臨床試験方法の発達はめざましく，測定意義の

発表に従いこれら新種目検査の要望が増えつつある。
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臨床試類部取扱件数(最近3年間〉
(寄生轟〉

いずれも複雑な試験法であるため，広範囲の種目に対

する能率的な処理方法として自動測定器の設置が要望

される。

寄生虫，原虫検査数は41年に比較し約20%の減少で

あった。検便の虫卵陽性率は0.81%で、あった。これを

さらに虫卵種別に表すと，続虫卵41%，姻虫卵38%，

鞭虫卵15%であるo

以上の総取扱件数のうち立川出張所で処理したもの

は， 血液理化学試験442件，血液型 CABO式と Rh

型〉検査1，180件，尿中成分検査894件， その他 139

件，寄生虫卵検査4，924件であるo

なお血球数算定は6月以降アメリカ製コ{ノレタ{カ

ウンタ{を用いて行なっているo白血球数算定におい

てはやや難点があるが，赤血球数は正確な値が得られ

かつ処理時間が早い。今後このような精密な測定器が

設置されないかぎり，検体の微量測定や処理の迅速性

の要望は勿論人事の問題も解決できなし、。

調査研究としては，食品が健康維持，改善におよぼ

( 9 ) 



す影響の吟味として，とくに純正食品につき栄養化学

の面から研究を進めている。近年ますます老年性疾患

が増加しており，食品と血清コレステロ{ノレの関係が

論議されてきた，そこで植物油をとりあげて種別ごと

の血清脂質におよぼす作用をしらべた結果， リノーノレ

酸，アラキドγ酸を含有するものが抗血清コレステロ

ーノレ作用が強く， さらに関連して中性脂肪，非エステ

ノレ型脂肪酸の減少作用に意義を認めた。

都市生活者においては貧血性疾患を有するものの増

加がめだっ。これは緑黄色野菜の摂取不足が考えられ

る。本年度からこの問題に着目し，栽培が容易なコン

フリーを用いて貧血改善作用，酸アルカリ平衡関係に

つき生化学的に研究した。その結果はコンブリ{摂取

によるアルカリ性体質えの改善，増血作用が認められ

た。他の野菜に比べて鉄，葉酸の含量が多く，さらに

一般野菜には殆んど含まれないビタミンB12があるた

めで， このことから本研究は国民の栄養改善に寄与す

るものと考えられる。

長年にわたる継続研究としては中性洗剤の生化学的

研究を行なっている。本年はこの研究に対して日本医

学会総会の要望課題〔中性洗剤使用の実態とその影響〕

(第17回日本医学会総会，衛生関係6分科会連合学会，

名古屋南山大学， 1967， 4)部門の座長(柳沢文正〉

として，中性洗剤の今後の研究対策について報告討議

を行なった。

本年も引続き食糧栄養構成研究委員会に参画し，昭

和50年(1975)，昭和60年(1985)における国民食糧消

費水準と栄養水準の展望を作成した。これは農林漁業

調査研究補助金による食糧消費水準と栄養水準に関す

る調査報告書であり，今後の食生活の基準になる。

6. 環境衛生部

環境衛生全般にわたる検査すなわち，温度条件，粉

じん，換気状態，有害化学成分，放射能，騒音などの

試験検査およびこれらに関する調査研究を行なってい

る。

42年中の取扱件数は 177種， 5，033件(行政試験49

種3，629件，依頼試験128種， 1，404件〉であった。

一般社会の環境改善の気運は次第に普遍化しており，

居住，労働諸環境の改善施設も一段と整備されてき

た。これも都内においては，大気汚染が年毎に増悪し

ているために必要になってきたものである。すなわち，

大気中の浮遊塵，一酸化炭素，亜硫酸ガス等はしばし

ば高濃度を示し， この外気を居住環境や労働環境にそ

のまま持ち込んでは，保健上はもちろん，産業生産上

大きな支障をきたすからである。従って，当部への依

( 10 ) 

頼検査も年々増加をみせている。

依頼検査の主体を占めるピル等の環境調査は気温，

気温，気流等の温度条件，照明，騒音，塵挨および簡

単な有害ガスの検知等の測定により，室内境境の良否

を判定し，暖房，冷房，換気等に対する助言や指導を

行なっている。本年は冬期暖房空気調和検査および夏

季冷房空気調和検査がともに増加した。特に夏季冷房

についての依頼検査の増加は， ピル病あるは冷臆病の

増加を示すものであろう。

工場等における有害ガスの検査の主体は，人間に対

する有毒性検査から，次第に機械等特に電気機械類

(接点〉の侵触防止のための検査に変わりつつあるo

工場等の環境条件は一般社会情勢により，次第に整備

され，産業労働恕限度限界を問題とするものより， 1;殻

量な不快臭気の解明とか，よりよい労働環境の維持と

か，微量なアレルゲシ性物質の解明等に変りつつあ

る。

医動物関係では，依頼件数は少ないが範囲はきめて

広く，昆虫類でも，衛生昆虫に限らず一般昆虫類につ

いても，同定，分類業務および駆除方法等の指導を行

なった。

大気汚染に関する業務は，行政上は首都整備局の業

務ではあるが，東京都の大気汚染対策は一局一部の業

一ー一一回和40年
一-一昭和 41年
一一一日目和42年

環境衛生部醍扱件数(最近3車問〉



務でなく，者I~各局の機関の相互協力による，一貫した

監視，調査，研究等によってはじめて完遂されるもの

であることを通感する。

当部の大気汚染測定業務には厚生省依頼の大気汚染

常時観測所管理連営業務および首都整備局都市公害部

の常時監視ならびに夏期冬期の総合調査の協力業務と

がある。

環境衛生業態に対する行政検査として，おし(ぎりの

衛生学的検査を行なったが，その結果は業者によって

非常に差があり，最終処理過程で次亜塩素酸ソーダ:lu

よび機械処理を行なったものが，衛生学的に好ましい

ということがわかった。今後のおしぼり業の行政指導

上有益な方針を示し得たと思う。

大気汚染の調査では，都内の降下ばいl皇量i土最近法

年毎に減少する傾向が認められているが，大気汚染測

定の基本値であるため，行政上の一指標としての重要

性が認められ，測定点を従来の16ヵ所から24カ所に増

加した。

降下ばい塵測定器の維持管理には，今後ますます，

設置地区の保健所の協力を得なければならない。

降下鹿，浮遊底中の放射能も連日測定を行なってい

るが，本年は中共の原爆実験にもかかわらず，放射能

の異常な増加は一度も認められなかった。大気中の空

気イオンの測定も連日行なっているが，大気汚染の増

加にともない，連日空気イオンの減少した状態であ

屯〉。

調査研究としては，大気中の金属成分に関する研究，

光化学スモッグ研究の一環としてのオゾン測定に関す

る研究，学童の肺機能検査測定などあがり，さらに血

中の徴量一酸化炭素測定法の研究を行ない良好な成績

を得たので，今後は実用研究を実施する段階となっ
ふ、
)~ο 

このほか家兎気管粘膜繊毛運到を研究中であり，大

気汚染物質，有害ガス物質の検知への利用を考えてい

る。医動物関係ではハエ，蚊の季節約消長の追求およ

び菓子害虫実態調査を実施したO とくに菓子害虫実態

調査は都内 5保健所の協力を得て行なったもので，興

味ある知見を得た。

今後は当部としては，現業の検査業務のみにとどま

ららず，都民と密銭した環境衛生指導を行なうような

方向に進むべきである。

7. 水質試験部

一般飲料水，公衆沿場水，プール水，工業用水，水

道法にもとづし、て行なう簡易水道水，専用水道水，ま

た公共用水域の水質の侭全に関する法律や，工場排水

の規制に関する法律にもとづいて行なう工場排水，温

泉法による温泉等広範囲にわたっての試験，調査，研

究を行なっている。

42年中の総取扱件数は41，444件でこのうち水道法に

もとづいて行なう水質基準試験はタンク水を含めて

16，988件(細菌， 化学合計)， うち不適が6Z強であ

った。この不適に該当する項目の多くは，鉄，亜鉛，

i埼度，色度の基準量超過によるものであった。

水道水の定期的試験は住宅局，住宅公社，住宅公団

関係および民間水道組合等からの依頼が主であった。

タンク水については教育委員会を通じて小中高校から

の依頼が目立ったことは本年の特徴といえよう。これ

は学校における飲料用水管理の重要性について認識が

高まってきた結果といえる。今後も学校関係の依頼が

増加することであろう。

井戸水は19，792件(細菌，化学合計〉について処理

したが， このうち飲料不適が約38.8%'(7，660件〉 で

あった。三多摩地区地下水調査および中小河川の改築

工事に伴う付近井戸水の汚染調査の一環として土木技

術研究所から 500件の水質試験依頼があった。また硝

保健所で管内井戸水の調査を行なうに当り，試験方法

等についての指導を行なった。

夏季には例年のとおり，プ~!レの一斉検査があり，

260件を処理した。対象は営業用で， しかも利用者の

多い施設を保健所が選定し，公衆衛生部環境衛生課お

よび保健所に協力して現場試験を兼ねて施設調査を行

X70QO .(キ

6 

水質試験部取扱件数(最近3年間〉
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ない，管理面等の指導に当った。水質基準から見た不

適は 130件で， このうち残留塩素の不適によるものが

約70Jbを占めていた。プール管理者の衛生的知識向上

を期待したし、ものであるO

公衆浴場水についても毎年行なっているが，本年は

公共料金改定の必要上，とくに実態調査を行なった。

すなわち， 10カ所の浴場を選び，開場時から23時頃ま

で， 30分から 1時間ごとに採水し水質基準試験を行

なった。これについては43年2月にも継続実施するこ

とになっている。

排水試験は団地，屠場その他工場排水および排水の

処理水等を含めて 614件であったO 排水を河川に放流

する場合，その排水分析結果を首都整備局，建設局，

通産省等に提出することになっているのでその必要性

からと，また工場自体が排水管理上自主的に依頼する

もの等がほとんどで，年々増加の傾向にある。河川汚

消の主原因である汚消排水の放流が社会問題化してい

る現在，放流側の自主的な依頼のl曽加は歓迎すべき事

であろう。

治化槽放流水は清掃局の依頼によるものが 1，875件，

一般依頼が 719件で，水質基準適合件数は例年同様少

なかった。

その他一般依頼で水道管，あるいは貯水タンク等の

塗料溶出試験依願が多かった。これは基材に塗料を塗

布したものを水道局または民間水道工事屈などへ納入

する場合，塗料の水への溶出試験結果書が要求される

ために依!偵してくるものがほとんどである。

出!fl菌，生物関係の依頼で目立ったものとしては，工

業用水使用上，種々の障害を与えているスライムにつ

いての件数が昨年の 7件から34件と伸びたことであ

る。この種の依頼は年を追うごとに増加するものと見

ている。

調査，研究事項として実施したものは次のとおりで

ある。

(1) 全国地下水質調査を北海道，東北地区を第2報

とし，関東，甲信i持地区を第3報としてまとめたo (2) 

三多摩地区地下水質調査を土木技術研究所と共同で多

角的調査を行なった。 (3)生物化学的酸素要求量試験に

妨害を与える各種物質についての研究を，本年はシア

ンカリウムについて行なった。 (4)飲料水中のフッ素定

量法と都内井戸水中のフッ素量について，新定量法の

研究と現在法の比載検討，さらにフッ素量の多いと考

えられている江戸川区小岩地底の井戸水中のフッ素量

調査を行なった。 (5)鉄細菌の研究として， Gallionella 

ferrugineaの保存期間，培養年令ならびに移植継代に

( 12 ) 

よる発育の変化についてと Gallionella分離培地の

窒素源の検討と培地改良ならびに培養条件とくに温度

および炭酸ガス濃度について研・究した。そのほか継続

研究として「士壊中の細菌の推移j，i下部鉱泉の細菌

学的研究j，i河川の生物学的汚潤調査j，i活性汚泥の

生物学的研究J等がある。

8. 食品部

手L肉魚介を除く一般飲食物について，行政試験，食

中毒の化学的検査および一般からの依頼試験，着色料

その他の食品添加物，器具，容器包装料などの試験検

査およびこれらに関する調査研究を行Lなっている0

42年中の総取扱件数は 69，299件(埋化学的試験

47，074件，細菌学的検査22，225件〉で，行政試験44，811

件，現場試験7，976件および依頼試験16，512件であっ

た。

ト食品化学試験関係

(1) 行政検査

一斉検査として行なわれたものは次の通りであり，

これ等はし、ずれも公衆衛生部叉は保健所から送付され

た検体によっている。

子供食品および行楽地関係 (4~ 5月)…18検体(否

1 )，清涼飲料水(一次・二次)(6 ~ 7月〉…105検体

(否10)，氷雪(一次・二次)(7 ~ 8月)…98検体(否

10)，その他ユニバーシアード、大会関係，製造業に対ー

する保存料等一斉検査などが行なわれたo中毒関係を

除く一般化学試験関係の行政検査件数は取扱件数合計

18，869件となっている。なお歳末‘斉検査ではブロッ

ク本部となった12の保健所検査室で，保健所食品監視

員の協力の下に 7，976件の検体が検査(簡易試験〉さ

れたが，そのうち疑義を持たれたものは当部に送付さ

れ，定性定量試験を行なった。結果として 50余検体

(173件〉の不適!日を摘発している。

(2) 食中毒関係

中毒例としては①かん詰ジュースによる中毒が数回

発生した。 8月(オレンジ)， 10月(トマト)， 11月(オ

レンジ〉等であり，し、ずれもスズの溶出によるものと

結論された。②毒王手による中毒はシピレタケ属による

もの (9月葛飾区内)，イッポンシメジによるもの(10

月〉があった。③給食うどんによる事故 (7月初旬葛

飾区内)があり，中学生 120名が悪心， I恒吐等の症状

を示したが，検査の結果過酸化水素の過剰使用による

ものと認められた。④3月北海道で起ったカフェイ γ

添加チョコレートについて(都内製造販売所〉原因調

査が行なわれ，児童に対するカフェイン中毒と判断さ

れた。その他2"-'3件小規模な事故が発生しているo



中毒関係として行なった一斉検査で、は，①3月，モヤ

シ中の水銀斉1] ②5月，サラダ類中の保存料540件(取

扱件数)(否10件〉 ③10月，ートマトジュース類(かん

詰)220件(否2件〉 ④リ γゴ中の残留農薬としての

ヒ素304件(否0)等がある。以上中毒関係行政検査

4， 161件(否34件〉であった。

(3) 一般依頼試験

化学試験関係の一般依頼では取扱件数 1，712件で特

に多いものは食品中の保存料，漂白剤，色素等の添加

物に関する定性~定量であり，次いで有害性金属等と

なっている。

n.食品添加物試験
① 行政試験@依頼試験

収去品試験は632件で，内規格試験62件(否4件)，

定性試験414件(否82件)，定量試験153件(否35件〉と

なっているが，いずれも不適率の高いのが注目され

及幻
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食品部取扱件数(最近3年間)

る。依頼試験ではメーカーからのものが大部分で，規

格試験77件(否9件)，定性試験 117件(否6件)，定

量試験357件(否27件〉となっている。

② 製品検査

かん水…・・・6，882件(否2件〉不適理由は異物混入

によるもので，これ等は製造法が適正でないためで，

現場での注意、が必要である。

着色料……236件(否1件〉不適理由はクロム限度

以上検出(紫色1号に起因するもの〉で、あった。なお

タール色素の使用禁止品目に代って，天然色素配合の

製剤が加わり，検査方法が複雑化してきている。

硫酸カルシウムおよびその製剤…・・単品10件，製剤

529件。硫酸カルシウム製剤は昨年度に較べ約4"-'5

倍に増加している。使用目的は蛋白質J疑問斉Ijとして豆

腐の他，アイスクリ{ム等に用いられるが，その他イ

{ストフード等製パンにも利用されている。

人工甘味料製斉H・H ・-・ズルチ γ関係は使用基準公布に

より制限を受けるようになったが，混合製剤の申請は

むしろ増加した。サッカリン製剤 1，055件，ズルチン

製剤15件，混合製剤1]1，306件，計2，376件(否1件〉不

適理由は配合最相違による。

m.容器@包装関係
合成樹脂製品の新規格(昭和42年4月施行〉適用に

ともなって依頼試験件数の増加を見た。新規格試験を

行なったものでは，依頼検体480件中38件が不適とな

っている。その他依頼試験では紙製品 1，511件につい

て試験したところ蛍光染料関係で不適となったもの38

件，重金属，許可外色素検出のもの 8件があった。

行政試験では陶磁器 145種について試験を行ない不

適18件(鉛を検出するもの17件，カドミウム検出のも

の1件〉を見ている。

合成樹脂製品では新規格による試験を24種について

行なった結果はすべて適で、あった。

人造竹皮，経木など 663件について蛍光染料の溶出

試験を行なったところ25件に検出例を見た。

N.細菌検査

取扱件数は計 22，225件にのぼったが， このうち

19，987件が行政試験， 2，238件が依頼試験であった。

行政試験については公衆衛生部から送付の検体が大

部分であったが，対象業種としては一般飲食賠，工場

および旅館等の集団給食施設，給食センタペ列車食

堂，駅構内売庖，仕出屋，すし康， ドライブイン等で

あった。食品別に見ると，主食類，そう菜類，華子類，

飲料等が重点的に検査対象となっている。これ等の試

験結果を見ると，大腸菌の検出率は相変らず高く， 80 

( 13 ) 



%以上を示している。叉，上記施設の従業員について

手指を，その他まな板，食器，ふきん等の検査も行な

ったが，夏孝の検体では大腸菌検出率が特に高く90%

以上におよび，文，ぶどう球菌検出率も約70%であっ

た。都内食品取扱業者の一層の注意を必要とする。依

頼試験では学校給食関係のそう菜が多く，試験結果を

見ると，一般市販食品に比して大腸菌群検出率が低

く，ぶどう球菌についても成績は比較的良し、。しかし

その性格上なお一層改善の余地が認められる場合が多

かった。

9. 栄養部

食品の成分分析，栄養価の測定および特殊栄養食品

中の添加栄養素量の試験ならびにこれらに関する調査

研究を行なっている。

依頼試験:昭42年1月から12月までに受けた依頼検

体数は322，試験件数1，313で昨年に比して約23%の依

頼増をみた。

依頼の内容は， し好飲料類，菓子類がもっとも多く

依頼検体の 1/3を占め，ついで調味品類，アイスクリ

{ムなどの氷菓，マーガリンなどの油脂製品，さらに

J4. 

12 

8 

6 

4 

2 

小麦粉製品，離乳食などがあり，この序列は毎年類似

の傾向を示し，回定化された感があるoその他世論を

賑わしたコンブリ{の分析依頼もあった。

行政試験:特殊栄養食品および，その類似品中の強

化栄養素量が許可量に比して不足しいるか過量である

かの適否判定を主としており，本年中に取り扱った数

は前者436検体， 619件，後者69検体， 86件，合計505

検体， 705件でほぼ昨年なみであった。

収去品の内容は， し好飲料類，離乳食品類が多く，

ついで、調味品類，めん類などを含む主食品類となって

し、あ。

検査結果は主食品類17.9%，副食品類14.5%，し好

品類11.8%，離乳食品類6.3%，調味品類2.9%の不適

率を示した。

不適の内容は主食品類， し好品類では許可量を下廻

るものと，許可量の倍以上の過量を検出するものとの

割合が約同数であるO 副食品類，雑乳食品類では許可

量を下廻るものが多い結果をえた。

類似食品(特殊栄養食品とまぎらわしい食品〉につ

いては栄養素の強化量が無に等しいと考えられるもの

が24%みられたO

調査研究:特殊栄養食品の使用状況について都内都

市部，農村部の主婦，さらに学生を対象に調査しこ

の結果は39回の局学会にて報告した。現在継続中のも

のとしては特殊栄養食品の保存期間中における強化栄

養素量の変化について検討をおこなっている。また，

昭和44年を目途に日本人栄養所要量の改訂作業がおこ

なわれているが，この参考資料とするため姫娠期にお

けるミネラノレ代謝の動物実験をおこなっている。この

一部は21回の日本栄養食糧学会にて報告した。

10. 乳肉衛生部

乳および乳製品，食肉魚介類ならびにその加工品な

どの試験検査，狂犬病その他，人審共通疾患の検査，

医薬品などの毒性試験およびこれらに関する調査研究

を行なっている。

42年中の総取扱件数は24，227件で，行政試験12，120 

件恥依頼試験12，107件であった。

乳，乳製品の検体は都公衆衛生都乳肉衛生課および

各保健所から送付される収去検体と乳製品会社，販売

会社，都学校給食会，消費科学連合会などをはじめ，

一般都民からの依頼品で， 42年中の受理件数は収去

4，512件(検体数にして1，805件)，依頼5，547件(検体

数にして1，550件)，計10，059件(検体数計3，364件〉で。7 2 3 4 5 7 8 8 10 71 12月 ある。収去検体の大部分は一斉収去検査によるもの

栄養部取扱件数〈最近3年間〉 で，アイスグリ{ム類，牛乳，加工乳，乳飲料，はつ

( 14 ) 



酵乳，乳酸菌飲料などが主である。本年ははっ酵乳，

乳酸菌飲料中に乳酸菌数が規格にみたないものがかな

り出たため，行政処分を受けたものもあった。牛乳，加

工乳，乳飲料では衛生的な面ではほとんど問題はなか

ったが，一部の牛乳販売屈が陳旧品のキャップをつけ

替えて市販した事件があった。それらの製品はほとん

どが一週間ないし二週間前のもので，内容的には完全

に変敗していた。また一部に乳脂のかわりに植物性脂

肪を使用していながら，牛乳として市販したものが摘

発され，検査によって榔子油が使用されたことを確認

した。依頼品では学校給食用の脱脂粉乳が最も多く，

品質はすべて良好であった。粉乳についで‘多かったの

はアイスクリ{ム類，はつ酵乳，乳酸菌飲料，牛乳，

加工手しなどである。また本年度は不当表示問題で、とり

あげられた乳飲料・が，公正取引委員会よりの依頼でか

なりもちこまれ，無脂乳固形分，乳脂の含有量につい

て検査した。

食肉魚介類およびその加工品の検査も牛乳類同様収

去検査と依類品で， 42年度の受理件数は収去7，569件

(検体数にして2，248件)，依頼 1，994件(検体数にし
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乳肉衛生部取扱件数(最近3年間〉

て1，145件)，計9，571件(検体数にして3，393件〉であ

る。本年は当初から食品衛生面で種々の問題の発生が

あり， 1月には41年の暮からおこった生かき中毒が尾

をひき，その関係で2，920件におよぶ生かきの一斉収

去検査を実施し， 3月にはニューカッスル病の全国的

発生をみた関係で、市販の食烏(鶏〉肉についてNDV

ウイルスの検出(ウイルン分離はウイルス部担当〉と

一般汚染度調査を行なった。さらに4月にはワクチン

豚事件の発生をみたので，冷凍肉，カット肉の一斉検

査を実施した。 10月には，し、かくん製品の検査でソル

ピン酸の使用基準違反を発見，さらに12月の一斉収去

検査では，いくら，すじこ，たらこの亜硝酸の使用基準

違反を発見した。食肉魚介類およびその加工品の検査

依頼も年々増加の一途をたどり，特に冷凍食品は今後

一層の増加が見込まれる。

獣疫関係では， 42年中の佼傷犬受理件数は39件，そ

の内容は畜犬11，無届犬8，野犬15，猫5で，検査の

結果，狂犬病はし、ずれも陰性であったが，相変らず野

犬が多かった点は注目されるo医薬品等の毒性試験は

毎年漸増の傾向にあり，本年はその受付も58件に達し

た。その内務は安全試験〈試験期間1カ月)24，急性

毒性試験(試験期間約3カ月)26，毒性と安全両試験

を行なったもの4で、あった。

調査研究としては，乳関係で超高温殺菌びん装乳の

低温細菌に関する研究，市販飲用乳の保存性調査，大

腸菌群の簡易検出紙サンコリテストの性能など，食肉

魚介類関係では，低温における食品由来黄色ブドウ球

菌の態度について，生肉由来大腸菌群の低温発育性

(耐静性〉について，中毒原因食品としてのカキから

分離した溶レン菌についてなどがある。獣疫関係で

は，毒性試験の基礎的研究のうち，試験動物の感受性，

各種検体の量的関係など，狂犬病関係では野犬の抗体

保有状況の調査があるb

11.医薬品部

一般医薬品，生薬，製薬原料，毒物および劇物なら

びに毒物中毒に関する試験，検査および調査研究を行

なっている。

42年中の総取扱件数は20，023件(行政試験1，244件，

依頼試験18，779件〉である。

行政措置による医薬品検査は総数101種798件(不適

18種， 17.8%)であるoその内訳は，アンモニア水，

オキシド{ル，消毒用アルコ{ル，希ヨ{ドチンキ，

ホウ酸，オリブ油およびヒマシ油などの局方医薬品54

種(不適8種， 14.8%)，内服栄養斉IJで通称ドリンク

剤といはれるもの32種(不適7種， 21. 9%)，事故医

( 15 ) 
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医薬品部取扱件数(最近3年間〉

薬品およびその他の陸薬品15種(不適4種， 26.7%) 

である。不適の主な理由は純度試験不適および主成分

の合量不足によるものであるO また都内の血液銀行か

ら収去した血液比重測定用硫酸銅液の比重検査219件

を行ない，薬務部の依頼により 4種の比重を有する基

準となる硫酸銅液各 l1lを調製Lた。

毒物および劇物関係では，薬務部で採水したスッキ

工場廃液中のシア γ定量 161件を実施した。これは毒

物および劇物取締法施行令により，シアン含有量が2

ppmをこえる濃度で無機シアン化合物を含む薬液や廃

液を施設外に流出しではならないことによるもので，

検査の結果2ppm以下のものは52件(32.2%)で， 109 

件 (67.7%)が限度をこえた濃度で、あり，その内23件

(14.3%)が 100ppm 以上の濃度を示し，河川の汚染

等公害問題として至急、に対策かのぞまれる。

補給業務によるものはビタミン剤，ホルモン剤およ

び単シロップ等の医薬品5種30件で、不適はなかった。

医薬品の依頼試験は総数18，779件で，理化学的試験

および動物試験等 1，514件ならびに封かん17，265件で

あるO そのうち，規格基準適否試験は衛生局予防部，

都内各区役所，三三多摩，府中，武蔵野，小金井および

昭島市などから依頼された各種殺虫剤の規格試験，医

薬品および生薬等の局方試験が 574件，定性分析は，

医薬品製剤成分の確認試験として 154件，定量分析は

医薬品製剤，殺虫剤，農薬原料，原料生薬および劇物

の定量試験301件，理化学的恒数の測定は，錠剤等の

崩壊度，比重，旋光度，屈折率，融点および原料生薬

のエキス分，灰分，精油，乾燥減量の測定など 129件

である。また，予防部のほか，各区が購入予定のスミ

チオン，ダイアジノン，マラソン， DDVPなどの製

剤について抜取試験の上購入が確定したものについ

て，乳剤15，626缶および油剤871缶をそれぞれ封かん

した。本年は，はじめての試みとして年度初に当所の

封かん受入れ状況を各区役所へ連絡して，あらかじめ

購入計画を提出してもらうか，または日時の余裕をも

って封かん依頼をするように協力を求めたところ，全

面的に理解されて，封かん及び事後試験とも円滑に処

理することがで、きた。そのため封かんを購入後の試験

に切替えた区もあり，封かん数量は前年に比し若干の

減少 (25，094件→17，265件〉をみたが，購入後の依頼

検体がかえって増加(17種133件→21種231件〉した。

注射薬の発熱性物質試験は総数328件で，昨年同様

にアミノ酸が最も多く 127件，ついで糖および糖液61

件，合成樹脂製の注射器および輸血セットなどの医療

用品48件，蒸留水，生理食塩液及びハ{トマン溶液な

ど16件，そのほか，グリチルリチン及びその製剤，核

酸類，スロンボプラスチン，バレタメイトブロマイド

製剤， グノレタチオン及びホルモン等の特殊なものが増

加してこれらが76件である。試験の結果不合格はアミ

ノ酸14件，糖類6件ハ{トマン溶液2件， グリチノレリ

チン7件，その他3件で約10%の不合格率である。本

年は9月以降に依頼が多くなり，試験動物の不足及び

恒温恒湿装置の修理など‘のため， 43年に受付を持越し

た依頼がかなりあった。

また合成樹脂製の簡寵住射器などの一般毒性試験

(安全試験)26件及び急性毒性試験(マウスによるL

D50値)2件があり，医薬品の安全対策上この種の依

頼が増加する傾向にあるので，当所においてもこれら

試験に供する健康動物を飼育管理する必要がある。

( 16 ) 

調査研究としては，医薬品の製造及び輸入許可申請

のための医薬品製剤の規格及び試験法に係る配合成分

の定性分析及び定量分析の依頼が増加しつつあるので，

原料医薬品，原料生薬及び製剤中各成分の確認法と分

離定量法の設定に関する研究が多くなり，薄層クロマ

トグラフイ{を使用した分離確認法を基礎として，各

種の機器分析を応用しこれらの研究を進めている。

本年中に学会及び雑誌等に発表した研究成果は次の

通りである。



(1) 医薬品の品質管理と試験(ビタミンBl誘導体

(持続性活性ビタミンBlniJ)の試験法〉

(2) 薄謄クロマトグラフイーによる医薬品製剤の分

析(製剤中のスルファミン類の定量〉

(3) 塩酸ピリドキシン等の軟カブ。セル基剤への移行

について。

(4) 血液比重測定用硫酸銅液の検査成績についてO

(5) パイロジェンテストの最近の傾向について。

12. 化粧療品部 4 

化粧品，医療用具，衛生材料，玩具およびこれらの

原料，麻薬，医薬部外品等の試験検査およびこれらに 3 

関する調査研究を行なっている。

42年中の総取扱件数は 13，069件で，行政試験9，965

件，依頼試験3，104件であった。

行政試験のうち，化粧品関係は3，168件で1月， 8 

月にヘアトニック，へアスプレー 3，129件を， 8月に

クリ{ムリンス等39件を処理したが，へアスプレーで

は可燃性ガスを使用したものが12種中4種に，また有

害性金属としての鉛を多量に含有するものが12種中 6

種に検出された。

麻薬では， 12月にリン酸コデイ γ10倍散入りかぜ薬

らしいもの 690件について麻薬の鑑定を行ない，いず

れからもリン酸塩ならびにコデインの反応を検出した。

医療用具，衛生材料については，脱脂綿2件，生理

処理用品 512件を2月に，ガーゼ48件を4月に，また

注射針384件を 8月に，コンド{ム 504件を10月に，

それぞれ処理したが，コンド{ム21種中2種にピンホ

~!レによる不良品を発見した。

玩具では， ゴム風船 1，310件を 2，3月および11月

に，合成樹脂製おはじき，金魚など490件を 5......，7月

に， また， おしゃぶり， 毛ぶえ， ママゴトセット等

2，831件を7月に検査した。ゴム風船では，赤色および

桃色のマンガ風船から温湯で溶出する許可外色素ロー

ダミンBが，その飽の風船からも桃色のものの過半数

からローダミンBが検出されたもの 405件に達した。

また，おはじきでは 174f'牛からロ{ダミンBのほか，

許可外色素の溶出がみとめられ，カラ{プラ粘土では，

そのエタノ{ノレ抽出液からローダミンBが検出されて

いる。

依頼試験のうち，化粧品関係 1，679件では，化粧品

の重要な原料である。タ{ル色素の品質証明に関する

ものが急増している。そのほか，諒料として，香料，

有色顔料(オーカー，ベンガラ，群青等)， 無機粉末

カオリン，タルク，酸化チタン，カ{ポンブラック

等)， ロ{類， 界団活性剤中の有害性物質等があり，
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化粧療品部取扱件数(最近3年間〉

特に規格適否試験が増加しているoなお，ヘキサクロ

ロフェン，エチルベンゼン等の成分の分離定量など，

ガスクロマトグラフィ{による試験が増加している。

療品その他 1，283件では， 輸血， 輸液用具， 脱脂

綿，生理処理用品等について基準適否試験のほか，各

種の医療品容器， ゴム製乳首，n甫乳器等の乳児用品お

よびこれらの原料，文具用絵具，塗料，紙製印刷物，

接着剤，合成樹脂加工の容器包装等について有害性物

質試験を行なった。

このうち，輪血，輸液用具およびその主要原料であ

る塩化ピニ{ル製チュ{ブおよびシートについて，有

害性物質特に重金属やカドミウムの有無試験がきわめ

て多くなっている。

玩具では，ゴム風船，カラープラ粘土，ゴムマリ，

ママゴトセット等84件について，許可外色素，鉛，皮

膚刺激性物質等の試験を行なった。

ゴム風船では，特に赤色のものに許可外色素の溶出

を認めるものがあり，今後の品質の向上が望まれる。

この他，医薬部外品として，湯の花，殺ソ剤，防腐

剤等について成分試験，規格試験があった。

調査研究としては，輸液セットなど塩化ビニール製

医療用具に有害金属であるカドミウムが使用されてい

る事実をデータにより学会に報告したところ，多大の

反響をよび，これが契機となり，業界では品質の向上

( 17 ) 



を促進する活発な動きがあり，また，厚生省では，こ

のため，品質基準を調査作成することになった。

行政に関するものの研究については，各種の規格設

定に関するもの，医療用具のJ1 S規格作成に関する

ものがある。

( 18 ) 



( 1 )業務成績年報(その 1)(昭和42年 1月'"'-'12月〉 細菌部

ト:???〔
本 立出

biTι 
本 立出

張 百十 張 計

所 ハi所 所 川所

注
胆汁培養 32 32 

ジフテリア
17 18 

意、 ウィ夕、、ーノレ 5 5 4 4 
コ レ フ

腸 患、 反 応、 52 52 45 45 

. 者
ノ、。 民 尿 耐 性 69 2 71 

ブ 4 4 
結

2 2 
解熱患者

116 116 
検 鏡 539 120 659 

チ

保菌 者
18 18 

培 養
10 10 

ブ 23 23 核 793 83 876 

ス 14 14 12 一 12 
関 係 者 2，171 154 2，325 計 1，401 205 1，606 

百十
41 41 

検 鏡2，394 154 2，548 
淋

15 115 130 

注意患者 培 養 25 25 

赤 9 
菌

解熱患者
4 5 

計248 457 705 40 115 155 

保菌 者 定 ガラス板法
1，831 248 2，079 

3 161 164 
ワ

'2， 150 279 2，429 

234 474 
ツ

1，727 232 
関 係 者

240 
セ 量 緒方法

痢
20，856 14，693 35，549 ノレ 2， 155 278 2，433 

ーマ

計
238 245 483 ン 定 ガラス板法

1，712 352 2，064 
21，107 15，311 36，418 

反応
48， 733 6，926 55，659 

健腸@パラチ康フス・赤痢者 196 14 210 
緒方法

1，504 345 1，849 
212，411 70，885 283，296 {生 32，944 4，928 37，872 

2I 11a a 3 
34 2 1 1 46 7 2 1 

77 77 
12 6 

飲食 口口口

中
707 707 

23b a 976 976 
77 7 84 吐物@探尿F 7，104 7，104 

菌 33b c 
2 2 

毒
2 2 1，053 1，053 

4a 6 7 7，811 7，811 

115 
X 4 

3 118 

V F 
3 3 

Y D 
3 4 効 力 試験 275 275 
156 117 273 

30 一 30 

446 3 3 8 1 

そ の 他
228 228 

型 6 1，305 7 1，312 

444573 3 4 5 8 
8，545 1，436 9，981 

計
54 332，772 99， 105 431，877 

259 734 

注 1. 上段数字は陽性数を示す。 2. コレラ欄の陽性数は赤痢，陽炎ピブリオ及びサルモネラ菌であるの

( 19 ) 



(集) (食) 学給食校者 従上水業道員
健康診断

チフス
赤経過痢者

保健所その他 経過者

1，959 92984 1 20 3 1 3 

15 
174 7，967 3 120 

牛麻赤
布 796 1，186 41 4 4 
坂 4，024 2 37 9 11 
込 2，416 6 118 8 

四 谷橋
594 621 184 

j定 12 -1 5，167 3 2 
石 } 

本 22 

浅本下向
一

2 一

4 8 

城探荏品目

} 

32 ー

42 10 
文

ー

一
回
ケ 10 675 一
}!! 

砧 1，525 264 232 73 

渋中中 島島並並野池長 谷北東袋野西

2，222 3，123 340 
550 10 66 10 

一

2，585 2 869 4 322 3 18 36 2 

一
ー

13 2 一
1，184 2 2 330 一 49 2 78 -

一一
一一
一一

つ 一一
890 

一一 一一

一
一

一 一
} 

1，614 -1 1，615 3 204 3 
609 241 113 10 

ー

町府立武 蔵

一一 551 } 

3，806 958 -1 5，162 124 
2，761 1，830 -1 8，157 3 44 

1，527 67 -1 1，800 62 
1，826 188 189 13 
3，231 698 935 一

一
69 23 93 
2 一
187 7 11 

計 1 33，688 91 19，329 81 一 一一118，694 141 5， 168 116 41 705 9 
注右側数字は楊性数を訴す。
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部五回

4
5
4
3
5
7£
5
3
3
8
 

一
3
6
3
0

3 

3 

一
8

一
8
6
0ノ一

8 

一7
2
0
U

5 

3 

一R
u
-
Oノ

H
J
f
o

3 

5 

9 

36 333 2 赤痢a2 1 21，110 
8 402 2 8，568 12 11，422 

43 一一 10，598 4 10，641 
32 292 2 16，484 21 8 16，832 L 
254 825 3 18，976 18 28，317 2 
11 99 3， 125 3 5，266 
3 417 8 6，110 4 l腸炎ピブリオ I 10，612 
266 2 265 3 一一 5，079 6 8， 159 

96 5，667 3 一 7， 162 
162 2 348 15 -1 21 2 2 5， 730 

9 n易炎ピブリオ 1 10 1 
587 3 11 14 7 2 643 3 

3 3 
20 一 12，900 15 一 12，922 15 

9 一一 9，842 9 9，864 9 
18 2 - 2 22 

一
95 4 8，857 8 lサルモネラC 1 8，985 

-'ー

2 784 5，476 2 6，314 
15 一 18 

-， - 一
一

ー

2 一 3 
5 一一 5 

一 439 8 3 -1 11 1，138 
一 ー 一一 一
23 11 1，527 4 6 6 3，823 7 一 7，473 
2 35 4 一一 3，188 2 3，226 
14 342 ー 3 - 7，968 18 一 14，013 

25 661 

一 -，ー 一 一一
3 3 

557 z 999 15 一 15，730 20 21，116 48 
45 1 { 一 45 
5 2 7 
-1 3，253 77 3，268 ?7 
325 6 2 一 6，055 6 一 8，026 18 
一 一

12 215 一 一 228 
45 9 2 56 
40 2 740 11 11 10 一 一 800 L 
26 2 l 一 一 920 

一一 5 3 一 5 
{ 

一1，713 一 1，714 
ー 一

一 一 一 一
一 ー 一
} 

一 '一
51 -1 1，921 37 一一 一一 2 4，662 2 一 10，OF69 9 4 

60 一 1，766 2，799 
-1 2，257 9 一 2，257 
188 2 一 一 739 

8 -1 5，698 119 5 8，256 20，417 11 
53 一 1，333 5 2 8，462 3 一 22，642 11 
5 一 2 8 
19 -1 2.053 33 149 3，997 9，674 つ』
ら 707 51.ー 3 4，613 一 7，544 
13 801 31 4，861 2 10，540 3‘ 
-1 6，863 80 6 2 一 6，871 8C 
2 一一 一一 909 一 1，096 

ー 326 329 
376 582 

}ブレコ(防)
I.:::b. ，~I フス疑似者 I "'"---7 -r I 田チフス|赤 痢 ム J チフス i、 痢

関係者 i関係者協旦汁培養!ソペタ;1保菌者|保菌者
I 1/" 1'1' '''''' j}lt!.j I "1=IPf:1ル反応jVI' P-" ''''' I 官

738 322，307 41 45 -1206， 417 1761 164 

( 21 ) 
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(3) 義務成績年報(昭和42年 1月，，-，12月〉

----------種¥¥7項ト ¥fノ丁- 依 調研 血 清 験 ウ 織イ ノレ

5十
H I1開|中和|

組培

政 頼 査究 テスト 合反応試験 その他サル腎IHeLalF L I 
インフノレエンザ 522 42 3，781 4，345 (2575〉(l，087〉 一一，~， ~/I 766 

パラインフルエンザ 522 53 575 
(8)1 (24) 
8911 135 

ヰ 下 腺 炎 10 23 13 46 
(12) 
33 

ア ア ノ 739 40 39 818 -1 3901 (8) 一
3891 291 

日 本 日首 炎 692 247 3，689 4，628 (3~ 5~~~1 245 一一
1，302 

急性灰白髄炎 365 12 67 444 36 
(20) 

285 
(18) (23) 

80 243 285 

コグサツキ{ 84 43 78 305 203 (29) 
(18) 

84 
(7) 

84 84 

ニ乙 コ { 93 50 1，171 1，314 501 (1，122) (38) 
84 
(7) 

9 84 84 
ケ ツ チヤ 一 4 4 4 

原発性異型肺炎 2 2 2 

原因不明疾患 92 2 52 146 一 205 7 一 (11) 691 (4~2 
69 69 

原因不明下痢症 117 117 165 33 84 84 84 

青 梅 病 126 126 192 1，362 21 30 25 30 

食 中 毒 56 56 56 56 56 

エンテロウイルス 91 137 228 
J (44) 

91 
(44) 

91 91 

"'" ノレ "'" 。 ス 10 3 14 } 13 ー 」 』

ニュ{カッスル病 78 313 391 (200) 一 (33) 一 (33)
159 159 

ポ{ルバンネル反応、 9 9 9 

そ の 他 42 1，272 1，314 

計 13，5971 判 1同 61 14，叫 (6di;ii(1与!iii|(i，37お| 151i14q叫|(1吟，3411 1， 1251 1， 23 

注 ( )は調査研究

(4) 業務成績年報(その 1)(昭和42年 1月，，-，12月〉

じ41血液学的検査 液血理化試験学 血液型 検査
血計 血

髄液検査
球算 液

ABO Rh 赤 向
{象

液 100 671 2，425 2，261 149 146 166 

清 1，016 9，856 

疑 88 

髄 液 6 13 

E同日 液

尿

尿

そ の 他 24 

13 

立川計出張所 59 

1，11 10， 2， 13 
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ウイノレス部

ス メ7Jに 南陸 同 定 試 験 そ の 他

に長|鶏腔|その他議 I~ゥ受|サル|その他免疫血|吋i吋胞の|電子|そ他清作成作成喜の継代培継代培養顕徴鏡 の
(3，779)1 

(24) 
(4) 
(3) 一 (82) (4) 一181 947 

(2) 一 一 (21) (~~?I 

一 (1) 
33 

(10) 
(39) 
1，289 

く140)
一 (12) 

(3，689) 
2 l，( 549 

ー 一 (6) 67) 
929 

(18) 
(6) } (789 〉

84 53 

(4) 
(1， 171) 
311 

一 一 4 

2 

10 69 ー 一
(52) 
498 

一 84 534 

30 1，690 

56 224 
(49) 

一 一 一
(1， 137) 

91 364 

一 一 (1) 
(1) 

(44) (3) (313) 
159 78 555 

9 

一 (877) 
(183) 

(212) 
(1，272) 

41 41 

-l(?:il 2(769〉|1((24121〉611 一I(叫 (6刊 〈10，0666〉8 
10，73 

臨床試験部

震査
姫あ反応E 成分尿 検査

i叱
糞襲 そ 本 立出

の 張 計

定性 定量
査 他 所 川所

120 4，296 1，742 6，038 

10，872 10，8721 

89 

19 19 

85 68 18 86 

391 934 226 14 671 894 1，565 

24 25 

893 17 

85( 1221 -1 -1 
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(5) 業務成績年報(その 2)(昭和42年1月，，-，12月〉 臨床試験部

¥検¥体 ¥ 項目
理 無 有 機 癌 毒

合成及び

寄研

虫調毒
研 そ

化 ~ 機 目巨 {生 生 打~
A寸4時 反 虫 tつ
検 定 定 研 試

抽出
調 指

査 主1三怠L 主主主丞 査 応 験 査究 導 {也

血 液 1，802 -1 3，052 27 5 4，887 

血 清 1，996 7，417 21，915 63 295 10 31，696 

尿 126 114 646 886 

県 20 7 一 703 730 

そ の 他 297 482 452 170 479 1，016 46 157 55 3， 154 

計
1

4沖吋ベ 十0261 471 7031 41，353 

( 7 )業務成績年報(昭和42年1月，，-，12月〉

件 数 取 扱 件 数 試 験

依 行 調 気 温 そ温 照 騒 臨

査 の熱

研
計

他条
種 Bリ 頼 政 打~ 温 度 の{牛 明 2日2二 挨

工事- 務

商 所場応 837215 8 7 
877 1，646 1，646 8，241 1，338 49 3， 124 
325 52 52 75 30 12 94 

アハ{ト， 一 18 23 23 158 13 31 

興

劇映寄そ

回

館場席他行

場 の 17 17 50 50 132 14 97 

住宅
ア ノ、。 ー ト 一

7 7 
一 一 一

{主 宅 56 亡、， ー 10 

屋
繁住公 園 華宅そ の 街街他
クト

接客業 理旅浴 富髪

一

ぺマ了 の 他 )6 114 280 239 l5 ー 90 

研

所降二亜そ酸硫内下外化酸煤鉛のガの気法ス塵象測に試調定よ験査他る

208 208 120 司

12 121 15，220 11，422 21，254 

一 262 626 

究 ー 2，681 20i 2，701 四 18，726

1 1， 4041 3， 6291 321 5，0651 1刊 91 1山 11 30，1551 1制|
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(6) 襲務成績年報(その 3)(昭和42年 1月，，-，12月〉 臨床試験部

l~種------------別一-------------_______検査所別 本 所 立川出張所 計

、、----、、~、----、ー、 検査数 (十〉 検査数 (+) 検査数 (+) 

原
赤痢アメーパ 8 8 

-マ フ リ ア

そ の 他
虫 言十 8 8 

検体(ふん便
14，928 161 4，924 19，852 161 

寄 汚泥 96 96 

自国 虫 61 

鈎 虫 5 5 I 

生 鞭 虫 24 24 

焼 虫 66 66 

鈎虫東洋毛様線虫

虫 そ の 他 4 4 

計 15，024 161 4，924 19，948 161 

メロL 計 15，032 161 4，924 19，956 161 

環境衛生部

検 査 何= 数

空気イ
炭 一 有

理化学試験

細試 動

放射能測定 空気染度汚測定 医動物顕の徴鏡的検査

事長
酸

酵化炭素
三Eこ包こ1 菌 物 虫

計
オ tf 

カ、、 AT  A 試
査検子〉ン ス ス 的験 験

4 1，430 272 146 1，404 一
19，3620 773 9 1 31 8 226 93 

17 14 一

一
48 一 47 一 438 

100 

一 一
一

一 { 

一

一 38 40 ー 245 一 2 一 771 

135 1，596 2，744 一 670 31，756 37，021 
47，896 

一 626 一 626 

3，208 一 12，982 570 88 744 88 36，406 

1，5ベ州 15，61 1，81Oj 判 吋 32，5001 21 料 143，511 
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ぐれ業務成績革報(昭和42年 1 月 ~12月)

I~ ， 項 目 試

一般飲料水(井水その他〉

水 道 水(精密検査〉

水 道 水(定期検査〉

工 業 用

タンク水その他

温

温

河

海

泉 C療養泉〉

泉〈中分析〉

1
 
1
 

・目白目目'a

，，

フ ;1.< 

i谷 場

工 場
トド
h
B

判
旧
日

下

浄化そう，消化そう，
放流水(清掃局〉

浄化そう，消化そう，放流水

水中生物，その他の生物

天

雨

ス 日フ イ

-112，3761 -1 3，0941 3，0941 -1 3，094 立/一般飲料水(井水その他〉
)1 I I 
出(水道水〈定期検査〉
張|
所 l 小 計

取扱

依

頼

適|否
588 

8，230 5，812 

10 
5，223 249 

35 
4，638 478 

209 

件

調

数 験
一
学
一
酸
素
測
定

420 

水

水

83 

45 

693 

365 

591 

52 

物理学的検査

温 i潤|比|硬
色

度|度|重|度

化

反|残
応|誼
試|試
験|験

1，875 

719 

水

ム 34 

査

511 14，6811 -138，7821 -1 9，7141 9，7481 9，7231 9，696 

331 5，5151 81 2201 -1 1101 3301 1181 110 

21 5， 1531 2110，3021 ー 22115，4531 4， 2891 5， 151 

2091 -1 8361 -1 2091 2201 2091 209 

18 4381 71 4181 -1 1331 6051 2021 263 

5，719 
18，091 6，541 

3，314 

5，642 

8，956 

2 21 -1 21 7 2 

6 891 6 91 ー 21 271 491 45 

451 -1 231 ー 4 2 2 

6931 4041 3101 - -1 297 -1 319 

91 4561 1401 1711 ー 171 213 

591 4491 4221 466 

12 641. 12 381 531 38 

1，8751 - 6 191 1，950 

7191 - 671 ー 1761 604 107 

13 131 - 一

7 71 6 6 -， 

50 501 - -， 

341 ー

2831 30，6341 585151，1651 -110，192127，460115，272119，067 

1，848 

293 

-1 5，162 

-1 5，935 -1 5，9341 ー -1 5， 9341 2， 9681 2， 968 

2，141 -118，3101 -1 3，0941 9，0281 2，9681 6，062 -1 11，097 
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水質試験部

検 査 件 数

的 試 験 細菌及び生物検査

室化 陽ン 陰ン

素

放 有 A フ l 一細 大 水名

菌名検索試験

プン
ス

ラそ
よ口』 イ イ 射 機 B ェノレ 菌 菌数腸 詰中検索

ンの
フ

ク他
イ

素物 オ類 オ類 自包 燐 S ノ類 般数
ト

ム

29，085 29，249 9，852 13 3113，140 30，046 ー 岡田1;

360 986 440 9 - 104 -116，176 26， 768 ー 45， 739 

15，453 198 5，151 2 3 」 一 56，0261: 

627 627 209 3， 146~ 

542 359 239 35 一 30 2，8331i 

2 4 一 日 ー 191 

一 -11 

112 10 24 6 2 24 175 ー 491 

3 5 600 639 

322 17 280 118 一1，1102，295 一 'ー 5，472 

389 170 140 492 1， 887~ 

83 125 175 87 318 一 一 2，151 

10 11 12 108 282 

1，857 3 2 一 3，837i 

538 113 品 -1 1，743 一 3，348f， 

ーー 一 ーー 13 131: 

ー 一 7 一 品 一 1911 

一 一 50 一 一 501: 

一 34 34 

49， 368 31，590 16，675 293 86 一 152 3130，537 62，545 13 34 315，03711 

9，282 9，282 3，094 一 -1 6，201 13，134 一
} 62，65111 

8，902 -1 2，968 一 -1 8，889 15，551 ー 54，114 

18，184 9，282 6，062 一 ー -115，090 28，685 116， 765~ 

67吋咋 7371 3145.627191.2301 431，802t 
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(9) 業務成積年報(その 1)(昭和42年 1月中12月〉

時~ 取扱件数 試

j ¥ 件 数-適革試験| 
l種 !i]1j 

~否|適 j 否|適|否|適|否|適 i 苔| |接|

:ト1
25 

100 

iう

計 43，017 6，378 14，963 一円1日田
定定細規 性善格 試試試試

(10) 業務成績年報〈その2)(昭和42年 1月"，，12月〉

取 扱件数 試

製査品検 依頼試験 収去試験 調査研究 計小

感 確

言十

見悼ん 号即刃I:i、 i緯 え反
試 試 ん

適|否適|否適|否適|否適|否 験 験 状 l色応

合成味料甘 {ササズッッノカレリカツチ・リズンルンチ製製シ製剤剤剤
1，052 -11，053 1，504 4，216 5，270 2，112 
15 15 15 60 75 30 
1， 306 -11，309 1，309 5，236 8，947 5，236 

硫合か 成酸 ん着カ す、料ン い
6，880 2 -1 6，880 6，882 27，528 48，652 15，255 20，646 

色 製剤 235 16 31 230 101 481 14 495 1，471 3，350 1，305 63 
ノレ ウム 539 -1 100 -1 639 639 2，156 3，953 1，286 1，161 

;器具及容器包装({警号格の試車詰
-1 442 381 152 17 50 -1 644 55 699 1，328 5，242 1261 334 
-11，465 461 975 26 43 -1 2，483 72 2，555 2，555 5，457 ーし164

:添加物 格試 68 58 41 100 331 226 46 272 752 1，224 
，94886 3 
273 

の -1 425 351 462 79 201 110 907 224 1， 131 3，376 4，439 1， 543 

計 lill叩州，0庇m刷0舵附附2却捌8副l 41ヤい円一門11d門門門2μ川川川4ω仙例0肘刷11 1 … 凶llil制 ~Iザ刊門14川附4ω州6臼附3
10，032 1 2，529 1 U94 1 696 1 15，051 1 15，0511 48，6781 B6，609127，s19125，184 

規定定格試験{器t添具容加器包量装物性
480 169 50 699 
77 63 133 273 
945 1，068 315 2，328 
1，027 494 198 1， 719 

( 28 ) 



食 口
問

験 検 件
ア，
d
q
j
 

査

食 に1
口口

験 検 査 件 数

売電 度 試 験 乾 蒸 カ消 強 定

液融比異水ア塩硫ケ炭ヒ重フノアレフノ着無不有不そ
燥 発 メ 製1

e主塁ヨ主L 

減 残 レ費 残 計
酸2化酸塩最J 酸 金オプ l 色機純機純の 失 留 オ 留 試

性点重物化リ物損 塩素属ノムレ uFェル料 1生物性物他 主よヨ主主a 物 γ量 物 験

1，054 1，054 -12，112 1，054 1，054 1，054 一1，0541，054 5，270 -12，112 )，162 3，162 1，054 --f0514 4 1，054 37，956 
15 15 30 15 15 15 15 15 75 30 51 51 15 15 う52
1，309 2，618 -15，236 1，309 1，309 1，309 一1，3091，309 6，545 -12，618 う，927う，9271，309 一，3091，309 56，071 

7，387 2，304 8，975 29，078 7，938 6，882 6，882 6，882 4，578 13，764 49，792 -1 492 26，449 21，207 17，964 3，291 1，952 510 4，665 29，544 362，617 
438 250 101 1，556 341 288 288 240 221 510 2，610 -13，350 1，377 2，064 2，668 -1 945 2，278 25，117 
716 199 -1 2，654 454 742 780 614 659 1，078 5，626 -1 2，420 2，179 1，80ヲ 667 -11，412 1， 976 3，493 36，034 

1，204 -1 1，258 1，398 70 70 一1，398う，4951，328 699 l， 398 -1 3，045 一1，398l， 398 l， 398 1，398 27，9851 
う，946 一1，9132，555 -1 2，555 12，775 2，555 2，555 2，555 -1 5，739 -1 2，902 2，555 2，208 5，100 59，099 
193 74 361 624 182 244 242 1491 154 278 1，060 165 901 660 1，294 8161 850 270 319 3651 2，062 12，862 
1，632 31 461 2，012 423 373 373 353 336 2，124 5，877 350 -11，712 3，325 2，690 2，194 6101 378 490 2，346 4，502 43，518 

叫，伽38吋叫町7111，01川，山

( 29 ) 

部

計

9，094 
20，077 
10，613 

-1 11，251 
361 8，452 
-1 6，207 
63，432 
6，665 
6，159 
10，717 
7，252 

一1 15，393 
-1 5，339 
52，202 

!， 980 
21，628 

部



(11) 業務成績年報(その 1)(昭和42年 1月.........12月〉

取 扱 件 数 試

依 送 調 蛋 日旨 メ凶入 繊 灰 石

計 白
水

種 炭

頼 付 査 5:丈'J 質 肪 素 京佐 分 灰

殻 類 46 70 116 232 322 278 202 174 154 232 156 
楠

旦 類 11 19 12 42 80 58 48 52 44 78 58 

物
野 菜 類 13 39 122 174 300 242 242 220 222 322 242 

i生
巣 実 類 22 58 117 197 322 244 242 238 218 325 227 

食
菌 草 類 4 2 2 2 2 4 2 

ロロ口

海 藻 類 2 4 7 12 10 10 10 10 12 10 

動 獣 d鳥 類 17 34 18 69 126 68 66 58 58 114 74 

4お 魚 貝 類 9 19 26 54 100 70 70 68 56 124 76 

f生
食
手L 類 16 8 11 35 76 56 54 56 38 60 42 

口口口 Jj}s 類 5 10 5 20 36 20 20 22 20 22 20 

噌 菓 子 類 65 29 16 110 202 92 100 110 86 99 74 
好

日ロロ
飲 料 62 136 149 347 354 132 124 210 80 336 186 

調 Y由 類 33 18 77 128 183 147 219 139 119 210 118 
味

料
調 味 口口口 20 20 5 45 71 52 40 44 40 73 71 

そ
の 古河 業[- 2 
他

計 322 505 675 1，462 2，190 1，473 1，441 1，405 1，149 2，013 1，358 

(12) 業務成績年報〈その 2)(昭和42年 1月.........12月〉

種 別 栄 化 -ニ主主チL 調 理 実 験

(酸，アルカリ度，その他〉
件 数

3，604 (305種〉 129 (129種〉

( 30 ) 



栄 養 部

験 検 査 件 数

食 総、 ピ 比 ア 感 ιr 酸 直 薦 カ

タ
ノレ 接 フ

燐 鉄 コ 殴 還 コユ pH 、、、
フじ イ

話主 酸 ン 重 ノレ 耳悼ん 草分 価 糖 糖 ン

122 108 16 724 232 836 3，556 

50 40 14 290 42 854 

168 184 60 一 1，120 174 

190 176 71 一1，084 197 一 3，5232 4 

3 

10 10 10 ー 79 7 一 190 

62 62 38 380 79 一 1，185 

66 64 36 393 54 1，177 

30 23 8 186 35 一 一 667 

16 16 16 130 20 一 一 一 358 

50 48 30 378 一 110 一 1，379 

90 74 36 488 978 460 347 一 26 26 6 66 4，019 

108 140 77 364 94 一 274 一 一 2，156 

25 25 19 4 256 4 45 769 

一 一 一 ー 一 一 一 15 

987 939 431 492 6， 365 460 41 1，438 836 274 26 26 6 66 23，379 

栄 養 部

栄 養 調 査 栄 養 生 理 計

(強化食品〉 (無機質定量〉

2，367 (150~重〉 2，452 (193種〉 8，552 (777種〉

( 31 ) 



(13) 義務成績年報〈昭和42年 1月.--....12月〉

取扱件数 試

件 数
依 送|調 官 五回 菌

，uん
づにa

研

究

@

調

査

食

肉

魚

介

類

及

加

工

品

検

査

ム目h己一大乳病目 カ芽低

計 肌白血腸酸孜ブr-. ピ 温

~I 頼|付 1| 菌
手L 適目4|否27[|適284[否169査- 6，94[験51数647[群6471数 1喜4母 1菌4菌82 

ク リ ー ム 411 91 61 61 -1 621 -1 551 551 -1 2 一一一

手LI れ粉乳 ん 含料手乳〉L 12 一一 I1 -1 131 -1 101 101 -1 5 一一一
4141 111 251 61 -1 4561 -1 4441 4421 -1 3501 343 一一
1211 21 1321 201 -1 2751 -1 2231 225 一一一一 6

製|アイスクリ{ム〈ア飲イスグリーム類 1741 661 6791 1711 -1 1，0901 -1 1，0791 1，0791 -1 5 一 一 一
ノミ タ ~ 1 II1 11 71 81 -1 271 -1 221 231 -1 -1 31 -1 2 
チ { ズ 141 -1 111 -1 -1 251 -1 211 22 一一一一一

品|は つ 酵乳 1261 311 671 381 -1 2631 -1 41 1701 3851 -1 5 一一
乳 酸 菌 飲 料 71471 1111 59-288一一 1911 288 一一一一

そ 調添容そ 整 乳物装他 391 1 一一一 -1 401 401 -1 40 一一一
カu tl"o 1 501 181 4 一一 -1 621 411 -1 81 91 131 -

の| 包 19 一一一一 一 161 161 -1 101 41 101 -
他| 211 101 1 一一 一 221 231 71 71 11 31 -

大牛大Uはアコ腸つ乳H菌イリ酵，腸T群テ殺加乳ス簡菌菌工のス易グ手保乳検Lト存群のリの出低にの庶紙ー組簡お性パ糖前けムlクl菌能に易るテに乳の関にス酸関同す着トす菌つにる定のる色つい研研消い料法究長究てて 一 一 一 一 1，7321 1，7321 -1 21 21 -1 101 -1 -1 64 
調 一一一一 161 16一一一 200 一一一一

査 一一一一一一-一 35703570一一一一一一一一一一一一一一一一

研 一一一一 2001 20)… -1 200 一一一一一
究 一一一一 1501 150一一 150 一一一一

一一一一 124124-， 504 一一一~

食類肉 加生原 料肉品 461 311，8451 -1 -1 1，8941 181 4621 3291 -1 310 一
工 4%1 801 1，0961 1261 -1 1，7551 31 8671 8721 -1 282 一一

48491 121 -1 -5051 -1 2971 274-1 181 21 1381 -

類魚介 鮮加原冷 魚 介 類語 201 91 2，5211 4601 -13，0101 -1 9461 863 
工 1831 311 1，2901 1841 -1 1，6881 11 5721 5731 -1 32 一一一

一一一一 31-1 I1 11 一一一一
凍 魚 介 6665 一一一 1311-1 571 57-1 5 一一一

2他|警の 214ji:lJ:|:lJjil!??laj i;|Al ii|: 

乳

及

び

乳

製

品

検

査

「ーって|
-[ 4，200[ 4，200[ -[ 一[3，300[ 一15001 -1 -1 200 

品の低温 2・ 食品由来の黄色ブドウ| -[ 1，970[ 1， 970[ -[ -[ 1， 970[ -， ・晶・・

細菌に関 球菌の態度

する研究 3. 病原ブドウ球菌の態度| -[ 1， 490[ 1， 490[ー| -1 1，9001 日・ー』 ・ー

食肉製品の製造工程における細菌叢に| -[ 2，100[ 2，100[ー13001 -1 3001 -1 3001 -1 ーついて

カキ〈食中毒原因食〉から分離された i -1 5，5001 5，5001 -1 8，5001 i容血性細菌について
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計
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乳肉衛生部

験 検 査 件 数

的 試 験 理 化 寸A主4ゐ・ 的 試 験 動物試験及び病理検査

腸(サ 大 病 、一~~コぐ、' 分 iそ 鮮 上七 成|添 肉異 そ|病

調同

毒F炎ヒ ノレ 原 分加 素 硝 ネグリー 言十
血 高佐 種物 理 体検査語 物

フ モ 腸 大 の 物
重 酸

の
反 性 Z 解 試リネ 腸

2 根l素|性最他;剖オラ 菌 菌 応 状他 度 重 片捺織査験 験三ロムク

-1 -1 7421 6371 1， 1041 -1 -1 -1 41 31 -1 -1 -1 -1 -1 131 -1 21 -i -1 3，8901: 
34 391 - 1901' 121 - 21 
347 111 3 350 1761 12 一一 11 2，5061 

一 721 - 5381' 231 12 -1 2 2，214 
-112 一一 m 

101 - 一14 -123 9J1i 
一 25 961 66 11一 21 - 753 

71 54 549 

1111111 
j-l-

11280 4 141 2 -124 一一 一一一
741 
66 

10 -111，200 11，2781; 
2101， 

ち;71- 57 
一一 -1120 ー一 120 

2001' 
150 
504 

~I 17;1 211 I~I 
=1 11 「1711111ml!4111 =1=1 11J 

2，222 
一971047一31-一一ll-l1-9i4一I19一51152'11一3一8-一 2，611 

779 
428 

(1111 111 1441jJ|j J1411j j| 

3，873 
20 2，256 

3 
188 

=1，=1 1171;111171:!?ljjqJ1 =/ =/ =/ =1 =1 
66 
604 

一1，700 一一 5，700 

一一 一一 1， 970 

一一 一一 1， 900 

一 一1，200 一一 299 ι2，100 

-1 600 一一 6，399 

11-

11 11 11 

jji| 

110 
一一 80 

15 15 15 151 1 150 
50 

1~lr jjljlJjl刊 ;J11 

3，500 
一一一一 200 
一一一一 1，400 
一一一一 2，200 

=1=1 =1 =1 =1 =1 =1 =1 =1 =1 =1 =1 =1可
4曲|川 5701600114.1031州 63911州仲榊H州制 39

1
1叫判花田4
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(14) 諜務成績年報(昭和42年 1 月 ~12月〉

r目
取 扱 件 数

'1 製剤規格

i1封
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ロ

種別
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化粧療品部

検 査 件 数

化 Aザ'-'ー- 的 試 験 そ

そ l容 J凝 i容 i先 思 染 抽 臭 酸 誘 解 融 定 カ ベク そ

化 導
ブ

解 間 融 殿 色 色 出 見品ι4 裂 点 最 ム lロ の 計
の 還

体 ク の
試 試 反 反 反 試 試 試 フ乙

試
反 試 試 ロ ノ、。 てず

反応
ーマ

他 験 験 応 応 応 験 験 験 験 応 験 験 ト lト 他 他

100 100 一 95 450 lOC 10 10 30 200 10 lOO 1，325 

2， 165 251 101 20 179 5，562 -1 332 51 246 40 51 20 457 377 1，820 2，365 1，132 16，522 

2，220 357 10 10 286 8， 798 44 264 50 30 1，718 1，040 1，000 2，265 1，290 21，036 

7，400 2，085 47 257 1，232 13，990 220)，725 100 990 134 113 157 2，483 837 3，180 3，410 1，680 43，501 

5 5 2 19 

2，289 240 -1 331 1，414 298 120 -1 864 180 2，530 1，249 12，851 

622 63 -1 23 363 -1 641 2 14 67 290 160 2，581 

3，050 412 -1 322 7，885 -1 4531 57 284 -1 953 350 1，230 750 16，961 

709 257 -1 4 1，666 331 160! - 48 82 60 562 520 4，458 

1，676 567 -1 198 4，575 107 1，502 221 204 -1 363 392 3，880 2，125 1，020 18，396 

一
1，050 344 -1 151 2，064 20! 1561 4 64 -1 378 15 378 920 620 6，356 

1，757 695 -1 259 2，285 226 101 668 668 750 950 9，094 

23仲 731 6怖叫 8571抑 16叫州 34511191引…
( 35 ) 



品 名

主要備晶表

( 1件 60万円以上〉

規 格 形

ガスクロマトグラフ 島津 GC-1B

ググ GC-1C 

Q Q Q 

グ コタキフラクショナー

状

光電分光光度計島津 RS-27，SV-50A 

Q Q Q 

グ QV-50

水品分光光度計 11 Q F-60 

赤外分光光度計 日本分光 IR-S

分 光 光 度 島津 1 U-50A 
// ベックマン DU型

光 電 旋 光 計 カーノレツアイス
ノ、G ナ ク レ ツ ト 島津 1 R-27 

ポーラログラフ増感装置 柳本 PM-101

力、 ス (呼 気〉 分 ネ斤 器 プリモアナライザー

窒 素 定 I主主主 装 置 コ{ルマン29型

電子管式測徴器 〈空気イオン測定器〉 羽山 HM105

自記電位差滴定装置 スイス， メトローム， F436 E 1009 

アミノ態窒素定量装置(アミノ酸分析計〉 目立 KLA3B

大気汚染自動記録装置 紀本 レコ{ダー付

血 球 計 算 器 コ{ルター D型

電 子 顕 徴 鏡 日本電子 JEM-6C型

万 台巨 試 験 機 島津 RS 2 -Ton 

{民 温度 電気 f宣 温 槽 大西冷熱(-800C) 

I1宜 温 I1宜 湿 器 ヤマト科学 LHT-2 
ふ、 lJJf~ 器 ベッセノレLT型(炭酸ガス培養装置)

両 圧 滅 菌 器 サクラ式
)/ /1 

真 二ザ乙芭 {，4必3λ 凍 乾 燥 機 共和式 R L-200S 

// 徳 田 BCL-30
t、J寸EL3 却 1、& IU 機 国産 H-250

/.1 マノレサン 50UV 6 
/1 富永 90UV

高 速 遠 d心 分 高佐 機 日立 40P型

分 注 器 ツカサ式

食 器 洗 浄 器 フレーム噴射式T型

長司 育 箱 4-EA-3型

小型 4 輪乗用自動車 トヨベットクラウン60年式
1/ トヨベット 63年式

// 1/ 40年式
11 ニッサングロリア 42年式

I! 貨物自動車 トヨベット 56年式
I! 11 57年式
/.1 11 59年式

( 36 ) 

43. 3.31現在

l数量l購入金額!購入年月日
1，697，000 38. 3.15 

1，317，000 42. 8. 10 

1，000，000 11 

620，000 36. 7.20 

2，180，000 35. 8.31 

2，714，000 40. 7. 15 

676，000 40. 8. 10 

1，172，000 33. 9.30 

1，869，000 36.12.20 

3，600，000 42. 11. 30 

2，412，000 40. 5.25 

882，500 27.10.10 

700，000 40. 8.20 

2，700，000 39.11.15 

970，000 41. 8. 25 

3 2，040，000 38. 3. 3 

1，470，000 40. 7. 10 

852，900 41. 1. 26 

1，400，000 41. 12.20 

4，850，000 42.10.30 

750，000 38. 9.25 

1，175，000 42. 7.20 

5，000，000 39. 5.23 

1，110，000 34. 8.30 

1，370，000 36. 11. 20 

650，000 41. 9.30 

775，000 43. 1. 10 

1，800，000 39. 3.31 

1，800，000 39. 6.30 

1，150，000 37. 3.30 

1，250，000 40. 9. 7 

700，000 34.10.26 

1，040，000 38. 3.15 

700，000 41. 6.27 

2，500，000 33. 2. 10 

980，000 39. 6.30 

850，000 39. 7.18 

845，000 38. 2.15 

799，950 35. 7. 9 

846，200 38. 7.10 

784， 700 40. 7.29 

880，000 42. 7. 15 

720，000 31. 5.24 

795，000 32. 5.14 

800，000 34. 6.30 

1
47 
I 



人 事 異 動

新視採用，転入，昇格等 42. 1. 1~42. 12.31 

月 日 職 名 氏 名 事 項 摘 要

主事補 菊 地 美奈子 採 用 経理課用度係

2. 用務員 細 谷 武 男 // 庶務課庶務係

// 作業員 佐 藤 カツヨ H 水質試験部水中徴生物研究室

4. 技 日間 野' 牛 号ム // 環境衛生部長

11 主事補 石 井 来日 人 // 庶務課業務係

ノY // 拡京 田 恵 一 。 経理課会計係

// 技師補 柴 田 実 // 細菌部臨床細菌研究室

H // 重 岡 捨 身 // 水質試験部上下水研究室

// 主 事 林 国 明 転 入 衛生局業務部から経理課施設係長

// 技 師 方日 藤 千 盟 井 格 乳肉衛生部乳研究室主任研究員

8. // 一 一に=コず 広 // 細菌部腸内細薗研究室主任研究員

// // 寺 山 武 // グ 培養基研究室主任研究員

// // 道 口 正 雄 // 栄養部生化学研究室主任研究員

// // 藤 沢 正 τ口と // 立川出張所主任技術員

11 11 林 文 次 勤務変更 細菌部血清研究室主任研究員

// // 友 成 正 臣 // 栄養部栄養分析研究室主任研究員

1/ 1/ 嵯 峨 喜一郎 1/ 衛生検査指導員

// // 大豆生田 歌 次 11 1/ 

// ，ク 図 師 正 t住 // 11 

11 作業員 津久井 果 子 転 入 荒川保健所から臨床試験部臨床病理研究室

9. // 河 野 和 子 採 用 臨床試験部臨床病理研究室

10. 技師補 鈴 木 助 治 1/ 化粧療品部療品研究室

12. 主 事 小田部 孝 市 転 入 最島匹役所厚生部長から次長

/1 // 官I司会 橋 百L 之 // 葛飾税務事務所徴収課長から経理課長

/1 // 山 l崎 柾 男 11 衛生局業務部から経理課会計係長

1I 1/ 栗 原 勇 夫 勤務変更 経理課長から庶務課長

転退職等

月日 職 名 氏 名 所 属 事項 摘 要

1. 15 作技 業 員師

池脇池林斉 阪藤田田 恵一雅正富 美 子郎雄治蔵 水環細経医質境薬試菌理衛品験生課部部部部

退職
2. 1 11 

3. 31 // // 

// 

主技 師 補事
11 

/1 /ノ

4. 1 

主毒作技 事業 事富員師 草長古中 塚月崎川山 定政雅袈キ 聖ミ書 子子典彦男 経環庶化臨粧床境理務療試衛験生品課課部部部
転出

衛杉並生東局保業健務所部へへ// 11 

// 

退転死 職亡出8. 1 荒川保健所へ
2 

15 作主 業 事員
津奥山久村橋井本垣 里長圭次子郎コ 庶経臨次床務試理課験部長課長

転退 職出12. 1 

衛荏誠中央生原明保学保局健健医閥所長所務総部務病課院管長理課予算係長
1/ 1/ /.1 

// // 

石稲 三江子満
11 

H // // /.1 

// 技師補 飯田竜男 栄養部 /.1 下谷保健所

一
( 37 ) 



視撰および見学

名 等 人数[[月日 等

42. 1. 1~42. 12.31 

口
H月 氏 氏 名 人数

1. 12 [韓国カトリック医科大学奇昌徳民

20 [淀橋保健所インターン生

27 1 国立公衆衛生院研修生

301東京医科大学学生

31 Iタイ国バンコク伝染病
l 院長 Dr. Boonthei 

2.181淑徳女子短大生

22[国立公衆衛生院研修生

3. 7[豊島区大成小学校PTA保健員

8[真野高等美容学校生

9[大阪府立公衆衛生研究所戸塚民外

グi都政モニター
13[韓国首都医科大学助教助金容鉱氏

14[淑徳女子栄養短大生

16[兵庫県衛生研究所安藤氏

231 名古屋市衛生部職員

29[札幌市保健所技師横田秀幸氏

4.20 [中村屋久保田氏外

21 1 中村屋笹塚研究所小林氏他

グ|凸版印刷KK技術研究所広瀬民他
22[ 森六商事KK武田氏
26[明治薬科大学学生

5. 1 [都立農芸高校化学部生

6[ 韓国国立保健院保健社会部李竜植民

8[東京大学医学部学生 (2年〉

121昭和医科大学学生

グ|中野区婦人学級

グ|日本大学農獣医学部学生

91イラン Administryof Public Health 
I Dr. A. Rofizadch 

グi韓国ソ{ル特別市衛生試験所陳保麟民

20 [ グ 所長未吉和民

26/板橋区婦人学級

31 /昭和医科大学学生

グ|琉球大学事務局長真栄城氏

グ|沖縄那覇病院長 田端辰夫氏

グ| グ 理学部長池原教授

6. 91千代田区婦人団体
15 [都立農業高校生(女子〉

23[赤堀栄養学閤

7.171相模女子大学学生

22/都立保健所栄養士

グ|第一高等看護学院生

25[三多摩婦人団体

261北多摩婦人団体

1 11 7.131北海道立衛生研究所特別研究員岡田氏

6 11 8.171日本女子大学付属高校生

33 グ|カナ夕、、マニトバ大学教授
Mr. D. W. Bushuk 
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5 
11跡見学園学生

26 1 Mrs. Strong 

281ウイスコンシン大学教授
Dr. D. H. Stron変

グ|メキシコ厚生省技師
l 兼メキシキ大学助教授 J. Castaneda 

9. 2/北里大学学生

4[日本女子大学付属高校生
6/立教高校生
7[関東逓信病院看護学院生
I1 1スエーデン国立アカデミ{
i 代表ラーシュフリッオン
251松戸自衛隊員

26[コロンポ計画による見学者

グl小金井市婦人団体
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3 271中野保健所インターン生

2 11 10. 31 自衛隊衛生学校

2 11 I1 1東村山市婦人団体

51 {定橋保健所インターン生(医師〉

6[開進第2中学校PTA

グ|陸上自衛隊衛生補給所

121国立市狛江町婿人団体

13[国立公衆衛生院研修生

201韓国友石学教授徐博土

231国分寺婦人団体

グ|淀橋保健所インターン生

261東京高等栄養学校生

301鳥取県衛生研究所加藤庶務係長

1 11 I1 1島根県 グ 庶務課長江沢邦之民

1 11 11. 2 1 :東京高等栄養学校生

100 11 81板橋第5中学校生徒

45 11 11 1韓国政府薬務課長許民

1 [1 13 I台東区婦人団体協議会
171淀橋保橋保健所インターン生
1 _ (日本医科大学生〉

1 11 28 [都政モニタ{

100 11 12. 5 1明治大学農学部学生

71愛国学園生
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昭和42年度衛生試験技術者指導講習会実績表

42. 11. 1 ~43. 3. 12 

平1・ 目 対 象 回数 日数 出席人員 講習年月日 講 習 項 日

細菌検査 衛(生新検視採査用技〉師 1 I 20 75 11. 1........， 11. 30 病原細菌検査法の基礎知識

1/ 衛生検査技師 2 61 11. 29........，11. 30 ソンネ菌のコリシン型別法について

/，1 食品衛生監親員 2 106 2. 1........， 2. 2 腸炎ピブリオ食中毒について

ウイノレス試験 防疫係職員 2 75 11.27........，11.28 腸管系ウイルスの疫学他

臨床試験 衛生検査技師 25 2. 13 寄生虫集卵検査法

環境衛生試験 食品衛生監視員 51 2. 8 菓子害虫について，菓子製造工場見学

11 環境衛生監視員 52 3.12 東京都の大気汚染の現況について他

水質試験 衛生検査技師 22 2. 12 井戸水の水質管理について

食品化学試験 食品衛生監視員 2 3 98 11. 20"-' 11. 22 食品の着色料検査について

グ細菌試験 1/ 2 109 1. 24........， 1. 25 食品の一般細菌検査法他

栄養試験 栄 養 士 67 1. 16 人体内の微量金属他

/，1 保 健 婦 2 2 104 1. 17........， 1. 18 /，1 

狂犬病試験 狂犬病予防員 46 1. 23 狂犬病検査及び関連事項

乳肉試験 食品衛生監視員 3 163 2. 5........， 2. 7 低温細菌及び大腸菌群簡易検査法他

医薬品試験 薬事監視員 51 2. 28 最て近他の薬剤とくに VB1誘導体につい

化粧療品試験 1/ 51 11 輸血セット類の進歩と今後の動向他

百十 18 44 1，156 

( 39 ) 



第4章調査研究事項

(本調査研究のテーマは当所の方針に基づき選定されたものである〉

Mannitol非分解性 Shigellasonneiのー菌株について

辺野喜正夫*薮内

緒言

ShigeIlaのmannitol分解能は，該菌属を分類する

上において重要な性状の一つであることは周知のとお

りである。現在赤痢菌は1953年の国際微生物学会にお

いて採用されたいわゆる国際分類法に従って分類され

ている11。この分類法は，生化学的性状とくに manni-

tol分解性と， 血清学的性状の二点を考慮して確立さ

れたものである。すなわち， mannitol非分解性のも

のを Shigelladysenteriae， mannitol分解性で血清

学的に相互に類禄関係のある一群を Sh.flexneri，各

型が抗原的に独立している一群を Sh.boydiiとし，

mannitol分解性でかつ lactose遅分解の一群を Sh.

釦sonnei としている。この様に mannitol分解能が赤

一痢菌属の生化学的分類の重要な目標となっているのが

現状であるが，これには例外的性状をしめすものがみ

られることがあり，現在までに多くの研究者2叫によ

って報告されている。

私共はさきに， Sh. sonneiの多数の分離菌株につ

いて，生化学的性状を中心にその一般性状を検討して

報告したり。 この中でたまたま， mannitol非分解の

Sh. sonnei 1株をみいだしたが，この菌株についての

詳細は稿を改めて報告することをのべておいた。

Sh. sonnei以外の菌型で， mannitol分解能の変異

一菌があることは，前述のごとく比較的多く報告されて

いるが， Sh. sonneiについては， 1953年 Edwards& 

Ewing11の検出例以外は，わずかに Graham81と大森

ら9)が報告しているにすぎない。

このような点から， 私共が今回分離した mannitol

v非分解性の Sh.sonneiもきわめて稀な例と思われる

ので以下本菌株についてその詳細を報告する。

実験材料および方法

実験材料:本報において述べる mannitol非分解性

*東京都立衛生研究所

林昭和大学医学部

清* 吉 11碕千代子料

Sh. sonnei(ND2089株〉は1956年2月26日，東京都内

の某栄養短朝大学生である健康女性から分離されたも

のである。なお，対照として赤痢関係者および健康者

のふん使より，衛生検査指針10)に準拠して分離間定し

た Sh.sonnei 99株および標準株として渡枝およびL

19の2株(以下対照株と称す〉を用いた。

実験方法:上記ND2089株および対照株について，

成書の記載に従い次の各試験をおこなった。すなわち，

形態およびグラム染色性，炭水化物分解能試験， KC  

N試験11)， P P A (Phenyl-pyruvic acid reaction) 

反応12)， trimethylamine oxide 還元試験 CWood

test)13)， indol反応， Voges-Proskauer (V.P.)反応，

methyI red反応， クエン酸塩培地における発育の有

第 i表金菌株とも共通な性状告しめした試験項

自の成績

対照株

短梓菌
一
菌
一
四
千
一
短

一

態

性

応

応

目

一

色

反

反

項

一

染
一

N

A

験

一

ム
一

E

C

P

試

一

ラ形

グ

K

P
Wood 十 十

lndol 反 応

V. P. 反 応

M. R. 反 応 l + + 
グエン酸塩培地

尿 素 培 地

運 動

T S 1)ガス

変法培地1 H2S 

I l糖分解 l 一/+ I 一/十
薬(Streptomycin 112.5 r/mll 3.12........，12. 5r/mll 
剤IChloramphenicoll 6.25 グ I3.12........，12.5 グ
耐ITetracvcline I 6.25 グ I1.56........，6.25 グ性~ .lC::l.IC1t.，.;Yl，;J.II1C I U.L..¥.J r/ I 
試1Kanamycin 112.5 グ 11.56'"'-'12.5 グ

験¥Colis伽 .M I 3.12 グ I0.78........，12.5 グ
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無，ウレアーゼ試験， TS 1変法寒天培地14)による運

動性と糖分解能ならびに H2S産生能，抗生物質にた

し、する薬剤耐性試験，交さ吸収試験，変異集落解離状況

等について， ND2089株と対照株とを比較検討した。

実験成績

形態およびグラム染色性， KCN試験， PPA反

応、， W ood test， indol反応， Voges-Proskauer反応，

methyl red反応， クエン酸塩培地における発育と変

化， urease試験， TS 1変法培地における変化，抗生

物質に対する耐性試験，等については，第1表にしめ

す通り ND2089株および対照株共すべて一致した性状

をしめし，両者の間に差異は認められなかった。

また，炭水化物分解能試験においても第2表にしめ

す如く， mannitol非分解という点以外は他の対照株

とほぼ一致し，特記すべき事実はみとめられなかった。

一方， Sh. sonnei標準株(渡枝〉および ND2089

株をもってせる家兎免疫血清を使用しての交さ吸収試

験は第3表にしめす如くで，相互に完全に吸収され，

両者が免疫学的に一致することを認めた。

次に，この mannitol非分解性Sh.sonnei N D 2089 

株の mannitol分解変異集落解離の有無を検討するた

めに，これをBT B mannitol加寒天平板に分離培養

して， mannitol分解集落の発生の有無を観察すると

共に，さらにこの多数の分離集落を， mannitol加ベ

第2表炭水化物分解能試験

たl 川で~い糖¥ 』ぴEo 伺υ 伺h υ コ t。ロd ロz tω 伺自z ι ω g u ee [ 可〈“ 。司問。コ
占

Ja O D J〈ω B a 0h 2 6 同S 〉aJ、
J出ω m 。同E 凶コ a d 日同s ω 。口同J ーにωω o u ロD 

ド

ND2089i朱 + + 十 十 + 4叩 + 
9 14 7 14 14 14 14 14 14 

68 + 十 十 + 十 + + + 
4'"'-'9 4'"'-'9 14 14 14 14 14 14 

対 一 + 十 十 一 十 一 + 一 + + 19 
14 4，，-，9 14 14 14 14 14 14 

昭、 10 
十 + + + 一 十 + 十 十
4，，-，9 3，，-，9 4"'-'9 14 14 14 14 14 14 

十 + 十 一 + 一 + + + 
株 14 3 6 14 14 14 14 14 14 

十 十 + 一 + 十 一 + + 
8 14 7 14 14 14 14 14 14 

住:数字は分解に要した日数，観察は14日間

第3表交さ吸収試験

[函ミ丹空き 20 40 80 160 320 640 1280 2560 5120 C 

渡 枝 十十|十 十冊 ftt十 制十 fttt 十tt十 一 一
渡 枝

ND2089 十tt十 i刊十 ftt十 ftt十 十tt十 十tt十 十十 一

渡 枝 十tt十 十肝 ftt十 北ft 十ttt 十件 十

ND2089 

ND2089 十社十 ftt十 十Hト 甘1十 {刊十 社社 十 一

j度枝 渡 枝 一 一 一 一
-ND2089 

ND2089 一 一 一一 一 一 一

ND2089 
渡 枝 一 一 一 一

-r，度枝
ND2089 一 一 一 一

く42) 



プトン水に移植して，分解能をしらべたが，いづれに

おいても mannitol分解集蕗は発見できなかった。

者襲および結論

Sh. sonneiの mannitol非分解変異株についての

報告は撞めて稀で， 1953年 Edwards& Ewingによ

ってアメリカのイリノイ州で検出されたのをはじめと

する。その後1956年 Graham8) は集団発生した赤痢

患者より 7株の mannitol非分解性の Sh.sonneiを

分離し，諸性状を調査したが， mannitol非分解を除

いては他に異なる点がなかったと報じ，わが国におい

ては， 1956年大森ら9)が大阪市において15才の男子か

ら Sh.sonneiの mannitol非分解性変異株と思われ

る1株を分離したが， この菌株は前例と同じく ma“ 

nnitoI非分解という点以外は生化学的および血清学

的性状は Sh.sonneiと全く向じで、あったと報告して

いるのがあるにすぎなし、。われわれも，ここに極めて

稀な例に属する Sh.sonneiの mannitol非分解性菌

株の 1例を追加することがで、きた。

本菌株は mannitol非分解性である点を除いては生

化学的，血清学的に Sh.sonnei 1相の性質に全く一

致するもので，稀であるとはいえ，このような菌株が

自然界に存在しうるということは菌検索の上からも注

意しておく必要があろう。

また，本菌株から mannitol分解性の集落を解離さ

せることができなかった点から， 本菌株の mannitol

非分解性は安定な性質であろと考えられる。

( 43 ) 
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赤痢菌の一新増菌培地 (BY-培地)について

辺野喜正夫*薮内 清*

A NEW ENRICHMENT MEDIUM (BY-BROTH) FOR 

THE ISOLATION OF SHIGELLAE 

Masao BENOKI and Kiyoshi YABUUCHI 

Many enrichment media have been devised for the isolation of salmonellae from 

stool specimens， such as Kauffmann's tetrathionate broth or selenite broth， but none 

have been d号singedfor shigellae， and currently only direct plating method has been 

applied by many diagnostic laboratories. 

The present investigation was undertaken with the objective to develop a enrichment 

medium in which shigellae would propagate as readily as other pathogens while inhibiting 

normal intestinal flora. The medium which we have been prepared had met with this 

criterion and named as Benoki & Yabuuchi (BY)-broth. 

1) Composition and usage: 

The BY園.brothwe prepared was composed of 25 g of sodium chloride， 20 g of 

Bacto・Proteosepeptone No. 3， 20 g of Bacto帽Yeastextract， 30 g of sodium citrate (NaaC日

日507・2H20)，10 g of Bacto・Bilesalts No. 3， 12 ml of O. 2% B. T. B. solution and 1， 000 ml 

of beef infusion. The components were allowed to dissolve at room temperature. After 

that， add 3 g 6f calcium carbonate (precipitated) and mixed well， then tubed each in 
10 ml amounts and sterilized once at 1000C for 30 minutes. At the use， 1 ml (or 

sometimes about 1 g) of stool specimen is added into this medium. After 24 hours of 

incubation at 370C， subculture is then made onto SS and MacConkey agar plates. 

2) Results of the comparative study: 

During this study， 552 stool specimens from shigellae carriers and persons who had 

been concerned with shigellosis patient were cultured for the isolation of shigellae， and 

the results obtained by the indirect method using BY-broth was compared with those of 

the direct method by replicated samplings. 

Shigellae species were recovered more than twice as often by indirect method as by 

direct method， i. e.， out of a total of 51 shigellae isolated by both methods， 50 were 

recovered by indirect method and only 23 by direct method. However， 22 were recovered 

from duplicated samples by both methods. 

ふん使内の赤痢菌の検出率を高めることは，赤痢の

診断の上からはいうまでもなく，保菌者の検索等防疫

上からも重要なことである。現在，ふん便内のサノレモ

ネラの検出にはカウブマンのテトラチオン酸塩培地，

*東京都立衛生研究所
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亜セレン酸塩培地など優れた増菌培地があって，菌の

検出率を高めているが，赤痢菌の検出には適切な増菌

方法がなく，直接培養に頼っているのが現状である。

近年， Hajna1)は“GN"Broth なる培地を考案

し，ふん便内の腸内病原菌の増菌を試み成功をおさめ



たと報告し，他の追試者わめもある程度その事実を認

めているが，完全な所謂選訳的増菌培地とは云い難く，

ふん便内赤痢菌の増菌能力においては，先にわれわれ

が第33回日本伝染病学会総会ので報告したように，普

通ブイヨンとあまり差がないように思われる。従って，

現在のところ，ふん便内の赤痢菌の選択的増菌培地と

して，実用に供しうるものはまだないといっても過言

ではないと考える。

われわれは此の点の改善を考えて研究を続けてきた

が， ここにある程度この目的に適うと思われる培地を

考案することがで、きたので，報告して参考に供した

い。なお，今後の記述および報告を簡略にするため，

本培地をBY-培地と呼ぶことにする。

1. 培地の処方と使用法

培地の組成成分を量的，質的に種々検討した結果，

最終的に第1表に示すような処方を得た。すなわち，

牛肉水 1，000mlに対して食塩 25g， Bacto・Proteose

Peptone 25 g， Bacto・YeastExtract 20 g， クエン酸

ナトリウム (Na3C6H507 .2H20) 30 g， Bacto・Bile

Salts No. 3 10 g， 0.2% B.T.B.水溶液12mlを順次

室温で溶解した後，沈降炭酸カルシウム 3gを加え，

振とうして沈澱を防ぎながら，10ml宛試験管に分注

し， コッホ釜で1000C30分間 1回滅菌し，冷却後冷蔵

庫に保存して用に応じて使用する。培地は作製後10日

以内に使用した方がよく pHの補正を要しない。

なお，肉水については，ウシ，ウマ，イヌ，ウサギ，

クジラ，ブタおよびニワトリの肉を用いて作製して比

較してみたところ，ウシの肉水が最もよく，それに次

ぐものはウサギ， クジラの順であったが，ウシの肉水

にははるかに及ばなかった。また，肉水の代りに Beef

Extract (Bacto) まTこは BrainHeart Infusion (Ba-

cto) の使用も試みたが， 牛肉水に比べて著しく性能

が悪かった。ベプトンについては， Bacto・Proteose

Peptone No.3， Bacto-Neopeptone， Bacto-Tryptose 

Peptone， ポリベプトン，極東ベプトン， ミグニペプ

Table 1 The formul~. of BY-broth 

Beef infusion 

NaCl 

Bacto-Proteose Peptone No. 3 

Bacto-Yeast Extract 

Sodium citrate (Na3C6H50702H20) 

Bacto-Bile Salts No. 3 

O.2%B.T.B. 

Calcium carbanate， precipitated 

1000ml 

25g 

20g 

20g 

30g 

10g 

12ml 

3g 

トγなどについて比較検討してみたが， Bacto-Proteo“ 

se ，Peptbne No.3が最も優れ，これに代るべき製品

は他に見出されなかった。

使用に際しては，ふん便約 1g (グリセリン保存液

などに採取したものは約 lml) を BY-培地に投入

し， 370Cに24時間(培養時間は正しく守る〉後，そ

の1白金ヰをSS寒天および MacConkey寒天に塗抹

して分離培養する。またBYー培地増菌とともに直接

培養法を併用することはし、うまでもない。

2. 実験的試験成績

BY-培地の赤痢菌に対する増菌力および大腸菌に

対する抑制力を検討するため，実験的に保存株の赤痢

菌 (Shigellaflexneri 2b， RD4033株〉と大腸菌(杉

本株〉を約 1: 400の割合に混合し，これをBY-培

地に接種して， 370Cに培養し，時聞を追って 1ml中

の生菌数を測定したところ第1図に示すように，大腸

菌は投入直後から急激に減少しはじめ， 8時間後には

証明間難となり，このような状態が少くとも48時間は

つづいた。また，赤痢菌は2時間までは大腸菌と同じ

ように，ある程度障害をうけるが，それ以後は次第に

増殖し， 20"-'24時間で最高となることが判明し，実験

的には赤痢菌の選択的増菌培地として使用しうること

がわかった。

Fig. 1 Growth of Shlgella and Escherichia 
coli in BY-broth 
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上述のとおり，本BY-培地にはかなり強い赤痢菌

増菌力とともに大腸菌に対する発育抑制力があること

が判明したので，実地に，ふん便からの赤痢菌検索に

応用してみた。すなわち，当所で赤痢保菌者と決定し

た者の再検査のため，提出されたふん便および赤痢関

係者ふん便552件について， S S寒天および MacCon-

key寒天による直接培養法と併せて， BY-培地に約

1 mlの検体を投入し， 370C24時間培養後， s s寒天
および MacConkey寒天に分離培養する増菌法とを併
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Table 2 Comparison of isolation methods 

No 1of 1川島thodof isolation I Positivel % 
speclmens 

Direct plating 23 4.2 
552 
BY-broth enrichment 
with direct plating 

51 9.2 

すo凶 No.of positive isolations I 51 

Table 3 Comparison of positive isolations 

51 
附Positive

22 28 

Direct plating + 一 十

BY-broth + + 一

せ行ない，両法による陽性数について比較した。

その成績は第2表に示すとおり，直接培養法のみで

行なった場合は陽性数は23件で，陽性率4.2%であっ

たが， BY-培地による増商法を併用した場合は陽性

数51件(陽性率9.2%)で、あった。この51件の陽性の

内訳は第3表に示すとおりで， 直接培養， BY-培地

増菌共に陽性のもの22件， 直接培養陽性でBY-培地

増菌で陰性のものは 1件のみであった。

また， 直接培養陰性のものについてみると BY-培

地増菌で検出されたものはお件で， BY-培地を使う

ことによって，直接培養法で見逃されていた28件もの

陽性者が検出されたことになり，本培地の利用価値が

証明された。

4. 結論

われわれは，ふん使内の赤痢菌を分離するための新

しい選択的増菌培地 (BY-培地〉を考案した。本培

地を直接培養法と併用することにより，ふん使内赤痢

菌の検出率を著しく高めることがで、きた。

本論文の要旨は第14回日本細菌学会関東支部総会で

発表した。

( 47 ) 
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ブドウ球菌コアグラーゼに関する研究

ーブドウ球菌性食中毒の疫学的調査におけるコアグラーゼ型別法の応用について一

われわれは黄色ブドウ球菌(以下ブ菌と略す〉の分

類法としてコアグラーゼ、型別法を確立して以来，ブ菌

性食中毒の疫学的調査に際して常にコアグラーゼ型別

法を応用し，汚染源の追究およびブ菌食中毒の決定の

面で大いに役立ててきた1)2)。

従来の黄色ブ菌の分類法としてはフア{ジ型別法が

世界的に広く応用されているが，本邦において食中毒

由来，牛乳や食品などから分離された菌株ではファー

ジ型別不能株がかなり存在し，分離株の50%以上が型

別不能で、あることも少なくなし、。

したがって，このような場合にはフア{ジ型別法に

よる疫学的調査の意義が非常に低い。

これに対してコアグラーゼ型別法では型別に必要な

コアグラーゼ活性を示す菌株であればほとんど 100% 

型別が可能で、あり，黄色ブ菌の分類法として非常に優

れていることが立証された。

そこで本報においては，われわれが最近5カ年間に

経験したブ菌性食中毒において， コアグラーゼ型別法

によって汚染源の追究を行なった成績について報告す

る。

またコアグラーゼ型別の成績から，食中毒原性ブ菌

が特定のコアグラーゼ型に限定されることがわかった

ので，この点についても合せて報告する。

実験材料および方法

1.供試菌株

コアグラ{ゼ型別用標準菌株の性状を表1に示した。

これらの菌株は凍結乾燥保存ならびに半流動高層培地

に穿刺培養し，滅菌流動パラフィンを重層して室温に

保存し，必要に応じ血探平板に分離培養を行ない，

opaque haloの大きい集落を選んで供試した。

2. 抗コアグラーゼ血清

免疫原用コアグラ~ゼの濃縮ならびに抗コアグラ{

ゼ血清の作製は 7en-Yojiら3)の方法によった。

3. コアグラーゼ希釈液

本東京都立衛生研究所細菌部

浩
弘
一
一千

寺

田

井

養諮
問
潮
坂

本

格武

雄泰

山

藤
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工

表 1 コアダラーゼ型別国標準菌株

菌 株 コアグラーゼ型 ブァージ群

No. 104 untypable 

St 213 untypable 

Newman 目 自

Stp 28 W 
No. 55 V 1 
Stp 12 \~ untypable 

St 1125 刊 目

コアグラ{ゼ，抗コアグラ{ゼ血清，健康ウサギ血

清および血探の希釈は下記の組成のものを用いた。

クエン酸ナトリウム 19 

ポリベプトン 2g 

食塩 0.9g 

チメロサ{ノレ O.01g 

室化ナトリウム 0.05g 

精製水 100.0ml 

4. 健康ウサギ血清および血媛

2'""-'3羽以上の健康ウサギより採鼠し，常法により

分離した血清および血撲を10倍希釈して用いた。

5. 被検菌および標準菌株のコアグラ{ゼ原液

血採平板に分離培養を行ない， opaque haloの大き

い集落を選び， BHI brothに接種して， 370C 3，....__ 

4日培養し， 10， OOOrpm 10分間遠沈を行ない上清を分

離し，これをコアグラ{ゼ原液とした。

6. コアグラ{ゼ力価 (1MCDj 1 h)の測定法および

コアグラ{ゼ型別法(本試験〉は善養寺らのの方法に

よって行なった。

7. ファ日ジ型別法

継続研・究のため InternationalSubcommittee on 

Phage-Typing of Staphylococciから分与された新

しいフア{ジセットを用いず，下記のNCTC型別用

ファージセット (3C，3B， 3A，70， 42E， 6， 7. 

73， 47， 54， 75， 55， 71， 29， 52A， 52， 79， 53， 77， 42D少

80， 81)を用いた。ブア{ジカ{闘は 100RTDのもの

( 49 ) 



因食品中に産生されるエンテロトキシンに対する個体

。感受性の差および喫雲寺量の差異によるものであろ

う。

3. 食中毒事件とコアグラーゼ型

表2に示したブ菌性食中毒26例の原因食とコアグラ

Williamsらむの方法によって行なった。

実験成績および考察

1. ブ菌食中毒発生状況

東京都内において，最近5年間に発生したブ菌性食中

ー毒の年次別事件数ならびにその患者数を図 1に示した。

uを用し、て，

ーゼ型との関係を図2に示した。
図i 最近5年間におけるブ蕗食中毒発生状況
事件絃 原因食品と原閤薗のコアグラ田ゼ型
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この図から明らかなように，ブ商食中毒原因菌のコ

アグラーゼ型は 1型， III型， VI型およびvn型の4つの
型のみに限定され. 1型， IV型ならびにV型留による

食中毒事件例は1事件もない。

コアグラーゼ、1型，国型， VI型および刊型菌による

食中毒の各型における発生件数に大差がないにもかか

わらず， 1型， IV型， v型菌による発生がないことか
ら，食中毒を起すブ菌のコアグラーゼ型は特定の型，

すなわち 1型， 盟型， VI型および刊型に限られるもの

と推測される。

次に原因食品の種類とコアグラ{ゼ型との関係につ

いてみると， 26事件例中， rにぎりめし」を原因食と
するものが6事件あり，そのうちの4事件はコアグラ

{ゼ1型菌によるものであった。また“すしに属する

もの"による例が6事件あり，そのうちの3事件がコ

アグラ{ゼ刊型菌によるものであった。

このように米飯を主とした食中毒がかなり発生して

おり，之れはわが国の食生活と深い関連がみられ，こ

の食中毒予防の閣から注目される点である。

他の食品については同じ種類のものがこっ以上存在

しないのでその関係をもとめることはできないが，逆

四VI 可W E
 

H 
コ裂
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38 39 40 41 42等

昭和38年に8事件， 39年に6事件， 40年に11事件，

41年に15事件および42年に20事件であり，年々事件発

生数は増加の傾向を示し， 38年， 39年に比し， 42年は

約2"'3倍の増加を示している。また患者数において

も急激な上昇がみられ，事件数に対し，患者数の増加

が著しい。これは大規模な給食施設や仕出し弁当など

の普及による喫食者数の増大によるものと考えられ

る。

2; ブ菌食中毒概要

過去5カ年間にわれわれが調査を行なったブ菌性食

中毒事件のうち，コアグラ{ゼ型別を行なった26事件

について，原因食品，食品中の菌数，患者数および原

悶菌のコアグラーゼ型を表2に示した。

全事件を原因菌のコアグラ{ゼ型からみる， n型菌
によるもの7事件， 置型菌によるもの4事件， VI型菌

によるもの 8事件，四型菌によるものは6事件であっ

た。その他に国型薗と刊型菌の混合汚染とみられる事

件が1事件経験された。

原因食品中のブ菌生菌数をみると，全事件ともほと

んど 106/g'以上の菌数がみとめられ，ブ菌食中毒にお

ける原因食品中の菌数が非常に多いことがわかる。

発病率は各事件により著し4異つ，ており，これは原

500 

。，0 



表2 ブドウ球菌性食中毒概要と分離藷のコアグラ四ゼ型

)京 因 食 口口口 患者発生状況
事件 発生年月日 コアグラーゼ型

食 日口日 名 ブ菌生菌数/g 患者数 発病率%

1964. 7.22 うなぎかば焼

2 1965. 4.17 た ま '-ー、、 焼

3 4.21 -/k 」 ま 、、戸ー、炉 焼

4 5.23 たいのはま焼

5 7. 1 茶きんずし

6 8.25 にぎ り め し

7 11; 3 にぎ り め し

8 1966.12.23 マカロニサラ夕、、

9 1967. 6. 2 にぎ り め し

10 6. 2 草 も ち

11 6. 3 いな りずし

12 7. 5 fこ ま 、〉一ー' や 焼

13 7.10 幕の内弁当

14 7.12 弁 当

15 7.20 かにちらしずし

16 8.13 にぎ り め し

17 8.27 にぎ り めし

18 8.27 にぎ りずし

19 8.28 にぎ りずし

20 8.29 野菜サラ タ

21 10.14 シュークリ{ム

22 10.22 串 だ ん 」νーJ 

23 11. 2 クリ{ムワッブノレ

24 12. 5 にぎ り めし

25 1968. 4.23 クリームドーナッツ

26 5.22 いな りずし

にコアグラ{ゼ型から観察すると，コアグラーゼVII型

菌の検出された原因食品の主成分が，卵や魚肉などの

たんぱく質に富んだ複合食品によるものが主体となっ

ており，にぎりめし，草もち，串だんごなどのでんぷ

ん質を主成分とする食品はみられていない。

また刊型商についてみると，前記の草もち，にぎり

めし，串だんごなどのでんぷん質のもののすべてが含

まれ，またたまご焼などのたんぱく質に富んだものも

含まれている。

これら食品の種類とコアグラーゼ型との関係につい

ては，まだ件数も少なく，その関連性を去々するには

資料にとぼしいが，ブ菌の自然界での分布と，食品中

でのブ菌の増殖性が，食品の性質とコアグラーゼ型に

関係があるのではなし、かと考えられる。

4. コアグラ{ゼ裂とフアージ群との関係

以上の成績からエンテロトキシン産生ブ菌はコアグ

152 16.1 刊

5. 6X 107 67 25.2 

3.8 X 108 60 21. 5 m， ¥'] 
7.4 X 107 4 100.0 vl 
3.6 X 107 7 58.3 目

3.4 X 108 27 25.0 

1. 9 X 108 84 12.7 

5.2 X 108 109 33.1 VI 
3.0X107 105 4.9 \~ 

8.8 X 106 2 100.0 YI 
3.1 X 108 44 11. 1 国

3 100.0 Vl 
15 37.0 VII 

9.6 X 105 7 26.0 目

6. OX 106 4 100.0 vn 
1.0 X 109 11 55.0 

5.0 X 107 6 75.0 円

一 4 80.0 四

3 100.0 四

2.4 X 106 24 36.0 

1.3X107 60.0 vn 
2. 8x 107 不明 Vl 
1. 0 X 209 28 77.0 四

2.6x107 72 6.0 

1. 3x 108 41 不明 自

1. 4x 104 24 24.2 

ラ{ゼ1型， m型， vl型および刊型に限定されるであ

ろうことが推測されるので，つぎに，これらのコアグ

ラ{ゼ型とファージ群とを比較し，ファージ群とエン

テロトキシン産生性との関係について検討を行なつ

~~ 
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表3はこの関係を示したものである。まずエンテロ

トキシンを産生しないと考えられるコアグラ{ゼlV型

およびV型についてみると，コアグラ{ゼ、W型に属す

る69株はすべてフア{ジ I群に属しており，またコア

グラ{ゼV型に属する32株はすべてブア{ジ 1群に属

し，これらコアグラーゼ、型とフア{ジ群との間には完

全な相関性があることがわかる。すなわち，このコア

グラ{ゼW型と V型のブ菌はフア{ジ群の面からも均

ーであり，エンテロトキシン非産生群の菌であると考

えてさしっかえなかろう。

一方，表に示した4株のコアグラ{ゼ!型ブ菌のう



表3 コアグラ四ゼ型と7ア同事3群との関傑

コアグラーゼ型

E W V VI vn 

69 69 

32 32 

盟 120 2 28 68 12 10 

W 7 2 3 

混合 43 17 4 18 2 2 

不明 347 2 200 23 12 12 72 26 

言十 618 4 247 95 99 47 85 41 

ち2株はファージ盟群に属し，他の2株はファージ型

別不能群に属した。

しかし，このファージ型別不能の2株についてプロ

ファージ型別を行なって，関連するフア{ジ群を検討

してみると，いずれも，ファ{ジ目群の範鴎に属する

ことが判明した。

コアグラーゼ i型の4株のうち 3株はわれわれが分

離した菌株ではなく，いずれもアメリカやヨーロッパ

で、分離されたものであり，われわれが1966年までにわ

が国で分離した約 1，000株のブ菌についてコアグラー

ゼ型別を行なった結果で怯， 1株も分離されておら

ず，表に示した4株中 1株はごく最近(1968)われわ

れがはじめて分離したコアグラーゼ i型の菌であるこ

とからわが国にはこのコアグラ{ゼ型のブ菌の分布

が非常に少ないことがわかる。われわれは現在までに

このコアグラーゼ i型のブ菌による食中毒を 1例も経

験していないが，この型のブ菌がわが国に分布してい

ない事実を考えると，このコアグラーゼ型のブ菌の食

中毒原性，つまりエンテロトキシンそのものの産生能

の検討-をも含めて今後の検討にまたねばならない。

つぎにファージ目群に属する 120株のコアグラーゼ

型をみると，前述の!型に属するものを含め，すべて

がコアグラ{ゼ l型， II型， 盟型， VI型および刊型の

5つのコアグラーゼ型に分類され，このファージ群の

ブ菌でコアグラーゼW型およびV型に属するものが 1

株も存在しない，このことからも逆にフア{ジ i群お

よび 11群の食中毒原性が否定されよう。

われわれはすでに多数のブ菌性食中毒に際してファ

{ジ型別法を応用しており，その結果から食中毒原性

ブ菌はフア{ジ盟群ないしは型別不能群に限られるこ

とを認めてきたが， Hallanderらのは最近多数のブ菌

についてエンテロトキシン産生能を調べた結果，エン

テロトキシンを産生するのはファージ臨群が主で，次

に型別不能群であり，ファージ i群および1群菌には

エンテロトキシン産生株が認められないとし、う成績を

発表している。

前述のごとく，われわれがコアグラーゼ型別法を行

なった結果からも，これが肯定される。

ファージW群に属する 7株はコアグラ{ゼ1型， V 

型， \~型および vn型の 4 つの型に分かれており，コア

グラーゼ型からみてフア{ジ盟群と向ーの扱いをして

問題はないと思われるが，ファージ目群菌にはまった

く認められなかったコアグラーゼV型が 1株存在して

いる。これはフア{ジW群に特異的なものか，まった

く例外として扱かつてよいのか，この点についてはさ

らに多数の菌株について検討を行なわなければ結論を

得ることはできない。

ブァージ群の上からは混合群とされるブ菌について

のコアグラ{ゼ型についてみると，現在コアグラ{ゼ

I型， m型， IV型， V型およびvn裂の5つの型に分類

されているが，さらに多数の菌株について検討してみ

れば，おそらくすべてのコアグラ{ゼ型に分類される

ものが見出されるであろう。

このブア{ジ混合群についてコアグラ戸ゼ型からみ

た場合，コアグラーゼ l型， 11型， m型， Vl型および

刊型に属するものは，たとえその菌株がフア{ジ混合

群(1 ， 目群や ll，m群〉となっても，そのフア{ジ群
の主体はE群であり，エンテロトキシン産生群に属す

るとみるのが妥当であろう。

ファージ型別不能群についても，当然，以上の考え

方が適応され，コアグラ{ゼ型の同定により，エンテ

ロトキシン産生群であるか否かが決定される。
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表中，フア{ジ型別不能のものが， 347株もの多数

が上げられているが，このうちの大部分のものは， コ

アグラーゼE製， m型， VI型および刊型に属しており，
食中毒原性ブ菌のし、かに多数がファージ型別不能であ

るかがわかる。この成績からも食中毒の汚染源追究法

としてフア{ジ型別法よりもコアグラーゼ、型別法が優

れているかが証明される。

5. 食中毒事件例

以上のごとくブ菌食中毒はエンテロトキシン産生株7

つまりコアグラ{ゼ1型， 盟型， VI型およびvn型に属

する菌株によって起ることがわかったので，その4つ

の型の各型によって起った食中毒事件例において， コ

アグラーゼ型別を行なった成績について述べる。

事件例-1

本事件は昭和42年12月5日東京都新宿区で発生した

もので， K大学職員労働組合の大会に配食されたにぎ



りめしを原因食として発生し， 72名が発病した。喫食

者が分散していたため調査が不十分であり，正確な喫

食者数は不明で、あった。病状ははき気， おう吐， 下

痢，腹痛を主徴とする典型的なブ菌性食中毒症状を呈

した。早速関係保健所で喫食状況調査，食品検査を行

なった結果，共通食品が“にぎりめし"であることが

判明した。当研究所へ送付された“にぎりめし"残品，

調理者の鼻腔，手指，にぎりめし木型，患者吐物およ

び患者ふん便などの各種検体について細菌学的検査を

行なったところ，コアグラ{ゼ陽性のブ菌が多数検出

されたが，その他の食中毒原因菌はまったく検出され

なかった。推定原因食である“にぎりめし"につい

て，マンニット食塩カンテン培地を用いて，ブ菌の菌

数測定を行なった結果，食品中に 2.6x 107/gの s.
aureusが証明された。

これら各種検体からの分離菌株のコアグラーゼ型別

を行ない，汚染源の追究を行なった結果を表4に示し

た。

表4 食中毒自来ブドウ球菌のコアグラ回ゼ型
(事件例-1) 

菌株由来 |分離菌株数ゼコ型アグラー 菌株数

(1) 8 8 

推定原因食口口口(2) 
8 8 

(3) 3 3 

仏) 8 8 

調理者手指| 10 

調理者鼻腔| 10 

調理器具|

患者吐物| 8 

45 

E 3 
患者ふん便 59 ‘W 5 
18名〉

日 5 

刊

推定原因食品“にぎりめし"4検体から分離された

ブ菌のうち，任意に抽出した27株のコアグラ{ゼ型を

みると，すべて1裂で、あった。表に示したごとく， 4 

検体の“にぎりめし"は内容のタネが違うもの4種で、

あるが，タネの種類とは関係なく，調理中に汚染した

ブ菌が米飯の中で増殖し，エンテロトキシンを産生し

たものであり，結局，米飯そのものが原因となったも

のであろう。

調理人2名の手指拭取り検体から分離された10株の

ブ菌はすべてが 1型菌であり，さらに同じ調理人2名

の鼻前庭からの分離株10株のコアグラーゼ型もすべて

E型で、あった。

またにぎりめし木型より分離された2株のコアグラ

ーゼ型をしらべてみると， 1株はコアグラ{ゼ力価が

低く型不明となったが，他の 1株は 1型菌で、あった。

次に患者の吐物およびふん使からの分離蘭株のコアグ

ラーゼ型をみると，吐物2検体から分離された8株は

すべて 1型菌であり，推定原因食品由来株とよく一致

している。患者18名のふん使から検出された59株につ

いてみると，実にそのうちの45株はE型菌であり，調

理人の手指や調理器具，推定原因食品由来株の菌型と

まったく一致している。調理施設の調査を行なったと

ころ， 3，900食の“にぎりめし"を調理するには無理

な施設，人員数であることが判明，長時間かかっての

調理であることがわかった。

以上のことから，この食中毒は，調理人の手指を介

してコアグラ{ゼE型菌によって汚染された“にぎり

めし"が長時間放置された聞にブ菌が増殖し，食中毒

を起すのに十分な量のエンテロトキシンが産生されて，

その喫食により起ったものと推定される。

事件例ー2

この事件は昭和42年7月12日東京都江東区で発生し

たもので，某建設会社の飯場での昼食(弁当〉を原因

食として， 27名中7名(発病率26%)の患者が発生し

たものである口

題、者はおう吐，下痢，腹痛，悪感を主徴とするブ菌

性食中毒の症状を呈した。

推定原因食である弁当残品，患者ふん使，調理人2

名の手指などの各種検体について，細菌学的検査を行

ない，それぞれの検体から多数の黄色ブ菌を検出し

た。中でも弁当残品からは 107/g個のブ菌が検出され
可 h

ド」。

これら分離菌株のコアグラーゼ型別により，その汚

染源の追究を行なった結果を表5に示した。

表にみられるように，推定原因食(弁当残品) 1件

表5 食中毒由来ブドウ球菌のコアグラーゼ型
(事件例-2)

菌株由来 I分離薗株数I ゼコ金/~グ 7ノ ~I 菌株数

推定原因食品i 目 4 

調理者手指| 目 3 

盟 64 

W 

C 53 ) 



より任意に抽出した菌株のコアグラーゼ型をみると，

4株がすべて目型であった。また2名の調理人のうち

の1名の手指拭取りから検出した3株もすべてコアグ

ラーゼ盟型で、あった。また患者ふん便から分離された

65株についても，コアグラ{ゼ型を調べたところ， 65株

中64株がコアグラーゼ目型であった。

以上の成績から，この事件は調理中に汚染された弁

当が長時間，室温保存された聞にコアグラ{ゼ盟型菌

が増殖しエンテロトキシンが産生され，それを喫食し

たことによって発生した食中毒で、あると推定された。

事件例ー3

事件は昭和42年10月22日東京都世田谷区で某社の社

員，家族の運動会の模擬屈で出された串だんごを原因

食とする食中毒事件である。

参加者約2，800名のうち， 20数名が悪心，おう吐を

主徴とする食中毒症状を呈し，医師の診察をうけ，食

中毒として保健所に届けられた。早速，喫食調査およ

び同時喫食者についての健康状態調査を行なったとこ

ろ，さらに約 140名が発病していることがわかり，結

局 158名もの多数が発病した集団食中毒で、あった。

当日配食されたものに，おでん，串だんご，やきと

り，コーラ，ジュ{スなどがあげられたが，マスタ{

テープ、ルで、の調査の結果，発病者の共通食は串だんご

であることが判明した。

推定原因食品である串だんご，調理人9名の手指，

鼻腔，調理器具および患者ふん便などの各種検体の細

菌検査を行なったところ，黄色ブ菌が多数検出され

た。

甘い串だんごおよび辛い串だんごの両方に 107，....._，108 

/gものブ菌がみられた。分離菌のコアグラーゼ型を

まとめて表6に示した。

推定原因食中， Aは甘い串だんご， Bは辛い串だん

ごである。これら双方の食品から分離されたブ菌のう

ち任意にとりだした13株についてコアグラ{ゼ型を調

べたところ，すべて刊型で、あった。また調理人7名の

手指から分離された32株のブ菌のコアグラ{ゼ、型を調

べたところ， 5名から検出された24株がやはり， VI型

で、あった。また調理人7名の鼻前庭から分離された30

株のうち， 2名から分離された8株が刊型で、あった。

調理器具〈臼)から分離した4株についてもコアグラ

{ゼ型を調べたところ，すべて羽型であった。

つぎに患者ふん使から検出された73株のブ菌につい

てコアグラ{ゼ型をみると， n型， m型，N型， v型，
VI型および刊型の6つの型のものがみられるが，その

うちの47:株がやはり羽型刀、あり，原因食品から検出さ
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表6 食中毒由来ブドウ球蕗のコアグ予ーゼ型

3 

菌株由来 分離菌株数ゼコ型アグラー 菌株数

推定原因食品A
6 刊 6 

B 7 \~ 7 

E 6 

調理者手指 32 W 

n 24 

四

目 2 i 

IV 13 

調理者鼻腔 30 V 3 

H 8 

刊 4 

調理器具 1 4 

7 

盟 2 

患者ふん便 W 6 
73 

(20名〉 V 6 

刊

vn 

れたものと完全に一致している。

つまりこの事件は調理人の手指を介してコアグラ{

ゼVI型菌によって汚染された串だんごによって起った

ものであろう。

事件例-4

この事件は昭和42年11月2日;東京都江戸川区で発生

したもので，法事に参加し，茶飲食庖で喫食した人々

のグループと， クリ{ムワッフノレを土産にもち帰り，

各家庭で喫食した家族から36名中28名(発病率77%)

の患者が発生した食中毒で・ある。

潜伏時間 1，....._，8時間で，激しいおう吐，下痢，腹痛

を主徴する食中毒症状を呈した。

i契食調査の結果，原因食品はクリ{ムワ γ フルであ

ることが判明した。

早速，推定原因食品(残品)，調理者手指，患、者ふ

ん使など、の細菌検査を行なったところ，各材料から多

数の黄色ブ菌を検出した

ことに推定原因食品であるクリームワッフルからは

109/gもの黄色ブ菌が証明された。

これら各種検体からの分離株についてコアグラーゼ

型別を行なった成績を表7に示した。

推定原因食品6件から分離されたブ菌のうち任意に

抽出した30株について，コアグラーゼ型をみると，す



表7 1主中毒自来ブドウ球菌のコアグラ四ゼ型
(事件例-4)

菌株由来 I分離菌株数Iゼコ型γYグ 7~1 菌株数

推定原因食品| 四 30 

A 4 4 

B 3 目 3 

調理者手指 C 5 5 

D 2 
W 7 

E 5 

25 W 25 

ベてコアグラーゼ刊型であった。次に調理人の手指か

ら分離された19株のコアグラーゼ型をみると，調理人

5名のうち， 1名から 1型菌4株が，他の 1名からは

盟型菌の 3株が，また他の 1名からはV型菌5株が分

離された。残り 2名 (D，E)のものからは刊型菌が

検出された。

患者ふん便から分離された25株のコアグラーゼ型を

みると，すべて刊型であった。

結局，この事件は調理中にコアグラ{ゼ刊型菌に汚

染されたクリ{ムワッフノレをi契食したことによって生

じた食中毒事件であり，調理には表中の調理人Dおよ

びEが関与しているものと考えられた。なおその後の

詳しい調査によって調理人DおよびEが調理にたず、さ

わったことが明らかとなった。

結 論

最近5年間にわれわれが経験した26例のブドウ球菌

性食中毒について， コアグラ{ゼ型別法を応用して，

疫学的調査を行なった結果，その原因菌はすべてコア

グラーゼI型， rn型， VI型および刊型の4つの型に限

定され，コアグラ{ゼ!型， IV型およびV裂によるも

のは 1例も認められなかった。

この成績から食中毒原性のブ菌はコアグラ{ゼ1型，

聞製， \~型および刊型だけに限られるものと推察され

る。

ただしコアグラ{ゼ i型菌はブア{ジ副群に属し，

ブア{ジ群からすれば，食中毒原性を有する菌と考え

られるが，この菌型の分布が非常にまれであり，その

ために本菌型による食中毒が発生しないのか，さらに

は本質的に食中毒原性を欠くのかは明らかでなく，こ

の点については今後の検討・にまたねばならない。
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昭和42年度の東京都における疑似日本脳炎患者の

血清学的検査成績について
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SEROLOGICAL STUDIES ON SUSPICIOUS PATIENTS 

OF JAPANESE ENCEPHALITIS IN TOKYO IN 1967 

Naomitsu NEZU， Kenji IWASAKI 

Hajime MURAKAMI， Fujiko SAKAI， 

Kiyoshi Y ABUUCHI， and Yoshikatsu KASHIW AGI 

Two hundred and twenty seven specimens from 75 patients， who had been hospita，li-

zed in Tokyo for the suspicions of beeing infected by Japanese encephalitis (JE) virus， 

were examined serologically， using 12 kinds of virus antigen， e. g.， JE， polio 1，2，3， 

coxsackie B-1， B-2， B-3， B-4， B-5， mumps， adeno anc1 echo幽6，by means of HI and CF 

techniques 

Results obtained are as follows: 

1) Thirty five patients were diagnosed as genuine JE infection. 

2) The first JE patient of this year was a case who had been hospitalized in Toshima 

hospital， and the date of the onset of her illness was 8th of August. 

3) The outbrealζs of JE cases begin at middle of August and reached on it's peal，王 m

number at the end of August. Then， the curve declined sharply， and ended in early 

October. 

4) About 2/3 of JE patients were between 21-40 years old of their age， and it was a 

quite different tendency from the results obtained at western part of Japan. 

5) Investigations made on the paired samples which identifiec1 as ]E negative， could 

reveal 1 ac1eno virus infection. 

最近，日本脳炎(以下日脳と略す〉についての研究

活動が国および各府県の担当者により強力に推進さ

れ，そのヒトにおける感染の実態が徐々に明らかにさ

れつつある。

東京都においても，コガタアカイエカ，ブタおよび

おとり動物についての疫学的な調査とあいまって，例

*東京都立衛生研究所 ウイノレス部

年どおり昭和42年6月1日から10月31日までの間に，

疑似日本脳炎として当研究所に送付された患、者血清75

名分， 227件について血清学的検査を実施したので，

その成績について報告する。なお，検査の結果， 日脳

陰性となった患者例については，例年どおり広く無菌

性髄膜炎を起す可能性のあるウイノレス抗原を用いて，

補体結合反応 (CF)により，その病因解析を試みた

のであわせ報告する。
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検査材料および方法

1. 患者血清:

都立駒込病院，同豊島病院，同墨東病院，同荏原病院

およびその他の公私立病院から送付された疑似日脳患

者血清で，検査を実施するまでー200Cに凍結保存した。

2. 使用ウイルス抗原:

日脳CF抗原としで中山株感染乳呑みマウスの脳乳

斉IJをアセトン@エ{テノレvこより処理した自家製のも

の，血球凝集 (HA)抗原としては武田製薬製の中山，

JaGAr帯01両抗原を用いた。その他のCF抗原として

は，ポリオI. rr， 目， コクサツキ ~B1 ， B2， B 

3， B4， B5 ，ムンプス，アデノ，エコ ~6 型の自

家製の11抗原である。

3. CF反応:

Kolmerの少量法1)に準じて行なった。すなわち，

反応に関与する因子の量を原法に比してすべて 1/5に

減量し試験管の代りにCFトレイ〈平沢製作所製〉

を用いて行なった。ただし，感作血球を加えてから判

定までの反応時間は，フラン器内での反応であること

を考患して40分間とした。

4. 血球凝集抑制 (H1)反応:

国立予防衛生研究所奥野らわの方法によって行なっ

た。なお，被検血清はアセトン処理後， pH9.0B Sに

より 1: 10に復元した後， 560C30分の非働化を行な

った。

検査成績および考察

病院JJIj，個人別の検査成績を列記すると表1のよう

になる。この成績を日脳研究会の診断基準(表2)に

したがって，整理すると表3のようになる。すなわ

ち， CF， H 1いずれか一方，あるいは両方共件，あ

るいは+を示したものを血清反応陽性とすると，駒込

病院の場合，患者数12名中H1反応により 5名， CF 

反応により 4名が陽性を示し， I陰性と判定で、きたもの

H1， CF共に 3名，残りの4名が血清採取の時期，

あるいはその回数，間隔等が不備で、あったために血

清学的診断の材料としては不適当で‘，最終的な判定が

できなかったものである。その他にCFで正常抗原に

反応するために判定不能で、あったものが 1例あった。

以下同様に豊島病院で4名。墨東病院で5名，荏原病

院で6名およびその他の公私立病院で15名と，それぞ

れ陽性例を検出することができた。以上の成績を総合

してみると， 75名の患者のうちH1反応によって陽性

と判定で、きたもの35例， CF反応によって陽性と判定

できたものはお例となり，例年通り陽性例の 1/3弱が

CF反応のみでは判定できなかったことを示して乱、

1る。

この成績からみると昭和42年度の東京都の日脳流行

の規模は相当大きなものであったことがうかがえる。

これはまた，別に実施した日脳の疫学的調査によって

例年より 1週間ないし10日早く，豚血清から日脳ウイ

ノレスを検出した事実とも符合し，東京の場合にはやは

り，ウイルス出現の早い年には流行の規模が大きくな

ることを物語っていると思う。

次に，この35名の患者を性別，年令別にみてみる

と，表4のようになる。すなわち，男女の別によりそ

.の感染率に差は認められない。最近，関西方面におい

て問題となっている高年令層の擢患率が高いという現

象めがあるが，本42年度も東京都においてはそのよう

な傾向は全く認められず，例年通り青年層の処にピ{

クが認められた。

表5は，昭和42年度の発病月別の患者数と，血清反

応により陽性の成績を示したものの数を過去4年間の

成績と比較したものである。これでみると昭和42年度

の陽性患者数35名というのは，昭和40年度の34名を上

廻る大流行であったと云える。そして，患者発生の時

期はその大部分が8月にかたまって発病している点例

年とちょっと様相を異にしている。

また，真性患者35名中15名が主として三多摩地方に

存在する公私立病院に入院した患者であることから，

今後の日脳防疫行政を推進するためには，現在23区内

の都立伝染病院との間に確立されているような協力態

勢を早急に組織化して，三多摩地区における日脳患者

の実態を明らかにする必要があると思う。

例えば，青梅市立病院から送付された，いわゆる青

梅病患者の中に， 2名明らかに日脳感染と診断できた

ものがあったが，これは日脳の統計には現れていない

ことになるよい例であると考える。

つぎに，血清学的に日脳を否定できた例について，

その他のウイルス抗原を用いて行なったCF反応の成ー

績についてみると，日脳陰性と判定した23例のうち，

暴東病院から送付された3才の患者血清が， 14病日で

はく1:4であったものが34病日に詮1: 64と明らかな

抗体上昇をアデノウイノレス抗原に対して示したことか

ら，本患者はアデノウイルスによる髄膜炎であったと

診断された。他にも，エコ ~6 型，へルペス等に反応

を示した例が2，3あったが，単血清で、あったり，或

は採血時期の不備等のために診断を下すことはできな

かった。
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表 i 病院男Ij，個人別検査成績

駒込病院

E部。 I患者氏名
年性 採血 病日 脳 ポ リ オ コグサツキ{

ア ム ニ乙

H 1 ア
でノ コ

令別 月臼 日中F山-4JaーGAr#OlC F 目 B1 B2 B3 B4 B5 
フ

ノ ス 6 

173 小O 恭O1716 四/173 160 160 く4く4く4く4く4<4く4<4く4<4  <4  く4

175 11 1111./ 刊/2511 160 160 く4く4く4く4く4<4く4<4<4<4  <4  く4

189 11 1111./ VIll/2 19 160 160 く4く4く4く4<4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

198 11 11111 四/9 26 160 160 く4く4く4く4<4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

217 仲O 秀O2516 VllI/16 6 20 80 く4く4<4く4く4<4<4<4<4<4  く4<4  

224 11 1111./ 四/2515 10 160 く4<4<4<4 <4く4<4<4<4<4  く4<4  

245 11 11111 医/1 22 20 m く4iく4く4く4<4<4<4<4<4 <4  く4く4

333 H 1111./ 医/8 29 40 160 く4く4く4く4<4<4<4<4<4 <4  く4く4

223 五O 正O1816 四/24 61~2560 ~2560 く 4

244 H 11111 医/1 141~2560 孟 2560 く 4

334 11 11111 医/8 211~三 2560 二三2560 4 

369 11 11111 医/14271:2:2560 ミ2560 161 

34259323 t引引引1田0 Ad4Y Y ' 0 

11111 医/22351 640 み2560 32 

111// 立/28411 1280 1280 :2:64 

1/1// X /25 681 320 1280 32 

2016 四/2661 10 40 く4<4く4<4<4<4<4<4<4 <4  く4く4

235 木OみやO561~ 四/285 20 80 く4<4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  く4<4  

236 横O 房O421~ 四/287孟2560 孟2560 < 4 
301 11 111// 医/7 17二三2560 二三2560 4 

1/ グ医/1424 640 二三2560 16 

11 グ医/2131 640 640 二三64

1/ グ医/2838 320 1280 註64

1/ 111 X /26 66 160 640 32 

60 ~ I lX/ 1 5 1280 640 く4
11 グ医/7 11 640 640 く4

11 グ医/1418 80 320 く4

11 か医/2125 160 640 16 

1/ グ江/2832 320 640 16 

1/ グ X/2660 160 640 32 。。24 色医/1 4 10 20 く4 8 8 8 4く4く4く4 8 4く4 32 

0 ャO36 ♀医/1 10 160 註2560 く4
1/ 11 グ医/1322 320 二三2560 16 

1/ 11 1/1 lX/22 31 10 40 16 リコ ~Jレ

298 沼O 晃O27 61 lX/ 5 4 320 640 く4
299 清O 和O18 ~ I lX/ 6 3 く10 く10 く4く4く4<4<4<4<4<4<4 く4く4<4  
439 11 11111 民/2825 く10 く10 く4<4く4く4<4<4<4<4<4 く4<4  く4

5列高O 礼0129♀ X/26 19 10 40 く4く4<4<4<4く4<4<4<4<4  く4く4

コグサヅキー

石前五r辞01C F I 1 II 1lI I B1 B2 B3 B4 B5 
10 10 <41<4<4<41く4<4<4<4く4 1 

10 10 <41<4く4<41<4<4<4<4<4 1 
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日脳

217l: 
年性採血 病 ポ リ オ コクサツキー

ア
H 1 

ア
メい入 別月日 日 中r一il一iJ」aG崎町A甲 r幹01CF 国 B 1 B2 B3 B4 B5 

ノ ス 6 ス

442!古O 知O24 計四~~~I ， ~ 20 20 <4  

4431 1.1 1.1 か咽/18111二三2560 二三2560 二三64

444 1./ 1./11./ VII/23 16ミ2560 二三2560 二三64

445 /1 1./11./ IX / 1 25 二三2560 ￥2560 二三64

446 /1 /111./ 医/2044 二三2560 二三2560 二三64

447 原O 洋O27 d I 'v咽/11 3 く10 <10 AN  <4<4<4<4く4 <4  <4  く4 8 

448 /1 1./11/ 四/26181 <10 <10 AN  <4<4<4<4<4 <4  <4  

449 1.1 /111./ IX/ 5 28 く10 <10 AN  <4<4<4く4<4 <4  <4  <41 16 

450 大OキョO24 9 四/21 4 10 10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  32 

451 高O 保O351d Vlll/22 11 40 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4く4 <4  <4  <4  <4  

452 1./ 1.1 11./ 四/3019 40 40 <4  く4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  <4  

453 1./ /，/1// 配/11131 40 40 <4  く4<4<4 <4<4<4<4く4 <4  く4<4  <4  

454 1/ /'/I/，I 医/2343 40 40 <4  く4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  <4  

455 古O 弘O32♀ 四/267 640 二三2560 <4  
456 11 I.II/，I IX/ 1 13 640 二三2560 8 

457 1/ 1./11./ 民/1123二三2560 二三2560 16 

458 1./ /，1 I/，I 立/2032二三2560 二三2560 32 

459 新O秀一O271 ei Vlll/28 6 160 80 AN  

460 11 /'/111 医/7 16二三2560 1280 16 

461 11 11111 訳/1827二三2560 二三2560 16 

469 /，/ /，/1// 医/2736二三2560 二三2560 16 

462 南O 0130 8 四/292 20 20 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  <4  

1463 /，/ /，1 I/，I Vlll/31 4 20 20 <4  <4<4<4 <4く4<4く4<4 <4  く4<4  く4

464 渡O ァO421~ 四/31 5 1280 1280 <4  
465 H /'/111 医/1116二三2560 二三2560 4 

466 H /'/I/'/ 医/2025二三2560 二三2560 16 

467 須O 信O 81d 収/1 10 20 20 <4  <4<4<4 <4<4<4く4<4 <4  <4  <4  16 

468 /ノ 1.111/ 医/1120 20 20 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  16 

墨東病院

検体 年性 採血 病 日 日首
ポ リ オ コクサツキ{

ア ム ニr:..

患者氏名
I 

ア
、ノ コ
フNo. メHL )]Ij 月日目 中r-山-mJAa一G一一A、r持01CF 目 B 1 B2 B3 B4 B5 

ノ ス 6 

167 山o~O 71d VI/20 61 <10 <10 <4  <4<4<4 <4<4く4<4<4 <4  <41<4 
168 /，1 /II/'I 刊/9 25 <10 <10 <4  く4<4く4 <4<4く4<4く4 <4  <4  <4  
352 大O貴美O 91~ 四/227 10 10 <4  32 16 16 <4<4く4<4<4 <4  く4<4  

353 /，1 III/，I 四/2914 10 <10 <4  32 16 16 <4<4<4<4<4 く4<4  <4  

354 H 1./ 11./ IX/ 5 21 10 く10 <4  32 16 16 <4<4<4<4<4 <4  <4  1<4 

355 H 1.1 11./ 医/1228 10 <10 く4 32 16 16 <4<4<4<4<4 <41<4 1<4 

356 中O 。181 ei 珊/253 10 40 く4

357 υ 1.1 11./ Vlll/29 7 160 1280 <4  
358 1.1 1/11./ 医/5 14 1280 二三2560 <4  

359 山O勝。 261d V目/285 40 80 く4

360 /1 1.1 I/，I IX/ 6 14 160 1280 <4  
361 1.1 1.1 I/，I 医/1321 640 1280 <4  

389 H 1./11./ 1X/20 28 160 640 <4  
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検体 年 性 採血 病
日 日首

ポ リ オ コグサツキ{
ア ム

患者氏名
I 

ア
、ノ

No. Fμ 入 !d!J 月日 日 中ー山JaGA・r葬01CF E B 1 B2 B3 B4 B5 
フ

ノ ス 6 

362 江O 善O 261d 111 4 80 040 <4  
363 /.1 /.1 I/.I 医/4 8 160 645 <4  

364 /.1 /.1 I/.I IX/ 9 13 640 二三2560 <4  
390 /.1 /./I/.I 医/1620 640 二三2560 8 

401 11 /.1 I/.I 1X/23 27 640 640 32 

365 北O 輝O 161d 医/2 6 く10 <10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4
366 /.1 /.1 I/.I 医/11151 <10 <10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4

391 /.1 /.1 グ医~181221 <10 <10 <4  く4く4<4 く4く4く4く4く4 <4  く4く4
402 11 /.1 グ目/「く10 く10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4

367 木O 政O 0.7 dl IX/ 9181 640 1280 <4  
403 /.1 11 。医/221211~さ2560 註2560 二三64

392 大O内きO 62 ~I 1X/13 8 10 20 <4  <4く4<4 <4<4く4<4<4 <4  <4  く4

393 /.1 /.1 <10 10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  

405 松O 貴O 3 8 沼/2112 80 40 <4  <4<4く4 <4<4<4<4<4 <4  <4く4

476 11 /.1 グ x/ 3114 40 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4く4

488 /.1 11 グ X/23134 40 80 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 二三64<41<4 

486 横O 晴O 22 dl X/181 5 80 640 <4  
487 /.1 /ノ グ X/23110 640 二三2560 <4  

荏原病院

検体 年1生 採血 病 H 日 I 
目首

ポ オ コクサツキ{
ア ム

患者氏名 ア
ン コ
フ
6 

No. ρTJ 、別 月日 日中山JaGAr非01CF 置 B1 B2 B3 B4 B5 
ノ ス

162 横O 高O 29 d 1 VlI/ 3 71 <10 <10 く4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4
260 大O 敬O 28 ~ 1 VIlI/15 6 40 40 161 <4く4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  
261 /.1 /.1 I/.I 四/167 20 40 161 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

262 H /.1 I/.I 四/2112 40 40 161<4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

263 岡O 敦O 0.5 <10 10 <4  <4<4<4 <4<4く4<4<4 く4<4  <4  
264 11 /.1 グVIlI/5121 <10 10 <4  く4<4<4 <4<4<4<4く4 <4  <4  <4  
，1 265 水O善之O 46 dl VIlI/21 7 80 80 <4  <4く4<4 く4<4<4<4く4 <4  く4<4  
266 11 /./I/.I 四/2814 80 80 <4  <4<4<4 <4<4<4く4<4 <4  <4  <4  
267 /.1 /.1 I/.I IX/ 4 21 40 80 く4 <4<4<4 <4く4<4<4<4 <4  <4  く4

268 田O 義O 34 ♀咽/21 71:::::2560 ミ2560 <4  
269 11 /.1 I/.I IX / 4 21 二三2560 二三2560 8 

270 小O まO 701~ 四/6 4 10 40 く4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4

271 /.1 /./I/.I 四/1412 10 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4く4 <4  <4  く4

272 /.1 /.1 I/.I 四/2119 10 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4

273 /.1 /.1 I/.I 四/2826 10 40 <4  <4<4<4 <4<4<4く4く4 <4  <4  く4

274 原O キO 801~ 四/299 80 640 <4  く4<4<4 く4<4<4<4<4 <4  <4  <4  
275 磯O 。40ld 咽/123 80 640 <4  く4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  く4
276 11 /.1 I/.I 四/145 80 160 <4  <4<4<4 <4<4く4<4<4 <4  <4  <4  
277 /.1 /.1 I/.I 四/2112 80 160 <4  <4<4<4 

278 11 11111 四/2415 80 160 く4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 1<41<41<4 

279 飯O 。291d VIlI/21 51 <10 <10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4く4 1<41<41<4 
280 石O 。551d 四/144 40 40 <4  

281 11 III/.I 四/155 160 160 <4  
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検体 年性 採血 病
日 日首

ボ リ オ コクサツキ{
ア ム ニ:c.'

患者氏名
H I 

ア
、ノ コ

No. 令別 月日日 中，ー山ー圃・EJAa--Gー圃圃A園、r#Ol C F E B1 B2 B3 B4 B5 
フ。

ノ ス 6 

282 石O 。551 s 1唖/21111;三2560 註2560 二三64
283 H 1/1// VlII/28 18註2560 ;主2560 二三64

284 1/ 1/1// 医I4 25ぞ2560 註2560 二三64
514 H 1/1/1 IX/11 321;;;主2560 ;;;三2560 二三64

515 1/ /11/1 医/1839二三2560 22560 二三64

516 1/ /11/1 IX/25 46二三2560 二三2560 二三64

517 11 /11/1 x / 2 53二三2560 二三2560 二三64

285 矢O 義O 401 s vn/23 5 40 80 く4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

286 1/ 111/1 刊/246 40 40 く4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  く4<4  

287 1/ /11/1 刊/3113 10 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

288 1/ /11/1 1唖/7 20 40 80 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

293 斎O 秀O 671d 1唖/284 20 40 く4

294 H 1/11./ IX/ 4 11二三2560 二三2560 く4

494 // 1/1/1 IX/11 18 320 二三2560 8 

289 中O 大O 421 s 1唖/235 80 640 く4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

290 荒O 完O 231d 1唖/21 4 80 640 く4

291 1/ 11111 四/28111二三2560 二三2560 く4

292 1/ 1.1 11./ IX/ 4 18二三2560 二三2560 <4  

504 1/ 11111 IX/11 25 640 ミ2560 16 

505 1/ /11/1 IX/18 32 320 1280 32 

506 1/ /11// LX/25!39 320 1280 32 

507 1/ /11/1 X/ 2 46 320 1280 32 

508 1/ 1.111./ X / 9 53 160 640 16 

509 υ /11// X/16 60 80 640 16 

510 1/ 1.11// X/23 67 80 640 16 

495 栗O信太O 321 s LX/18 6 40 80 <4  く4<4<4 <4<4<4<4<4 く4<4  <4  

496 油O 輝O 281s IX/4 12 く10 10 く4 <4<4<4 <4く4<4<4<4 <4  <4  <4  

497 1/ 1.11/1 IX/11 191 <10 10 く4 <4<4<4 <4<4く4<4く4 <4  <4  <4  

498 1/ /11/1 医/2129 く10 10 く4 <4く4く4 <4<4く4<4<4 く4<4  く4

499 松O 虎O 71d IX/ 1 5 80 160 く4 <4<4<4 <4<4<4<4く4 く4<4  32 

500 柴O 芳O 691d 四/266 160 1280 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

501 宇O神知O 161 d IX /13 3 10 20 く4 <4<4<4 <4<4<4く4<4 <4  <4  <4  

502 1/ 1/1/1 LX/18 8 10 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  く4<4  

503 1/ /111.1 lX/22 12 10 40 <4  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

511 新O 裕O 211 ~ IX/ 4 7二三2560 二三2560 二三64

512 H 111// IX/11 14二三2560 二三2560 二三64

513 1/ 1111./ IX/18 21 二三2560 二三2560 二三64

518 新O 勝。 23 ♀ IX/13 9 20 80 AN  <4<4<4 <4<4<4く4<4 く4<4  <4  

519 1/ 1/11/ IX/18 14 20 80 AN  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

520 1/ 1/1// 医/2622 10 40 AN  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

521 1/ 1/1// x / 2 28 10 40 AN  <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

522 倉O 勝。 31 d I X / 7 7 320 1280 く4
523 1/ 1/1/1 X/16 16 320 640 <4  

524 1/ 1/1// X /23 23 640 640 <4  
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病ち骨 是γま矛耳
年1生 採血 病 日脳 ボ リ オ コグサツキ{

ア ム ニL

患者氏名
H 1 

ア
ン コ
フ

6 
4'i 別 月日 日 中山IaGAr特01CF  目 B 1 B2 B3 B4 B5 

ノ ス

1218 清O 利。40 ~ I ¥唖/21 6 80 320 <4  
11 /./111 四/3015註2560 孟2560 < 4 

347 11 11111 医/1329 1280 二三2560 二三64

386 /〆 /./111 1X/20 36 640 二三2560 32 

219 大O 喜O401~ 四/21 61 80 640 <4  
日召220 /.1 11111 四/21 61 <10 <10 <4  

リコ{

ノレ
237 /.1 /./111 1唖/3015 640 ::;主2560 < 4 

351 11 11111 医/1329 160 1280 8 

和385 グ 11 111 IX /20136 160 640 16 

221前O 律O32 ♀珊/2116 40 40 < 4 

2381 /.1 11 グ 1唖/30115 1280 ~三2560 < 4 

病348 グ 11 /ノ立/13129二三2560 二三2560 32 

3841 /.1 11 111 IX /20136 640 二三2560 二三64

4241 /.1 11 /./1 1X/27/43 640 二三2560 二三64

19 d 1 IX/ 61 5 640 640 < 4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  
院3491 /.1 11 /.1 1 XI /13112 160 320 < 4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  
3871 /.1 11 か医/20/19 80 160 < 4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  

4251 /.1 11 /./1 1X/27126 160 160 4 <4<4<4 <4<4<4<4<4 <4  <4  <4  
297 鈴O 玲O ~ 1 IX/ 7 71 <10 <10 <4  <4<4<4 <4<4く4<4<4<4  <4  <4  

/.1 グ医/1313 く10 く10 <4  <4<4<4 <4<4<4<4く4<4  <4  <4  

表 2 日脳の血清学的診断基準 表3 日脳診断基準による検査成績

号日外夕、 対血清の抗体価 |抗単血体清価の
血清 三ロ人ヨン 断 判定

件てよ且が 註 1: 640 
い註 1: 320 

病院名

反応 4十十士一 不能

H ほぼ診よ確断し、実し 4最倍高以上値の上昇があり
十に 且が 1 : 320 
て註 1: 160 

日 I 5 3 4 
駒込 12 

陽 4 の上昇があり C F 4 3 5 

H I 4 4 2 

与'al性であ ま雪関空事室く重1量Z10 豊島 10 

C F 4 3 3 

確断実しに診ょ I~ 最倍高以値上の上昇があり
1+いて且 が二三 1: 16 詮 1: 32 

H I 5 4 
墨東 10 

C 慌I~臨叩あり|十に 且が 1 : 16 

C F 2 7 

H I 6 1 9 6 
荏原 22 

F しい 弁 C F 4 10 8 

陰る性であ 血あ清る採に取拘時ら期ず全くが適経i過当:で中4 H I 15 3 3 
その他 21 

(日脳研究会〉
C F 9 2 7 3 

". 
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表4 性見IJおよび年令別回目出患者捺生数

[瓦瓦三里空 10以下 11"-'20 21'"'-'30 31'"'-'40 41'"'-'50 51'"'-'60 61以上

8 3 3 7 3 。 18 

9 2 4 7 2 。 17 

5 4 11 10 2 2 35 

表5 ~芋次別，月別日脳血清反応成績

5 

昭和 38年 0/1 

昭和 39年

昭和 40年

昭和 41年

昭和 42年

注・分子・…一陽性者数
.分母……患者数

結

月 6 

論

月 7 

0/3 0/3 

0/1 0/7 

。/2 0/6 

0/5 

0/4 

駒込，豊島，墨東，荏原の各都立伝染病院およびそ

の他の公私立伝染病院から検査を依頼された疑似日脳

，患者の血清75名分227件について血清学的検査を実施

したところ，次のような結果を得た。

1) 駒込5例，豊島4例，墨東5例，荏原6例，そ

の他の病院15例，計35例の日脳陽性例を検出すること

ができたO

2) 昭和42年度の日脳初発患者は豊島病院に収容さ

れた例で，その発病月日は8月8日で‘あった。

3) 日脳患者の発生のピ{クは8月下旬にみとめら

れた。

4) 日脳患者の約 2/3は21才から40才の処にかたま

月 8 月 9 月 10 月 11 月

0/9 2/7 0/1 

16/50 4/23 0/5 

15/30 19/36 0/2 

13/34 

6/14 1/2 

っていて，関西における状況とその様相を異にしてい

た。

5) 日脳検査の結果陰性と判明した23例中 1例はア

デノウイルスの感染で、あったことが認められた。
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1967年11月から1968年初頭にかけて東京都内に発生した

インフノレエンザのウイルス学的血清学的検索成績

勝

一

清

義木

上

内

柏

村

薮

崎謙一*

坂井富士子ネ

根津尚光本

VIROLOGICAL AND IMMUNOLOGICAL OBSERV A TIONS ON 

THE PREVALENCE OF INFLUENZA IN TOKYO IN 1968 

Yoshikatsu KASHIW AGI， Kenji IW ASAKI 

Hajime MURAKAMI， Fujiko SAKAI 

Kiyoshi YABUUCHI， and Naomitsu NEZU 

Virological and immunological observations were made on the specimens taken from 

patients of a serial outbreaks of so-called “mass grippe"， which began at November 1967 

and ended February 1968 in Tokyo. 

Results obtained are as follows : 

1) The agent caused these prevalence was identified as A2 type influenza virus， on 25 

out of 26 groups. For the remainder， we failed to clarify of it's etiology. 

2) Cross he:rnagglutination inhibition test， carried out on the newly isolated strain with 

laboratory preserved strains， showed that the antigenic structure of newly isolated one， 

likely to have a minor different point， from those of the formerly isolated one. 

3) At this time， a phenomenon so-called O-D change was not observed when we made 

virus isolation attempts from specimens， by means of chick-embryo technique， although 

it was observed last time. 

4) A serial outbreaks of above mentioned A2 type influenza was followed by a prevalence 

of B type influenza virus in June 1968， and successfully isolated 4 strains of B type virus 

from the patients. 

東京都においては，毎年冬期を中心としていわゆる

会集団かぜ、が発生し，それらの発生状況の概略はイ

ンフルエンザなる臨床診断名で届出られる患者の消長

によってうかがわれる(表1)。そして，病原検査の結

果それらの主体がインフルエンザウイルスに起因した

ものであったことも明らかになっている1寸}。

われわれは，今冬期の流行に際し，都内の幼雅園，

小@中学校および高校のり患園克，児童，生徒ならび

tこ一一一一一.音部部s日一3-トトトト句旬時一一一一守申-一一-白目一-噂吻白匂'

寸東京都立衛生研究所 ウイルス部

学的血清学的検索を行なったので，以下その概要につ

いて報告する。

また，本流行が一応終そくしたと思われる1968年6

月になって，都内ー開業医師によって採取された患者

材料から，インフルエンザB型ウイノレスを分離したの

であわせ報告する。

検査材料および方法

1) 被検血清およびうがし、水

患者血清は急性期および回復期に採取し検査時ま

でー200Cに凍結保存したO

( 67 ) 



表 1 東京都におけるイン7ルエンザ届出患者数(東京都衛生局防疫課〉

I 9 I 10 I 11 I 12 I計 l
1955 昭和30

1ベ758l34 3 。 9 1¥ 1¥ 151 2，358 

1956 31 51 201 23 6 。 。 21 21 1，0001 1，073 

1957 32 1，6951 7101 211 1 150 10，783 5，694 95 21 816111，6971 6，8481 38，531 

1958 33 2251 3561 88 22 14 10 6 2 17 。 7 985 
1959 34 41 1211 26 5 40 2 2 2 214 

1960 35 11 206! 852 390 46 。 3 26 1，527 

1961 36 4， 0731 1， 5291 125 2 。 。 4 32 5， 

1962 37 2， 828¥28， 8541 1， 949 5 5 。。。41 152 131 54，006 
1963 38 311 2 1 。。。。 110 。 180 
1964 39 2281 213! 112 251 。410 。。 3 65 1，312 
1965 40 263 。。。。。 31 32，490 
1966 41 3121 1，2991 391 7 27 。。。 。。2，040 
1967 42 141 301 386 32 30 。。 。 416 921 

1968 43 2，8071 3，3741 6201 266 一 {※7，067 

※ 1968年は 1月から 4月までの合計数。

表 2 1967年 11 月から 1968~手 2 月流行時!こおける分離ウイルスの同定試験 (H 1試験〉

1--------
抗(ニワ血トリ清〉

A(221//1足537〕立 AY(2l/C熊54/〕本57 A(241//3村614〉上 A田(Z51/14早66/〕稲67 A(111//1新516〕宿 A〔I11//1新526〕宿 谷B〔/31/世1566田〕

抗原株 九.....____、

A 2/足 立2/57 1024 2048 128 256 32 <32 <32 

A2/熊本y-5 /57 32 512 く32 128 く32 <32 <32 

A 2/村 上4/64 512 2048 1024 2048 32 <32 く32

A 1/新 宿 1/56 く32 く32 32 32 2048 4096 <32 

B /世田谷3/56 <32 く32 く32 <32 <32 <32 512 

A2/早稲田512/67 <32 128 く32 <32 <32 

A2/早稲田516/67 128 512 128 8192 128 <32 く32

本 A2/梅丘519/67 64 128 32 く32 く32 <32 

A2/梅丘521/67 64 128 <32 く32 <32 <32 

期 A2/ 芝 539/67 64 128 32 <32 <32 <32 

A2/赤羽560/67 64 128 32 く32 <32 <32 

分 A2/本所574/67 32 128 32 く32 <32 く32

A2/杉並東577/67 32 64 128 <32 <32 <32 

高佐 A2/足立618/67 64 128 <32 <32 <32 

A2/五日市629/67 128 256 64 <32 く32

株 A2/五日市631/67 128 256 64 <32 <32 
r句、

A2/椛谷655/68 128 512 128 2048 <32 <32 16 
A2/椛谷656/68 256 128 64 1024 く32 <32 

株 A2/椛谷660/68 32 256 32 2048 く32 <32 

A2/青梅665/68 512 1024 128 1024 64 <32 

A2/青梅666/68 128 512 64 1024 <32 <32 
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ウイルス分離試験に供したうがし、水は，急性期患者

に約 10mlの滅菌生理食塩水でよくうがし、をさせ，こ

れを等量のブイヨンを入れた試験管にうけ，直ちに氷

漬けにして急送されたものを使用した。なお，開業医

師によって採取された材料は，滅菌綿球で患者の咽頭

部をよくぬぐい，これを滅菌ブイヨンの中で浸出して

得た!l国頭ぬぐい液である。

2) ウイルス分離同定試験

うがし、水および咽頭ぬぐし、液を 3000rpm 30分間遠

心して，その上清に Penicillin500u/m 1， Streptomy-

cin 250r/ml，および Colistin125u/m 1を加え，ふ

化鶏卵(9"-'11日卵〉羊膜腔， FL細胞， HeLa細胞，

サル腎細胞に接種し， 3~4 代まで継代培養した。

ふ化鶏卵については 4~5 日間 350 C に培養後，ニ

ワトリ赤血球と， ヒト O型赤血球あるいはモノレモット

赤血球を使用した赤血球凝集反応により，またサル腎

細胞培養においては連日 CPE出現の有無を観察し，

7日後にそノレモット赤血球の吸着の有無により， He 

La細胞およびFL細胞培養は連日 CPE出現の有無

を観察しながら， 7日間隔で4代継代培養してそれぞ

れウイルスの存否を判定したo 分離したウイノレスの同

定試験はニワトリ免疫血清による赤血球凝集抑制 (H

1 )反応により行なった。

3) 血清学的検査

H1反応は微生物検査必携10)に準じたが，反応はト

レイで行なった。すなわち，被検血清はRDE処理し，

2倍段階希釈してその O.lmlに16HAu/mlのウイル

ス抗原O.lmlを加えて浪和，室温1時開放置後 1%ニ

ワトリ(パラインフルェ γザの場合はそルモット〉赤

血球浮遊液0.2mlを加え，さらに室温1時間静置し

て，その血球凝集像により判定したO 使用した抗原は

インフルエンザについては， A1/新桔1/56株， A2/足

立2/57株， A2/熊本Y-5/57株， A2/村上4/64株， A

2/熊本1/65株， A2/熊本1/67株， A2/早稲田516/67株，

B/世田谷3/56株， B/高松1/66株， B/東京1/67株，

バラインフルエンザについてはパラインフルエンザ i

型 (HA2)，同 1型 (CA)，および向田型(HA1) 

である。

補体結合 (CF)反応は，反応に関与する因子の量

を Kolmerの少量法をさらに1/2に減量し， CF用ト

レイを用いて行なった。使用した抗原は，インフルエ

ンザA-S(A2/足立2/57株)， インフルエンザ B-S

CB/世田谷3/56株)およびアデノ (3型〉の 3抗原で

ある。

の診断基準

微生物検査必携10)によったO すなわち， H 1反応，

CF反応とも回復期血清の抗体価が急性期のそれに比

して8倍以上であれば，その抗原と向型ウイルスの感

染確実と判定し 4倍の場合は疑い， 2倍または血清

採取時期が適切で、あったにもかかわらず上昇しないも

のは陰性と判定した。

検査成績および考察

うがし、水 116例から，ふ化鶏卵培養法よって16株の

インフルエンザA2型ウイルスを分離した。その同定

試験の成績は表2の通りである。

また，検査成績を前述の診断基準に従って各集団別

にまとめると表3のようになる。すなわち，計26集団

について検索した結果， 11集団はインフルエンザA2

型ウイルスを分離し，かつ血清学的にも向ウイ/レスに

対する抗体の有意上昇をみとめ，あきらかにインフル

エンザA2型ウイルスが病因であったことを証明し，

8集団についてはウイルス分離は陰性に終ったが，血

清学的にインフルエンザA2型ウイルスによるもので

あることが証明された。また 6集団については， うが

い水採取ができなかったので，血清学的検査のみを行

なったが， これもインフルエンザA2型ウイノレスに対

する血中抗体の有意上井をみとめ問ウイルスによる感

染であることが判明した。残りの 1集団については，

われわれが実施した検索の範閤内で、はその病問をあき

らかにすることはできなかった。

この様にわれわれの扱った26集団中25集団がインフ

ルエンザA2型ウイルスによるものであったことか

ら，本期流行の主病因はインフノレエンザA2型ウイル

スであったことは容易に推測される。

次に，個々の患者血清における血清学的検査につい

てその症例のいくつかを示すと表4の通りである。こ

こに示すごとく，患者血清のH1試験の成績からは例

年の様なはっきりした傾向は読みとれなかった。これ

は，ここ数年来A2型の流行がほとんど毎年くりかえ

されていることのほか特に本期は流行時期が例年より

早く(最初の学級閉鎖は1967年11月9日{で， 11月24日

の患者材料からはじめてインフルエンザA2型ウイル

スを分離した〉。ワクチン接種時期と一致したため，

患者血清のH1価に撹乱をきたしたものと思われる O

しかし，本期分離株と過去の分離株との聞の交叉H1

試験における成績では表2にしめすように，本期分離

( 69. ) 

株はその免疫血清によって過去の分離株より高く抑制

され，過去の分離株の免疫血清によって過去の分離株

より抑制されにくいので，本期分離株と過去の分離株

との聞には若干の抗原的差異があるようであった。



表 3 1967年11月から1968年2月にかけて東京都内に発生した“集団かぜ"の検索成績

ウイルス分離試験 Ic抗体血の有清意上学昇を的みと検めた査もの〉
受付 所轄 被検 CFCS) I HI 

No. 集 団 名 パライ γ インイン ノミフインブ 主病問

年月日 保健所 被壁インフノレァ…査者フルフノレア ルエンザ
数査 エンザウ ザウデイノレ -ザ :/I.::c.:/ デ Ill~1 
イルス スウアイノレスノ数弘 ザAザB ノ l型 1型自型

1 167. 11. 101王子(清至中学校| (一〉 1 C一)1 oiインフルエンザA2型ウイルス
21 11.211練馬|冨士見中学校151 Cー〉 1 C一)1 41 01 01インフルエンザA2型ウイルス
3 1 11. 241午込|早稲田中学ヰ 12型2判C-) 1 91 81 01 01 01 01 OIA ~ぷ刀工
41 11. 2件丘1花見引学校|ヤ2型2株1Cー〉!51441014。
5 1 11. 281芝(高松中学校110IA 2型1株1C一)1 101 51 01 01 01_ 01 011 ~ぷ711
61i 11泊 小石)111小日向台町小学校1 Cー)1 81 81 01 01 01 01 011 ~量2711
11加浅草|福井中学校141 C←) I Cー)1 41 21 01 -~I 01 01 01 1 ~通2711
81 11嚇羽|北中学校110IA 2型1株1C→ ~I'~ 01 01 01 01 OIÁ~量2711
91 12. 11本所|本所中学校151A2型 l株(ー)1 51 51 01 01 01 01_ 011 ~ぷ万ご
10 1 12. 11麹町(麹町中学校121 C←) 1ト)1 31 31 01 01 ... 01 01 01 1 ~ぷ:11
1.1 1 12. 21杉並東|杉森中学校121A2型 l株ドー)1 31 31 01 01 01 01 011イン2型フルウエイルンJネ
121 12. 21回無|清瀬第2中学校161 Cー) 1付| 4 4 4 4 01 4 41;S711 
131 12. 61町田l南第 2小学校151 C一) 1 C一) 41 31 Ol 01 01. 01 OIA ~ぷ7ぷ
141 12ギ)111立川第2中学校151 Cー) 1 Cー)1 31 01 01 01 01_ ~U 
151 12.1件立|足立第6中学校11半2型 l株1Cー) 111 61 01 01 01 01 011 ~ぷ712
161 12.151五日市|秩川高等学校|中2型2株1Cー)1 91 51 01 01 01 01 011 ~量2111
17 1 12.201葛飾l青葉中学校11 41 01 01 01 01 011 ~ぷ刀工
181 12却i誌飾|小松中学校11 i1 141444 41oi1 i;ぷ:11
叶中間1IJ吋 l 131I441 
却 112.201八王子|日野第2中学校i| | i 51 5|| 01 4 4| 4i;ぷ711
21 1 12.221-中野刑務所121 C -) 1 C -) 1 21 21， 01 01 01 01 011 ~ぷ711
22ド8.1. 17除外羽田中学校151A2型2株1Cー)il4|l 4144 4l 4i;ぷ刀工
お 1巾谷l羽田小学校|炉型i株1Cー〉 l |ll 司liZ通2211
24 1 1. 181青 梅1青梅第 l中学校1市IA2型2株1Cー)1 51 51 01 01 01 01 イAン2型フルウエイルンザス
ぉ11.24ト王子!八王子第7中学校_11 _ _ 1 1 41 31 01 01 01 01 011弓;L22
261 1. 241八王子|八王子第8仲校11 --1 1 51 41-01 01 01 01 ~Iμ型ウイルス

インフノレエンザ
A2型ウイルス

l口k 計 116 A2型16株 。133 105 。。。。0 によるもの
原因不-明251集集団団

C 70 ) 



表4 患者血清の赤血球凝集抑制試験

HI CF-S 
ウイルス

患者氏名 血清

制定:j語I43zlqjJ74品75153静保障しE|主(s足A22//立57i!1B位3/田/5谷6 分離試験
急性期 く16 256 64 256 128 128 64 128 64 64 <4 <4 

早O光O (ー〉
回復期 <16 512 128 1024 256 512 128 128 64 64 32 <4 

急性期 く16 256 64 512 256 256 64 256 256 512 <4 <4 
A2/5早1稲6/田佐OJI関O

回復期 く16 1024 512 二三2048 1024 二三2048 512 512 256 256 二三64 <4 
67 

急性期 64 256 「1132 128 32 近O宏O (一〉
回復期 <16!~さ2048 1024 ミ2048 1024i 10241 1024 128 64 32 二三64 <4 

間|く1 32 512 128 128 

松O弘O
回復期 く16!';;:::2048 256 二三2048 512 512 

急性期 <16 512 64 512 256 256 
永O~O

回復期 <16 1024 256 二三2048二三2048 1024 

急性期 32 256 64 512 128 256 
吉O京O

回復期 16 512 128 二三2048 1024 1024 

急性期 <16 128 32 256 64 64 
佐O礼O

回復期 <16 二三2048 256 二三2048 1024 1024 

急性期 く16 128 64 256 28 128 
武O伸O

二三204812:2048 回復期 <16 二三2048 512 二三2048

急性期 <16 64 <16 128 128 
犬O圭O

回復期 く16 512 64 1024 512 

急性期 <16 256 128 512 256 
大O昌O

回復期 <16 512 256 二三2048 512 

急性期 128 256 512 

曽O弘O
回復期 64 102 5121 1024 1024 

※ 本期分離株

ふ化鶏卵を使用してウイノレス分離を試みる際，前回

の1967年初頭の流行時には， Burnetll)のいわゆる0

"-D変異を顕著に経験したが，本期流行時の分離ウイ

ルスにはその様な現像はみられず，分離当初よりよく

ニワトリ赤血球を凝集した。しかし，本期分離株は，

いずれもふ化鶏卵に非常に増殖しにくく，ニワトリ赤

血球凝集{商註32倍を得るには，ふ化鶏卵数代の継代を

要した。このことは近年の分離株と同様で、あった。

次にこのA2型ウイノレスによるインフノレエンザの流

行が一応終そくしたと思われる1968年 6月になって，

都内のー開業毘師によって採取された13名のかぜ患、者

128 

512 

256 

512 

512 

1024 
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128 256 128 256 く4 <4 
(ー〉

512 256 128 128 32 <4 

64 256 256 <4 <4 
A2/5芝39/67 

1024 25 256 128 32 <4 

128 512 256 256 <4 <4 
(一〉

512 512 512 256 二三64 <4 

128 128 32 32 <4 〆4

(ー〉
512 128 64 64 二三64 4 

64 256 128 l28 <4 く4
(一〉

1024 256 128 )4 二三64 <4 

64 128 128 256 <4 <4 
(一〉

128 256 256 256 16 <4 

128 256 256 256 <8 <8 
A2/赤560羽/67 

512 512 256 256 32 <4 

256 512 512 <8 A2/本所

512 512 1024 1024 二三64 8 574/67 

材料について検索した。その結果，表5にしめすごと

く4名からインフルエンザB型ウイルスを分離し，他

の3名については向型ウイノレスに対する血中抗体の有

意上井をみとめ，都内におけるインフルエンザB型ウ

イノレスの流行の存在を証明した。

結 論

1967年11月から1968年 2月にかけて，東京都内に発

じた、集団かぜ、について，ウイルス学的血清学的検

紫を行ない次の結論を得た。

1) 計26集団について検索した結果，内25集団がイ

ンフノレエンザA2型ウイノレスを主病因とするものであ



表 5 1968年 6月都内一開業医!こより採取された患者材料の検索成績

血 清 守主込£一， 

，患 者

採取期
イエンンザフルA 氏 名 年令

急性期
田 O 俊 O 7 

回復期

急性期
木 O ト 。 34 

回復期

急性期
越 O 寛 O 30 

回復期

急性期
趣 O 健 O 8 

回復期

急性期
大 O 裕 O 7 

回復期

急性期
天 oIE 0 11 

回復期

急性期
越 O 雄 O 5 

回復期

急性期
堀 O 芳 O 24 

回復期

急性期
正 O 幸 O 38 

回復期

急性期
正 O 忠 O 10 

回復期

急性期
南 O 美 O 19 

回復期

急性期
青 O 登 O 11 

回復期

急性期
滝 O 久 O 10 

回復期

った。他の 1集団はわれわれの検索した範間内で、はそ

の病因を明らかにすることはできなかった。

2) 分離したインフルエンザA2型ウイノレスの抗原

的性状は，交叉HI試験の成績から推測すると，本期

分離株と近年の分離株との間には若干の差があるよう

であった。

4 

<4 

4 

4 

<4 

<4 

<4 

<4 

<4 

4 

<4 

<4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

<4 

4 

8 

8 

4 

<4 

16 

8 
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的 検 査 ウイルス分離試験

C F(S) |パルエラインンフインフルエンザ ザウ

エインンザフノBレ アデノ ウ イ ルス イルウスイアデノ ノレヌ、

<4 <4 
B/杉並65/68 (一〉

二三64 <4 

4 4 
B/杉並66/68 (一〕

8 4 

<4 <4 
B/杉並67/68 (一〉

<4 <4 

<4 <4 
(一〉 (一〉

8 <4 

<4 <4 
B/杉並69/68 (一)

16 <4 

<4 16 
(-) (一〕

<4 8 

<4 16 
(一〉 (一)

32 8 

8 8 
(ー〉 (一〉

8 8 

32 4 
(一〉 (一〉

二三64 8 

<4 <4 
(一〉 (一〉

32 4 

<4 4 
(一〉 (一〉

<4 4 

<4 <4 
〈一〉 (一〉

<4 <4 

<4 8 
(一〉 (一〉

4 8 

3) ふ化鶏卵を使用してウイルス分離を試みる際，

前回の1967年初頭流行時にはいわゆるO-D変異と考

えられる現象があったが，本期分離株にはそれが全く

認められなかった。

4) 上記流行が一応終そくしたと思われる1968年 6

月になって，かぜ、患者からインフルエンサB型ウイル



ス4株を分離し，都内における同型ウイルスの流行の

存在を証明した。
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医学写真への表面現像法の応用

前木吾市* 村上 一ネ
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坂井富士子* 薮 内
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APPLICA TION OF COMPENSA TING DEVELOPMENT PROCEDURE 

ON MEDICAL PI-!OTOGRAPHY 

Goichi MAEKI， Hajime l¥/[URAKAMI 

Kenji IW ASAKI， Yoshikatsu KASHIW AGI 

Fujiko SAKAI， Kiyoshi Y ABUUCHI 

Naomitsu NEZU and Masao BENOKI 

Appilication of the compensating development proceclure was macle on the fielcl of 

the meclical photography， for the development of the black ancl white films， using the 

PQN and the Roclinal (Agfa) cleveloper. And experiments were macle on the subject 
of their plenty of graclations on the negatives and the compalisons were made on their 

sharpness with a special chart simultaneously. 

Results obtained are as follows: 

n It was possible to make a sharp negatives and a plenty of gradations by means of 
the compensating development procedure. 

2) The PQN cleveloper has an advantagious point on their graclation and the Rodinal 
developer has an advantagious point on their sharpness. And both of them were found 

to be a very useful cleveloper in this field practically. 

1.緒 言

写真現像において，白黒フィルム乳斉Jj層の表層部を

現像する方法に表面現像法と呼ばれるものがある。こ

の現像法の主な特長は，①フィルムの鮮鋭度が向上す

る，②豊富な!程調をもっネガが得られることにある。

従って35ミリフィノレムを使用して，大型ネガに匹敵す

るプリントが得られ，叉被写体の階調を豊富に再現す

るところから，広範囲な応用が考えられる。殊に被写

体に忠実な像を記録したい医学写真(顕微鏡，複写，

接写，普通写真〉において，最適の現像法として期待

を持つに至った。

昭和36年石井圭一氏は 3種類の表面現像液を発

表1)したが，その中フェニドンを用いた，PQNJ処方

は自製容易なので，以来機会ある毎に追試検討を継続

した。 PQNは，写真技術上難しいといわれる「文字

と写真J叉は写真原稿の複写に好適な階調性をもっ反

田，鮮鋭度において不満足な点、が漸次判明してきた。

ネ東京都立衛生研究所 ウイルス部

最近外国の現像主薬が入手容易になったが， Agfa 

のロジナール現像液は表面現像の効果がよいとすすめ

られたので， pQN及び従来の定評ある微粒子現像液

との得失を比較する目的で、実験を試みた。ライカ@マ

ニュアノしの優れた作品は，表面現像法の応用作例が多

いと聞き及ぶが，以下表面現像法の紹介を兼ね，若干

の実験結果について報告する。

2. 表面現像の原理と特長

表面現像法は，現像の抑制作用が，乳剤中の AgBr

から遊離した Brイオンだけに影響される結果，現像

主薬の性質が Brイオンに如何に鋭敏に反応するかが

キーポイントになる。語源の Compensating deveI-

opment2l の由来もこの点にある。

表団現像法の原則を要約してみると次のようにな

る‘。

① 第 i図のように普通現像液では，乳剤層の黒化

が深部まで進行するのに対し，表面現像法では現像の

拡散進行を抑制する整調作用が特に強いので，現像が

深部まで進行せず，鮮鋭度がよくなる。

( 75 ) 



さない特色がある。現像時間を延長して黒化度が増す

一方のときは，現像液の希釈度合が濃すぎる場合が多

③ 現像液中，塩類の多く入ったものは，鮮鋭度を

悪化させる。よりよい表面現像液では塩類(例えば亜

硫酸ソーダ〉の添加量が少なく工夫されている σ

@ 鮮鋭度と粒状性とは直接関係がなし、。表面現像

法では粒状性をネガについて比較しても印画紙上では

違ってくるので，ネガで粒状性を比べてもあまり意味

がない。

⑦ 仕上りネガを反射光でみて，茶褐色の色あいが

強し、程表面現像効果は優れている。

③ 表面現像法はタンク現像で連続撹持が普通用い

られるが，撹伴方法を間駄的に変えると，現像による

エッヂ、効果により， いわゆるマッキ{ライン CAgBr

から遊離した Brイオンの働きによる〉が明暗部の境

界上に出易い。プリント上で黒い細線として現れるマ

ッキ{ラインは，画像の縁を董ij然と仕切り写真を引き

締める。

⑨表面現像液は原液を数十倍に希釈して使用する

ので経済的であり，フィルム 1本毎に捨てる方法をと

れば，常に現像能力に安定性が保持できる。

⑩ 保存能力も処方により差異があるが，一般に6

ヶ月位は差支えなく使用できる。

⑪ 軟調現像主薬がメト{ルで・は表面現像の効果は

期待できず，フェニドンも鮮鋭度の点で劣り，グリシ

ン，カテコール等が優れていると去われる 3

⑫ 現像時間は表面現像の性質上あまり短縮できな

い，普通10分以上と考えた方が無難で、ある。

3. 実験方法

1 ) 表面現像液処方

比較実験に重点的に使用したpQN，ロジナーノレ及

び対照のTKD-ll3種類だけについて記載し，他は

概略の説明に止める。

i) PQN現像液

亜硫酸ソーダ

フェニドン

。ミニコピイ

x 60希釈200C 61 A 8 A2 

0ネオパンF
x30希釈200C 61 A 8 A40 rO.6 

(昭36 石井圭一〉

我々の場合は簡略化して，いずれのフィルムに対し

ても x40希釈200C 6，，-，81 で処理している。

ii) ロジナール現像液

第 2図は表面現像法で鮮鋭度が向上する第2の理由

を，図だけで説明したものであるO
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② 明暗の階調が表面現像法では圧縮されて収饗さ

れることになり，軟調で階調豊富なカブリの少いネガ

が得られる。

③ 表面現像法は感度よりも鮮鋭度に主眼をおいた

一方法であり，ネガは軟調に仕上がるので，フィルムは

88級よりもネオパンF，ミニコピイと云った薄膳，

硬調な材料と組合わせると結果がよし、。フィルム躍の

厚みが薄い程効果的である。

④表面現像法では露出，現像時間を増しても，黒

化度はある一定のところで飽和し，黒さはそれ以上増



Agfa市販品，液状濃縮現像液。

特徴は希釈の程度 (50"-'150倍)，現像時間(10，.._，20

一分〉によって，ネガのコントラストが変えられる点で

ある。処方は製法特許になっているもので，亜硫酸ソ

ーダも含まれているとしづ。 Agfaの指定通りでは硬

調すぎるネガが出来てしまうので，次の条件が参考に

なる。

。ミニコピイ

コピイの場合 x 150 8' 

顕微鏡写真グ x 150 6，，-，8' 

0ネオパンF

コピイの場合 8: 300 10' 

普通写真グ x60 10' 

(昭42 石井圭一〉

iii) CN  (カテコ{ル.NaOH)現像液3)

各種表面現像液中，最も鮮鋭度が良いと云われるも

のであるが，主剤のカテコールの純度が問題で，入手

難の欠点もある。現在では東京化成KKで入手できる

とし、う。処方は文献参照。

2) 対照現像液の処方

i) TKD-ll (D-76系〉

熊谷辰雄氏の名前に由来する処方で，微粒子現像液

として古くから定評があり写真大学で今でも必らず教

えるとし、ぅ。徳島大の写真専門家，松崎幸重氏が使用

tこ最も熟練している。

メトーノレ 2g 捌砂 1 

亜硫酸ソーダ 80 震官 3 

ハイドロキノン 6 水を加えて 1000cc 

ii) D-19 (中間調〉

電子顕微鏡用にも推賞されているコダックの有名な

処方である。内容は処方集参照。

3) 使用写真材料及び機器

フィルムとしては外国製に表面現像用に向いた優れ

たものがあるが，実用上便利な富士のネオパンF，

ニコピイを選び，更にさくらssを追加した。さくら
ssはたまたまロジナールとの組合せで，マッキ{ラ
インを明瞭に認めたためで、ある。

カメラ』まライカmF，ズミターノレレンズ50ミリ F2，
光学顕微鏡はユニオン光学KK製UM型を使用した。

4) 実験の}I関序と方法

pQN現像については経験豊富なので， PQNを標

準として，更に鮮鋭度のょいと云われるロジナーノレ，

対照のTKD-ll三者聞の鮮鋭度，階調性，感度等に

ついて性能を比較し，実用上の利便を主要目標におい

て実験した。 CN現像液は追試検討中の段階であり，

叉D-19は顕微鏡写真作例の対照として取り扱う都合

上，記載は共に参考程度に止める。

先づpQN，ロジナール， TKD-ll三者について

夫々ネオパγF，ミニコピイと組合せ，複写の場合に

ついて繰返し作例を積重ねて使用上の目安をつけた後，

顕微鏡写真，普通写真と被写体の範囲を拡げて検討し

Tこ。

各組合ぜにおける階調性，感度，カブリ等の諸特性

については，富士写真KK伊奈，宇津木両氏の協力を

得て特性曲線を求めた。使用条件を適確に把握する上

で，特性曲線は重要な指針となる。

ロジナーノレについては，ネオパンFを使ってマッキ

ーラインの出し方を特に追究したの

最も主要な鮮鋭度の比較には，最初高所より建築物

を撮影し，屋根瓦，窓枠等の強拡大像から判定する方

法を採ったが，結果が天候等に影響され不安定なので，

本格的なチャート撮影に切替えた。レンズ設計に詳し

し、小西六写真KKの川崎氏の協力により， J 1 Sに規

定する「写真レンズの解像力測定方法」に準じて，ネ

オパンFでチヤ{トを撮影し，ピッチ(黒白条線の11届〉

を測定した。写真レンズは向ーのものを使用している

ので，各ネガから読取りるピッチの差で，夫々の現像

液の鮮鋭度の比較が可能で、ある。

通常ピッチの測定は光学顕徴鏡で行なうのであるが，

表面現像法の特質上，拡大焼付したプリントからピッ

チを読取った白カメラを三脚で確実に間定した心算で

も，シャッタースピードにより解像力に差が出てしま

ったので， 1/60秒ネガを基準として比較に用いた。

4. 襲験結果

1 ) 表面現像法の階調再現性，コントラスト，感度

について

写真 1は各現像法の特徴を最も端的に示す作例で，

高感度のネオパンFを用い， 培養細胞BHK (Baby 

Hamster Kidney)の位相差顕微鏡像を，露出時聞を

変えて撮影，配列したものである。撮影情率70倍の密

着版で，tとから 3列目までが表面現像法，右2列が夫
々対照である。表面現像法によるものでは，概ね軟調

で階調が豊富である。ロジナーノレの場合(1: 50， 15') 

と現像力を強めたので，黒化度， コントラスト共に梢

大となっている。

従来，培養細胞の撮影は， D~19で処理してきたが，

作例にみるように適正露出が 1秒であり， 1/2秒， 2 

秒では露出の過不足を生じてラチチュード(蕗出許容

範囲〉が狭い欠陥がある。 PQN，ロジナ~/レで‘はD

-19に比し共に露出が50%程度増すだけで，意外に早

( 77 ) 



いシャツタ{が切れ，ラチチュードが広い利点があ

る。

写真2は写真1の適正ネガ (0印〉からの一部拡大

像(約350倍〉で，暗部(シャドウ〉の階調再現性を

比較するために，標準的なコソトラストを持つフジブ

ロF-3印画紙で、焼付けたものである。 BHK細目包は

性質が不安定で動きが大きく，徴小頼粒が殆ど見当ら

ず，像の鮮鋭きが失われているが，暗部の階調を豊富

に描出する点では， ロジナ{ノレが最も優れていおこと

が判るゥこの点は複写のテストからも裏付けられてい

る。

pQNネガをF-4印画紙で焼いたものと， D-19 

ネガをF-2印画紙で焼いたものとでは，暗部の階調

再現住ば殆ど同ーとなった。 D-19は硬調なコソトラ

ストを与える現像液であるが，暗部の描出が意外に優

れていることは以前から知られている。

対照のTKD-llは，ネオパソFとの組合せでは，

感度f尽く， コγ トラスト弱く，暗部の描出も土くなし、。

写真3はpQN，ロジナール， TKD-II三者と，

低感度，硬調のミニコピイフィルムの組合せの作例で，

電子顕徴鏡用トリヤホール製マイグログリッド支持II莫

の位相差顕微鏡拡大像である口この支持膜はプラスチ

ックの薄い膜で網目が構成され，その膜厚が薄すぎて

コントラストが乏しいので，位和差法とミニコピイで

強調してみた。

直接撮影倍率70倍とし，露出はPQN 7.5秒，ロジ

ナール15秒(1: 150， 10')， T K D-II 10秒のほぼ同

一濃度のネカ、、から，フジブロ F-4で約800倍に引伸

ffしである。

左側のPQN作例では，不均一な膜厚の僅かな違い

がよく表現されており，他のロジナール， TKD-ll 

では殆ど膜厚の階調が失われている。

中央のロジナール作例で、は，明るい穴の部分がカブ

リを生じたように黒ずみ"そのため白し、干渉縞が目立

って見える。ロジナールはミニコピイと組合わせた場

合，被写体の階調再現性がよくないように推定され

る。暗部の階調を印画紙上に表現しようとすると，明

部(ハイライト〉が白く冴えないで黒ずんで、くる障碍

が起るヮ硬調なミニコピイとロジナーノレの組合せで、は

特に高度に希釈するのでネガの濃度，コントラストの

調節が難しく，顕微鏡，複写何れの作例においても明，

暗部のパランスのとれた階調が殆ど出せない結果に終

っている。

対照のTKD-llは，意外なことにネオパンFの場

合とは反対に， ミニコピイでは強いコントラストを示

(( 78) 

し，写真右側の作例にみるように暗部の階調表現はよ

くなし、。

第4密iのミニコピイ特性曲線をみると， pQNのカ

ーブの立ち上りが最も緩慢でガンマが小さく，階調が

豊富に出ることを示しており，感度も高く，鮮鋭度を

別にすれば実用上非常に便利で、ある。

写真4は複写の場合におけるPQN現像液の階調再

現性の特長を示した作例で・ある。 i写真と文字」原稿

は， PQNーミニコピイの組合せで複写印画紙三菱C

Hに鮮明に焼付け得る。(細字がつぶれているのは，

印刷製版の段階aで、網をかけたことによる〉。一般に写

真技術の上からは，文字は硬調に，写真版は軟調に仕

上げる必要があり， i写真と文字」原稿の忠実な複製

は，従来のメトール系現像液で‘は困難で、ある。

ロジナールーミニコピイの組合わせ(1: 100， 10') 

による複写では，鮮鋭度はpQNを上廻り実用上申し

分ないが，階調再現性の点で問題が出てくる。写真3

中央の例の場合と同様に暗部の階調を焼出そうとする

と，原稿のパックの自が黒ずんで、くるのである。

pQNの特色は，写真原稿だけの複写の場合の忠実

な階調再現に最高度に発揮される。写真5はネオパン

Fと組合せ，一般の光沢印画紙に焼付けた作例で，内

蓉は赤痢事件における文化村の水道管熔接作業であ
'-? 
-;:)。

pQN現像液を複写に応用する場合，被写体の原稿

のコソトラストに応じてネオノミンF，ミニコピイを使

い分けるようにすればよいわけであるが，一つの基準

を示すと，普通印画紙焼付の場合ネオパソFを， CH 

複写紙に焼付けたい場合はミニコピイと組合わせると

よい結果が得られる口

「写真と文字」原稿又は写真原稿だけをスライドに

したい場合にも， PQN現像によるネガから反転する

と良い調子に仕上る。反転用にポジフィルム使用と限

らず，カルパーフィルムを用いても同様に良好な結果

が得られる。

2) 表面現像法の鮮鋭度について

写ー真6は5種類の現像液の解像力テストの結果を示

すチャートであり，実際の大きさの 1/2.6になってい

る。チャート板全体を約1/40に縮小撮影したネガから，

チャート中央部だけを14倍強に引伸ばしてあるつルー

ペで観察し，識別し得るピッチ(黒白条線の 11癌〉を読

取れば， レンズの解像力を知ることができると同時に，

各現像液の鮮鋭度の優劣が精度よく比較できる。

写真中の数字は高コ γ トラスト@チャ{トのピッチ

をmm単位で示す。右下隅に配置した低コントラスト



@チャ{トは反射率18%の標準チャートで，切線及び

法線方向に 3本宛の平行線が表示されている。条線の

ピッチは記入されていないが，別に対応する数表が用

意されている。

撮影方法はタテ@ヨコ 60cmx45cmのチヤ{ト板を

カメラのフィルム位置から2mの距離に置き， 500W 

フラヅドランプ2個で左右から均等に照明して行なつ

fこ。

チャ{ト板上に設定した倍率測定用マ{クの間隔40

，cmの距離が， フィルム上で'l1mmに撮れたので，

縮率M:1/倍率

は口36.4となった。ピッチをPとすると，解像力11 -~- .~~ 

Rv主

R=与体/mm)
で求められる。

撮影条件のあらましは，

i) ライカ mF， ズミタ{ノレ50mmF2

ii) 使用材料ネオパンF，さくらss
iii)絞り目盛 F8 

iv)撮影距離2m，縮率36.4

v)ライカ滑走盤，三脚を使用し，ピントはレンズ

の目盛を利用して同ーとした。

vi)シャッター速度 1/60秒

シャッター速度は1/200ぺ1/100ぺ1/60ぺ1/40ぺ
1/30"， 1/20"と各々 6段階にわけて撮影したが，ブレ

の影響で早いシャツタ{を切ったもの程良い値がでて

バラツキを生じたので，比較用にはすべて 1/60"のネ

ガを採用した。

同一照度のチヤ{ト板に対して，適正露出のシャッ

ター速度を示すと，

ネオパンF-PQN'"……・・・・・・1/60"

グ Fーロジナ{ノレ………1/6011

グ F-CN......……......1/30"

グ F-TKD-ll …-…・・1/30"

1/ F-D-19 ・・・・・・・・・・・・・・・1/100"

さくらssーロジナーノレ…・・・…1/100"
となった。写真6はフジブロ F-3を用い， 各1/60"

ネカ‘、から超拡大焼付 (x14)したもの (D-19だけF

-2印画紙〉であるが，適正?農度のネガからの引伸し

でないため，印闘の調子にアメバランスを生じてい

る。

文，シャツタ{膜の走行する水平方向の解像力が，

垂直方向よりも劣る現象が見出されたので，ピッチの

読取りは垂直方向で行なった。

写真6からル{ベで、読取ったピッ伊チの{直と， 縮率

36.4で各ピッチを割った解像力Rの値をまとめると第

1表のようになる。

第1表から，低コントラスト@チャートの解像力が，

高コントラスト@チャートに比して，総体的に低下す

る傾向を知ることができる。

鮮鋭度のよい順位に並べかえると

第1位……CN現像液

第2位……ロジナーノレ

第 q喪各種現像液の鮮鋭度

高コントラスト {民コントラスト@チャート
@チャ{ト

No. ブィノレム 現 {象 法 法線方向 切線方向

ピッチ|解像力 ピッチ|解像力

| ネオパンF I PQN 本/mm

(1 : 40， 8 ') 
0.45 81 0.63 58 O. 70 51 

2 1/ 
ロジナーノレ 58 
(1 : 60， 10') 

3 // 
CN  65 (1 : 20， 12') 

4 // | 対(照原T液K，D I 
6 ') 

51 

5 H | 対(照原D液， 169 '〉 51 

6 | さくらss I ロジナーノレ 51 (1 : 60， 10') 

( 79 j 



fPQN 

第 3 位・・…・ ~TKD-IT

ID-19 

の)1頂となったO

3) マッキ{ライン

現像によるエッヂ効果いわゆるマッキーラインは写

真6の右下隅，さくらssーロジナ{ルの組合せ作例
で窺い知ることができる。高コントラスト@チャート

の黒い輪廓と，パックの白〈写真では灰色〉との境界

に，マッキ{ラインに伴う白線のハローが現れているO

黒いエッヂの縁は， AgBrから遊離した Brイオンの

現像抑制効果で特に黒さが増し，その結果エッヂが際

立った鮮鋭さを示している。ロジナ{ルを使うとこの

効果がよく認識できる。

ネオパンFよりもさくらssとの組合せの方がマッ
キ{ラインが明瞭に出ることが判ったが，あまりこの

効果を出し過ぎると，被写体に忠実でなくなる恐れが

ある。被写体によって判断し，現象タングの撹持方法

を調節すればよし、。マッキーラインを適度に出現させ

るよう現像すると，写真は引締まり鮮鋭な感じを帯び

る。

タンク現像に当つては，廻転撹持よりも振還による

方法がマッキ{ライン現出に効果的と云われるが，こ

の実験ではすべて 1分間に 5........，10秒の廻転撹持の方式

を採っている。作例は省略するが，人物撮影でマッキ

ーラインによる効果を容易に確かめることができる。

4) 特性曲線について

第3図，第4図は夫々ネオパンF，ミニコピイと P

QN， ロジナーノレ， TKD-ITの組合せによる特性曲

線である。現像条件を下記に示す。

① ネオパンF-PQN (1 : 30， 8')……新液

② ネオパンF-PQN  (1 : 40， 8')…… 6ヶ月貯

蔵の古い液

③ ネオパンFーロジナ{ル(1: 60， 10') 

④ ネオパンF-TKD-IT (原液， 8') 

⑤ ミニコピイ-PQN(1:40，8')…・・・新液

⑤ ミニコピイ-PQN (1 : 40， 8')…… 6ヶ月貯

蔵の古い液

⑦ ミニコピイーロジナ{ノレ(1: 150， 10う

③ ミニコピイーTKD-IT (原液， 8') 

現像はベルト付きタンクで 200Cで実施した。ウエ

ッヂの作製及び現像済みウエッヂ、から特性曲線作成は

富士フィルムKKの協力によった。

PQNはネオパンFとの組合せで経験的にx40希釈

で実用して来たが，②のカ{ブにみるようにほぼ良好

第3図ヰオパンFをPQN，口ジナ回Jレ， Tl玉
D-ITで現像したと曹の特性曲線
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第4図 ミニユコピイ岩PQN，ロジナ回Jレ， TK  
D-ITで現像したときの特性曲線
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な特性を示していることが判った。ロジナールは希釈

の度合，現像時間を巾広く変えて，ネガのコントラス

トを調節できる処方になっており，グラフの使用条件

は必らずしも最適とし、うわけで、なく，基準の一例を示

したVこ過ぎ、なし、。

第4図ミニコピイのグラフは，カ{プの立上りが途

中で切れているため，表面現像法の特性を確かめるこ

とができなくなっている。表面現像法の特徴は，現像

がフィルムの深部まで及ばないことから，カーブが右

方向で飽和して寝て来なければならなし、。ロジナール

(1 : 150， 10うだけがその徴候を示しているに止ま

る。

pQNはミニコピイとの組合せで精ヵブリが大きい

が， 6ヶ月保存しでも特性が殆ど変らないところをみ

ると，保存性がかなり良好と云える。

( 80 ) 



5. 考察

1) PQNについて

表面現像法に適する軟調現像主薬は， pQNに使わ

れるブェニドン，一般的なメトーノレで、は効果が期待薄

と去われる。 PQNにしても各種表面現像液のうちで，

主要な鮮鋭度については最低の値しか得られない結果

となった。しかしpQNの大きな特色は，写真3，4， 

5のような忠実豊富な階調性が得られることで，加う

るに高感度，保存性，安価な点等を併せ考えると，医

学写真の分野において実用上大層有効な現像液と云い

得る。フェニドンを主剤とする現像液はムラを生じ易

い欠点があるが， pQNはタンク現像で 1分間に10秒

程撹持すれば心配はなし、。

2) ロジナーノレについて

ロジナーノレは Agfaが今次大戦前から引続き販売を

続けている特色のあるものだけに，その鮮鋭度は優れ

た結果を示した。ロジナールの使用経験が浅いためか，

暗部の階調を豊富に描出できる特長は突き止め得た

が，暗部の階調を焼き出すと，明部(ハイライト〉の

冴えが落ちてくる障碍に悩まされた。この傾向は硬調

なミニコピイとの組合せで顕著に現れる。そのためP

QNのように明，暗部のパランスのとれた階調が出せ

ない結果になっている。二，三の専門家は特性曲線の

どの部分を使うかによって解消できる見込みとの解釈

を示すけれども，最適使用条件を見出すのに難航して

いる。ミニコピイとの適合性がよくないことも考えら

れる。ロジナ{ルは一般の55級フィルムと組合わせ

た普通写真の分野で、優れた結果が得られた。これは乳

剤謄の厚いフィルムに対して表面現像処理をしたケー

スと云える。

3) 対照TKD-llについて

D-76を更に微粒子性に改良したTKD-llは，対

照として良すぎたきらいがある。鮮鋭度はPQNと殆

ど同等若しくは楠上廻る程度で良好であるが，感度低

く，階調再現性で劣っている。ネオパンFとの組合せ

ではガンマが最小でPQNより軟調となるが， ミニコ

ピイとではガンマが最大になり著しく硬調となること

が，作例，特性曲線の両方から指摘し得る。

のその他

参考程度に testしたCN現像液は， 軟調で、感度低

下の欠点はあるが，鮮鋭度の比較ではロジナ{ルを上

廻り最高の{直を示した。粒状性も優れx15程度の引伸

しは容易で、ある。階調再現性等詳細については検討中

である。

以上個々の現像液について考察を加えたが，表面現

像法の成百は，ピント合せ，露出，液の希釈度，現像

時間，撹持の度合等によって大きく影響される。

前述したように表面現像法は，ある程度迄ネガの黒

化が進むと，それ以上は露出を多くかけても黒化度が

上らないのが特徴であるから，若し現像時聞を延長し

て黒化度が上るようであれば，液を薄めると云った調

節が肝要で‘ある。

表面現像法は電子顕微鏡の分野に応用しても，可視

光の場合同様に優れたネガが得られるが，適当なチャ

ートがないこと，ピント合せの不安定さ等で確実なデ

{タが得にくし、。電子線ではネガにムラを生じ易いの

で，撹持方法を工夫する必要があるO

総 措

表面現像法を医学写真の分野に応用し，優れた特色

と実用性を確認した。表面現像液はPQN，ロジナ{

ノレ2種類を主に使用し，国産フィルムと組合せて，顕

微鏡， 複写， 普通写真と広範囲に作例を試み， 鮮鋭、

度，コントラスト，階調再現性，感度を総合的に比較

検討した。特性曲線を作成し，文チヤ{トによる鮮鋭

度テストを実施し科学的裏付けとした。従来の現像法

にみられない特長を挙げると次のようになる O

1. PQN現像液は鮮鋭度よりも階調再現性に特色が

あり，被写に用いて効果を発揮する。従来国難とされ

た「写真と文字」及び写真版の忠実な複製が可能であ

る。

2. ロジナール現像液は鮮鋭度に優れ，ネオパンFと

組合せて顕徴鏡写真に， 55級フィルムと組合わせて

普通写真に優秀な結果が得られた。

3. CN現像液は表面現像液中，最高の解像力が得ら

れた。超拡大のプリント作成が期待できる。詳細は検

討中である。

( 81 ) 

終りに御助言賜った法政大学生物学教室，石井圭一

教授，御協力頂いた富士写真フィルム株式会社，小西

六写真工業株式会社に感謝の意を表します。

なお本報の要旨は43年2月第4回日本医学写真学会

に報告した。
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1) 石井圭一，小林二郎:科学と写真， 15， 2 
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2) Leica Manual 1955 p.195-197 

3) 石井宝ー:科学と写真， 14， 2， (1960) 
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写真2 表面現像法と階調再現性 〈ネオパンF)

ロジナ{ルが良好

写真3 階調再現性(ミニコピイ〉

PQNが良好
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写真4 PQNによる「写真と文字」原稿の複写 〈ミニコピイ〉 写真5 表面現銀波PQNによる写真原稿の複写 (ネオパンFi

上:原稿下:複製9



写真6 チャート撮影による表面現像法と対照の鮮鋭度比較

CN， ロジナールが良好
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昭和42年度臨床試験部の研究業績

柳沢文正本

昭和42年度における当部の研究業績は，過去20年間行なってきたカルシウムおよびマグネシウム代謝の研究が主

である。これについては多面から研究を重ね，本年の国際生化学会が東京で開催されたので，その学会で「血清透

析性カルシウム測定の意義」について報告した。また昨年に引きつづき中性洗剤の生化学研究を行なった。とくに

日本医学総会衛生関係6分科会連合学会においては，洗剤の要望課題で責任者として，中性洗洗の発表ならびに害

毒に対する所見を述べた。一方，長年参画してきた食糧構成基準調査委員会の報告書が作成され，農材省に提出し

た。これによると国民の緑黄色野菜の摂取不足は明らかで，当部でも，これを補うため，コンフリーの生化学的研

究を行ない，食生活の改善に寄与した。

中性洗剤使用の実態とその影響

第17回日本医学会総会発表(名古屋@南山大学， 4月4日〉

衛生関係6分科会連合学会 要望課題 10

2001 洗剤の皮膚に及ぼす影響について・H ・H ・....・H ・.....・H ・-……渡辺 靖

2002 ドデシルベンゼンスルフォン酸ソ{ダ(DBS)の生化学的研究(第9報〉

DBSのマウス胎仔におよぼす毒性・…H ・H ・...・H ・-…...・H ・..山岸達典

2003 ドデシルベンゼンスルフォン酸ソーダ (DBS)の生化学的研究

DBSの自由給水における血清諸性状の変動について……山岸達典

柳沢文正本山岸達典*1)

ACTUAL CONDITIONS OF THE USE OF SYNTHETIC DETERGENTS 

AND INFLUENCES EXERTED BY ITS USE 

Fumimasa YANAGISA W A and Tatsunori YAMAGISHI 

Three subjects were presented this time. 

1. 1nfluence of detergents on the skin (Yasushi Watanabe). 

2. Toxicity of DBS upon mice fetuses (Tatsunori Yamagishi). 

3. Fluctuation of serum properties by DBS in free water supply (Tatsunori Yamagishi). 

Concerning the research of Subject No. 1， defects in the experimental method were 

pointed out by Prof. Fumiyoshi Yanagisawa (Tokyo Dental and Medical University). 

Concerning Subject No. 2， it was in agreement with the further investigations by 

Dr. Ryo必oTanal王a (1 wate Universi ty)， reporting that the FLDo 0 was approximately 

1OOmg/kg. 

*東京都立衛生研究所 臨床試験部

ぐ87) 



Concerning Subject No. 3， it was reported that even 1-10ppm of DBS influenced 

living tissue. Prof. Yanagisawa who has been researching DBS for a long time requested， 

as Chairman， that toxicity and contamination by synthetic detergents be researched at 

the earliest date not only from public health but also from medical aspects. 

合成洗剤として登場してきた界面活性剤(アルキノレ

ベンゼ、ンスルフォン酸ソーダ，略してABS)につい

て，われわれは基礎研究によってその害毒を主張して

きたが，外国においては公害が明らかにされ，西ドイ

ツでは分解能力の小さいABSの製造販売を禁止し

た。米国においても業者の自主規制によって分解能力

の強いものに転換が行なわれ，最近ではさらに毒性の

少ない高級アルコール洗剤!にかわりつつある。ところ

がわが国では，今もってABSの毒性と公害が一般に

知られないばかりか，専門家でもほとんどとりあげな

し、状態である。ところが，今回の学会で中性洗剤使用

の実態とその影響に対する課題がとりあげられた。出

題はわずか3題で、あったが， これについて討議を行な

オつれたことは，まことに当をえたことである。

渡辺らは中性洗剤(主成分ABS)は湿疹の寵接原因

ではないと思うと結論しているが，外来患者の patch

testの結果，洗剤は primaryirritantになりうるこ

とを示し，アレルギ{反応はほとんどみられなかった

と発表した。これについて柳沢(東京医歯大〉は皮膚

障害についての実験方法の不備を指摘された。さらに

メーカー側が皮膚障害について行なった報告を述べ

た。これは花王石けんKKがマーケッテング@リサー

チ e サービス社に依頼した東京，大阪の消費者につい

て，各800名調査した結果，東京47%，大阪36%手が

あれて困っているとし、う解答であった。さらに最近

Rudoff M. Bohnsdedtの報告にみる如く ABSは体

内に吸収されるので，臓器と皮膚の関係につき配慮を

願いたいとしづ追加討論があった。確かに皮膚障害に

関する文献は多くあり，洗剤が手部湿疹の発生原因と

なりうることは間違いない。

また皮庸l庇j肢については，すでに昭和38年科学技術

庁研究調整局で行なった中性洗剤特別研究報告書にお

いても皮膚惨透を認め， Iウサギの毛刈りした背皮膚

面に， 0.14%AB S 溶液を脱脂綿で1回塗布した場合

に，塗布量の0.53%は血中に吸収され，肝臓への移行

は貼布後24時間で最高に達する。ヒトによる経皮吸収

と排i世では両下肢部に財布した場合) 5時間後に尿中

に最高となる」と。さらに経皮試験は米国の Contine-

ntal Oil Co.でも行なわれ6g/k.g塗布では 100%死

亡する。また行政面で‘無害を主張している小谷 (11国天

( 88 ) 

堂大〉も，昭和35年日本公衆衛生学会で「由ネズミの

背部約 4cm平方にABSを塗布すれば原液群ではほ

とんど15日で死亡したJとし、う報告を行なっている。

なお演者は，アレルギー感作が起こらないとし寸見解

であるが) ABSは蛋白質と結合することがすでに知

られており， われわれの実験においても) ABSは

albuminや Hbと反応することが認められた。とく

に Hbは ABSと容易に結合し，不溶性複合体物質

を作り，これをそルモットに接種することにより，特

異的な沈降抗体が生ずる。このことからアレルギー性

皮膚炎ならびにアナフイラキシーショックが推察され

るO 以上のことからも皮膚障害のみならず界面活性剤

の特性が認められる。野菜を中性洗剤で洗樵すること

は外国では行なわれていないのにかかわらず，わが国

においては一般に普及されているので，経口的に入り

易い。そこで

るABSについて動物実験を行なつたO すなわち柳沢

らは， IABSのマウス胎仔におよぼす毒性JoI AB 

Sの自由給水における血清諸性状の変動についてJに

ついて報告を行なった。

ABSのマウス胎仔におよぼす影響についてはすで

に田中預三(岩手大〉が胎仔の50%致死率 (FL D50) 

ならひ、に解剖的所ー見について報告している。われわれ

もこの追試を行なった結果，胎仔のFLD50は約 100

mg/kg (Behrens法〉であった。このFLD50と急性中

毒量の指標であるLD50の差異を求めると)L D50 1. 4 

~2. 8g/kgであることからFL D 50 は約1/1O~1/30量

に相当する。これに対して田中は追加し，ほとんど同

じ結果でAB S 200mg/k.g投与例では脱脳仔が出現し，

さらに培養細胞を用いて実験を行なうと) ABSによ

り染色体の異常を起こすことが述べられた。

これと関連して科学技術庁報告の中で長谷川弘(労

働衛生研〉らの研究に IABSが肝細胞に入れば 0.2

μg/mlの濃度でミトコンドリア活性を阻害する」 と

いう報告がある。これは基礎的実験であるかもしれな

いが，徴量で組織細胞に作用し障害をあたえるという

推定は成立する。このごとく ABSの微量によって，

生体に.顕著な作用機序があるとすれば，界面活性剤の

胎児の発育遅滞あるいは阻害されることは当然であ

伝)0



ABSの自由給水における血清諸性状の変動につい

ては日常水道水，井戸水の中に混入されると考えられ

る。 ABS 1........，10ppm程度の低濃度溶液を，ウサギに

自由給水の状態で与え，血清中の消長を探索したとこ

ろ， alkaline phosphataseにおし、て活性化が阻害さ

れ，また血清蛋白質は投与初期に低下する傾向があ

るゥ一般にABSは急性中毒死の場合に組織学所見を

認めがたいのが特徴であるから，生化学的に多くの問

題点がある。すなわちABSを動物に投与すると赤血

球，白血球が投与初期に著しく減少し，白血球分画の

好酸球の一時的上昇，好中球の増加， リンパ球の減少

を認めた。血清無機物質でも変動を生じ，血清総 Ca，

透析性 Caが低下する。これらの変動は皮膚塗布の場

合，全く同様であるO また分析化学の報告としてアジ

ピン酸を再結晶すると， ABSの微量存在により異常

な結品を生ずることがあきらかにされている。

この実験からABSが生体にとり入れられた場合に

は，代謝にある影響をおよぼすことが考察される O そ

の上，国際癌学会でABSが発癌補助因子，または促

進国子であると発表されている。これらの点から見て

界面活性剤の特異的性質を検討する必要がある。

今まで薬剤の毒性に対する調査は急性，慢性毒性試

験で決定していたので、あるが， ABSのごとき特性を

有するものは，生化学，生理学，薬理学，遺伝学など

あらゆる面から毒性を検討しそれにより正しく批判

しなければならなし、。とくにこのABSは動物により

LD50に差があり，瞬吐を生ずるようなヒト，ネコな

どの動物の致死量は数十分のーであると推定される。

すでにヒトの臨床例としては，昭和37年7月初日，

牛乳とまちがえて中性洗剤をのみ死亡した事件があ

る。ミれについては都監察医務院により「本屍の死因

は中性洗剤による中毒死であるJと発表された。これ

について告訴が行なわれ，現在まで5年の長きにわた

り公判が続けられている。これについて原(東京医大〉

が鑑定を依瞬された。その要旨は「ライポンFの毒性

に関して広義薬理学および毒物学的の定義的概念にお

いて毒性はないと認める O また茶，食塩，フクラシ粉，

石油洗剤を含まない粉石けんと比較しでも大差なく，

毒性はないといえるJと述べ，とくに「ライポンFの

腕下でヒトの死亡することはありえなしづと結論をく

だしている。

このようにABSを食品と同一視し，毒性を全然、無

視した鑑定書を提出している。これなどは被告が為政

者であり，メーカ{であるためその毒性を否定し，為

政者の責任を回避しようとするためで，被告庇護の商

のみ強調しているようにうかがわれる。この鑑定によ

り裁判が判定されたら，将来中性洗剤によって生ず、る

事件が頻発したとき，当局は如何なる解答をくだすの

であろうか。

それにもかかわらず洗剤の公害は増大しつつある 0

1例をあげれば昭和40年第48回参議院社労委員会で厚

生省館林環境衛生局長は「ご指摘がございましたよう

に，多摩川における中性洗剤の含有量は相当濃厚でご

ざし、まして，日によると10ppmにも達することがある

わけで、ございまして，このため相当多額の化学処理費

を，東京都は多摩川水道に投じておりまして，これが

相当水道料金の原価に影響している事実があるわけで、

あります」と答弁した。このように日一日と公害は増

大しつつある。しかも食品衛生調査会の「通常の使用

で無害」というあいまいな答申のために農業，肥料等

と，その使用面が増加し，まもなく手をくだしようの

ない状態にまでなるであろう。

われわれはこの点につき十分検討した結果，わが国

の健康，公害，産業の危機を憂え，昭和40年6月衆参

両議院に「ハード洗剤販売，使用禁止」の請願を提

出，受理され，商工委員会に付託されたが約2年経過

しでも，いまだその解答に接しなし、。そのためか，当

局はソフト洗剤の転換を考えているが，これとても従

来のハード洗剤とことなる面で毒性があり，公害にお

いても石油系という点で研究調査を行なうべきであ

る。

われわれは，界面活性剤の研究を行なってきたが，

研究が進展すればするほど害毒についての問題点が拡

大されるように思われるoそれゆえ，公衆衛生は勿

論，医学の分野においても可急的に正しく研究し，解

決をはかつてもらいたい。
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抗血清コレステロール作用

第21回日本栄養・食糧学会総会発表

(西宮@武庫川学院， 5月13日〉

柳沢文正*小笠原 公*

武士俣邦雄*2)

BIOCHEMICAL STUDIES ON PLANT OILS (II) 

HYPOCHOLESTEROLEMIC ACTION 

Fumimasa YANAGISAWA， Kimi OGASAWARA 

and Kunio BUSHIMA T A 

Plant oils (soy-bean， rape-seed， sesame， cotton， ricebran and safflower oils) were 

administered to healthy rabbits and experimental hypercholesterolemic rabbits to study 

the influence of these oils on serum lipids. 

Upon oral administration of O.4g/kg of oil daily to healthy rabbits， all the above-

mentioned plant oils increased serum total lipids and phospholipids after 4 days. Serum 

triglycericle and non-esterifiecl fatty acids increasecl only after one administration of there 

oils excepting intensely broiled sesame oil with which serum triglycericle ancl non-esteri-

fiecl fatty aciss clecreased. Serum total cholesterol decreased following the administration 

of soy bean oil， safflower oil ancl sesame oil but their daily administration raised the 

level except with soy-bean oil. 

In rabbits with experimental hypercholesterolemia， soy-bean oil， safflower oil， and 

intensely broiled sesame oil decreased serum total lipids， triglyceride， total cholesterol 

ancl non-esterified fatty acicls. Serum total cholesterol showed a markecl decrease especially 

in the free form. Further administration of plant oil intensifiecl the decrease of esterified 

cholesterol. 

近年成人病の増加にともない，脂質代謝異常や脂質

蓄積症の予防ならびに治療に重要な関連を持つものと

して，血清コレステロ{ルに関する研究が盛んに行な

われている。

一般に血清脂質群の変動は摂取食物と関係が深く，

植物性油は動物性脂肪とは逆に血清コレステロールを

減少させるとの報告が多し、。これは不飽和脂肪酸によ

るものであるとしづ知見があるので，脂肪酸組成が異

本東京都立衛生研究所臨床試験部
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なる種々の植物油のうち食生活上好んで用いられるも

のを選び，健康および実験高コレステロ{ル血症ウサ

ギについて植物油の摂取試験を行ない，これについて

血清総脂質， トリグリセリド，総コレステロ{ル，エ

ステノレ型および遊離型コレステロ{ル， リン脂質なら

びに血清エステル型脂肪酸，非エステル型脂肪酸にお

よぼす影響の差異について検討を行なった。

実験方法

実験動物として，健康および実験高コレステロール

血症ウサギを用いた。



1. 健康ウサギに植物油投与試験

オリユンタル悶型飼料で

健康ウサギ(一群5匹，雌2雄 3)をあらかじめ禁餌

して採血したのち各種植物油を 1匹あたり O.4g/kgず

つピペットを用いて投与し以降3時間， 6時間， 24 

時間後に8mlあて採血した。さらに毎日 1回同量の

植物油を与え， 4日後， 8日後の空腹時に採血した。

対照群は健康ウサギにオリエンタル回型飼料のみを与

えて，植物油投与群と同じ時間に採血した。

試験に用いた植物油は岩井製油KKから提供を受け

たゴマ油，菜種油，大豆油，綿実油，米糠油およびベ

にばな油である。なおゴマ油については既報(都衛研

年報18)のごとく製法の異なる 2種 (No.5，No.7) 

を用いた。

2. 実験高コレステロール血症ウサギに植物油投与

試験

コレステロール O.5~ 1 gをラノリン 2gに溶解し

てオリエンタノレ国型飼料に混合し，体重 2.7kg前後の

健康ウサギ(一群4匹，雌雄同数〉に毎日与え，血清

総コレステロールが1000mg/dl内外になった高コレス

テロール血症ウサギを用いて，健康群に投与した同じ

植物油を 1匹につき 1g/l王gあて毎日与え，植物油投

与前および投与8日後， 12日後の空腹時に採血した。

対照群は植物油投与群とほぼ同値を示す高コレステロ

ール血症ウサギを用い，オリエンタル間型飼料のみを

与えた。

3. ヒトの植物油摂取試験

健康成人男女4名に，空腹時採血後ゴマ油 (No.7)

を20gずつ与え， 3時間後 6時間後に採血した。こ

の関空腹で・通常勤務をさせた。

各実験群の採血後直ちに血清分離して，血清総指質，

トリグリセリド，総コレステロール，エステル型およ

び遊離型コレステロール， リン脂質，エステル型脂肪

酸，非エステル型脂肪酸を測定した口

測定方法

つぎの方法を用いた。

松脂質 Bragdon法

トリグリセリド Hanahan法改変坂上法

総コレステロール Zak-Henly変法

エステル型および遊離型コレステローノレ

Zak-Dikerman・Weith法

リン脂質 Walker-Hun tsing~r法

エステノレ型脂肪酸 ヒドロキサム酸鉄塩法

非エステノレ型脂肪酸 Itaya-Ui法

実験結果
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1. 対照実験

1) 健康群について

オリェ γタル回型飼料で、飼養中の健康ウサギにつき，

血清脂質群の変動の有無をしらベた。血清トリグリセ

リド，総コレステロールがやや増減した。しかし最高

10%の変動であった。他の脂質成分はほとんど差異が

なかった。

2) 実験高コレステローノレ血症群について

植物油投与実験群とほぼ問じ血清総コレステロール

量を示す実験高コレステロール血症ウサギに，コレス

テロールとラノリンの投与を止めて普通食とした2日

後 8日後， 12日後に採血して血清脂質群の変動をし

らべた。 8日以降血清総脂質， トリグリセリド，総コ

レステロール， リン脂質，非エステル型脂肪酸がやや

減少の傾向であった。

すなわち，血清総コレステローノレ最が1000mg/dl前

後の実験高コレステロール血症ウサギの血清脂質群は，

放置によってやや減少するが， しかしこの減少率はい

ず、れも10%内外であった。

2. 健康および実験高コレステロール血症ウサギに

植物油投与の血清脂質群の変動

1) 血清総脂質について

健康ウサギに植物油を 0.4g/kgず、つ与えて血清総脂

質の変動をしらベた。 1回だけ投与の場合いず

物油も血清総脂質は変動の割合が少なし、、O 

植物油を毎日投与すると，大豆油，ベにばな油では

血清総脂質の変動が少ないが，他の植物油はやや増量

の傾向がある(図 1• a)。

血清総コレステロール量を1000mg/dl内外に増加さ

せた実験高コレステロール血症ウサギは，血清総脂質

量が健康時の 6"-'7倍に増量する。これに植物油を 1

日量 1g/kgずつ7日間投与した結果，大立油， ベに

ばな油， ゴマ油 (No.7，5) において血清総脂質の

減少率が比較的大であった(図 1.的。

2) 血清トリグリセリドについて

植物油が健康ウサギの血清トリグリセリドにおよぽ

す影響は，植物油を 1回投与Lた場合，ゴマ油 (No.

7)のように時間の経過に従い漸次減少するもの，大

豆油，ベにばな油における一時低下をしたのち24時間

後増量するもの，米糠油，菜種油のように増量を示す

ものがあった。しかし綿実油， ゴ、マ油 (No.5)では

変動は少なかった。

植物油を毎日投与すると，米糠油，菜種油は血清ト

リグリセリドが減少する。 1回の投与で減少を示した

コ、、マ油 (No.7) は8日後に至り投与前の値に回復し，
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ゴマ油 (No.5)，綿実油では増加した。大豆油，べに

なば油は毎日投与を続けると漸次減少の傾向を示し，

8日後では投与前の値に近くなる(関2 • a)。

血清トリグリセリド量が健康時の 2'"'-'3 f告を示す実

験高コレステロール血症ウサギに植物油を毎日与える

と，ベにばな油，大豆油，ゴマ油 (No.7) は血清ト

リグリセリドの減少が大きく，米糠油も低下の傾向で

あった(図2・b)。
3) 血清総コレステロールについて

健康ウサギに植物油投与の血清総コレステロールに

およぼす影響は， 1回投与についてみると，ゴマ油

(No.5， 7)は24時間まで漸次減少する。ベにばな油，

大豆油も投与3時間後に一時低下したが， 24時間後は

投与前の値に回復した。米糠油，菜種油，綿実油で;主

変動が少なかった。

植物油を毎日投与すると，大豆油では血清総、コレス

テローノレが減少するが，ベにばな油を除きすべての植

物油が増量を示した(図3・a)。
血清総コレステロ{ノレ量が1000mg/dl前後の実験高

コレステロール血症ウサギに，植物油を毎日投与する

と，ベにばな泊，ゴマ油 (No.5) は血清総コレステ

ロールの減少率が大きく，大豆油，ゴマ油 (No.7)， 

米糠油も減少の傾向であった(図 3• b)。

4) 血清エステル型コレステロールについて

血清総コレステロールをエステル型と遊離型に分け

て吟味した。

第3図

a. 健康フサギに植物油を O.4~/I<g.毎日技与の総、コLス子口づレ
メ
140 

3日

60 
1許制 後3時間 6時間 24時間 4臼 88 

アコ即日ウサヰに植物出l!f/k!f毎時山町サレ

fαir ~ 

ハH
v
n同
υ

曲
目
t
?ノ

滅

80 
2手

一一一『ごま(No.ケ〉
一一一ーごまCNo.5う
戸一一明べ!こIJ.-な
年一一一こめぬ力、

70ル/ ー・一大豆

ljf戸 一一綿実
Ut-l -ー…ーなたね

び 1

コLスア日ブ/-4長与占Ij高コレス子口一jレ時 積物i自技手.oBi支

( 92 ) 



第4図

60 

授与前 後3時間 6時間 248寺間 8日4日

4コLス守口づレウサギに植物泊をゲK'J毎日投与の工ステルコレスヂロづレ
シ~~ _ l 

円。l / '<下、交¥ト / "，対ミおと¥
威 I / "'，，'穴、

~ / ""、¥ふ
一一こま仰17〉 ¥可、
二三日生の ¥¥、、
一ーー… ω こ1tぬか ¥、 、人、

三三試 ¥大
C52yり

率

。
コLス子ロブL技手前高コL.;z.テロサL.8寺 植物油投与8日後 12臼後

健康ウサギに植物油を 1回投与の血清ユステノレ型コ

レステロールの変動は，いずれの植物油の場合も血清

一総コレステロ{ルの変動と同じ傾向であった。特にゴ

マ油 (No.5) は24時間偵の低下率が大であった。

植物油を毎日投与した場合は，綿実油による血清エ

ステル型コレステローノレの変動は少ないが， ゴマ油

CNo.5 )，大豆油は著明な減少をする。菜種油，ゴマ

油 CNo.7)，米糠油，ベにばな油では増加した(図4

• a)。
実験高コレステロール血症ウサギの実験では，いず

れの植物油投与でも血清エステル型コレステロールが

減少を示し， 8日以降もさらに著明な低下をする〈図

4 • b)。
5) 血清遊離型コレステロ{ルについて

植物油投与の血清遊離型コレステロ ~Jレは 1 回のみ

の投与でもその変動率はエステル型より大である。す

なわち大豆油，ゴマ油 CNo.7)，ベにばな油は投与3

時間後の低下率が著明で、あった。米糠油，菜種油は増

加が著しく，大豆油も24時間後には増加を示した。

植物油の投与を続けると，大立油は血清遊離型コレ

ステロ{ルがエステル型同様の減少率を示す。綿実油，

ゴマ油CNo.7)は増量が大であり，ゴマ油 CNo.5) 

も4日以降は漸次増加した。米糠油，菜種油，ベにば

な油も増量するが， これらは8日後では投与前の値に

回復する傾向であった(図5 • a)。

実験高コレステロール血症ウサギの実験では，各植

物油群とも 8日後には血清遊離型コレステロールが減

少する。減少率はエステノレ型より大であり，ゴマ油

CNo.5， 7)，ベにばな油，大豆油による低下が比較

的大きし、。さらに各群に植物油を投与し， 12日後の値

をみると，いずれも血清遊離型コレステローノレが増加

の傾向を示し， エステル型の変動と逆になる(図 5

• b)。
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6) 血清リン脂質について

健康ウサギに植物油を 1回投与の血清リン脂質の変

動は，いずれもあまり増減がみられない。

植物油を毎日投与すると，綿実油以外の植物油は増

量を示した(図 6・a)。

血清リン脂質量が健康時の 4'"'-'5倍を示す実験高コ

レステロール血症ウサギに植物油投与の血清リン脂質

におよぼす影響は，大豆油，菜種油，綿実油，米糠油

による低下率が大で、あった(図6 • b)。

7) 血清エステル型脂肪酸について

健康ウサギに植物油を投与して血清エステノレ型脂肪

( 93 ) 
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酸におよぼす影響をしらべた。すなわち 1回の投与で

は， ゴマ油 (No.7) が一時低下の傾向であったが，

他の植物油では増加を示すものが多い。特に大豆油で

は投与 3~6 時間後に著しく増量した。

健康ウサギに植物油を毎日与えると，ゴマ油 (No.

5， 7)は血清エステノレ型脂肪酸が著明fこ増加し，綿

実油でも増加がみられた。しかし菜種油，米糠油，べ

にばな油は減少の傾向で、あった(図7• a)。

血清エステノレ型脂肪酸は，血清総コレステロール量

を1000mg/dl内外に増加させるとやや減少する。これ

に植物油を毎日投与すると，米糠油では血清エステル

型脂肪段が増加し大豆油，綿実油，ベにばな油，ゴ

マ油 (No.7) は増量して健康時の値に回復する。菜

種油は増量が少なくゴマ油 (No.5) も投与8日後で

は変動がみられない(図 7 • b)。

8) 血清非エステル型脂肪酸について

健藤ウサギに植物油を投与すると，ゴマ油 (No.7) 

において血清非エステル型脂肪酸の低下がみられ，綿

実油でも投与6時間後に一時減少する。しかし，他の

植物油はすべてが増量した。

植物油を毎日投与すると， ゴマ治 (No.7) は漸次

増加の傾向があるが，ほかの植物油に比較して増加率

が低いっ綿実油，大豆油，米糠油，ベにばな油，菜種

(，94 ) 
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油による血清非エステノレ型脂肪酸の変動は，エステル

型と異なって増加の割合が著しく高く，ゴマ油 (No.

5)も投与4日後では増量を示すが， 8日後では減少

して投与前の値に近づく(図8• a)。

血清非エステル型脂肪酸量が，健康値の2倍近い値

を示す実験高コレステロ{ノレ血症ウサギに植物油を投

与すると， ゴマ油 (No.7， 5)，大豆油，菜種油は血

清非エステル型指肪酸が著明な減少をして健康時の値

に回復する傾向がある。ベにばな油もかなり低下する

が，米糠油，綿実油では変動が少ない(図 8 • b)。

3. ヒトのゴマ油摂取による血清脂質におよぼす影

響

通常の室内勤務をしている健康成人男女にゴマ油

(No. 7) を単味摂取させ，その後における血清総脂

質，総コレステロ{ル， リン脂質の変動をしらべた。

結果は血清総脂質， リン脂質が摂取6時間後，血清

総コレステロールにおいても 3時間後に減少する傾向

で、あった。対照のヒトではいずれの物質もほとんど変

動がなかった(図9)。

第 9図 ヒトにどま油(No.7)を20g与えた場合
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植物油を健康ウサギに O.4g/kgず、つ1日1回投与し

て血清脂質群の時間的変動を比較してみると，ゴマ油

(No.7 )，綿実油以外の植物油では，まず血清脂肪酸

が3'"'-'6時間で早くも増加を示した。しかも血清エス

テノレ型指肪酸に比べて迎清非エステル型脂肪酸の増加

率が高くなるのこれは植物油投与を続けるに従いさら

に著明に増加する。ついで、血清トリグリセリドも 6'"'-'

24時間後に増量を示した。このことは植物油が遊離型

脂肪酸とグリセリドとして吸収が行なわれ，そのため

非エステル型脂肪酸ならびにトリグリセリドが速かに

血液中に増加するのであろう。

血清総コレステロ{ルの変動についてみると，大豆

油，ベにばな油，綿実油による一時的な低下，ゴマ油

(No.5， 7)の持続減少があった。しかし植物油を毎

日投与すると，大豆油を除くすべてが4'"'-'8日後に増

量する傾向で、あった。この血清総コレステローノレ量の，

増j戒を，エステノレ型と遊離型の変動率で比較すると，

I回の投与では遊離型の低下率が大であり，毎日投与

を行なった場合は遊離型の増加率が高くなる。血脂リ

ン脂質も植物油を毎日投与した場合にのみ，綿実油を

除くすべてが増加を示した。これらの成分の増加は，

脂肪が吸収されるときは組織から脂質遊出が著しく減z

少するしまた組織に脂肪酸の取込みも減退するとい

われていることから推察して，植物油の吸収によって

生じた非エステノレ型脂肪酸から代謝合成されて血液中a

に増加したので、あろう。

植物油を，血清総コレステロ{ノレ量が1000mg/dl前

後の実験高コレステロール血症ウサギに投与すると，

血清エステル型脂肪酸のみ増量し，他の血清脂質成分

は減少する。特に大豆油，ベにばな油，ゴマ油 (No.

7)による血清総脂質， トリグリセリド，総コレステ

ロ{ルの減少が大で、あり，血清非エステル型脂肪酸も

著明な低下を示した。また血清リン脂質も減少の傾向

がみられるが，ベにばな油，ゴ、マ油 (No.7) は大豆

油のごとく著明な低下を示さず，血清リン脂質につい

ては異なった結果を得た。リン脂質はコレステローノレ

代謝に関与するので，この物質の生成ならびに構成成

分の変動を追求すべきであろう。

コレステロ{ル代謝には不飽和脂肪酸が必要で、あり，

エステル化されてはじめてコレステロ{ルの移動，異

化，排世が行なわれる。これらには特にリノ{ノレ酸，

アラキドン酸の働きが重要である。そこで過剰の飽和

脂肪酸とコレステロ{ル血症ウサギは，相対的に不飽

和脂肪酸が不足して脂質代謝障害を起したものである

が，これに植物油を投与してみると，大豆油，ゴマ油

(No. 7)，ベにばな油を投与した実験群が血清脂質の、

減少率が大きく，米糠泊もこれらについで、改善があっ

た。このことはこれらの植物油が他に比較してリノ{

ル酸含有が多いためで、あろうか。しかし綿実油はこの・

含有量が多いのに血清脂質群の減少率が少なかった。

報告によれば，とうもろこし油は血清コレステローノレ

の減少がみられず， また単独で、リノ{ノレ酸を投与しで

も脂質代謝の改善がないといわれる。従って脂質代謝

は植物油構成脂肪酸の相乗作用の影響があると考え

る。

実験高コレステロ{ノレ血症ウサギに植物油投与の血

清総コレステローノレの低下は，エステノレ型よりも遊高佐

型の低下車が大で・あった。ところが植物油投与8日以

降にはこの関係が逆になり，エステル型の減少率が大
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になった。また血清脂肪酸では非エステル型が減少し，

エステル型は増加の傾向で・あった。このことはコレス

テロールが不飽和脂肪酸とエステル化を行なっている

状態と思われ，過剰のコレステローノレ処理に，植物油

の不飽和脂肪酸が脱コレステローノレ作用をしていると

解釈する。

ゴマ泊 (No.7) を健康ウサギに投与すると，ゴマ

油 (No.5)や他の植物油の作用と異なって，血清非

エステノレ型脂肪酸およびトリグリセリドが減少したo

高コレステロ{ノレ血症ウサギの実験でも， ゴマ油

(No. 7)は搾油時の熱処理が弱いゴマ油 (No.5)に

比べて血清トリグリセリドの低下率が大きし、。また血

清総コレステロール減少率ならびにエステノレ型脂肪酸

増加率においても両者に差異がみられた。これらのこ

とは製油工程の熱処理の度合が脂質代謝作用を異にし

たためと考える。さらに脂肪酸の変化，吸収におよぼ

す酵素作用等の差異について改めて吟味したい。

結 論

健康および実験高コレステロ{ル血症ウサギにゴマ

油 (No.5，7)，菜種油，大豆油，綿実油，米糠油，

べにばな油をそれぞれ投与し，血清脂質群におよぼす

影響をしらベた。

1. 健康ウサギはゴマ油 (No.7)，菜種油，米糠油

が血清トリグリセリドを減少し，ほかの植物油では増

加する。血清リン脂質も綿実油を除き増加した。血清

総コレステローノレは大豆油，ベにばな油により減少す

る。ゴマ油 (No.5，7)，綿実油でも一時減少するが，

毎日投与すると増量し，米糠油，菜種油も増加の傾向

であった。これらはエメ、テル型に比べて遊離型コレス

テロールの増加率が大で、あった。

2. 血清脂肪酸についてはゴマ油 (No.5，7)がエ

ステノレ型を増加するほかは変動が少なし、。血清非エス

テル型脂肪酸は逆にゴマ油 (No.7) のみ減少し，他

の植物油は著明に増加した。

3. 実験高コレステロ{ル血症ウサギに植物油を投

与すると，大豆油，ベにばな油，ゴマ油 (No.7) は

ほかの植物油に比べて血清総脂質， トリグリセリド，

総コレステロール，および非エステル型脂肪酸の減少

が大きし、。とくに血清総コレステロールの減少は，植

物油投与後8日目では遊離型の低下が大であるが，こ

れ以降になるとエステノレ型の低下率が大になる。

4. ゴマ油は搾油時の加熱度合により血清脂質群に

およぼす影響に差異を生ずる。すなわち「倍りJの強

い No.7が健康ウサギの血清トリグリセリド、および非

エステル型脂肪酸を減少し，実験高コレステロール廊

症ウサギでも No.5に比べて血清トリグリセリドの低

下が大であった。しかし血清総コレステロールは賠り

の若い No.5が減少率が大きい。

5. コ、、マ油 (No.7) はヒトの血清総脂質，総コレ

ステロ{ル， リン脂質を減少する。
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コンブリー投与の生化学的研究(1 ) 

潟血ウサギにコンフリー投与の赤血球数おび血液成分の変動

第21回日本栄養@食糧学会総会発表

(西宮@武庫川学院， 5月14日〉

柳沢文正*小笠原 公*

草間水一郎* 武士俣邦雄制)

BIOCHEMICAL STUDIES OF COMFREY ADMINISTRA TION (1 ) 

Fluctuations of Blood Components and Red Blood Cell Count 

of Venesectioned Rabbits Upon Administration of Comfrey 

Fumimasa YANAGISAWA， Kimi OGASA明TARA

Suiitiro KUSAMA and Kunio BUSHIMA T A 

Russian comfrey (subsequently abbreviated as comfrey) which has come to be widely 

used recently as a green vegetable， contains larger amounts of vitamins and minerals 

than in any other green vegetable. In view of its high vitamin B12 and folic acid content 

in particular， fresh leaves of comfrey were administered to venesectioned rabbits to 

study on its effect on red blood cell count， hemoglobin content and blood electrolytes. 

The experimental method was as follows: Blood letting of 20'"'-'30ml/kg from the 

ear vein of healthy rabbits (weighing approximately 2. 7 kg) was undertaken and the 

standard ration of 70g and 30g of comfrey fresh leaves were given daily and the red 

blood cell count and blood components determined before and after the blood letting. 

To the control group， only the standard ration of 100g was given. The recovery of the 

red blood cell count and hemoglobin was rapid in both groups which had undergone 

blood letting of 20ml/kg and 30m1/1王gas compared with the control group. There was 

no difference from the control group in the fluctuation of serum total calcium， but the 

serum dialyzable calcium increased markedly after the administration of comfrey. The 

serum magnesium and inorganic phosphate showed a lower value than that of the control 

group. In the group after comfrey administration， there was a great increase in the 

serum iron level. From the results of the above experiment， it was found that the 

administration of comfrey made possible a rapid recovery from anemia and predisposed 

towards alkalosis. 

最近緑色野菜としてラツシャンコンブリ{が用いら

れるようになった。これは双子葉植物で，一般的には

ヒレハリ草属のことである。ラッシャンコンフリ{は

*東京都立衛生研究所臨床試験部
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コ{カサス地方に自生している指年草で，およそ 100

年ほど前に英国に渡り，改良されて Symphytum

(Comfrey Peregrinum) の学名で広く普及し始めた

ものである。この植物は成長が早く，高さ 1m{立でタ

バコの葉に似ている。害虫がつかず，食べ易く，しか



もビタミン， ミネラルが豊富に合有されている。とく

にラッシャンコンブリ~(以下コンブリ{と略称する〉

には他の緑色野菜にはみられないほど多くのピタミ γ

B12および葉酸を含有している。

野菜にこれらのピタミンが多く含まれていることは

きわめて珍しいことなので，わが国のごとく食糧構成

上緑色野菜が欠乏し，しかも貧血患者が多い実状にお

いては利用価値があると考える。それゆえ生化学の立

場からこれについて基礎実験を行なってみた。すなわ

ちコンブリ{の生葉を実験動物に投与して，赤血球数，

血色素量ならび、に血清電解質の変動につき検討したと

ころ興味ある知見が得られたので、報告する。

実験方法

実験動物:体重2.7kg前後の健康ウサギを実験に供

し，合計28匹を用いた。

試験区分:1群7匹(雄5匹，雌2匹〉ずつ4群に

区分し， 1匹ずつラピットケージで飼養管理する。す

べてのウサギを17時間禁餌しあらかじめ耳静脈から 3

ml採曲する。その後つぎの方法で潟血を行なう。

潟血方法:4群のうち 2群について20mZ/kg，他の

2群は 30ml/kgず、つ耳静脈から採血し血液を捨てる。

試験試料の投与方法:i寓血後2日自にすべてのウサ

ギについて 3mlずつ採血したのち， 20ml/kg潟血

群をさらに2分し， 1群を対照群としてオリェγタノレ

固型飼料のみ 100gを与え，他群にはコンフリー生葉

30gとオリエンタノレ回型飼料70gを1日量として毎日

与える。さらに 30ml/kg潟血群も 2分してオリエン

タル闇型飼料のみ 100g投与群と，コ γフリー生葉30号

gにオリエンタル国型飼料 100gを毎日与える群とし，.

各群とも水を自由に給与した。

コンブリ{生葉を投与はじめてから 20ml/kg潟血

群は 5，8， 12日目， 30ml/kg潟血群は 8日目に 3

ml採血を行なった。すなわち潟血前，潟血後および

コンフリー生葉投与後に採血した各血液について，赤

血球数，血色素量ならびに血清総カルシウム，透析性

カルシウム，総マグネシウム，無機リンおよび血清鉄

量を測定した。

測定方法:

赤血球数算定 コールターエレグトロニクス社製

(米国〉の CoulterCounter M一一D型による算定。

血色素量測定 シアンメトヘモグロビン法

血清総カルシウム，透析性カルシウム，総マグネシ

ウム量測定柳沢法

血清無機リン量測定 Fiske and SubbaRow法

血清鉄量測定松原法

実験に供したコンフリー

潟血ウキギに与えたコンフリーは浦和市山田農場の

ものを用いた。本実験は 3'"'-'4月に行なったため， コ

ンブリ{葉が約 15cmの長さに生長した中葉を選んだ。

実験結果

1. 潟血ウサギにコンブリ{投与の赤血球数の変動

について

1) 20ml/kg潟血の場合

健康ウサギを用いて 20ml/kg潟血を行ない，コン

表 i 潟血ウサギ (20mljlrg)(こコンフリー投与の赤血球数の変化

i思 血 目Ij 1寓 血 時 コンフリー投与目
5 日

コンフリー投与目
8 日

コンブリ{投与日
12 日

赤血球数|平均値 赤血球数|平均値 赤血球数|平均値 赤血球数|平均値 赤血球数|平均値

570万 万 342万 万 402万 万 485万 万 527万 万

対 538 354 379 501 562 

667 
587土37

372 
351土35

470 
439土49

488 
502土33

522 
573土38

照、 578 325 422 460 662 

595 
(100%) 330 

(60%) 
430 

く75%)
516 く86%) 581 く98%)

群 588 425 542 571 570 

570 312 425 490 588 

574万| 万 410万 565万 万 570万 万 580万 万

コ
546 408 

ン
545 548 655 

フ 634 
586土29

386 400土13
512 
517土28

587 
556土20

620 
619土28

リ
581 402 524 565 598 
(100%) く68%) く88%) (95%) (106%) 

投群与
567 411 509 558 629 

624 405 489 548 595 

575 376 477 517 656 
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30ml/kg 潟血群の実験では赤血球数の測定と同時

に血色素量を測定した。結果を表3に示すo血色素量

は潟血によって健康時の量より35%減少する。これに

コンフリー生葉を投与すると， 8日目で対照群より 11

%多くなり回復率がよし、。

濡血ウサギ (30ml/kg)にコンフリ回投与

の血色素量の変化

潟血時
コンブリ{ l 
投与8日目

血事芳守色主且丞 I 平均値
% % % % % % 
80 50 73 

対 80 51 75 

86 
81 こと3

55 
54土5

60 
71土8

照、 76 48 58 

78 (100%) 57 く66%) 75 く88%)1

群 85 64 83 

83 50 76 

% % % % % % 
78 57 84 

コ 85 57 86 
ン
フ 85 

81土3
50 
53土9

76 
80土4

リ 83 40 80 
(100%) く65%) く98%)

投主
83 55 80 

76 70 80 

80 43 73 

2. 潟血ウサギにコンフリー投与の血清成分の変動

について

健康ウサギより 20ml/kg潟血を行ない，コンフリ

ー生葉投与前と12日目の血清成分量を比較した。

1) 血清総カルシウムの変動

血清総カルシウム量は潟血により減少する。これに

コンブリ{生葉を与えた結果，図 1~こ示すごとく対照

表3

フリ{生葉を与えて赤血球数の回復におよぼす効果を

しらベた。すなわち 20ml/kg潟血により赤血球数が

.32"-'40%減少する。これにコンフリー生葉を与えると

表 1に示すごとく日数の経過に従って赤血球数が増加

し， 12日目には潟血前に回復する。この赤血球数増加

傾向を対照群と比較すると，コンブリ{生薬投与後5

日目に13%，8日目に 9%， 12日自に 8%の差があっ

た。しかしコンブリ{生葉投与群は対照群に比べて潟

血時の赤血球数が8%多いため，この分を減算して比

較すると，コンフリー生葉投与群が 5日自に 5.0%，

8日目1.0 %早く回復している。 12日目では両群の差

がなくなるが，これは赤血球数がすで、に潟血前の値に

回復したからである。

2) 30ml/kg 潟血の場合

前項の実験においてコンフリ{投与群はオリエンタ

ノレ固型飼料の投与量が少いのにかかわらず，赤血球数

の増加が早いことがわかったので，潟血量を30ml/kg

に増して同様の実験を行なった。

すなわち 30ml/kg潟車を行なうと，赤血球数は健

康時より60"-'64%減少する。これにコンブリ{生薬を

与えて 8日目の赤血球数の回復率を比較してみると，

対照群より 19%多くなる。しかもコンフリー投与群は

潟血時の赤血球数が対照群より 4%低いからこの分を

換算して考えると，さらにコンブリ{生葉投与群は赤

血球数回復率がよいことになる。(表2)

濡血ウサギにコンフリ回投与の血清総 Ca

の変化
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潟血前 潟血時 投コ与ンブ8日リ { 目

赤球血数 I平均値 赤球血数 I平均値 赤球血数 I平均値

万 万 万 万 万 万
580 314 363 

対 655 120 296 

620 
619土28

269 
247土69

319 
320土67

照、 598 251 274 

629 
(100%) 328 

(40%) 213 
(52%) 

群 595 270 412 

656 179 362 

万 万 万 万 万 万
527 256 446 

コ 562 134 466 、ノ

フ 522 
573土43

138 
207土88

459 
407土50

リ 662 112 Ll14 
く100%) (36%) (71%) 

投長
581 229 322 

570 386 379 

588 191 365 

濡血ウサギ (30mljkg)にコン7リー投与

の赤血球数の変化

表 2



図2 濡血ウサギにコンアリー投与の血清透析'1'生

Caの変化
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群と差がなかった。

2) 血清透析性カノレシウムの変動

血清透析性カルシウム量は鴻車によりやや増加す

る。これにコンフリ{生業を与えるとあきらかに増加

がみられるが，対照群は変動を示さなし、。(図2)

3) 血清総マグネシウムの変動

血清総マグネシウムは両群とも増加する。しかしコ

シフリ{生葉投与群の増加率が対照群より低値で、あっ

た。(図 3)

4) 血清無機リンの変動

血清無機リンの変動は血清総マグネシウムと同じく

両群とも増量するが，コンブリ{生葉投与群が低値で

あった。(図4)

5) 血清鉄の変動

血清鉄量は潟血によって減少する。これにコンフリ

ー生業を与え血清鉄量の増加率を対照、群と比較すると，

コンブリ{生葉投与群の増加率が大であった。(図5)

考察

コンフリーはギリシヤ語で“病気をなおす"という

図4 ~.窮血ウサギにコンフリー投与の血清無機P
の変化
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意味である。長寿国といわれるコ{カサス地方に自生

している原種が改良されて，その4倍ぐらいの大きさ

になったものが今日のコンフリ{であるo

コンブリ ~Vこ tまビタミン Bb B2' C， D， Eのtま

かビタミンB12' 葉酸が比較的多く含まれ，さらにコ

リン，パントテン酸， ピオチン，ニコチン酸，アラン

トインも含有しているといわれ，英国で保健薬として

登録されているほどである。

わが国におけるコンブリ{栽培はいまだその緒につ

いたばかりで，一部の篤志家によって栽培されている

以外にあまり知られていなし、。しかしコンブリ{生葉

が市販されつつある現状であるから，今後かなり広範

聞の普及が考えられるoそこでこの植物の栄養素の含

有量は品種，土壌成分，栽培方法等によりかなり義異

があるようである。そのためわれわれは比較的栽培方

法に研究的な意欲がある浦和市の山田農場を選定した

のである。

成熟ウサギについて毎 kg20 mlの非観血的採血を

すると，赤血球数は10"'-'12日で回復するO そこで基本

，( 100.) 



飼料の投与量を少なくしてコンフリーが赤血球の回復

におよぼす効果実験を行なってみた。すなわち基本飼

料を対照群の 100gより30g少なくして，この代りに

コンフリー生葉30gを与えたものである。しかしこの

乾燥重量計算ではコンブリ{生葉30gは2.9gとなる

から 1日の飼料給与量は対照群より27g少ないが，

対照群に比べて赤血球数増加率が大であった。

また毎 kg30 ml 鴻血群では基本飼料ーを対照群と同

じくし， これにコンフリー生葉30gを与えた。これは

乾燥重量として 2.9gだけ多く与えたことになるO そ

こであらためて対照群に3g多くオリエンタル国型飼

料を与えてみたが，赤血球数および血色素量の変動は

基本飼料 100g投与群の場合と差がなかった。

すなわちコンフリー投与群が赤血球数，血色素量の

増加が早かったことは，コンブリ{に含まれる増血外

因子としてビタミンB12ならびに葉酸の作用機序によ

るのではないかと思われるので，ほかの野菜との比較

実験や土質差によるコンフリー成分を吟味の上さらに

検討する。

なお，血清成分の変動に対する実験では， コンフリ:

一生葉を投与すると血清透析性カノレシウムが増量し，

血清総マグネシウムおよび無機リンが対照群より低値

であった。このことはわれわれが長年カルシウム代謝

の研究において明らかにした，健康時は不健康時と異

なり血清透析性カノレシウムが高く，血清総マグネシウ

ムおよび無機リンが低値のアルカロージス体質である

ことから考察して，潟血時の酸性体質の改善がより早

く進行しているごとく解する。

結 論

潟血ウサギにコンフリー生葉を投与して，赤血球数，

血色素量および血清成分の変動につき検討した。

L コンフリーは潟血ウサギの赤血球数および血色

素量の増加割合が早い。

2. コシフリーは血清透析性カルシウム量を増加す

るD

'(101-) 



血清透析性カ jレシウム測定の意義

第7回国際生化学会会議

(東京@ホテルニューォータニ， ¥ 

プリンスホテル8月四一25日 / 

柳沢文正*小笠原 公判

SIGNIFICANCE OF THE ESTIMATION OF DIALYTIC 

CALCIUM IN SERUM 

Seventh International Congress of Biochemistry 

CTokyo • August 19-25， 1967) 

Fumimasa YANAGISAWA and Kimi OGASAWARA 

Serum dialytic calcium was determined by Yanagisawa's method (J. Biochem. 42， 3， 

1955) and the following resul ts were obtained. 

(1) Serum dialytic calcium in healthy subjects was approximately 3.9 mg/dl and 

protein-bound calcium was about 6 mg/dl. 

，(2) Serum dialytic calcium showed an inverse correlation with serum inorganic phosphate 

and a correlation with blood pH. 

(司 Serum dialytic calcium showed an inverse correlation with body temperature， 

assuming high values on the day of ovulation in females. 

ωSerum dialytic calcium showed a relationship with fatigue and disease. The more 

severe the disease became， the lower the level fell. Serum dialytic calcium was 

about 1 mg/ dl in shock. 

(5) Serum dialytic calcium was also related with emotion. When a subject was angry， 

a low value was obtained， while an increase was noted with a pleasant feeling. 

(6) Serum dialytic calcium was related with hormones. Administration of heterosexual 

hormone increased the values， while isosexual hormone decreased it. 

(7) Serum dialytic calcium showed an especially low value in cancer. An increase was 

noted upon the administration of drugs with some anticancer activity but without 

side effects. 

(8) It is possible to evaluate the degree of effectiveness of drugs from the increase and 

decrease of serum dialytic calcium. From these findings， calcium mesotartrate was 

discovered as a therapeutic agent for diabetes mellitus. A positive effect for 

diabetes mellitus was found. 

(9) Upon loading of 7， 000 volt's static electricity or over to the human body， the serum 

dialytic calcium in increase. 

本東京都立衛生研究所臨床試験部
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輯射線の生化学的研究(1 ) 

光線療法の電解質代謝の研究

第40回東京都衛生局学会発表

(東京薬科大学・11月16日〉

柳沢文正制}

BIOCHEMICAL RESEARCH OF RADIANT RA Y (1) 

Studies on Serum Electrolytes of Visible Multilight Therapy 

Fumimasa YANAGISA羽TA

Fluctuations of serum Ca， Ca++， Mg， P and the blood pH of healthy rabbits caused 

by rays of carbon arc lamp were investigated. Depending on the kind of carbon， the 

pH tended to be either alkeline or acid. A decrease or increase of serum Ca++ was also 

noted， but P， which is in reverse cohrelation with serum Ca+ヘshowedlittle fluctuation. 
This is related to therapeutic aspects and it was observed that only in those where the 

pH became more alkaline or the serum Ca++ increased it was effective. 

報射線は医学の物理療法として，広く用いられ，そ

の代表的なるものはX線，紫外線，赤外線である。最

近では輯射線の中で最も電波による静電気の基礎研究

を行い，これが新たに医学治療面で、大きな役割を演じ

ているが， この研究についても基礎実験の裏づけがな

かったら殆んど未だ日の目を見ることが出来なかった

であろう。そこでこれらの輯射線全体を調査し，未だ

一般医学界に於て殆んど知られていない輯射線応用の

治療器についての基礎並びに治療効果に関し，生化学

的面より解明を行ない，これらの治療器の価値につい

て再検討を行わんとするもるのであ。

まずその手はじめとしてカシ綜合線についての電解

質代謝の研究を行なった。これは既に独逸に於て医学

面に用いられ，我国に於ては黒田保次郎により光線研

究所がつくられ，これについて医学面にとりあげら

れ，著しい効果をあらわしている。カシ綜合線とは，

有芯のカーボンによるアークにより副射される光線を

疾病の患部に照射し，治癒させる方法である。従来光

線療法は紫外線，赤外線という一種のみを限局した光

*東京都立衛生研究所臨床試験部

( 103) 

線を照射して来たので、あるが，黒田氏の方法は赤外

線，可視線，紫外線の綜合の輯射線を活用したもので

ある。しかもこの特異性は炭素弧光灯の光線を用い，

このカーボンに鉄， リチウム，セリウム，ニッケル，

アルミニウム，マグネシウムを加え，疾病に応じカー

ボンをとりかえるのである。これらの輯射線に関する

研究は現に多く行なわれているが，この轄射線照射が

疾病に効果がある基礎実験については殆んど行われて

いなし、。そこで電解質代謝と pHの研究から着手し，

その基礎研究より医療効果を解明しようと試み一応成

果を得たのでここに報告する。

轄射線発生装置

黒田氏の作製にかかるカシ綜合線の発生装置を用い

た。カシ綜合線の特異性は炭素弧光灯の光線をそのま

ま用いることである。カ{ボン5000番は口径8mm，

電流100Volt，6アンペア，赤外線79.5%，可視線20.0

%，紫外線0.5%である。その他のカ{ボンもほぼ同

じであるが，その中に含まれている元素には差異があ

る。

実験方法

一定の飼育条件にある 2"-'3 kgの健康家兎に朝:食



輯射線の種類

3o，ooom j長波 1 
ぇooo j中波 i 

!中短波 1 

50 1短波 電

io i超短波
lm l極超短波
10cm i糎波

0.5cm=5000μ 

↑↑遠赤外 ↑ 
・↓|表11，姐
↓ 穴間t

5 [近赤外 ? 
O. 8p，=8000A.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・

可視光線 ↑ 
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1近紫外 会
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100・............

1A口 1000XU...……… IX線
↑↓  

10....・H ・.............I 
↓y線

O.lXU 以下…………宇宙線

を与えず，耳静脈より血液2mlを採血しその後黒

田式光線療器を用い種々のカーボンを 50cmの距離よ

り10分間全身に照射し照射後 0.5，1， 4， 24時間

いては家兎の体温が370C'""-'390Cであるのでこの範囲

の濯流温度における pH差を同一家兎を使用して検べ

たが温度の影響がなかった。

血清総 Ca，(以下 Caと記す〉透析性 Ca(以下

Ca++と記す)， Mgは柳沢法， 血清無機燐(以下 P

と記す〉は FiskeSubbaRow法により測定した。

実験成績

1. 血液pHについて

炭素弧光灯の光線を家兎に照射する前に血液pHを

測定した。 Fig.1に示す如く 1日間殆んど変動を認

めないことを知った。次に光線治療器に純炭素で作ら

れた5000番のカ{ボンを用い家兎に10分間照射しそ

の前後。血液pHを測定すると図の如く，著しくアル

カリ性に傾き24時間でもとにもどる。鉄含有カーボン

3000番の場合もリチウム合有のカーボン3001番， 3002 

番を用いて照射した場合も同様にアノレカリ性に傾く。

以上の実験より各2例ともほぼ同一の結果を得たので

以後1例ずつ実験を行なった。 3003番は図に示す如く

Fig. 1 Result of pH of Blood 

pi-l 
7401 

τ35 

に採血し，その血清並びに血液について分析を行なつ 7.40 

Tこ。

測定方法

血液pHの測定については，直接的に測定出来る

Switzerland製 MetrohmElectrodesによる pH測

定器を使用して反覆測定を行なった。 Metrohm型pH 740 

測定器は，温度測定安定式になっている補償装置，甘

宋電極，ジャケット式毛細管ガラス電極からなり，予

めジャケット内に温水を漂流し， 標準緩衝液 (pH 

6.870土0.01)で補正してから溢出する血液O.lml内

外の量を毛細管ガラス内に吸入して，甘京電極と液体

;連結により測定する。採血後測定までの所要時間は30

秒前後であるため凝血することがなく，測定終了後直

ちに蒸留水を流通することにより反覆測定できる6 毛

細管ガラス内は常に洗樵する。またジャケット内の濯

水は気泡のないように注意する。なお濯水の温度につ

ぐ104) 
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血液pHはあまり変化なく， 3004番を用いた時，一時

酸性に傾きしかる後にアルカリ性に移行する。 3005番

も同様であるが，これは前者程の変動は認められな

鉄含有の4000番を用いた場合 Fig.2に示す如く多

少アルカリ性に傾く，これは5000番の代用として作製

されたカーボンであるので，これと同で消長をしめす

わけである。リチウム含有の4001番を用いた場合とほ

ぼ同じであるが，セリウム含有の4002番を用いた場合

ではあまり変動しなし、。さらに少量の鉄を含有する

4003番を用いた場合は，酸，アルカリ性の変化が著し

い。ニッケノレ含有の4004番，アルミニューム含有の

4005番，マグネシウム含有の4006番を用いた場合，図

に示す如くいず、れも酸性に傾く。カリウム，鉄を含有

する4008番を用いた場合は時間とともにアルカリ性に

変動し， 24時間を経過しても正常に復さない特異なカ

ーボンである。しかしこれについての含有物について

は記載され wていない。鉄，桂素を含む4009番，鉄微量

を含む独逸製のきののりす番 (NORIS)を用いた場合

はFig.2に示す如く多少アルカリに移行する傾向があ

る。

以上は同ーのカーボンを一対用いたので、あるが，異

なったカーボンを組みあわせた場合についても実験を

行なった。すなわち4000番と4009番を組みあわせて用

Fig. 2 Result of pH of Blood 
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24 

いた場合で、は両者の変動と同じような変動があらわれ

る。また4002番ときののりす番を用いた場合で、も同じ

ことが言われる。 5000番ときののりす番を用いた場合

は5000番の変動が強いので，きののりす番自身の変動

は認められず， 5000番の場合と同じ変動が示めされ

る。

以上の如くカ{ボンの種類により生体中の血液 pH

の変動は異なるo

2. 血清電解質について

血液pHの変動があれば当然血液中の電解質につい

ても変動を生ずると考えられるOそこで、血清Ca，Cピ+，

Mg， Pについて実験を行なった。実験に先きだちま

ず健康家兎より 4回採血を行なった場合，すなわち対

照実験を行なった。 Fig.3に示す如く血清Ca，Ca++， 

Fig. 3 Result of Biochemical Tests of 

Blood Control 

Ca. 17 

p ~bー

Hours 

Mg， Pのいずれもあまり変動を認められなかった。

これに反し5000番のカ{ボンを用い10分間照射し，そ

の前後の血清電解質は， Fig.4に示す如く血清 Ca，

Ca++は増加し， 24時間に正常に復する。血清Mgは

減少する。 3001番， 3002番では血清Ca，Ca++が照射

後同様に増加する傾向があり，血清Mgも同様に増加

ししかる後に減少する。以上各2種の実験によりほ

ぼ同ーの変動を示すことから以下1例ずつ実験を行な

った。

3003番， 3004番， 3005番を用いて照射した場合は

Fig.5に示す如く逆に血清 Ca，が多少減少し，血清

Mgが上昇する傾向がある。 4000番， 4001番， 4002番

を用いて照射した場合に， Fig.6 示す如く多少血清

Ca， Ca++， Mgの変動があるo 4003番， 4004番， 4005 

i (10号〉



番を用いた場合は血清 Ca，Ca++が減少し血清Mg

が増加する。 4006番を用いた場合では図の如く逆に血

清Ca，Ca++が増加し，血清 Mgは低下する。 4008番

Fig， 4 Result of Biochemical Tests of Blood 
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ではFig，7の如く血清 Ca++の多少増加が認められる。

4009番を用いた場合は血清 Ca++の著しい増加を示す

が，きののりす番を用いた場合は Fig.8の如く逆に

低下を示す。

以上は同ーのカーボンを一対用いたので、あるが‘異

ったものを用いた場合を実験した。すなわち4000番と

4009番の組み合せ， 4002番ときののりす番， 5000番と

きののりす番で， Fig.8に示す如く，かならずしも単

独のものと同じ傾向を示すわけで、はなかった。この点

血液pHとは多少おもむきを異にした。ただ血清Pは

血清 Ca++と当然逆相関になるべきであるが，いずれ

の場合もあまり変動を認められなかった。これについ

てはさらに研究する余地がある。

帯按と結論

以上の実験は炭素弧光灯の光線による崩液pH並び

に血清電解質の変動に関する研究であるo光線が生体

に変化をあたえることは推知される事実であるが，僅

か10分間の照射により血液pH並びに血清電解質がか

なり変動を示したことはきわめて興味ある事である。

しかし，この事実より直ちに治療面に応用し，有効で

あるか否かを判定することは早計であるが，長年行な

(106 ) 



Fig. 7 Result of Biochemical Tests of Blood 
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って来たカルシウム代謝の研究から見ると興味ある結

論が提示される。

一般に血液中の総 Caは健康人では 10mg/dl内外

で，疾患が急速に悪化しない限りあまり変効しなし、。

しかるに血清中の Ca++は1日中でも変動し，朝体温

の低いときは4mg/dl内外で、あるが，夕方体温が上昇

し疲労が増加するにつれ低値を示す。このことは動物

に於ても認められ体温の低い動物は高値を示し，体温

の高い動物は低値である。特に婦人では性週期と関係

があり，月経前は血清 Ca++は低いが，月経終了時に

は増加する。叉排卵白にも高値である。一般に疾病に

躍ると Table1に示す如く血清 Ca++は3mg/dl内

外になる。逆に血清Pは増加する。このことを酸，塩

基の点より考察してみると， Ca++は塩基根であり，

Pは酸根であることから， Ca++の増加はからだをア

ルカロージスに保つことであり， pの増加はアチドー

ジスになることである。現に Ca++とpHとの関係に

ついて実験を行なったが， Ca++の増減と pHとは相

関を示したO

血清 Ca++が正常{直を保たない場合はからだがアチ

Fig. 8 Result of Biochemical Tests of Blood 
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Table 1 Diseases and Serum Electrolytes 

Average values mg/dl 
Diseases Cases 

Ca Ca++ Mg P 

Cancer 14 8.8 2. 8 2.3 4.5 

Diabetes 5 9.8 2.1 2.3 4.3 

Hypertension 7 9.3 3.5 1.9 3.3 

Pulmonary tbc. 10 9.0 3.2 1.7 4.1 

Appendicitis 20 9.2 3.5 1.7 3.9 

Nornal control I 98 I 9.6 I 3.9 I 1. 5 I 3.4 

ド{ジスになり，この状態が続くと血清Mgが増加す

る。とくに癌，糖尿病，高血圧等の老年期疾患に於て

は Table1に示す如く健康人よりかなり高値である。

このことは Caか細胞外液のみ存在し， Mgは細胞内

液に主として存在することから考えあわせ，細砲の内

外の渉透圧の差異により，この現象が認められるか，或

は細胞自体の老化，破壊によるかし、ずれかであると考

えられる。それ故，疾病を治癒する方法は，血清Ca++

を正常値にするか，あるいは血清Mgを低下させるこ

(107 ) 



とである。たとえば，ペニシリン，マイシン，インシ

ュリンの如き薬剤はいずれも車清Mgを抑制する働き

がある。しかしいず、れも血清 Ca++をも減少させるの

で，副作用を生ずる欠点がある。この考え方からすれ

ば疾患に有効である治療方法は血清 Ca++の増加，血

清Mgの抑制ということになる。

炭素弧光灯のある種のカーボシより発生する光線が

血液pHをアルカリ性にし，血清 Ca++を増加し，血

清 Mgを低下させるとし、う動物実験から，疾患の治療

に有効で、あらうとし、う推定も成り立つわけである。と

くに5000番， 3001番，3002番などはし、ずれも血清Ca++

を増加させ，血清Mgを減少ししかも血液pHがア

ルカリ性に傾く基礎研究から一応有効で、あろうという

推定が成立つ。しかもこれらの各カーボンが臨床面か

ら考察しでも有効であり， 酸性に傾く 3004番， 3005 

番， 4002番， 4003番， 4004番， 4005番， 4006番が無効

か有害で、あるかということが成り立つO この点から見

ると炭素弧光灯の新しい治療効果があるということは

考えられる。すで寸こ長島恒義博士により骨疾患に極め

て有効である臨床実験が報告され，また黒田保次郎氏

の研究所により各種疾患に著効のある報告があるO こ

れらの点より炭素弧光灯光線については極めて興味あ

る臨床治療器であると考えられる。

むすび

炭素弧光灯の光線による健康家兎の血液pH並びに

血清 Ca，Ca+ヘMg，Pの変動について調べたが，
カーボンの種類によりアルカリ性に傾いたり，酸性に

傾いたりする。血清 Ca++も増減を認、めた。しかし血

清 Ca++と逆相関であるPはあまり変動を示さなかっ

た。これは治療面と関連があり， pHがアルカリ性に

なるもの，血清 Ca++が増加するもののみが有効であ

ることを認めた。

( 108) 

文献

1) 日本医学総会，衛生関係6分科会連合会編:南

生関連学の進歩， 172頁(1967)

2) 柳沢文正，小笠原公，武士俣邦雄:栄養と食糧

投稿予定

3) 柳沢文正，小笠原公，草間水一郎，武士俣邦雄

:栄養と食糧投稿予定

4) Seventh international Congress of biochemi-

stry : Abstracts， Volume V， Section J -379 

(1967) 

5) 柳沢文正:新潟医学会雑誌， 81， 411 (1967) 



イエパエ Musc乱 domesticavicina Macquartの額幅の

頭幅に対する比率及び額幅の触角幅に対する比率測定

緒 雷
同

日本に産するイエバェは Muscadomestica Linne 

の一車種 Muscadomestica vicina Macquart又は別

種 Muscavicina Macquartと言われている。 vicina

の地理的分布は!日世界(東半球〉の熱帯地方(アフリ

カ，インドを含む)， I日北区(東半球の北の部分〉の

比較的暖かし、地方に生じ，更に新腔界(南北アメリカ〉

の西インド等に広がるといわれている。 domesticaは

欧米等に生じ，本質的には温帯地区のイエバェである

と言われている。しかし両者がはっきりと区別される

かどうかについて，かなり問題がある。

形態的には，雄の額のl隔が vicinaの方が domestica

にくらべより狭く，腹部がより明るい色をしている。

雄の額i障の頭l隔に対する比率，額11屈の触角11屈に対する

比率，又額11屈の複眼の11.肩に対する比率によって， vicina 

の雄の額11闘が domestica より狭いことが上げられて

いる。

筆者はお神井で採取した 1匹の雌のイエパェから生

じた子孫を累代飼育しているが，その額11.屈の頭11眉に対

する比率，額i隔の触角11高に対する比率を測定したので，

ここに報告する。

材料及び方法

昭和39年6月10日頃に採取した1匹の雌のイエパエ

が産卵して生じた子孫の第3世代，第4世代の成虫

(羽化後そのまま放置して死滅したもの及び，飼育箱

内で飼育し，後クロロホルムで麻酔し死滅したもの〉

を用いて測定した。測定した成虫の幼虫の時の餌は豚

の心臓，腎臓及び，牛の心臓を用いた。

測定方法は顕微鏡の接眼鏡x7にオキュラーミクロ

メ{ターを入れ，接物鏡x3を用いて，額111百及び頭幅

の測定にはハエの頭部背面が正面に向く様にし，触角

幅の測定には頭部前面やや下方が正面に向く様にし

た。

額の!臨(複眼間のIli屑〉のもっとも狭い部分につい

て，雄，雌両方について測定した(雌の額のもっとも

狭い部分は単眼3偲の中，後部の2個の前縁を結んだ

ネ東京都立衛生研究所環境衛生部

中田英吉*

線にほぼ一致する。雄の額のもっとも狭い部分はそれ

よりも前方にある〉。雄については， 更に雌の額のも

っとも狭い部分に相当した位置，即ち単限 3，(自の中，

後部の21自の前縁を結んだ線についての額のi隔を測定

した。頭幅は左右複眼のもっとも外側の部分，郎ち最

大幅を測定した。触角11屈は触角第3節の基部付近の11闘

を測定した。

図 1 ~の頭部哲面図(原図〉

ドー一一一一一一ー一一一 C 一一一一一一一一一一-4

a. : 

IJ.. ι 
a.もつど屯筏L、額幅
-l ~.愛部単眼前繰を結んだ、線に品、ける額情
C. H員 中島 d 単眼

図2 ~の頭部背面図(原図〉

ι 

a'， もっとも状し、頭惜
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図3 dの頭部前面やや下方からみた図(原図〉

a 

ι.角虫角第3節基部F付近的中孟

結果及び考察

オキュラーミクロメ{ターの 1白盛りは 29.3μ とな

り，測定の数値は 0.5自盛りを単位として，整数とな

るか又は小数第1位が 0.5となる様にした。

雄のもっとも狭い額11屈の数値は 8.5'"'-'14，後部単眼

前縁を結んだ線についての額|隔は12'"'-'18.5，頭11届75'"'-'

85，触角第3節の11屈は 4'"'-'5であった。雌のもっとも

狭い額幅は24'"'-'30，頭11屈は73'"'-'90であった。それぞれ

の比率の度数分布は表 1'"'-'4に示す通りである。

表 1 dの額幅(もっとも狭い部分〉の頭幅に対

する比率分布

額11届(もっとも狭い部分)/頭幅 度 数

0.11 7 

O. 12 21 

0.13 17 

0.14 3 

0.15 

0.16 。
0.17 

50 

(110 ) 

表2 dの額幅(後部単眼前繰砦結んだ線〉の頭

幅!こ対する比率分布

額11冨〈後部単眼前縁を結んだ線)/頭11届 度 数

O. 15 

0.16 

0.17 9 

O. 18 18 

0.19 17 

0.20 3 

0.21 。
0.22 。
0.23 

50 

表3 dの額幅(もっとも狭い部分〉の触角第d

節基部附近の帽に対する比率分布

額幅(もっとも狭い部分)/触角幅 度 数

1.8 6 

1.9 6 

2.0 21 

2.1 2 

2.2 10 

2.3 。
2.4 2 

2.5 2 

2.6 。
2. 7 。
2.8 

計 50 

表4 ♀の額娼(もっとも狭い部分〉の頭帽に対

する比率分布

額11属(もっとも狭い部分)/頭11高 度 数

0.30 8 

0.31 5 

0.32 10 

0.33 17 

0.34 5 

0.35 4 

0.36 

50 

次に上の度数分布表から，平均値，標本分散，平均

値の逆数を求め，それ等の値及び range(変域〉を表ー

に示すと次の通りである。



表5 額帽の頭幅及び触角第3節基部附近の幅!こ対する比率の平均値，標本分散， range (変域)，平均値の逆数

'1生 各 種 比 率 |平均値門が Irange変域輔弼

額'1，肩(もっとも狭い部分)/頭l幅

8 額'1，百(後部単眼前縁を結んだ線)/頭'1届

額'1眉(もっとも狭い部分)/触角幅

Q 額'1属(もっとも狭い部分)/頭l陪

上記から雄のもっとも狭い額'1屈は頭'1屈の約 1/8，雌

のもっとも狭い額幅は頭'1屈の約 1/3となり，長沢2)の

羽化後2日自に70%エチルアノレコールに浸潰したもの

についての額l幅と頭幅の比率(恐らく，もっとも狭い

額l隔についての測定と思われる)， 日本産のもの， 雄

1/7.85，雌1/2.96，米国産のもの (domestica)雄1/

7.16，雌1/3.14と比較すると，筆者の測定した雄の額

l幅の頭帽に対する比率はより少なく，雌の額'1屈につい

ては，長沢の測定した日本産と米国産の値の中間値を

示した。

domesticaの雄のもっとも狭い額!隔は触角第3節の

'1腐の約3倍であるのに対し， vicinaの場合は3倍より

も狭い (M. T. Jamesの著書1)から〉と言われてい

るが，筆者の測定では2倍(表5参照〉となり，額!幅

が触角第3節のl悟の 3倍より，狭い事は明らかであ

る。

欧州産のイエパェの雄の額'1届(もっとも狭い額'1属と

思われる〉の頭'Ii高に対する比率が1/4"-'1/5であるのに

対し東亜産のものは，おおむね1/7"-'1/9である(“堀

克重:応用動物学雑誌16，1-5， 1950"にあるのを長

沢2)から〉と言われているが，筆者の測定値は 1/8で

あるから，東亜産のものに属すると思われる。

生土 器e
Hロ 昌間

石神井で採取された 1匹の雌のイエバェから，飼育

0.1248 1. 193 X 10-4 0.17-0.11 8.01 

O. 1828 1. 471 X 10-4 0.23-0.15 5.47 

2.06 ... 2.8 -1. 8 ... 

0.3244 2.374 X 10-4 0.36-0.30 3.08 

によって生じた系統の雄のもっとも狭い額の'1属の頭幅

に対する比率は約1/8，後部2個の単眼の前縁を結んだ

線における額'1]冒と頭'1屈の比率は約1/5.5，もっとも狭い

額'1闘の触角第3節基部付近の'1固に対する比率は約2で

あり，雌のもっとも狭い額'1屈の頭'1固に対する比率は約

1/3であって， このイエバェは Musca domestica 

victna (又は Muscavicina)に属する。

本調査は昭和39年6月から昭和39年9月はじめまで

に行なったものであるo
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貸おしぼり@貸おむつの汚染調査

都内で営業している貸おしぼり業者並びに貸おむつ

業者の商品の衛生的観点から，その汚染状態〈付着細

菌数，大腸菌群試験〉を知るために，抜取り試験を行

なった。対象にえらんだ業者は，貸おしぼり業4J古，

貸おむつ業10J苫で，これらの)古から貸おしぼり，洋式

貸おむつ，和式貸おむつの三種の商品をそれぞれ一対

象あたり 5検体ずつぬきとり，一般細菌数及び大腸菌

表 1 処

武ネム永，
J
4，
 

正

群の有無について試験した。したがって，これらの検

体はいずれも商品として需要者の用に供されるもので

あるから，各業者においては表1に記したような処理

を実施していると称するものである。

試験の結果については，図 1に略示したが，その大

要は以下の如くである。

貸おしぼりについては 4広から20検体をとって試

E里 法方

地区 業者名 処 理 方 法 概 要

赤羽 A 商会 中性洗剤ミヨシランドリー30分，アロマ 5分，すすぎ3回20"-'25分

足立 B 商会 中性洗剤サラット蒸気消毒600C30分， 1回すすぎ， ツノレクロン10分，すすぎ4回25分

杉並東 C 社 中性洗剤サラット80"-'1000C蒸気，ツノレクロン20分，すすぎ4"-'5回30分

浅草 D 商会 不明

葛飾北 E 社 料湯洗，練脱2回208分0，洗?捺サ分乾ラ燥ット， ツルクロン， 蒸気100
0
C45分， すすぎ5回， 蛍光染

水， 1480Cで40

王子 F 社 水，湯洗分r俸，洗剤No.1分35で~乾40燥分， ツルクロン， メタ珪酸ソ{ダ， 蒸気 70"-'800Cで
40 '""-'50-7} ， 60"-'750C30 

本郷 G 社 湯分洗，羽脱海水3，回蒸，5気00乾倍燥逆1性80石OC鹸25，分中，性赤洗外剤線~1蒸5分気95"-'980C45分， すすぎ 6"-'7回30'""-'45

椛谷 H 社 化水洗2回ダ， エドラすックス10蒸分気，70~800C， 乾中燥性洗剤分， メタ珪酸50分， すすぎ10分， 弗
ソー， 4回すぎ 60"-'700Cで 50 

杉並西 I 社 不明(処理場青梅〉

杉並西 J 社 不明(処理場所沢〉

王子 K 社 不明(処理場川越〉

目黒 L 商会 水洗分10脱分水中性洗乾燥剤j高温00
チ
3
ッ
0
プ蒸気分9
，
00C25~30

プ分イ
， エドラックス1000C10分， すすぎ

105]-， ij~7.K， fZ:l*150oC30'""-'40 ロ{ラー ロン

練馬 M 商会 湯回洗瀧80'""-'90
0C (高温チップ〉分20'""-'25分，テドラックス100'""-'110

0C15分，すすぎ 3
30"-'45分，乾燥70'""-'800C 305]-， ローラ{アイロンs

渋谷 N 社
洗j捺次ダ亜塩

0'""-'
素
6
酸ソ{ダ500

宛
p3p
回
m8分， すすぎ5回， 湯洗j捺95'""-'1000C

乾
5
燥分8
，次
0亜亡O塩1，2
素
5分
酸

ソ~ ??'500'""-'60.oppm 5分 ，バ{マケムカル(0.0005%)5分， ~~80'""-'850C 

*東京都立衛生研究所環境衛生部
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みられた。

当然のこととして，一般細菌数の多いものはまた大

腸菌群汚染の可能も多いが，この調査例で大腸菌群汚

染をみとめた場合の一般細菌数としては，最低数100万

程度であるb なお，新品というのは未だ需要に供した

ことのない商品で，このものはやはり細菌数はすくな

し、。

験したが，その成積は表2の如くであり， D商会から

提供されたものを除いて，し、ずれも細菌汚染が甚だし

く，殊にC社提供のものは著しし、。

また大腸菌群汚染も20検体中8例もみられ，これら

はD商会を除く他の3庖のものであるから，その大腸

菌群汚染率は半数以上にのぼるものとみられる。こと

にA商会提出のものはほとんど大腸菌群による汚染が
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貸おむつについては，和式のものは5J古からの検体

30例をしらベた。その結果は表3に示す如く比較的清

潔であり，殊に大腸菌群は全例陰性であった。その中

でもL商会のものはよく，次いで、 I社， E社のものも

一応よい方であるが，品物によるばらつきが大きし、。

これらに較べるとG社， H社のものは未だ処理が不完

全と思われる点がある。洋式おむつについては， 5庖

からの検体24例をしらべたが，表4に示す如き成績で

あり，和式おむつの場合とくらべて若干汚染の程度が

高いが，大腸菌群は全例陰性であった。この中でも，

K社提供のものは最も細繭数が多く，和式，洋式を通

じて最高で、あって，何か処理上の欠陥を思わせる。一

方， L商会のものは和式の場合と同様もっともよい結

果が得られた。

なおまた，別に対照として，試験済みの貸おむつ検

体を，当研究室において中性洗剤(ライポンF)にて

洗瀧，普通水道水にてすすぎ洗いをしたものと，更に

これを1000Cにて乾燥させたものについて，試みにそ

の細菌数を検査したが，その結果は表5に示す如くで

あり，特に手数をわずらわすことなく普通の洗濯を行

表3 貸おやつ(和式〉細薗試験(品質サラシ地〉

商庖名協同 No.l No.2 No. 3 I No. 4 I No.5 

E 社|一般門 叶 叶 24，192 

大腸菌群

F 社 |一般吋
195，392 

大腸菌群

G 
163， 116， 748， 416，960 

大腸菌群

H 社|一般吋 l叶 寸 汁 525，440 

大腸菌群

I 社|一般開l
4111二J1オ 1オ

25，280 

大腸菌群

2， 592 

大腸菌群

表4 貸おむつ(洋式〉細菌試験(品質シーツ地〉

f 庖名品f1No.l No.2 No.3 No.4 No.5 

K 大腸菌群 一
2~. 2001 1，038，080 

社 l一般細菌数 M 26， 
118，4G4α 1 

87， 68 117，952 

J 大腸菌群

M 大腸菌群 ー

67， 33，2 27，8 55，040 

9， 14，5 18，24 11，8401 

大腸菌群 一

L 商会 一般細菌教 2， 1，173 

大腸菌群 一

E 社|一般吋
大腸菌群
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表5 対照試験(貸おむつ〉

同二?
洗 濯 日目

一般細菌数

手口 大腸菌群

洗 濯 後
一般細菌数

大腸菌群

式
洗濯乾燥後

一般細菌数

大腸菌群

洗 濯 I3IJ 
一般細菌数

i羊 大腸、菌群

洗 t穫 後
一般細菌数

大腸菌群

式
洗濯乾燥後

一般細菌数

大腸菌群

なっただけで、も細菌数は著しく減少し，またこれを乾

燥させたもの(商品と同じもの〉では更に著しい細菌

数の減少がみられ，この試験の対象となった業者の商

品に比較するとはるかに清潔なものである。従って，

これらの業者の中には，自称するが如き処理は，実際

には相当手をぬし、て，通常の洗:擢よりもはるかにずさ

んな洗濯を行なって踊品の迅速な回転をはかつている

ものもないとJ記いえなL、。また，洗濯処理の方法自体

は完全であっても，その後の取扱い如何では再び汚染

される機会も多いから，包装，運搬等の過程も十分気

をつける必要があろう。

しかしこれらの物件は，その用途の性質上どの程度

までの消毒を必要とするかはこの調査の目的以外であ

り，その基準をどこにおくべきかは衛生学的実験調査

を重ねて決められるべき問題で，今直ちに言及は出来

No. 1 No.2 No.3 平均値

392，000 113，600 344，000 283，200 

一

4， 160 4，320 7，280 5，253 

2， 240 2， 960 1，840 2，347 

一

148，800 251，200 500，800 300，267 

一

9，280 8， 480 20，490 12， 747 

8，960 4， 160 2， 720 5，280 

一

ない。少なくとも，我々が普通に洗濯をした場合より

以上に細菌数が多い限り，処理上不備があったとみな

されても止むを得ないで、あろう。なお参考迄に，各業

者の処理方法に関して，前記の如く中性洗剤(サラッ

ト等)， ツノレクロン， エドックス， 逆性石i桧，蒸気消

毒，次亜塩素酸ソーダ等が種々の組合せで用いられて

おり，すすぎ洗いの所要時間も20"，--，45分となっていて

充分なものと思われるが，これらの処理法自体には特

に優劣なく，細菌数も方法如何で一定の差異があらわ

れているとも思えなし、。しかし実際には各業者間で，

かなり汚染度に差が出ているのは，洗濯方法よりも，

その後の取扱い如何や，自称する処理を果して実施し

ているか否かの誠実きにかかるところが大きいと思わ，

れる。
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最近10年間の都内大気中の co濃度増加

について(第 1報)

論

経済の発展にともない，人口の都市集中化が全国的

に起こり，各都市では益々人口の過密化が進展してい

る。東京都は陸界ーの 1千万の人口をかかえ，日増し

に都市の経済活動から起こる各種の公害になやまされ

ている。中でも大気汚染の現況は益々悪化の度を加え

ている。

特にスモッグの発生は，四季を通じて見られ，スモ

ッグ警報の発令は，次第に回数を増している。スモッ

グは，常に隈につくものであり，都民の頭上を圧し，

抑圧された気分を与え，また，上気道や結膜刺戟症状

を発症せしめる。

当部においては，スモッグの主体をなす大気汚染物

質である降下ばいじん量，及び亜硫酸ガス量を常時測

定し，その結果を数次1)，2)にわたり報告した。これら

の測定vこ際Jし無色無味無臭で、あり，無刺戟性であるが

野牛 弘*

小林正武本

瀬戸孝博*

泉川碩雄*

両角 清*

中野欣嗣本

山崎爽治*

毒性の強い一酸化炭素がし、ずれの日には大気汚染の重、

要な国子となるものと考え測定を行なって来た。測定

方法は簡便であるが， やや不安な検査法である北)I[

式検知管によったO たまたま，昭和42年7月から，当

研究所内厚生省大気汚染測定所に赤外線co分析計が
設置せられ，正確に，四六時中の CO~農度の自動測定

記録が行なわれはじめたので，昭和31年12月から継続

的に行なっていた検知管式co測定を中止した。そこ
で， この機会に10年間にわたる計測結果と，自動記録

によって測定された異常高濃度現象をまとめて報告す

令。

調査方法

本測定業務は，第1回が昭和31年12月15日に行なわ

れ，それ以来毎月 1回，都内15'"'-'36ヵ所で，ほぼ確実

に実施し，延2，544件の測定を行なし、。昭和42年9月

15日をもって終了した。

図 1 C 0 測定点 36 ケ所

③ 

西多摩

*東京都立衛生研究所環境衛生部
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表 1 測定点，件数の年次推移

33 竺一一い5

表2 測定点一覧表

方 地区別

東|城南|城 西
言十

城北

商

専|業

用|工

地 i

草 谷

a 、m

j或|京

別|住

宅

計 5 7 

〔測定点〕は図 1，表1""""'2に示すごとく， 31年か

ら37年までは25，.......，26カ所， 38年から39年までは36カ

所， 40年から42年までは15カ所である。測定点の地域

的かたよりを二度にわたり修正した。専用地域別にす

ると，商業地域7，工業地域14，住宅地域15に分けら

れ，また方位地区別に分けると，都心中央5，城北7，

城東7，城南6，城西6，三多摩5となる。

〔測定位置〕はいずれも都内降下煤塵測定位置3) で

あり，主として保健所，学校等の屋上であり，おおむ

ね，地上5m，.......，10mの高さで，測定位置上方300 の角

度には建物その他の地形地物の遮蔽のない比較的関閲

した位置で、ある。

〔測定時刻〕は一定でなく，おおむね月の半ばであ

る15"-'16日午前10時から午後3時の間である。

〔測定方法〕

北川式検知管(光明型)c型真空用を用いる。測定
位霞において検知管の両端をダイヤ付カッタ{にて切

り取り，これに二連球をもって，大気を送気する。検

知管の着色が認められたら，直ちに通気を止め，送気

(A)蒋間と温度により決定される待ち時間の後，着色度

を比色表(B)で読む。

B+--;..!:;_， =CO濃度となる。
30秒

測定縄県

7 
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@七生

6 5 36 

〔測定値〕

測定は昭和31年12月から開始されたので、あるが，初

期においては北m式検知管の精度の不安定さ，測定者
の技術的差異及び大気中の一酸化炭素の微量さから信

頼し得るデ{ターが得られなかった。従って昭和33年

以後のデ{ターを分析し，それ以前のデータ{は使用

しなかった。ここでは紙面の都合で昭和33年(表3)， 

昭和37年(表4)及び最後の 1年間(表5)の測定値

を示す。

33年には 1年間298回の測定でCOを検出しない時

が 173回もあり，検出率は42%にすぎなし、。しかし，

最高濃度は千代田で3月に10.3ppmを検出したほか，

商業地域であり叉都心中央地区である麹町，中央， 日

本橋はいずれも 3月に高いCO濃度を検出した。 1年

間の測定でCOを検出しなかったのは青権であるO ま

た，いずれの測定点でも 1年間に1回以上COを検出

出来ない時があり，各月とも 1つ以上の測定点で'CO

を検出しなかった。年間の全部平均は0.8ppmo年間

平均の最も高い測定点は日本橋 (2.2ppm)であり，

最も高い月は3月(1.8ppm)で、あった。

昭和37年には， CO検出率は80%に増加したO 最高

濃度はやや増加し，麹町で3月に16.7ppmを検出した

ほか，昭和33年と同様，商業地域であり叉都心中央地

区である千代田，中央，日本橋で3月に高いCO濃度



表3 都内大気中のー酸化炭衰濃度 (ppm) (昭和33年〉

l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 最高 平均 最低

2.0 。6.3 0.9 1.5 3.0 0.5 1.9 。1.3 3.5 。6.3 1.7 。
4.4 。10.3 。1.6 2.1 0.2 1.4 。1.3 1.9 。10.3 1.9 。
2.4 。7.9 O. 6 。1.0 0.6 2.2 。2. 5 。。7.9 1.4 。
5.6 。8.9 1.5 。2.1 1.0 1.8 。1.3 4.0 。8.9 2.2 。
5.5 。2. 7 。1.6 4.1 3.2 。1.0 。。。5.5 1.5 。
2.8 。1.2 。 。0.8 0.2 0.8 0.5 1.0 。。2.8 O. 6 。。 。4.5 5.5 2.0 1.0 。 0.5 。O. 7 2.8 5.5 1.5 。。 。 。6.3 1.7 0.2 。 0.6 。。8.3 8.3 1.6 。。 。 。5.2 0.8 。 。 0.5 。。3.3 5.2 O. 9 。
1.3 2.5 。3.0 2.1 。 。 。 。 。0.8 6.0 3.0 1.3 。
。1.5 。2.0 2.0 0.5 。 。 。 。0.8 1.3 3.0 0.6 。。 。 。 。0.6 0.8 。 。 。o 1 2.6 2.6 0.4 .) 。 。 。2. 7 1.0 0.6 。 0.4 。o 1 5.0 5.0 0.9 。。 。0.9 1.2 0.4 1.3 0.6 。 。 011.0 1.3 O. 5 。。 。0.9 0.9 0.5 0.8 。 。 。。。0.9 0.3 。。 。0.9 。1.6 0.5 。 。 。0.8 4.0 4.0 O. 7 。。 。0.9 。 。1. 1 。 。 。。2.4 2.4 0.4 。
2.3 。0.9 1.2 。1610  。 。1.5 0.9 2.3 0.8 。
1.5 。 。 。0.7 0.2 0.3 。。1.5 0.3 。
5.3 。 。1.0 0.9 0.1 。。。5.3 O. 7 。

大石青立杉久神梅川保井並

。 。0.9 。 。O. 9 。 。 。。。0.9 0.2 。。 。 。 。 。 。 。 。 。1.3 。1.3 0.1 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。。 。 。 。
1.3 。0.6 。 。 。 。 。 。 。。。1.3 0.2 。
1.2 。 。 。 。 。 。 。0.9 。。。1.2 0.2 。

最平最 高均低
5.6 2.5 10.3 6.3 2.1 3.0 3.2 2.2 1.0 2.5 4.0 8.3 10.3 
1.4 0.2 1.8 1.3 O. 7 1.0 0.3 0.6 0.2 0.3 0.6 1.5 0.8 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。。 。

表4 都内大気中の一酸化炭素濃度 (ppm) (昭和37年〉

l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 最高 平均 最低

2.2 5.3 16.7 2. 3 1.7 3.2 3.1 2.6 1.6 4.9 2.5 6.3 16.7 4.4 1.6 
6.3 3. 7 12. 1 4.3 O. 7 5.2 3.8 2.6 1.9 5.0 3.2 5. 7 12.1 4. 5 O. 7 。1.9 11. 7 。 。1.7 1. 1 1.3 0.4 2.6 1.2 4.0 11. 7 2.2 。
1.8 3.8 11. 8 2.0 。3.2 2.5 1.0 。1.2 1.9 3.9 11. 8 2.8 。
1.9 2.9 7. 1 O. 7 1.6 4.8 4.9 2.1 1.7 2.3 3.0 6.3 7. 1 3.3 O. 7 。4.0 5.0 。 。1.7 2.3 1.0 1.7 2.2 2.4 2.8 5.0 1.9 。
2.4 3.6 4.4 O. 7 2.6 1.2 1.4 2.9 2.2 2.4 5. 7 5. 7 2. 7 O. 7 
2.6 3. 7 1.4 0.6 3.0 4.0 0.6 1.4! 。1.5 2.0 4，0 1.9 。
4.4 3.6 1.7 0.6 3.2 1.6 0.4 2.6 。1.5 4.0 4.4 2.1 。。4.6 5.0 2.2 0.8 2.2 3.6 2. 7 1.3 1.5 1.0 7.6 7.6 2. 7 。
2.5 5.2 1.7 0.9 1.3 3.9 1.4 0.9 1.0 1.7 4.2 5.2 2.1 0.9 
2.1 4.0 2.0 2.0 1.8 1. 1 0.8 0.9 0.8 1.5 4.4 4.4 1.9 0.8 
4.4 4.6 2.9 1.4 1.2 3.1 1. 1 1.0 O. 5 1.5 5.4 5.4 2.5 O. 
2.3 3.9 1.4 2.2 2.3 1.9 1.4 1.8 。3.1 4.6 4.6 2.3 。
4.6 。1.8 1.0 1.2 1.9 3.1 。0.9 。。4.6 1.3 。
5.4 。 。2.1 1.2 O. 7 1.5 。 。。1.6 5.4 1. 1 。
6.0 5.8 3.1 。1.8 4.0 2.0 1.0 1.0 。5.4 6.0 2. 7 。。3.0 。0.9 1.7 1.5 1. 1 0.3 。3. 5 。3. 5 1. 1 。。4 9 。1.2 1.6 3.5 1.9 0.5 。3.9 10.8 10.8 2.6 。
2.8 2.3 。2.0 1.5 1.4 3.2 0.4 0.9 0.9 。3.2 1.4 。

牛大石青立杉久神込保梅川並井

。2.0 。2.0 1.6 1.5 1.0 0.6 。0.9 1.8 2.0 1.0 。
2.4 1.7 4.2 2.4 1. 1 0.8 1.0 0.6 2.0 。3.9 4.2 1.8 。。2.3 4.2 。O. 7 0.9 0.5 0.4 1.9 2.2 1.8 。4.2 1.2 。。 。 。 。0.8 。0.8 0.3 。 。。。0.8 0.1 。。1.7 。1.3 。1.6 0.4 0.5 0.6 。。。1.7 0.5 。。1.7 3.2 。 。0.8 1. 1 0.6 1.3 1.1 1.5 。3.2 0.9 。

最平最 均高低
6.3 5.8 16.7 4.3 3.2 5.2 4.9 2. 7 2.9 5.0 3.9 10.8 16.7 
2.1 3.4 3.9 1.3 1.3 2.2 1.8 1.4 1. 1 1.2 1.6 3.5 2.0 。 。 。 。 。 。0.4 0.3 。 。。。 。
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表 5 都内大気中の一酸化炭素瀧鹿 (ppm) (昭和41年10月'"'-'42年9月〉

10月 11月 12月 l月 2月 3月 4月

麹神荒板中 央町高橋田

4.5 1.6 5.6 6.9 6.4 8.8 
4.1 2.0 4.3 9.6 6.3 7.4 
2.2 1. 1 8.1 6.1 4.4 7.6 
2.0 3.3 3.9 4.5 2.8 4.8 
3. 5 4.5 3.9 4.2 3. 7 2，8 

豊城大粍大島久東5谷保島小

4.2 5.4 5.2 3.9 3.8 3.5 
3.2 2.6 3.1 12.3 2. 5 5.3 
2.4 2.2 3. 7 3.4 2.3 5.4 
1.7 1.5 4.1 8.3 6.8 4.2 
2.9 4.1 3. 7 6.3 

渋立青四杉 梅谷谷並川

2.3 2.3 5.0 10.0 11. 8 8.1 
2.2 1.7 3.9 8.0 4.3 4.4 
1. 1 6.0 1.4 10.5 6.1 2.9 
O. 5 4.2 2.2 4. 7 4.8 2.5 
0.4 3.4 1.6 4.8 4.0 1.0 

最平最 高均低
4. 5 6.0 8.1 12.3 11. 8 8.8 
2. 5 3.0 4.0 6.8 4.9 5.0 
0.4 1. 1 1.4 3.4 2.3 1.0 

を検出した。昭和33年にcoを検出しなかった青梅は
5，7， 8月に微量のcoを検出した。年間の全部平
均は 2.0ppmo年間平均で最も高い測定点は千代田

(4.5ppm)であり，最も高い月は 3月 (3.9ppm)で

あった。

最後の 1年間 (41.10'"'-'42. 9 )の最高濃度は城東で

1月に12.3ppmを，最低濃度は青椀で10月に 0.4ppm 

を検出した。 1年間の測定でcoを検出しない場合は
一度もなかった。年間の全部平均は 3.6ppm，年間平

均の最も高い測定点は四谷 (5.4ppm)であり， 最も

高い月は 1月 (6.8ppm)で、あった。

〔測定値分析〕は年次変化を見出すことに重点をお

き，月別，四季別，専用地域別，方位地区別の相関分

析を行ない，相関性の有意義なものについて，相関係

1.2 
1.4 
1.5 
3.2 
4.0 

4.1 
3.2 
1.7 
2.4 
3.6 

2.2 
1.5 
6.0 
4.9 
4.0 

6.0 
3.0 
1.2 

5月 6月 7月 8月 9月 最高 平均 最低

3.1 2.0 1.6 4.2 2.1 8.8 4.0 1.2 
4.2 3.3 3.0 4.2 4.1 9.6 4.5 1.4 
1.4 1.7 2. 7 3.9 1.7 8.1 3.5 1. 1 
1.4 4.6 3.0 1.3 4. 7 4.8 3.3 1.3 
1.7 3.9 3. 7 1.2 5.0 5.0 3.5 1.2 

2.6 6.5 3.2 2.1 7.9 7.9 4.4 2.1 
1.4 2.8 1.4 2.4 1.7 12.3 3.5 1.4 
1.9 3.1 4.3 I 1. 1 4.4 5.4 3.0 1. 1 
1.3 2.2 2.5 3.2 1.6 8.3 3.3 1.3 
1.2 3.2 2.8 0.9 2.5 4.1 3.1 0.9 

2. 7 2.2 4.9 8. 7 4.3 11. 8 5.4 2.2 
1.6 2. 8 4.8 5.0 1.9 8.0 3.5 1.5 
4.2 0.9 2.3 3.4 9.3 10.5 4.5 0.9 
2.3 1.2 1.7 2.4 2.2 0.5 
1.2 2.1 1.4 1. 1 1.9 4.8 I 2.2 0.4 

4. 2 6.5 4.9 8. 7 9.3 12.3 
2.1 2.8 2.9 3.0 3. 7 3.6 
1.2 0.9 1.4 0.9 1.6 0.4 

数， I百帰係数を求め，更に回帰直線を求めた。その回

帰直線について，回帰分析を行ない，分散をF検定に

より，@帰係数を t検定により差の有意性を検定し

た。

(1) 年間平均の年次変化

全測定点co濃度平均(yppm)は年(昭和z年〉との
間に強い正の相関があり，相関係数 r=0.96 r検定

によれば 1'(8，0.05)=0.632， 1'(8， 0.01)ェO.765で

あるから，相関があると言える。よって回帰直線を求

めれば y=2.38十0.37(x-37.わである。

同様にして専用地域別の年次変化をみると図2及び

表6の如くなるO いずれも年とともに増加すると言え

る。専用地域別の回帰分析を行なえば，分散と回帰係

数は専用地域別により差があるとは言えない。

図2 CO年間平均の年次増加

x一一-x 商
。ーーーーーーQ T -
b一一一ωo 1之

3 

2 

BB33 34 35 36 37 38 38 40 41 42 与x
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表6 専用地域月IjCo年間平均の年次増加 図3 四季別CO濃度年次増加〈全都年平均)

専用地域別 年相関 回 帰 直 五泉

商業地域 0.89ネ* y=2.91十O.31(x-3. 75) 

工業地域 0.93ネ不 y=2.40十O.35(x-3. 75) 

住宅地域 0.95** y口 2.05十O.39(x-3. 75) 

ネネは 1%の危険率で相関あり

しかし coの濃度比をとってみると，昭和33年に
は商:工:住の比が 3: 2 : 1であったが，昭和42年

には 1: 1 : 1と地域差がなくなった。

Coppm 

Ei533 
l 
']1: 
~'..J 

dbil 
37 39 41年

(2) 四季別年間平均の年次変化

四季のいず、れにおいても，年とともに増加が認めら

れる(国 3)。相関係数， 回帰産線，回帰分析による

分散，回帰係数の差は表7のとおりである。

冬は春，夏に比して分散が大きいし，私は春に比し

て分散が大きし、。また，冬はcoの増加の傾向が春と
夏に比して強いと言える。一方では夏，春の増加傾向

がづ、さいこととなる。

表7 四季別CO年間平均の年次増加

期 間 年相関 回 f帯 直 線 弘 春 夏 意K

冬季 (12月 ~2 月〉 0.89** y=3. 21 +0. 59(x-37. 5) ¥ えミ ** 

数回帰係春季 (3 月 ~5 月〉 0.94** y=ェ2.24十O.27(x-37. 5) ネネ ¥ 

夏季 (6 月 ~8 月〉 0.91キ* y= 1. 72十O.24(x-37. 5) ネ ¥ の

秋季(9 月 ~11 月〉 0.81不本 y=2.26十0.36(:，;-37.5) ネネ ¥ 
差

判-危険率 1%，ネz 危険率5%，相関あり，又は差あり。以後同じ /メ丸J 散 の 差

(3) 地域別，四季7J1jの年次変化

専用地域別に四季別の年次変化をみると，商業地域

の春季にcoの増加があるといえないほかは，いずれ
の地域と四季とも増加傾向を認めている O 商業地域で

表8 地域月Ij，四季別CO濃度年次増加

商業地域 年相関 回 1帯 直 品主 うζ 春 夏 秋

冬季 (12月 ~2 月〉 0.85** y=3.64十O.62(x-37. 5) ¥ ** * * 

回帰係数| 
春季 (3 月 ~5 月〉 0.55 y=2. 88+0. 15(x-37. 5) ¥ 

夏季 (6 月 ~8 月〉 0.85ネネ y=2.22十O.21(x-37. 5) *ネ ¥ の

* ¥ 
差

秋季(9 月 ~11 月〉 0.71* y=2.69-'1司 O.17(x-37. 5) 

5't 散 の 差

工業地域 年相関 回 1帯 直 線 うζ 春 官JI 秋

冬季(12月 ~2 月) 0.81等不 y口 3.31十O.59(x-37. 5) ¥ * 

春季 (3 月 ~5 月〉 O. 78** yロ 2.19十O.25(x-37. 5) ¥ 数帰係凹

夏季 (6 月 ~8 月〉 0.81** y= 1. 62十O.24(x-37. 5) 号事 ¥ の

秋季 (9 月 ~11 月〉 O. 76* y=2.30十O.38(x-37. 5) ¥ 
差

メf、J 散 の 差
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住宅地域 年相関 回 f帯 直 線 タζ 春 夏 手大

冬季 (12月'"'-'2月〉 0.88** y=2.77十O.60(x-37. 5) ¥ * * 

春季 (3月'"'-'5月〉 0.88不本 y= 1. 78十O.32(x-37. 5) ¥ 帰係数凶

夏季 (6月'"'-'8月〉 0.90ネネ y= 1. 55+0. 31(x-37. 5) ¥ の

秋季 (9月'"'-'11月〉 0.85ネネ y= 1. 93十O.37(x-37. 5) ¥ 
差

分 散 の 差

は，分散に差のあるのは，冬と夏，夏と秋であり，ま

た，冬が春，夏，秋に比して，極めて増加がはげしい

ことを示している。工業地域では，冬と夏に分散と増

加傾向に差がある。更に住宅地域では，四季とも分散

に差がなし、。また，冬が春，夏に比して増加傾向が強

全部の測定点を都心中央地区，城北，城東，城南，

城西，三多摩地区に分類し，分析を行なった。各地区

の10年間の年間平均を分散分析してみると方位別及び

年度別変動が認められなかった。 10年間の平均値を平

均値検定を行なうと都心中央部のco濃度が特に高
く，三多摩地区のみcoが特に低いことが認められし、。

(4) 四季別，地域別 00  

四季とも専用地域別には分散と回帰係数ともに差は

認められない。

(5) 方位地区別

また各地区とも年相関は高く，増加傾向が認められ

る。回帰係数を求め，また回帰分析をすると城西地毘

が三多摩地区に比して，増加傾向が強いことがわかるO

表9 方位地区別年次増加co
10年間平均値の差の検定

方位別 i年相関 回 j帯 直 事長 |三多摩|城西|城南|城東|城北|中央

y=3. 10+0. 29(x-37. 5) |特 1* 特 林|キ 1/
回

y=2. 47 +0. 38(x-37. 5) 1/1 1苦
城東 0.88料 y口 2.51十O.38(x-37. 5) 係

域南 0.94料 y=2.07十O.36(x-37. 5) 数

城西 0.96料 y=2.36十O.47(x-37. 5) 
。〉

差
三多摩 0.86林 y= 1. 45十O.30(x-37. 5) 

(6) 方位地区別，四季別

都心中央地区においては，冬と夏に年次増加を認め

る。一方，春の増加は極めて少いのが特徴である。分

散は冬と夏との聞に差を認める。冬は春，夏に比べる

と増加傾向に差が認められ，増加がはげしいと言える

(表10-1)。

地区 四季

うζ

者日

dし、J、 春

中 夏

央
秋

城北地区では，四季とも年次増加を認める。やや春

の増加が少いようであるが，回帰分析を行なうと，分

表10-1 方位別，四季別CO年次増加

年相関 回 i吊 直 線 先 春 官~ 秋

O. 75* y=3.54十0.62(x-37.ら〉 ¥ ネ * 

帰係数@ 0.34 y=3.23十O.10(x-37. 5) ¥ 

0.69* y=2.32十O.18(x-37. 5) ネ司区 ¥ 0) 

0.56 y=2.73十O.24(x-37. 5) ¥ 
差

*=危険率5%，料=危険率 1%で相関又は差あり。以下向。 分 散 の 差
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散では冬と夏，秋と夏で差を認め，回帰係数では冬と

秩が春夏に比して増加が大であると言える〈表10-

城東地区については四季とも年次増加を認める。回

帰分析では四季間に分散，回帰係数に差を認めない

2 )。 (表10-3)。

表10-2 方位別，四季別co年次増加

年相関 回 1帯 直 線 l冬 1春|夏 l秋 l

域先、 0.86** y=3. 09+0. 55(x-37. 5) I '" Iネ|本 i 回

春 O. 75* y=2.28十O.23(x-37. 5) 
j '" I Iキ 係数帰

&ぇ[ 0.87*キ y= 1. 76+0. 25(x-37. 5) I '" Iネ の
jヒ

0.87** y=2. 82+0. 58(x-37. 5) 
差

一
分散の差

表10--3 方位別，四季別co年次増加

地区 四季 年相関 回 1需 直 線

城
え O. 78キ* y=3. 56+0. 54(x-37. 5) 

春 0.80*ネ y=2. 34+0. 30(x-37. 5) 

夏 0.81寄与* y= 1. 86十O.30(x-37. 5) 

東
秋 0.68* y=2.33十O.37(x-37. 5) 

城南地区では冬春夏の3季に有意の正相関を認め， 帰係数で冬が夏，秋との間に差，つまり冬の増加傾向

駄については年変動が大きいため有意の正相関となら が夏秋に比して大であることが認められる(表10ー

ない。回帰分析では冬と夏，夏と秋に分散の差を，回 4)。

表10-4 方位男11，四季別co年次増加

地区 四季 年相関 回 1帯 直 島宗 先 春 夏 秋

づζ 0.90** y=3. 09+0. 64(x-37. 5) ¥ ** * 
城

数回帰係春 0.86** y= 1. 84+0. 38(x-37. 5) * ¥ 

夏 0.82*ネ y= 1. 33十O.17(x-37. 5) ¥ の
南

秋 0.52 y= 1. 59+0. 20(x-37. 5) * ¥ 
差

分 散 の 差

城西地区では四季とも有意の正相関を認める。分散 の間に差を認める。即ち，城西地区では冬の増加が著

は冬と春，夏間に差を，回帰係数では冬が他の 3季と 明である(表10-5)。

表10-5 方位別，四草加co年次増加

地区 四季 年相関 回 !帯 直 続t づζ 春 官&[ 秋

先 0.89** y=3. 31 +0. 75(x-37. 5) ¥ * * * 
域

帰数回係春 0.91キ* y= 1. 91 +0. 38(x-37. 5) * ¥ 

&[ 0.90** y= 1. 75+0. 39(x-37. 5) * ¥ の
西

秋 O. 79** y=2. 19+0. 36(x-37. 5) ¥ 
差

分 散 の 差
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三多摩地区では夏，秋の増加が認められる。回帰分

析では，分散の差を，冬と夏，秋の間及び春と夏の間

に認めるが，回帰係数には差は認められない(表10-

6 )。

表10-6 方位見1]，四季見IjCo年次増加

地区 四季 年相関 回 帰 直 i痕 づζ 春 官~

先 0.50 y=2.17十O.31(x-37. 5) ¥ 
一

春 0.60 y= 1. 52十O.26(x-37. 5) ¥ 
多

三官iI 0.90** y=0.98十O.24(x-37. 5) ** ネ* ¥ 
摩

秋 0.84** y= 1. 09十O.29(x-37. 5) ** ¥ 

分 散 の 差

(7) 四季別，方位地区別 表11 四季別@方位地区別CO年次増加

四季別，専用地域別にも認められたことであるが，

地区の差は分散，回帰係数とも極めて小さく，わづか

に，分散では秋の城東地区と，三多摩地区に差を認め

るのみである。

分散の差:秋 季城東>三多摩*

回帰係数の差:春 季城南>都心中央*

城西>都心中央*

夏 季城西>都心中央*

城西>城 南*

秋 季城北>域 南*

し、。あえて間帰直線を求めると

y= 13.1十O.25(x-37. 5) 

となる。

帰係数戸I

の
差

回帰係数では，春季に都心中央地区が城南，城西地

区と差があること(中央地区のco増加が極めて少
し城南，城西地区の増加が多い〉コ夏季では城西地

底が，中央地区，城南地区と差があること(城西地区

の増加が強く， 中央地区， 城南地区の増加が弱し、〉。

秋では城北地区が城南地区と差があること(城北の増

加が強く，城南の増加が弱しつが認められる(表11)。

(8) 最高一酸化炭素濃度の増加について

全部年間最高濃度の年次推移をみるため，相関係数

を求めると 0.396となり，r検定で有意の相関ではな

四季別をみると増加の認められるのは夏のみであ

る。特に春は10年間の増加がなく，かえって減少さえ

している(表12)。

表12 四季別最高CO濃度年次増加

年相関 回 f需 直 乱世 朱 官~ 秋

先 0.61 y=15.1十O.82(x-37. 5) ¥ 
四

数回帰係春 -0.06 y= 17. 7 -0. 09(x-37. 5) ¥ 
ターJユ-

三百:>:.. 0.64* y= 6.4十O.56(x-37. 5) * ¥ の
~Ij 

P 秋 ーグ=8._8十O.64(x-37. 5) ¥ 
差

0.62 

分散 の よ告Lを

(9) 自動測定記録計による最高co濃度
当研究所内にある厚生省の東京大気汚染測定所では

昭和42年7月から赤外分析計によるco自動測定記録
を常時行たつでいるが，昭和42年12月に，数度にわた

る異常高濃度を記録した。即ち， 12月13日， 16日， 20 

日， 26日には，それぞれ38，50以上， 50以上， 43ppm 

を記録した。

ぐ124) 

30ppm以上の継続時間は，それぞれ3-i時間， 2.~ 

時間， 3 ~時間， 4 1;3時間で1ある f図4)。



図4 CO異常高濃度現象

百寺

考 察

著者らは，大気中のco測定に2方法を使用した
が，そのいずれも 1ppmの精度で， co濃度を測定す
ることが出来るとされている6)，8)，9)。まず，北)11式検知

管法は，日本薬学会が選定した衛生試験法に記載され

ているものの一つであるが，極めて簡易で，野外検査

に適するものである。ただし使用にあたって，相当

の熟練を要するものであり，術者の色覚の精度にたよ

っている O このため術者が変ることにより，測定値に

差異を生ずることは起り得ることであり，著者らは，

この個人差をふせぐため常に同ーの感覚及び条件で比

色するよう努めている。一方，赤外線co分析計は，
自動記録計に連動され，機械の補備修正に努めれば，

われわれの感覚にうったえるまでもなく，機械的に記

録されて行く，突に便利な信頼のおけるものである。

ただし，極めて高価な大型機械であるため，携帯するこ

とは困難であり，固定して使用されるものである。従

って，野外検査の場合には，捕気嚢を使用し，野外で

捕気後，検査室に持ち帰って，赤外線co分析器にか
けることにより，精度のある測定値を得ることができ

‘勺7

/，;)0 

著者らは検知管法によっては0.1ppmまでの値を取

っているが， これは測定値の温度，時間の補正によっ

て，算術的に求められるもので， 0.1 ppmまで測定出

来るとは考えていないが， ppm単位で、は信頼し得ると

考えている。それよりも，大気汚染の日変化は図 4&こ

認められる如く，相当大きなものであり，測定時間が

一定せず，午前日時から午後3時までの大きな11屈をも

っていることは，測定方法の精度をはるかに上回って

いる。更に，天候，気象により，大気汚染は大きく変

化をすることを考えると，月 1回の測定値が月を代表

するとは考えることは出来たいと思う。しかしこれ

らの10年間の測定値を一群と考え，統計的分析を試み

ることにより，はじめて有意性が出て来るのである。

まず，全部年間平均は，相関が0.96と極めて 1に近

いことより，絶対的に，年とともに増加を来たしている

と言える。さらに測定値群を四季別，専用地域別，方

位地区別に分割して行っても，殆んどがcoの年次増
加を示したO ただ，例外的に，年次増加の認められな

いのは，商業地域で春の増加が認められないこと，都

心中央地区で春の増加が認められないこと，及び三三多

摩地区で，冬と春の増加が認められないことのみであ

る。これは商業地域と都心中央地区が10年前にすでに

相当のco汚染があったことによるものと，春が季節
的に年次増加の少い時期であるからである。一方，三

多摩においては，いまだco増加が都内他の地区と相
当の開きがあり，空気の汚染が少いことによるもので

あろう。

四季のうちで，冬の増加が顕著であり，一年間の増

加率は，春，夏の2倍である。 10年間平均で最も高い

のは，商業地域であり，方位別では城東，都心中央地

区である。増加傾向の最も顕著なのは，城西地区であ

り， 1年間に0.75ppmの割合いで増加している。城西

地区には，副都心と称せられる新宿及び渋谷を含み，

この地区の経済発展がめざましいことが原因であろ

う。いずれは，都心中央地底を越えるco濃度を示す
ようになると考えられる。従って，当衛生研究所内の

大気汚染測定所は，新宿繁華街北方約 1kmの地点に

あり，今後におけーる東京都大気汚染の重要な測定資料

を提供するであろう。

元来， coガスは拡散が早いため，測定点の周囲の
環境が検知co濃度に大きく影響するものと考えられ
る。従って，測定点のco値はその測定点のある地域
の専用特性によって変って来ると思われる。昭和33年

頃には，その違いがはっきりと商業地域が最も高いこ

とを，また，住宅地に最も低いことを現わしていた。

( 125う

しかし昭和42年になると，専用地域の差は認められ

なくなってしまったO これは住宅地域が，商業地域に

変ったのではなく， coの発生源が，住宅地域にも，



商業地域と同じ程度に出現したことを意味している。

一方，方位地区別の比較においては，城西地区の増

加が著明であり，昭和42年では23区内は殆んど一様に

汚染されて来たことを示し， co汚染が局地的でな
く，比較的広範閤に及んでいることを示している。し

かし三多摩は23区に比すれば，まだまだ汚染度が低

し、ことカ~~っカミる。

さて，最高濃度について，検知管法によっては，年

次増加を推計学的には認めることは出来なかった。こ

れは一時的(数分間〉高濃度は測定当初にもしばしば

おこることから，年次増加を認めることが出来ないの

であろう。またたとえ，非常に高い濃度が検出される

としても，その持続時間を測定してなければ，あまり

衛生的に意義がなし、。この点赤外線co自動測定記録
計は，時々刻々変化するco濃度の動きを記録し濃
度と時聞からの大気汚染状況を把握することが出来，

今後の東京都内co濃度監視には，かくことの出来な
いものと考える。幸い近い将来に，都内数カ所に同様

の器械の配置がなされるとのことであるが， これらの

器械が設置された暁には，あらためて，都内大気の汚

染の激しいこと，特にcoの増加が，衛生学的恕限度
に近づき， co増加防止対策が，強力になされなけれ
ばならないことを，痛感することと思われる。

昭和42年12月に測定された高濃度現象は，濃度にお

いて，衛生学的恕限度0.01%の50%にも及び，持続時

間も 30ppm以上 3~4 時間に及んで、いる。米国におい

てはco恕限度を50ppmとしている。 Goldsmith等5)
によれば50ppm以上になると，人間の感覚機能のある

部分は，低下を示すといわれている。この点から，都

内ではco濃度は他の大気汚染物質以上に，増悪の程
度が高いとも考えられる。

また，降下ばいじん量， S O2量の増加が工業地域

である城北，城東，城南地区に多いことが報告されて

いるが，co濃度は10年前には商業地域に多く，最近
では地域差がなくなり，都心中央，城西地区の冬期の

増加が著明であるなど，降下ばいじん， S 02増加と

は発生原因が異ることを示すものと考える。

結 論

最近10年間の都内大気中のco濃度測定の結果か
ら，その年次増加が顕著であり，特に冬季の増加率が

激しいことが認められる。昭和42年には， 23匹内は専

用地域に関係なく，同様な汚染状態になった。これは

住宅地域である城西地区が冬季ますます増加度がはげ

しく，遂に都心中央地区に追いついたからである。三

多摩地区も年次増加はあるが，他地区に比すれば，汚

染も増加率も低し、。

昭和42年12月には 3~4 時間にわたる co異常高濃

度 (30ppm以上〉現象が現われた。この現象は衛生学

的恕限度の 1/3にあたり，大気汚染物質中特にco対
策が早急に必要であることを物語るものである。これ

らの観測は赤外線co自動測定記録計によって，はじ
めて把撞が可能で、あるから，今後における都内大気汚

染状況把握のために，ぜひとも同種の器械の 2~3 カ

所への設置が必要で、あり， co濃度測定とともに，持
続時間の測定が確保されねばならない。

またcoは，他の大気汚染物質の降下ばいじん S
02とは発生源を異にすると考えられる。

(126 ) 
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最近10年間の都内大気中の co濃度増加
について(第 2報)

野牛 弘* 両角 清キ

小林正武* 中野欣嗣キ

操真 孝博* 山崎爽治*

泉川碩雄* 佐藤泰仁*

緒 言

10年前には，東京都内で大気中のco濃度の検出は
極めて稀れな現象であったが，最近では，都内の何処

においても，常にcoが検出され，大気汚染の増悪が，
進行していることを痛感するのである。しかも時には

数時間にわたり，人体に影響を及ぼすおそれのある濃

度にも達する場合があることを第1報で報告した。

著者らは，平均濃度の上昇や，持続性の高濃度現象

が，冬季に生ずることから，暖房器の使用が大きな原

因になっているのではないかと考え，都内の燃料消費

量及びco以外の大気汚染物質との相関関係を分析
し原因の究明を試みた。

分析方法及び者按

coを発する暖房器は，石油燃料，石炭燃料，都市
ガス， プロパンガスのいずれかを使用していると考え

られる。都内大気中のcoの増加が最近10年間に著し
く現われて来たこと，季節変動がはげしいこと，そし

て特に最近の数年間に季節変動が激しくなって来たこ

とから， これらの燃料のうち，消費量がこの10年間に

特に増加したもの，季節変動の激しいもの，そして特

に最近の数年閥に季節変動が激しくなってきたものを

調べてみた。

このうち石油燃料，都市ガスは，最近の 7年間(昭

41 :昭34)に3.98倍， 1. 96倍といずれも増加を示して

いるが1)， 石炭燃料は減少を来している九特に石油

燃料消費量の増加が激しし、。

〔石油燃料との関係〕統計を見るまでもなく，われ

われの身辺には石油工業製品が多数生活用品にとり入

れられているごとく，石油は燃料としても他の燃料と

比較にならぬくらい急激な増加率をもって一般に普及

した。この点からしても，石油燃料が大気中のco増
加の原因と考えるのが常識であろう。

*東京都立衛生研究所環境衛生部

図1 石油，都市ガス消費量年次増加，季節変動
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さて，都内の石油消費量は昭和41年の東京都統計年

鑑によれば 12，420， 268 k 1であり，そのうち，燃料と

して消費されたのは 12，192， 000 k 1で，その内訳は，

j輩発油，ジェット燃料，灯油，軽油，重油である。こ

のうち，重油が66%を占め，次いで、揮発油17%，灯油

図2 石油燃料消費量内訳

/.ェット
燃料
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:8%，軽油7%，ジェット燃料2%である。従って，

大半を占める重油が，大気中のco増加の原因をなす
ものと疑がもたれる。

次に大気中のco増加が最も多いのは冬季である。
重油が原因であるとすれば，当然冬季の重油消費量が

増加すべきであろう。統計によれば，昭和34年の冬季

の重油消費量は，春季の17%増であり，また昭和41年

においては，冬季は春季の23%増である。確に冬季の

増加は認められるが"冬季と秋季を比べると，いずれ

の年も秋の方が多し、。また，昭和34年と昭和41年の四

、季の消費量の増加をみると，四季とも3.2倍.--.....3.5倍の

増加を示し，ほぼ四季の増加率が同じである。従って

最近の7年間の増加は，冬季のみに限らないことを知

った。それでは重油以外の石油燃料で最も冬季の消費

、量が，この7年間に著明に増加したのは，何んであろ

うか。

表 i 重油消費量の季節変動と 7年間の増加率

重 油|冬季|春季!日|秋一l
6391 5441 5441 659 千Kl

昭 34144叶叶 2.3師

12「1741凹1114 千Kl昭 23)1 (100)1 (107)1 (125) 

41年 :3吋 3.4倍13.2倍I3吋 3.3倍l3.4倍

揮発油，灯油，軽油について，昭和34年と昭和41年

との消費量比較を行なった。

表2 摺勢油消費量の季節変動と 7年聞の増加率

揮発油i冬季|春季 l夏季|秋季|合計|
昭 3412423512481266| 弓;1

|(105)1 (100)1 (106)1 (113)1 

!亡J 亡101 C"1'i1 t:' A'i1 千Kl
昭 41 1 (1oo51 (1oo51 (10O51 (1あ|

41年:34~1 2.1倍12.2倍I2.1倍12.1倍I2.1倍

表3 灯油消費量の季節変動と 7年間の増加率

灯 油|冬季|春季|夏季|秋季|合計

|。っ ;:71 "J 7"，1 千Kl
昭 34 1 (13日 (105)1 (10031 (11あ|

l |叫刈 134l1731 千Kl
昭 41 1(376)1 (16351 1 (12951 

孟弓~I~倍1 3判 2.lf-g.12.3倍戸忌

表4 軽油消費量の黍節変動と 7年間の増加率

油|冬季|春季|夏季|秋季|合計

511 471 491 56 千Kl
昭 34 1叫イ (104)イ却3
|オ 191191 オ千Kl昭 (114)/ (101)/ (100)/ (109) 818 

咋:34年I4.3倍I4.1倍I3判 3.8倍| 4.0倍

揮発油は7年間の増加率は 2.1倍で，季節変動は殆

んど認められず，一年を通じて，一様に消費されてい

ることがわかる。

灯油の7年間の増加率は，重油とほぼ同じ3.5倍の

増加であるが，特に冬季の増加は 6.1倍と著明な増加

を示している。それに反して，夏季の増加は 2.1倍と

低い。 34年には，冬季は夏季の30%増で、あったが， 41 

年には，冬季は夏季の 3.8倍と急激な増加を示してい
』ヲ，

-;;)。

軽油は7年間に最も増加が激しく， 4.0倍に増加し

た。しかし季節変動は少く，冬季は夏季の14%増にす

ぎなし、。

さてcoの増加をみると， 7年間に平均3.2倍に増
加した。昭和34年では，四季の変動は著明ではなく，

冬季は四季の中でもかえって低い値さえ示している。

ところが， 41年になると，冬季は夏季の1.9倍に増加

し， 7年間の増加と最近における季節変動のはげしさ

を現わしている。

表5 CO~農度の季節変動と 7 年間の増加率

c 0 I冬季| ヨ平均
ppm 

昭 341 (loO)1 (14451 (1 il)l (14451 1. 1 
昭 41 1 1 ppm 

以上から，灯油は7年間で最も増加ししかも，特

に冬季の激しいことから，都内大気中のco増加の原
因を疑われる。

四季平均co値と石油燃料との相関をみると
第1位灯油-co 1'=0.753 

第2位石油総量一c0 ]'=0.730 
第3位軽油-co 1'=0.699 
第4位揮発油ーco ]'口0.678

第5位重油-co 1'=0.461 

であり，灯油とco濃度との相関が最も高いことを知

(128 ) 



った。

〔仮 説〕それでは，果して，灯油が原因であろ

うか。灯油は家庭で使用される暖房燃料とじて急速に

普及し，特に最近，冬季に消費量の増加をきたした。

家庭の石油暖房は使用のはじめにはCOの発生は極め

て少ないとされている。しかし密閉した室内で、長時

間使用したり，使用法をあやまると，不完全燃焼をし，

急速にCOの発生をきたすことが知られている4)，5)。

しかも石油暖房器の多くは煙突がないため，発生した

'COは地上近くを這うように，市街地にただよう。第

1報において，専用地域別にみると，住宅地域におい

て，冬季に急速なCOの増加が認められることから，

以上の仮説は一応考えられることであろう。

〔都市ガスとの関係〕さて，家庭暖房には，石油の

みが使用されるのであろうか。否，昔から使用されて

いるものに，都市ガスがある。都市ガスはその60%が

家庭用として消費されているので，家庭暖房用として

の使用は，重要な用途であろう。

都市ガスの最近の増加と，季節変動はどうか。

表6 都市ガス消費量の季節変動と 7年間の増加率

都市ガス|冬季|春季 l夏季|秋季[合計

昭 34 I e'r(9)1 e'r3651 (1oei51 e'11151 5，066 

[!|( 30712634〕11! 169518 09kcal 
昭 41 / ('lsi5/ ('155)/ e'reio5/ e'rei8)/ 9，227 

41年:3吋1.9倍I2.0倍I1. 7倍! 1. 7{~1 1. 8倍

7年間で1.8倍に増加したが，特は冬季の増加がは

げしくなった事実はなし、。昭和34年において，冬季の

消費量は，夏季の69%増であり，すでに冬季の暖房用

として，使用されていたことがうかがえる。

[12月， 1月， 2月のCO濃度と燃料との相関〕昭

和34年から41年までの8年間の冬季の 3ヶ月間の月間

CO平均値と月間燃料消費量の相関を求めると，下記

のとおりである。相関性の最も高いのは

第1位都市ガス-CO 1'=0.737 

第2位灯油-CO 1'=0.727 

第3位石油総量一CO l'口 0.710

第4位重油-C0 1'=0.699 

第5位軽 油ーC0 1'=0.668 

第6位揮発油ーCO l'口 0.637

である。いずれも 1%以下の危険率で相関があると言

える。

[6月， 7月， 8月のCO濃度と燃料消費量との相
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関〕は

第1位都市ガスーc0 r=0.861 
第2位軽油-CO rロ 0.805

第3位石油総量一co rロ O.797 
第4位重 油ーco r=0.792 
第5位灯 油ーC0 r=0.774 

第6位揮発油ーco r口 0.674
いずれも，危険率1%以下で，有意の相関がある。

灯油は他の燃料に比して，夏季のCO増加との関係は

低いが，都市ガスは夏季も冬季も，非常にCO濃度と

関係があることが分る。

[8年間の月間CO濃度と燃料消費量との相関〕は

第 1位灯油-CO r=0.744 

第2位石油総量一CO l'口 0.678

第3位都市ガスーco r=0.687 
第4位重 油ーco r口 0.652
第5位軽 油ーC0 r=0.541 

第6位揮発油-CO r=0.496 

であり，灯油の第1位は動かなし、。都市ガスも第3位

で， CO濃度との相闘が強いことを訴している。

[CO汚染の主原因〕以上のことから，灯油，都市

ガスの消費が都内大気中のCO濃度の増減の最も大き

な原因であると考えられる。一般家庭が，灯油，都市

ガスの相当量を消費することから，一般家庭がCO大

気汚染に大きな役割を占めていると考えられる。同時

に，家庭の燃焼器の適正使用を徹底させる必要がある

と推測される。近年，自動車の急激な普及から，自動

車の排気ガスが都内大気中のCO濃度増大の主原因と

考えられがちであるが，昭和34年から41年までの著者

らの測定結果からは，家庭燃料以下の原因であること

がわかる。

〔異常高濃度現象の原因〕第1報において 2"-'3時

間にわたる持続性異常高濃度CO発生現象を報告した

が，同時測定された， 風速，温度，湿度， S 02，盛

;炭， NO， N02，炭化水素， Oxidant値との相関係

数を求めた。

測定値は昭和42年12月13，16， 20， 26日の4日間の

毎時観測値である。

COと特に強い相関を認めるのは，炭化水素， Oxid-

ant， NOである。中等度の相関を認めるのは塵挨，

S 02， N02である。温度， 風速， 温度とは相関が

認められない。

各測定園子間の相関係数は表9のとおりである。

著者らの一人である中野3) は， CO，炭化水素(プ

ロパン濃度〉一酸化窒素 (NO)は極めて類似した傾



表 7 昭和42年12月13，16， 20，羽田co異常高濃度欝生時の諾汚染物資等との相関

1 C 0 1 H. C. 1 0 xid 1 N 0 1盛挨 15ω 1 50， 1 叫|禄度|風速|温度

** 0.971 ** 0.910 ** ** ** 0.047 ** *0* .416 C 。 0.845 0.509 0.394 0.148 -0.113 -0.024 

*0* .971 *0* .953 *0* .863 *0* .567 ** ** ** 0.504 H.C. 0.505 gO.457 0.168 -0.060 O. 100 

*0* .91 0 *0* .953 *0* .810 ** 0.941 ** 0.636 ** ** 0.738 キ*0.472 Oxid 0.598 0.187 0.007 

*0* .845 米0*.863 
ネ*

*0* .380 * 0.262 *0* .281 N 0 0.810 -0.087 -0.002 

*0* .509 ** ** 0.941 ** * *0.347-*0* .396 塵挨 0.567 0.380 0.280 1. 013 -0.186 

** 0.447 *0* .505 ** * * *6.95s1 *0* .794 -*0* .389 ** 
S02(B) 0.280 0.168 0.469 

** 0.394 *0* .457 ** * * *0* .958 *0* .719 ** * *0* .718 S 02 O. 5981 O. 246 0.347 -0.402 0.211 

*0* .416 *0* .504 *0* .738 * ** ** ** ** ** 
N02 0.363 -0.396 O. 794 0.719 0.370 0.116 0.641 

-**0.402!1 ** 0.370 ** ** -** 0.6791 湿度 0.148 0.168 0.187 0.281 0.013 -0.389 -0.085 

* *0* .277 風速 -0.113 -0.087 一0.186 0110211OIl-o田
*民F

*6.6491 *6*.718*6.6411 !6.6791 *6.277 l温度 -0.024 O. 1001 0.472 -0.002 0.112 

*口 5%危険率で相関あり 一一一ーはO.700以上
林 =1% グ

H.C. :炭化水素 Oxid : Oxidant S02(B): Beckman製 S O2:紀本製

向を示し，相関係数は極めて高く， S 02， N02とは

明らかに異なる動きを示しているとしこの現象が自

動車排気ガスによってもたらされたことを暗示するも

のであるとしたO

大気の逆転によって，異常高濃度CO現象が起った

場合には，石油燃料中の消費量の多い重油や揮発油が

灯油などよりも大きな原因となるであろうコ著者らは，

揮発油が自動車燃料として使用されることが多いこと，

及び自動車の排気位置が地上数十糎であることから，

揮発油の方がより一層CO汚染の主原因となるのであ

ろうと推測する。

COの拡散性から考えると，地上近くの燃焼物が最

も地上大気中のCO増加に関係ありと吉えよう。

結 論

都内大気の一酸化炭素汚染は，石油燃料消費量の増

大によるところが，大であるということは，何人も疑

わないことであろう。

著者らは，石油燃料のうちの揮発油，灯油，軽油，

重油の消費量と都内15，-...，36ヶ所で測定された大気中の

CO量との相関より，灯油が最も相関性が高いことを

知った。これは冬季における灯油暖房器が急激に一般

家庭に普及したためで、あろう。また，家庭暖房器ある

いは燃焼器に使用度の高い都市ガスとの相関性は，年
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間を通じて高く，重油，軽油，揮発油よりも相関性が

高く，都内大気中のCOの発生源としては，家庭で使

用される燃焼器の不完全使用によるところが大である

と推測する。これらの燃焼器は完全に整備調整されて

おれば，一酸化炭素の発生は極めて少ないものであ

る。しかし燃焼器の芯の清掃不良とか，空気調節の

不備などはしばしばおこることであり，このために不

完全燃焼は予想以上に多く，一酸化炭素が相当量生産

されることが考えられる。一酸化炭素が屋内で発生し

た場合，一酸化炭素の拡散性は逓減され， 結果とし

て，相当量の一酸化炭素が市街地に地上を這うように

流動すると考えたし、。

また，昭和42年12月に出現した一酸化炭素高濃度現

象は，自動車の排気ガスによってもたらされたもの

と，推測されるので，自動車排気ガス対策も，真剣に

検討されなければならない段階に来ていると考える。
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河川の水質汚濁に関する生物学的研究

第2報 サーパーサンプラ一法とクワドラート法の検討

松本浩一本松本昌雄*

BIOLOGICAL STUDIES ON THE vV A TER POLLUTION OF RIVERS 

2. Some Accounts on the Sampling Methods and Seasonal Differences 

of the Benthic Fauna 

Koichi MA TSUMOTO and Masao MA TSUMOTO 

The Surber sampler and the quadrate sampling methods for the collection of the 

benthic animals of rivers were comparatively evaluated by using the attached data， as 

reference， obtained from the materials collected from seventeen stations of the unpolluted 

streams of the Kinu River and the Naka River systems in Tochigi Prefecture in No-

vember of 1965 and 1966 and in March of 1966 and 1967. The materials were coUected 

by the Surber sampler with a quadrate of 25cm square (25cm x 25cm=625cmつfrom
four points at each station. The corresponding materials were collected by the quadrate 

，of 50cm square (50cmx 50cm=2， 500cmつfroma point at each station. Therefore， the 
total sampling spaces of both methods were the same. These materials were collected 

by both methods from different places at each station where the circumstances were kept 

as similar as possible. The sampling stations were selected on shallow rapids with 

stony bottoms. The differences in the qualitative and quantitative results of the two 

samples taken from each of the seventeen examined stations of the Naka River by the 

quadrate method were also discussed. Further， the seasonal differences of the benthic 

fauna were examined on the materials collected from six unpolluted stations of the 

Kinu River and Tagawa River in November of 1965 and March of 1966 and from 

eight unpolluted stations of the Naka River in November of 1966 and March of 1967. 

The results obtained from the above noted studies are as follows : 

1) The benthic fauna collected from the seventeen stations of the Naka River is co・

mprised in 30 families， 55 genera and 79 species of aquatic insects. Those are 8 families， 

13 genera and 24 species of Ephemeroptera; 1 species of Odonata; 5 families， 15 

genera ane 20 species of Plecoptera; 1 family， 2 genera and 2 species of Hemiptera; 

1 species of Megaloptera; 7 families， 10 genera and 17 species of Trichoptera; 2 

families， 2 genera and 2 species of Coleoptera; 5 families， 11 genera and 12 species of 

Diptera. Further， some species of Hydrachnella， Oligochaeta and Nematoda were 

collected. 

*東京都衛生研究所水質試験部
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2) Each va1ue of the TNS， TNI， Standing crop， DI and BI obtained by the Surber 

samp1er method was higher than each corresponding va1ue obtained by the quadrate 

method respective1y by 65 to 71 percent of all the stations examined. Consequent1y， 

the former method seems to be superior to the 1atter in getting more accurate consti-

tution and popu1ation of the benthic fauna. This is because the samp1es were collected 

from four p1aces of different eco10gica1 environments at each station by the Surber 

samp1er method and a1so， this was to secure a minimum 108s of the collected samp1es. 

3) The larges七differencesbetween the two methods in the TNS， TNI， Standing crop， 

DI and BI were 619， 6.446g， 4.1 and 29 respectively. 

4) It was discovered that the biotic indexes differed more than 10 between both 

methods by 41.2 percent of all the stations examined. 

5) The largest differences of the TNS between both methods were 6， 5， 4 and 3 in 

Ephemeroptera， Plecoptera， Trichoptera and Diptera respective1y. 

6) The 1argest samp1ing 10ss by the quadrate method was seen in the small Epheme-

roptera and Capniidae. The 10ss of the 1atter was as much as 72.6 percent of the 

corresponding number and 78.3 percent of the corresponding weight of the catch by 

the Surber samp1er method. The 10ss of the quadrate method in the Ephemeroptera was 

as much as 70.8 percent in the TNI and 49.1 percent in weight of the catch by the 

Surber sampler. This indicates that much more of the small sized Ephemerella were 

10st by the quadrate method than by the Surber samp1er method. 

7) As to the 1iving forms of the benthic fauna， the 10ss of the creeping and burrowing 

types were great in the quadrate method compared with that of the Surber samp1er 

method. The differences between the catches by the two methods were not clear in 

the other types of 1iving (sliding， net-spinning， attaching， case-bearing and swimming 

types). 

8) The maximum differences of the TNS， TNI， Standing crop， DI and BI between the 

two quadrate samp1es at each station were 8， 1474， 0.855g， 2 and 3 respective1y. 

9) The number of species of the benthic anima1s collected from each station in Novem-

ber was greater than that in March with a mean va1ue of three species. But， besides 

the Diptera， there seemed to be no difference between the numbers of species collected 

in November anc March in the other orders of aquatic insects. 

(1) 緒雷 集方法および採集場所の相違による底生生物の総種類

数(以下 fTNSJと略記)， 総個体数(以下 rTN

1 J と略記)， 現存量， B 1およびD1 (Diversity 

生物学的水質汚濁判定の一つにB1 (Biotic index 

生物指数〉があり， B 1値の大小をもって，水質汚濁

の程度を推定することできる。すなわち， B 1値が5

以下では，きわめて汚濁， 6......，10ではかなり汚潤， 11

......，19ではやや汚濁， 20以上では清測であると言われて

し、る。

現在，我国で普通用いられているB1値算定のため

の底生生物の採集法にはサーバ{サγプラ{法と

Beck-Tsudaのクワドラ{ト法とがある。これらの採
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index)の比較並びに時期(冬期と春期〉の相違による

比較等について検討を行なったので，その結果につい

て報告する。

( 1 ) サーバーネット法とクワドラート法の相違と総

種類数，総個体数，現存最， DI. BIとの関係

(1-1) 方法

(1-1-1)サ{パーネットサンプラ{による採集方



法(以下 IS法」と略記)

25cm x 25cm=625cm2の金属製方型枠のついたネッ

トを，網口を上流にむけて水底に沈めて，その枠内の

石牒を手で反転させて付着する動物や，砂泥をかきま

わして砂泥中に壊没する動物などを可及的に全部，下

手の網中に集めた。この間一操作を同一地点で4回反

覆して行なった。

(1-1-2)クワドラートによる採集方法(以下 IQ

法Jと略記〉

50cm x 50cm=2， 500cm2の金属製方型枠を水底に沈

め，ちりとり型金網を使って，枠内にある石牒，砂慌

をすべて採りあげ，それに付着または埋没している動

物を可及的に全部選び出して集めた。

(1-1-3)調査河川および採集場所

那珂川上流の黒磯@黒羽間の水域を調査対象とし

た。採集場所の選定にあたり各調査地点とも，早瀬の

石牒底の地点で諸環境因子が，できるかぎり一定であ

る場所を選んで採集を行なったO

(1-2) 結果

那珂川の未汚濁水域で調査地点総計17地点を選定し

て底生動物の採集を行なった結果，下記の動物を分類

同定した。

すなわち

1. EPHEMEROPTERA; 

Eρhemeγα japonicαMcLachlan， ParaleρtoPhlebia 

sp. PA， Pσraleptophlebia sp.， Ephemerella basalis 

Imanishi， Ephemerellαsp. nG， Ephemerellαtγispi-

na Ueno， EPhemerella sp. EB， Elうhemerellasp. 

EC， Ephemeγella rufa Imanishi， Ephemerella sp. 

ED， Ephemeγella sp.， Caenis sp.， Baetis sp.， Baetie-

lla sp. 1sonychia japonica Ulmer， AmeZetus montα" 

仰 Imanishi，Epeorus uenoi Matsumura， Eρeorus 

latifolium Ueno， Ecdyonuγus yoshidae Takahashi， 

Ecdyonurus sp.， Rhithγogena japonica Ueno， Rhi-

throgena sp.， Cinyg仰αsp.，Ecdyonuridae sp.， 

以上13属24種

2. ODONATA; 

Gomphidae sp. 

3. PLECOPTERA; 

Neomura sp.， AmPhinemuγa sp.， Protonemura sp.， 

Neomuridae sp.， Capniidae sp.， 1sogenus sp.， 1so-

ρerla nipρonica Okamoto， 1soperlaokamotonisKo・

hono， 1soperla sp.， Perlodidae sp.， Pαγαgnetina 

tinctiρennis McLahlan， Neoperls nipponensis 

McLachlan， Neopeγlα sp.，Oyamiαgibba Klapalek， 
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Acroneuria jouklii Klapalek， Kamimuria quadratσ 

Klapalek， Kamimuria tibialis f. ueno Kohono， 

Kamimuria sp.， Perlidae sp吋 Chloroperlidaesp •. 

以上15属20種

4. HEMIPTERA; 

Aphaelochirus vittatus， Aphaelochiridae sp. 

以上2属2種

5. MEGALOPTERA; 

Pγotoheγmes grandis Thunberg. 

6. TRICHOPTERA; 

Rhyacophila yamanakaensis 1 wata， RhyαcoPhila sp. 

RA， Rhyacoρhila nigroceρhala， Rhyacoρhilσsp. 

RG， RhyacoPhila transquillαTsuda， Rhyαcophilα 

brebiceρhala 1 wata， RhyacoPhila sp.， 111ystrophor，α 

inojうsTsuda， Sienopsyche griseipennis McLachlan， 

Psychomyia sp.， Hydroρsyche brevilineata 1 wata， 

Hydropsyche ulmeバTsuda， Limunocentropus inso・

litus Ulmer， Goera jalうonicaBanks， Dinαrthrodes 

japonica Tsuda， Gumaga okinawaensis Tsuda，、

Trichoptera sp. 

以上10属1η重

7. COLEOPTERA; 

Mataeopsephenus jゅonicusMatsumura， Elmidae 

sp. 

8. DIPTERA; 

D仰 teroρhlebianipponica Kitakami， Amika sp.. 

Blepharoceridae sp.， Holorusia sp.， Antocha sp・9

Eriocera sp.， Tipulidae sp.， Simuliidae sp.， Chiro-

nomidae sp.， Nymphomyia alba， Atherix (A.) ibis 

japonica Nagatomi， Atherix .(S.) satsumana Ma-

tsumura. 

以上11属12種

などの底生動物と，そのほかに Hyd1'achnellasp.， 

Oligochaeta sp.， Nematoda sp.などが得られた。

これらの種類数，個体数，重量などから各地点のT

NS， TNI，現存量， D 1およびB1などを算定し

て，採集方法の違による比較を行なった。それを表1

に示し， IS法Jと IQ法Jの各試験結果の総計の比

較を表-2に示した。

すなわちTNS，TNI，現存量， B 1およびDI

のいずれもが全調査の65~71%が IS 法J が高い億を

示した。

換言すれば iS法Jが IQ法」にくらべて底生動物

の採集量の多いことを意味する。

DIにおいてS註Qが約65%を示したことは，すな



Table 1 Comparison of the Surber sampler and the quadrate methods Indicated by the TNS， 

TNI， SC， DI and BI calculated from the catches at each 拭ationof the Naka River. 

Sta- TNS TNI (WEIGHT g) DI BI A B C 
tlOn 
No. S Q S-Q S Q s-Q S Q S-Q S Q IS-Q SIQ IS-Q SIQ S-Q sjQIS-Q 

161 25 392(3.281) 586(0.991) -194( -2.290) 6.2 9.1 -2.9 28 441 -16 121 19 71 3 51 -2 11 2 

2 161 17 231(0.992) 286(0.981) -55( -0.011) 6.8 7.1 -3.0 28 291 -1 121 12 01 3 51 -2 

251 22 十3 619(8.461) 879(2.015) -230( -6.416) 8.9 7.4 十1.5 42 39 十3191 17 十241 4 01 2 I 十l

261 21 十5 463( 4.226) 190(1.436) 十273(十2.790) 9.8 9.3 十0.5 4.5 381 +8 201 17 十351 3 十21I 2 

271 22 十5 377(1.955) 277(2.491) + 100( -0.536) 10.5 8.9 +1.6 48 381 + 10 211 16 十551 4 +1 11 2 

331 17 +16 845(6.710) 226(0.917) 十619(十5.793) 11.3 7.2 +4.1 59 30十29261 13 十日 51 3 十221 1 十l

7 281 17 十11 585(3.862) 245(0.876) 十340(+2.986) 10.1 7.2 十2.9 51 301 +21 231 13 十10 41 4 01 1 。
271 21 十6 789(8.165) 367(2.523) 十422(十5.642) 9.3 8.2 +1.1 47 381 +9 201 17 十351 4 十i

25 9十16 384(3.146) 17(1.352) 十367(+ 1.794) 9.7 7.3 十2.4 46 17十29211 8 十13 31 1 十2i 十i

10 191 19 01 416(5.316) 347(8.472) 十69(-3.156) 7.3 7.5 -0.3 35 34 十i161 15 十l21 3 11 I! 0 

11 181 13 十5 627(3.426) 481(1.143) 十146(十2.283) 6.4 4.8 +1.6 32 221 + 10 141 9 十531 3 11 11 0 

12 241 12 十12 663(2.649 ) 128(1.172) 十535(+ 1.477) 8.5 5.7 十2.8 41 211 +20 171 9 十851 2 十321 If +1 

13 291 24 +5 7ll (10.458) 248( 4.060) 十463(十6.398) 10.2 10.0 +0.2 53 45 十8241 21 +3 41 2 十211 11 0 

14 271 29 390( 4.379) 408(6.539) -18( -2.160) 10.4 11.1 -0.7 48 521 -4 211 23 41 4 21 2: 0 

15 241 24 01 433(3.821) 689(8.042) -256(十4.221) 9.1 8.5 +0.6 44 441 0 201 20 31 2 +1 11 21 -1 

16 211 22 521(5.998) 679(9.669) -158( + 3.671) 7.7 7.8 -0.1 411 -3 171 19 -2 21 2 2 十l

17 211 22 486(6.692) 392(9.402) +94( -2.710) 7.8 8.5 -0.7 401 -2 171 18 31 3 。11 1I 0 

叫 ;j;川1835F円 1119.71 1 527.1(4.9139)1379.11l3.6518) 1171l耳:1.821 7.98 lfjd 111 111 111 
T N S : Total number of species. S C : Standing crop. A : Number of intolerant species. 

T N 1 : Total number of individual. D 1 : Diversity index. B: Number of tolerant species. 

S : Suber net method. B 1 : Biotic index. C : Number of miscellaneous species. 

¥Q : Quadrate method. 

Table 2 Comparison of the Sur ber sampler 

and the quadrate methods indicated 

by the differences between their 

values of each of the TNS， TNI， SC， 

DI and Bl 

~~ No. of Station 

S~主Q SくQ

TNS 12(70.5%) 5(29.4%) 

TNI 11(64.7%) 6(35.3%) 

WEIGHT 11(64.7%) 6(35.3%) 

B I 12(70.5%) 5(29.4%) 

D I 11(64.7%) 6(35.3%) 

わち， S法で採集を行なう方が，より具った生態的環

境からの試料が得られることを意味するものである。

これは，おそらく rQ法」が 50cmX50cmの面積で、

1"'-'2箇所を採集するのに対して rs法」は 25cmX

25cmの面積で 4箇所を採集することに起因すると考

(134 ) 

Table 3 Distribution of the differences bet-

ween士hevalues of the BI obtained 

by the Surber sampler and the 

quadrate methods. 

Diff.of BI sb(y SS-amQp〉ling 
method 

Frequency (%) 

0- 5 7( 41. 2%) 

6 - 9 3(17.6%) 

10 - 19 3(17.6%) 

20く 4(23.6%) 

えられる。

iS法」と iQ法」による各試験結果の差異の最大

値はTN S 16， T N 1 619，現存最6.446， D 1 4. 1， 

B 129で、あった。

iS法Jと iQ法jの採集方法の相達による B1の

差異を表3に示したo

すなわち，その差異のBIをo，...，_， 5， 6 "'-' 9， 10"，-， 



19， 20以上とわけで，その度数と百分率をみると， J!蹟

に 7(41. 2%)， :3 (17. 6%)， 3 (17.6%)， 4 (23.6 

%)を示した。

この結果から，採集方法の如何によってB1値が10

以上変動するものが約40%もあることは注目すべき点

である。

しかし今回の調査地点のように，いずれも底生動

物が豊富でB120以上を示す清測な水域においては，

上記のような採集方法によるB1値の著しい変動も直

接，汚水生物学的結果に影響はなし、。したがって B

120以上を示す清測な水域においては，その指数の大

小をもって，さらにくわしく水質を意味づけることは

無意味と考えられる。

以上のように，採集方法によってB1値の変動が著

しい場合があるので， B 1値は必ず採集方法と併記す

る必要がある。

前述のように iS法」は iQ法」にくらべて底生動

物の採集ロスが少く， TNS， TN  1，現存量， D1，

B 1のいずれもが一般に高い簡を示すが，中でも水質

汚潤判定に重要なB1について検討を試みた。

BH直に直接関係のあるTNSを取り上げ， これを

底生動物の目別にわけて iS法」と iQ法」による差

異の検討を行なった。

その結果，各自の iS法Jと iQ法JによるTNS

の差異の最大値は Ephemeroptera6， Plecoptera 5， 

Trichoptera 4， Diptera 3で、あった。

次に上記の各自について， どの科(あるいは属〉の

底生動物のロスが大きし、かを知るために採集方法の相

違によるTN1，現存量の比較並びに採集ロスの百分

率を科(あるいは属〉にわけて検討した。

Ephemeropteraについては表5に， Plecopteraに

ついては表6にそれぞれ示した。

これらの結果は次のように要約される。

(1) .Eρhetnerella ; 

iS法jに比して iQ法Jの個体数ロスが70.8.%，

現存量ロスが49.1%と大きい。

ここで注目されることは個体数ロスの割合に比して

現存量ロスの比率が少ない点である。いわゆる， これ

は小型の .EPhemerellaの採集ロスがQ法において多い

ことを意味する。

(2) Baetidae; 

Q法の個体数ロス31.8%，現存量ロス42.6，?C;っ

(3) Siphlonuridae; 

Q法の個体数ロス22%，現存量ロス-44.1%を示し
ず骨

わ」。

すなわち， これは iQ法」に比して iS法Jが小型

の Siphlonuridaeが多数採集されることを意味する。

(4) Ecdyonuridae; 

Q法の個体数ロス10.5%，現存量ロス10.8%0

(5) Capnidae; 

Q法の個体数ロス72.6%，現存最ロス78.3%ときわ

めて高い採集ロス率を示した。

(6) Perlodidae; 

Q法の個体数ロス44.1%現存量ロス40.7%0

(7) Perlidae; 

Q法の{自体数ロス1.4%，現存量ロス -6.9%で，

S法が小型の Perlidaeを多数採集できることを示し
ず F

れ」。

以上， Ephemeroptera， Plecopteraの各科(ある

いは濡〉について，採集方法によるTNI，現存量の

比較を行なったが，一，二の属(あるいは科)のもの

以外は明らかな差異は認められなかった。

Ta.ble 4 Differences of the TNS of the a.quatic insects between the catches by the Surber 

sampler a.nd the quadrate methods. 

EPHEMEROPTERA 

ODONATA 

PLECOPTERA 

HEMIPTERA 

MEGALOPTERA 

TRICHOPTERA 

COLEOPTERA 

DIPTERt¥ 

Others 

Differences of the TNS between the Sampling methods (S -Q) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ]3 ]4 ]5 ]6 17 

十6 0 +] +4 0-] 十] -] 0 -5 0 0十] +] +3十3十2

o 0 0 0 0十] 0 +1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

+5十2十4+3 0 0 -] -2 0 -4 0十] 0十3十l十2+2 

o 0 0 0 0-2十] 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

o 0 0 0 0 0 0 0 -] 0 0 0 0 0 0十l十l

十] -2十] 0 +2 -] 0 -] 0十] -1 +3 +1 十l十4十3-1 

十1 0 -] +2 0 +] -] 0十] -]十] -] 0 0 +] -1 -1 

十300十3+3 0十l十] 0 -] 0 0十2-]十 i十1+2 

o 0 0 0 0 0 -] -] 0 -2 -2 -] -] -2 +3十 1-1 
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Table 5 Comparison of the Surber sampler and the qudrate me"臨odsshown by the catches of 
the seven families of Ephemeroptera. 

TIN WEIGHT (g) 

F;r;出ι子¥ S Q |Difference 
(S-Q) 

S ハQ|i Difference 
(S-Q) 

E会hemeγα 。 0.122 I 0.000 I (10036) 
Paraleρtoρhlebia 15 く2536) 0.011 0.003 (72.736) 

Ethemeγella 1510 440 70.836 11. 730 5.967 49.136 

Caenis 2 ( -5036) 0.001 0.001 (0.00) 

Baetidae 703 479 31. 8% 2.013 1.154 42.636 

Siphlon uridae 768 599 22.036 4.285 7.668 -44.136 

Ecdyonuridae 1055 944 10.536 4.868 4.338 10.836 

Table 6 Comparison of the Surber sampler and the quadrate methods shown by the catches 

of the five families of Plecoptera. 

TNI 

FFalemcoElpzetes raoff~¥¥¥ ¥¥¥  S Q 

Nemouridae 9 7 

Capnidae 117 32 

Perlodidae 204 114 

Perlidae 69 68 

Chloroperlidae 15 5 

(2) 採集方法と各生活型底生動物

前項では，採集方法の相違による底生動物のTNS，

TN  1，現存量， D 1およびB1の違いを各自，科，

属の観点から検討を試みたが，本項では底生動物の生

活型の関係において採集方法の影響を調べた。

そこで今回の調査で採集された底生動物を下記の 6

つの生活型に分類した。

1型(自由遊泳型)

Baetidae， Siphlonuridae (Isonychia， Ameletous) 

2型(滑行型〉

Leptophlebidae (Paralettothlebia)， Ecdyonuridae 

(Eρeorus， Ecdyonurus， Rhithrogena， Cinygmα〉

3型(簡旬型〉

Eρhemerella， Caenis， Plecoptera， Protohermes， 

Elmidae， Mataeoρsφhenus， Aphaelochiridae， Rh句"

cholうhila，Acarina. 

4型(埋、役型〉

Ethemera， Gomphidae， Tipulidae， Atherix， Oli咽

gochaeta， Nematoda. 

5型(間着型および固着性巣〉

Blephoroceridae (Amika)， Deuterophlebiidae， 

Simulidae， Chironomidae， Nymthomyia， Steno-

WEIGHT (g) 

|Differ… 
(S-Q) S Q |Difference 

(S-Q) 

0.027 0.028 く-3.636)

72.636 0.240 0.052 78.336 

44.136 1. 913 1.133 40.736 

1. 436 4.558 4.899 -6.936 

(66.636) 0.035 0.006 82.836 

ρsyche， Hydroρsyche， Psychomyia， Limnocentroρus. 

6型(可携性巣〉

Mystrothora， Goeγα， Dinarthrodes， Gummaga. 

各生活型における TNS， TNI， 現存量のI"S

法JとI"Q法Jの差異並びにQ法の採集ロス率を表7

に示した。

これによると， Q法では 3型(簡旬型〉と 4型(埋

没型〉の底生動物のロスが中でも最も多し、。これは砂

泥中に埋没あるいは儒旬している底生動物を浮上流下

させて下手の網中に収めるI"S法」に対して「ちりと

り金網Jを使って砂泥を水中から取り出した後，底生

動物を選別して集めるI"Q法Jの方が「採集ロスが大

きくなりやすい。

(3) 採集場所と総種類数，総個体数， DI， BIと

の関係

(3ー1) 採集場所の選定と採集方法

同一調査地点において環境要因が可及的一定となる

場所を箇所選定してQ法 (50cmx 50cm = 2500cmりで

採集を行なった。

採集方法は前記と問ーである。

(3ーの結果

底生動物の分布は局所的な底質，水深，流速などの

(136 ) 



Table 7 Comparison of the Surber sampler and the quadrate methods shown by the six living 

types of the aquatic insects. 

Living 
TNS TNI WEIGHT 

TYPE 
S Q l Differ… S Q |Difference S Q lDihnce 

(S-Q) (S-Q) (S-Q) 

38 39 -2.5% 1571 1076 31. 5% 6.298 8.461 -25.5% 

2 52 47 9.6% 1075 959 10.7% 4.878 4.282 12.2% 

3 182 143 21.4% 2131 727 65.8% 22.026 13.310 39.5% 

4 40 30 25.0% 555 257 53.6% 1. 141 0.221 80.7% 

5 74 63 14.8% 3507 3329 5.0.?.-6 48.582 35.195 27.5% 

6 12 18 -33.3% 63 97 -35.0% 0.356 0.779 -54.3% 

Type 1. Swimming type 

2. SIiding type 

3. Creeping type 

4. Burrowing type 

5. Attaching type 

6. Case欄bearingtype 

Table 8 Differences between the two totaI catches of the quadr~te method at each of the eight 
stations shown by the TNS， TNI， SC， DI and BI. 

SNtoa.ti oof n TNS TNI 

~~ (4) 23 
712(253〉
459 

2 ~ ~ (0) 17 
413(254〉
159 

3 
19 
24〈5〉?

642 
11I6 (474) 

4 ~~ (2 ) 22 
181(17〉
198 

5 ~~ ( 1 ) 22 
239(75〉
314 

6 !~ (3) 18 
131(189〉
320 

7 ~~ (8) 21 
128(234〉
362 

8 ~; (0) 21 
315(108〉
418 

Range (0~8) (17~474) 

環境条件によって異り，単位面積のTNS，TNI， 

重量などは常に均等ではなし、。

そこで，外観的に環境条件が可及的一定とみなされ

る筒所を同一地点で2筒所選定して採集を行ない，そ

の差異を検討した。

その結果は表8に示した。採集箇所の相違による各

試験結果の変動の最高値は TN S 8， T N 1 474，現

存量O.855， D 1 2 B 1 13といずれもその変動が著し

い。したがってQ法で採取する場合は，少くとも 2筒

所以上の場所から試料を採集する必要があろう。

WEIGHT DI BI 

1.081(0 180〉
0.901 ;::(09〉 1~ ( 7) 40 

0.573 (0815〉
1.388 7:j(12〉 ~~ ( 1) 29 

1.587(0855〉
2.442 

67..98 (1.1〉 33(i i〉
44 

.489(0 107〉
1. 382 :::(07〉 :;(3〉

2.448 (0 085〉
2.533 ::3(0 1〉 :;(l〉
0.644(0546〉
1. 190 ?:;(0 1〉 27(5〉

32 

0.712(0327〉
1.039 ;:i(20〉 23(13〉

36 

~..~~~ (0.432) 
2. 739 ::;(04〉 ~~ ( 1) 38 

(0.085"'-'0.855) (0.2~2) (1""13) 

(4) 春期および冬期における底生動物の比較

(4-1) 調査河川および時季

鬼怒川・田川水系6地点および那珂川 8地点計14地

点の未汚潟地点を選定して下記の時季に調査を行なつ

た。

鬼怒川・田川水系;1965年11月， 1966年3月

那珂川;1966年11月) 1967年3月

( 137) 

(4-1) 底生動物の採集方法

サーノミ{ネット法に準じて 25cmx 25cm x 4 = 2500， 

cm2から得られた底生動物を選別問定した。



(4-3) 結果

各調査地点の11月と 3月におけるTNS，TN1， 

B 1の関係は表9に示した。これより各総計が， 11月

T N S 279， T N 1 6623， 3月TNS 231， TN  15429， 

であり，前者が後者にくらべて，やや多くの底生動物

が採集されたo各地点のTNSおよびB1について11

月と 3月のいずれの月が多いか，その度数と百分率を

Table 9 Comparison of the catches by the 

quadrate method in November and 

March shown by the TNS， TNI and 
Bl 

No. of 
TNS(TNI) B 1 

River 
Station 

Nov. Mar. Nov. Mar. 

16 (392) 19 (416) 28 35 

2 16 (231) 18 (625) 28 23 

同
3 25 (649) 24 (663) 42 41 

狩ztω s ・
4 26 (463) 29 (711) 46 53 

5 27 (377) 21 (390) 48 48 

6 33 (845) 20 (433) 59 44 

7 27 (585) 17 (521) 51 38 

8 28 (789) 17 (486) 47 38 

9 17 (394) 15 (684) 26 10 

10 23 (528) 17 (152) 36 29 
同 11 8 (137) 3 ( 54) 13 4 

同ロロ
12 10 (153) 3 ( 12) 17 4 

13 16 (725) 17 (214) 26 32 

14 7 (355) 11 (104) 20 19 

Total 12附臼3)1231(5429)1

比較してみると， TNSでは， 11月が3月より多いも

の9 (64.2%)， 3月が11月より多いもの 5(35.8%)， 

B 1では 11月が3月より多いもの 9 (64.2%)，その

逆のもの4 (28.5%)， 11月と 3月が同じもの 1(7.3 

%)で、あった。

次に各自別に分類して， 11月と 3月のいず')，1，の月に

種類数が多し、かを算定して，その度数と百分率を表10

に示した。

すなわち， Diptera以外の底生動物では冬期(11

月〉と春期 (3月〉の違いによるTNSの差異は認め

られなかった。

(5 )要約

サーバーネット法 (rS法」と略記〉とクワドラート

法 (rQ法Jと略記〉によるTNS，TN  1，現存量，

B 1， D 1などの差異を，底生動物の各自，科，属お

よび生活型から検討を試みるかたわら，採集場所およ

び時季(11月と 3月〉の相違などによる比較を行なった。

その結果は次のように要約される。

(1) 那珂川の調査全地点から採集された底生動物は，

Ephemeroptera ; 8科13属24種

Odonata; 1科1属 1種

Plecoptera ; 5科15属20種

Hemiptera ; 1科2属2種

五，fegaloptera; 1科1属1種

Trichoptera ; 7科10属17種

Coleoptera ; 2科2属2種

Diptera; 5科目属12種

そのほかに HydrachneUasp.， OIigochaeta および

Nematodaなどで、あった。

Table 10 Comparison of the catches by the quadrate method in November and March by the 

TNS of誼leeight orders of世lea，quatic insects. 

No. of Station 
Order 

Nov.>Mar. Nov.くMar. Nov.=Mar. 

EPHEMEROPTERA 7 (50.0%) 4 (28.5%) 3 (21. 5%) 

ODONATA 1 (7.1%) 1 (7..1%) 12 (85.8%) 

PLECOPTERA 4 (28.5%) 7 (50.0%) 3 (21. 5%) 

HEI¥在IPTERA 。(0.0%) 0(0.0%) 6 (100%) 

MEGALOPTERA 2 (14.2%) 1 (7.4%) 11 (78.4%) 

TPICHOPTERA 7 (50.0%) 4 (28.5%) 3 (21. 5%) 

COLEOPTERA 3 (2.1%) 3 (2.1%) 8 (57.2%) 

DIPTERA 12 (85.7%) 2 (14.3%) o (0.0%) 

Other 4 (28.5%) 2 (14.3%) 8 (57.2%) 

Total 40 (33.8%) 24 (20.5%) 54 (45.7%) 
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(2) T N S， T N 1 ，現存量， D1， BIのいずれも

全調査の65----71%がQ法に比してS法が高い値を示し

た。

(3) S法で採集する方が， Q法にくらべて，より臭っ

た生態的環境からの試料が得られる。

(4) T N S， T N 1，現存量， D1， BIにおけるS

法とQ法の各差異の最大値は}I聞に16，619， 6446， 4.1， 

29であった。

(5) S法とQ法の相達により B1が10以上も変動する

ものが41.2%もあった。

(6) Ephemeroptera， Plecoptera， Trichoptera， Di-

pteraなどにおける S法とQ法のTNSの差異の最大

値は， I1慎に 6，5， 4， 3であった。

( 139) 

(7) 採集方法と底生動物の生活型との関係を検討した

結果，筒旬型と埋没型の底生動物がQ法において採集

ロスが多い。そのほかの生活型の底生動物においては

採集方法の相達による明らかな差異は認められなかっ

~-
ド」。

(8) 同一調査地点において，採集箇所の相達によるT

NS， TN1，現存量， DI， BIの最高変動値は順

に8，1474， 0.855， 2， 13で、あった。

(9) 11月と 3月のTNSを比較してみると， 11月が 1

地点当り平均 3種類多かった。

これを各自別に検討してみると Diptera以外は11月

と3月の時季の違いによる差異は認められなかった。



東京都北多摩地区の地下水の調査
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THE HYROGEOLOGICAL AND CHEMICAL RESEARCH 

FOR SHALLOW GROUND羽TATEROF KITATAMA DISTRICT 

IN THE METROPOLIS OF TOKYO 

Yasuo KIMURA， Shuichi MIMURA， Masayoshi FUJISA W A 

Yasuko HIGUCHI and Yu.ji WATANABE 

The geology of the said districts consists mainy of the Kanto loam， the Musashino 

:and the Tachikawa gravels， Tokyo formation and the Tertiary deposite from upper to 

lower. Among them， the Musashino and the Tachikawa gravels are mainly water-bearing 

strata. On the other hand， Geomorphology of the said districts consists the Musashino， 

Tachikawa， Haijima and Aoyagi plains. As resembled the Geomorphological feature of 

the said districts， the free water table dips towards the eastern part of the districts. 

In the last chemical analysis， it became evident that 49 percent of well water 

surveyed were unfit for drinking. 

1.まえがき

東京都北多摩地域の排水を目的に計画された北多摩

幹線排水路は，小平市，府中市を経て，多摩川に至

り，武蔵野，立川両台地を従断している。

図1 読査地域

*東京都立衛生研究所水質試験部

今回，建設局から，本工事施工にあたり，路線周辺

の井戸への影響について，調査依頼があり，東京都立

土木技術研究所と協同で，昭和41年8月(図1)の調

査地域中の井戸水約500カ所を選び，理化学的，地質

学的調査を行なった。

2. 地形，地質概論

本調査地区を，地形面から区分すると〈図2)の如

図2 調査地域の地形
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く，北から南へ，武蔵野面，立川面，青相11面， {lf!積面

の)1演となっている。武蔵野面は，略，青梅街道を境と

して，北半は，北東方面に傾斜し，南半は南東方面に

傾斜を示し平均勾配は，前者1/200，後者で1/270で，

その南縁を限る段丘崖を，国分寺屋線と称し10"-'15m

の比高を有し，国分寺史跡，調布市深大寺，東京天文

台裏には，かなり多量の湧水がみられる。

立JII面は，多摩川に沿って帯状に分布しており，平

均勾配は 1/250となっており，国立市から，立川市，

昭島市，にかけて，更に立川面から一段低い段丘面の

小分布を青柳面，沖積面と称する。此等の段丘面，沖

積面を分つ段丘崖を，府中崖線と称している。

以上の結果から，大きくは，各段丘面に賦存する地

下水は互に不連続の状態にあると考えられる。

3. 調査方法

上記，地形，地質構造を考慮して，現場調査と井戸

水の理化学試験を行なった。

3・1 現場調査

調査地域内に散在する，井戸の所在を1/3000の地図

上に，プロットし， 1 km2に約2カ所の割合で，観測

井戸を抽出し，一斉に，井戸の深度及び地下水位の測

定を行なった。

叉，同時に，理化学試験に供する試水を 11の試薬

ピンに採水し，現場にて， pH， R-pH，電気倍導度の

測定を行なった。

3 • 2 理化学試験

上記採水した試水は，研究所にて，塩素イオン，総

硬度，過マンガン酸カリウム消費量，全鉄，アルカリ

度の定量，アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素，硝酸性

窒素の定性試験を行なった。

4. 調査結果及び考察

4. 1 現場調査結果

4ババ井戸の深度及び地下水位

図3は左測が井戸深度，右測が地下水位を示す。い

ずれも調査井戸総数に対する百分比(横軸〉で表わし

である。
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1. ，調布」

2. ，j清瀬」
3. ，石神井J
4. ，箱根ケi崎南部J

5. ，小金井」

6. ，吉祥寺」

7. ，小金井」

8. ，府中J

9. ，調布J
10. ，福生」

11. ，立 )IIJ

12. ，沖積面全域」
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(1)"-'(6)までが武蔵野面， (7)"-'倒)までが立川面，青柳

面，拝島田，御は沖積面全域である。

この図から，井戸の深度は，武蔵野田地域は，台地

上を流れる小河川付近のものを除いて，全般的に深い

ものが多く，約10，，-，14m，但し，狭山丘陵南麓地域

(青梅街道沿しウは例外的に浅く， I箱摂ケ崎南部」

「小金井jが他地域に比較して概して深く， I吉祥寺J

「調希JI清瀬JI石神井jのJI買となっている。

立JlllID地域では，立川，府中，小金井が8，，-，12m， 

沖積面4"-'6 mの浅いものが多し、。

地下水位は，武蔵野面(8，，-，10m)，立川面 (6~8 

m)，沖積面 (2"-'6 m)の)1聞に[浅くなっている。武

蔵野面では「箱根ケ崎南部」の南部， I小金井」が深

く10，，-，12mで， I吉祥寺JI石神井Jあるいは「清瀬」

の)1債となっている。 I箱根ケ崎南部Jにみる地下水の

浅い流域は，狭山丘陵の南麓沿いのものである O

立川面では「立]IIJ I府中J I小金井Jがやや深く

6 "-'8 mのものが多い。

4.1.2 pH値及電気伝導度

現場測定による pH値を地図上にプロットしたのが

図-4である。

pH値をみると， 5.8，，-，7.5の間にあり，平均6.0で

図4 pH 1直分布図
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ほとんどが弱酸性を示している。

局部的には変化が大きく，地形的にみると，武蔵野

面，立川面，沖積面，青柳面の順に低くなっているよ

うにみえるが，その違いが明白ではない。

電気電導度は 0，，-，99μv/cm，100，，-，199μv/cm， 200 

41;
十
i

」蛸甲南E ム-咽-'宅

'"'-'299μυ/ cm， 300，，-，399μv/cm， 400"-'ρ/cm の5クやノレ

{プに分け，図-5の如く地図上にプロットした。

此の図から，かなり明白な地域性がみられる。全体

的に，西部から東部にかけて高い値を示しているo特

に石神井]1[下流を中心として，白子]11，善福寺川に，

く143) 



図5 電気伝導度の分布図
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はさまれた地域は，その周辺部と顕著な相違を示して

いる。本地域は，住宅密集地帯にあたる上，地下水位

も一般に高く，更に地下水の停滞区域でもある為，地

下水の汚染が，他にらべて進んで、いるように考えられ

る。その他，狭山丘陵縁部，多摩川沿いの地帯も高い

値を示している O 前者はr 武蔵野台地の中でも，地下

水位の高い所で，しかも青梅街道沿いにあり，汚染し

易い所であるからとも考えられる 0

4.2 理化学試験結果

試験項目中の，塩素イオン，総硬度，総アルカリ度

の平均値，及び理化学的判定(アンモニア性窒素，亜

硝酸性窒素の陽性〉のみによる飲料適否について，各

市町別に分類すると，表1の如くである。

叉，塩素イオ、ノ，総、硬度の各市町別の頻度分希〈総

井戸数に対する百分率〉を示すと，表2，図6，表3，

図7の如くである。

4.2.1 臨素イオン

表 1，表2から塩素イオンについてみると，当地域

は，ほとんど15'"'-'35ppmの範囲内にあり，試験の結果

では，最低値は小平市の5.67ppm，最高値は三鷹市の

.88. 65ppmであった。

市町別にみると，福生町，昭島市，立川市，国立市，

国分寺市，小金井市，府中市は，?布均16.0'"'-'20. Oppm 

の間にある。その他の市，町は平均20ppm以上の値を

示している。特に都心部周辺の保谷市，回無市，武蔵

野市， .:::::.鷹市，調布市，狛江町は平均25.0'"'-'30. Oppm 

と高い数値を示している。

又，村山町，瑞穂町，羽村町は平均30ppm以上の値

である。塩素イオンは糞便性，人工汚染とも関連性が

深いので，住宅地としての人口密度の高い当地区は，

地下水が汚染されて，この為に，高い数値を示してる

ようにも考えられる。

一方，地形面から考察すると(閣6から)，立川面，

青相n面，武蔵野面のJI民に，塩素イオンが高くなってお

り， 20ppmを境にして， 20ppm以下が，立JlI芭j，青柳

面， 20ppm以上が武蔵野面という，地下水の特殊性も

考えられ，地質，地形面からの地下水の不連続との関

連性も推定出来る。

4.2.2 総硬度

表1，表3から，当地域は，ほとんど、が50'"'-'100ppm

の範囲内にあり，最低値は東村山市の38.0ppm，最高

値は府中市の 174.0ppmで、あった。市町別にみると，

清瀬町，久留米町，田無市，小平市，大和町が64'"'-'66

ppm，立川市，国分寺市，小金井市，武蔵野市が71.0 

'"'-'73ppm，福生町，国立市，府中市，三鷹市，保谷市

81. 0'"'-'89. Oppmの範囲内にあり，その他の市町は90.0

ppm以上を示している。

地形面からみると(図 7から)，武蔵野面の地下水は

60ppm付近が多く，立JlI，青wn面は70，80ppm近くの
値を示してる様に推定される。

4.2・3 全鉄イオン

当地域は，全般的には，鉄分が少なく，ほとんどが
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表 1 各市町別，塩繋イオン，総額鹿，総アルカリi蜜(平均値)，及化学的飲料適苔

ι~I 言語:13官|総砧:引井水総計|吟炉|化学物不適
清 1顎 町 22.81 63.16 33.5 30 16 (53) 14 ( 47) 

武蔵野市 25.54 72.40 36.8 17 15 (88) 2 ( 12) 

田 無 市 27.00 67.83 47.2 12 6 (50) 6 ( 50) 

保 谷 市 31. 78 81.26 51. 4 19 8 (42) 11 ( 58) 

久留米町 21. 81 64.36 33.8 42 24 (57) 18 ( 43) 

東村山市 23.51 66.54 26.8 44 15 (34) 29 ( 66) 

平 市 16.47 64.02 33.5 40 12 (30) 28 ( 70) 

小金井市 20.87 71. 75 34.0 16 13 (81) 3 ( 19) 

大 来日 町 26. 13 64.02 27.3 40 12 (30) 28 ( 70) 

村 山 問了 32.62 94.33 34.3 12 5 (41) 7 ( 59) 

鷹 市 29.36 89.23 33.3 30 12 (40) 18 ( 60) 

百百 島 市 18.97 91.55 44.5 18 14 (77) 4 ( 23) 

立 JlI 市 16.33 72.82 49.5 33 20 (61) 13 ( 39) 

国 立 市 18.85 81.00 79.0 12 11 (91) 1 ( 9) 

国分寺市 19.33 73.00 34.1 28 20 (71) 8 ( 29) 

府 中 市 20.06 84.61 52.2 35 28 (80) 7 ( 20) 

調 布 市 25.74 95.20 39.0 30 11 (36) 19 ( 64) 

狛 江 町 29.23 106.44 55.5 9 4 (44) 5 ( 56) 

瑞 穂 町 54.30 115.00 58.0 4 o ( 0) 4 (100) 

羽 村 町 30.23 112.73 36.4 15 2 (13) 13 ( 87) 

?高 生 町 17.40 84. 70 46.4 10 3 (30) 7 ( 70) 

表2 各市町別，塩素イオン頻度分布(井水総数に対する百分率〉

面~ 本数 o "-'10ppm 10"-'20ppm 20"-'30ppm 30"-'40ppm 40"-'50ppm 50"-'60ppm 60ppm"-' 

清 i瀬 町 30 。 12(40.0) 13(43.3) 3(10.1) 1( 3.3) 1( 3.3) 。
武蔵野市 17 。 6(35.3) 8(47.0) 1( 5.9) 1( 5.9) 1( 5.9) 。
田 無 市 12 。 5( 41. 7) 4(33.3) 2(25.0) 。 。 。
保 谷 市 19 。 5(26.3) 3(15.8) 8(42.1) 2(10.5) 。 1(5.3) 

久留米町 25 。 11(44.0) 13(52.0) 1( 4.0) 。 。 。
東村山市 30 2( 6. 7) 13(43.3) 6(20.0) 6(20.0) 2( 6. 7) 1( 3.3) 。
平 市 30 1( 3.3) 19(63.4) 10(33.3) 。 。 。 。
小金井市 16 2(12.5) 6(37.5) 6(37.5) 2(12.5) 。 。 。
大 和 町 20 。 4(20.0) 12(60.0) 3(15.0) 。 1( 5.0) 。
村 山 町 12 。 4(33.4) 4(33.4) 1( 8.3) 1( 8.3) 1( 8.3) 1(8.3) 

一一一 鷹 市 30 1( 3.3) 5(16.8) 11(36.7) 9(30.0) 2( 6.6) 。 2(6.6) 

sB 島 市 18 。 12(66.7) 4(22. 1) 1( 5.6) 1( 5.6) 。 。
立 JII 市 30 2( 6. 7) 23(76.6) 5(16.7) 。 。 。 。
国 立 市 12 1( 8.3) 8(66.7) 3(25.0) 。 。 。 。
国分寺市 28 。 17(60.7) 10(35.7) 1( 3.6) 。 。 。
府 中 市 35 。 23(65.7) 8(22.9) 4(11. 4) 。 。 。
調 布 市 30 。 9(30.0) 17(56.8) 2( 6.6) 1( 3.3) 。 1(3.3) 

1白 江 町 9 。 。 6(66.7) 2(22.2) 1(1 L 1) 。 。
瑞 穂 町 4 。 。 。 。 2(50.0) 2(50.0) 。
羽 村 町 15 。 3(20.0) 4(26. 7) 6(40.0) 2(13.3) 。 。
干高 生 町 10 1(10.0) 5(50.0) 4(40.0) 。 。 。 。
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表3 各市町市日11.総硬鹿頻鹿分布〈井戸総数に対する百分率〉

前言旦竺|本数|30~50 45Mm|7M0  ml9MO111Mol13い 50115…ppmI0u"""_'fuppmlfu"""_'，;;/uppml ppml ppml ppml ppml ppm 

清 瀬 町 30 4(13.3) 18(60.0) 5(16.7) 

武蔵野市 17 3(17.6) 6(35.3) 5(29.5) 

田 無 市 12 2(16.7) 4(33.3) 5( 41. 7) 

保 谷 市 19 。 3(15.8) 9(47.4) 
久留米町 25 。18(72.0) 6(24.0) 
東村山市 30 5(16.7) 14(46.6) 6(20.0) 

平 市 30 1( 3.3) 19(63.4) 10(33.3) 

小金井市 16 1( 6.3) 5(31. 2) 9(56.2) 

大 手口 町‘ 20 。 5(25.0) 8(40.0) 
村 山 IBJ 12 。 2(16.7) 4(33.3) 
一一 鷹 市 30 。 6(20.0) 12(40.0) 
昭 島 市 18 。 1( 5.6) 12(66.7) 
立 )11 市 30 1( 3.3) 12(40.0) 14(46.7) 

国 立 市 12 。 1( 8.3) 8(66.7) 
国分寺市 28 1( 3.6) 10(35.7) 9(32. 1) 

府 中 市 35 。 4(11.4) 20(57.0) 
調 :;fjJ rP 30 2( 6.6) 4(13.4) 7(23.4) 

1自 1工 町 9 。 。 1 (11. 1) 
瑞 穂 町 4 。 1(25.0) 。
3fJ 村 町 15 。 1( 6.7) 2(13.3) 
イ品 生 町 10 。 4(40.0) 3(30.0) 

図6 調査地域の塩棄イオン

0.1 ppm以下の良質で、ある。但し，回無市で，最高値

13.50 ppmを示した地区があるが， この井戸は，他の

成分から推定すると，汚染によって鉄分が増加してい

るものと考えられるo

地域的には，清瀬町では，井水30本中0.3ppm以上

の井水が 8本で，最高5.70ppmを示しているo昭島市

は18本中， 0.3ppm以上が5本で，最高3.95ppmで，

当地域の中でも鉄分が多いように考えられるO 今回の

2( 6. 7) 1( 3.3) 。 。 。
， 3(17.6) 。 。 。 。
1( 8.3) 。 。 。 。
7(36.8) 。 。 。 。
1( 4.0) 。 。 。 。
2( 6. 7) 2( 6. 7) 。 1( 3.3) 。
。 。 。 。 。

1( 6.3) 。 。 。 。
6(30.0) 1( 5.0) 。 。 。
2(16.7) 3(25.0) 1( 8.3) 。 。
10(33.3) 。 。 。 2( 6. 7) 
5(27.7) 。 。 。 。
2( 6. 7) 1( 3.3) 。 。 。
3(25.0) 。 。 。 。
5(17.9) 3(10.7) 。 。 。
9(25.8) 1( 2.9) 。 。 1( 2.9) 
12(40.0) 。 3(10.0) 2( 6.6) 。
6(66.7) 2(22.2) 。 。 。
1(25.0) 。 1(25.0) 1(25.0) 。
7(46.7) 2(13.3) 。 1( 6.7) 2(13.3) 
1(10.0) 1(10.0) 。 1(10.0) 。

国7 調査地域

調査項目にはなかったが清瀬町，東村山の一部地区で

は，マンガンを含む地下水が検出される場合があるの

で，注意する必要があるO

わ 2・4 井戸水の汚染実例
今回の調査の中に，先般，昭島市，福生町の一部井

水で，米軍基地から流出したガソリンの地下水への渉

透によるガソリン汚染地区があった。当地区の汚染井

戸水(10本〉と，汚染されていない井戸水との水質成
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分を比較すると表4の通りである。

表4

\井\水~成\分塩(イp 素総硬度過量ウン酸(マムp消pγカm費ガリ〉オン
(イppオmン〉pm) (ppm) 

正常の井戸水(18本〉 18.97 91. 55 1. 41 0.59 

汚染井戸水(10本〉 18.12 141. 40 17.02 1. 89 

此の表から，ガソリン汚染の為に，過マンガン酸カ

リウム消費量が約10倍強高い数値を示しているのは，

当然であるが，同時に，総硬度，全鉄イオンの最も増

加している。

一般に，汚染をうけると，有機物が分解して発生す

る炭酸ガスにより，土質中の諸成分を溶出する。当地

区は，関東ローム層中の鉄分がi容出される特性があ

り，常時，上記傾向に遭遇する場合があると共に，井

水の汚染の特徴でもある。

4.2ぺ理化学的試験から飯料水としての適否

飲料水としての適否は，理化学的試験と，細菌学的

試験との併用により判定するのが，たてまえであり，

本調査のみで，飲料水としての適否を論ずることは，

早計と考えられるが，一応(表1)から検討すると，

井水総数496本中，理化学的飲料適251本(約51%)，

不適245本 (49%)という結果であった。不適の大部

分は，亜硝酸性窒素の陽性に起閤している。

地区別では，武蔵野市，小金井市，昭島市，国立市，

府中市が70"-'90%理化学的に飲料適，小平市，大和町，

瑠穂町，羽村町，福生町が70"-'80%飲料不適で，その

他の地区は，適，不適の数が同数程度であった。

5. あとがき

本調査の実施にあたり，地質調査面で，特に御協力

いただいた，東京都立土木技術研究所，東洋大学工学

部の皆様に心から御礼申し上げます。
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BOD試験を妨害する物質(第2報)

木村康夫*

笹野英雄ネ

山崎堅 τ1:::ネ
口

INHIBITORS ON BIOCHEMICAL OXYGEN DEMANED TEST (目〉

Yasuo KIMURA， Kenkichi YAMAZAKI 

and Hideo SASANO 

The effects of metals on the BOD test， were reported following the previous report. 

The results obtained are indicated as follows : 

The BOD test was interrupted， when the density in the diluted sample was over 

than: 

1) Al ・・・・・・・・・・・・・・・1.Oppm 

3) Hg.............. .0.025.--...0. 05ppm 

5) Pb ・・・・・・・・・・・・・・・5.0ppm

2) Cu.............. .0. 025'"V O. 05ppm 

4) Ni.............. .0. 25ppm 

6) Zn ・・・・・・・・・・・・・・・10.0ppm

The order of toxicity followed the BOD interruption with metals: 

Hg>Cu>Ni>Al>Pb>Zn 

緒言

近年産業の発展にともない工場排水による公害が問

題となり，各監督官庁において広く取締りが行なわれ

ている。工場排水の水質基準項目にはBOD(生物化

学的酸素要求量〉が入っており， メッキ工場排水等を

除いては大部分の排水についてBOD試験を行なって

いる。 BOD試験法では有害物質を適当な方法で除去

するとある通り， BOD試験をおこなうに際しては排

水中の妨害物質が問題となる。そこで第1報におし、て

はクロムシアン，鉄の有害性について報告したが，

今回は水銀，銅，ニッケル，アルミニウム，鉛，亜鉛

のBOD試験におよほす有害性について検討したので、

報告する。

実験ーの部

L 実験試料

原水は河川水を25Gガラスフィルターで炉過し，浮

有物質を除去したものにLーグルタミン酸を加え， B 

OD値を約100ppmとしたものを用いたO 金属として

使用した薬品は次の通り。

*東京都衛生研究所水質試験部

( 149) 

CU...CUS04・5H20，

Al... K2AbCS04)4. 24H20 

Pb".PbCNOa)2 

Hg...HgCI2 

Ni...NiS04CNH4)2S04. 6 H20 

Zn".ZnS04. 7 H20 

2. 実験方法

原水のBOD値を 100%とした時と，原水に各金属

をO.1 ~200ppm CHgのみO.1 ~3. Oppm)加えた時-の

BOD値を比較し各金属のBOD試験への妨害率を

算出した。上記のBOD値は20倍稀釈で， 20oC， 5 

日間の傭であ ~)o DO (溶存酸素〉測定は，柴田ーミ

ラ{変法を用いた。

3. 実験結果

原水中の金属j農度は Table1， 2の通りであり，各

濃度の金属と原水との接触時間は1O~30分である。ま

た稀釈検水中の金属濃度は.200Cで5日間20倍稀釈

をした原水と接触させたものである。なおFig.1~6 

の金属濃度は原水中の濃度であり，稀釈検水(ふらん

瓶〉中の濃度はその 1/20量となるO
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Table 2 Effects of Metals on BOD test 
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Table 1， 2の各金属(ふらん瓶中濃度〉を添加し

た時のBODの5日間後の酸素消費率はAl...l.5ppm， 
'Cu...0.5ppm， Ni...0.5ppm， Hg...0.1ppmで40%以

下となる。Pb，Znは試験をした最高濃度10ppmで
酸素消費率60%を割らなかった。

Fig. 1 Effect of Alminium on BOD Test Fig， 3 Effect of Nickel on BOD Test 

100 lω z∞Pf畦200ppm 

Fig 2 Effect of Cupper on BOD Test Fig. 4 Effect of Lead on BOD Test 

20 
山町一 炉問 502∞ppm 100 200ppm 

( 150) 



Fig. 5 Effect of Zinc on BOD Test 
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Fig. 6 Effect of Mercury on BOD Test 

稀釈した時のふらん瓶中の濃度も考慮する必要があ

る。

2. BODを測定しても真のBOD値に近い値が得

られなくなる金属の最小濃度。( )中はふらん瓶中

の濃度。

Hg"'1'"'-'1. 5ppm (0.05'"'-'0. 075ppm) 

Cu...3ppm (0. 15ppm) 

Ni...5'"'-'10ppm (0.25"-'0. 5ppm) 

Al... 20，，-，30ppm (1 "-' 1. 5ppm) 

Pb…50ppm (2. 5ppm) 

Zn…100，，-，200ppm (5，，-，10ppm) 
3. 金属イオンのBOD妨害率からみた毒性の強さ

(Pb， Znは大差ない〉。

Hg>Cu> Ni> Al> Pb>Zn 

使用薬品溶解度

HgCb・・・6.920

Pb(N03)2...56.520 

レ。3 05 J.O IS 25f?1i'l 

CuSO♂ 5H20・・・31.60 

ZnS04・7H20・・・96.520

者襲および結論

1. BOD妨害物質量は原水中の濃度のほかに， 20 

OC， 5日間後の酸素消費率が 40'"'-'70%に入るように

( 151 ) 

NiS04(NH4)2S04・6H20…10.420

K2Ab(S04).24H20・・・11.420 

文献

1) 萩原耕一 :BOD試験法解説，初版， p47'"'-'48 

(1557)，績文堂，東京



飲料水中のフッ素定量法と都内井戸水中の

フッ素量について

夫

弘

身
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木

中

山崎堅吉*

土屋悦輝*

DETERMINATION OF TRACES OF FLUORIDE IN DRINKING WATER 

AND FLUORIDE IN WELL WATER ON THE WARD AREA OF TOKYO 

Yasuo KIMURA， Kenkichi YAMAZAKI， Hiroshi NAKAMURA 

Yoshiteru TSUCHIYA and Sutemi SHIGEOKA 

(1) We investigated and inproved the precise condition of procedures of“Simple method 

for direct photometric determination of traces of fluoride with alizalin complexone" by 

H. Hashitani et al. [JAPAN ANALIST vol. 16， p.44 (1967)J， because this method was 

simple and sensitive for determination of traces of fluoride. 

This method was improved as following. “Water containing 1 to 20μg of fluoride 

is treated with 2.5ml of 5.0% 'Dotite alufusone' aqueous solution (9 x 10-3M of La-ALC 

chelate) and 10ml of acetone， and the resulting solution is diluted to 25ml with distilled 

water (fluoride free). After standing 1. 5 hours， the absorbance of the solution is 

measured at 620mμusing a blank as reference." 

(2) On the Koiwa district (Edogawa-ward and Katsushik会warclin Tokyo)， fluoride of 

0.5ppm (average) and 2.28ppm (maximum) were detected in shallow well water， and 

0.05ppm (average)， 0.26ppm (maximum) in deep well water. On Jhe other district 

in Tokyo (ward area) ， 0.04'"'-'0. 06ppm (average) and 0.44ppm (maximum) were dete-

cted in shallow and deep well water. 

飲料水中のフッ素定量法として，従来， Zr-Alizalin 

法1)，Zr-SPANS法2)，Zr-Eriochromcyanine R法3)

などの比色法が多く用いられているが，そのすべてが

退色法であり， 特に 1~10μg 程度の微量フッ素の測

定には，感度，再現性などの点ですぐれた方法ではな

かった。しかし， 1958年，英国の Belcherら4)によっ

て Ali匂zali泊nCompμlexone (ο1， 2幽-d出ihydro刀oxyant出hra闘. 

quinone児e.開.3与.うヴyρyイl耐4位I町me抗thylami出ne-幽日.叩閉♂N

ALCと略記〉と Ce(盟〉のキレ{トがフヅ素の添加

で青変することが発見されてカかミら，新しい定量法が確

*東京都立衛生研究所水質試験部

立されへ更にその後，多くの研究者達6)-15)によって

改良が重ねられてきた。これらの方法は従来の比色法

と異なり，発色法であり， 原点を通る positiveな検

量線が得られるのみならず，実験操作も比較的簡単で、

あり，精度も高く，闘期的な方法といわれている。

われわれはALCを用いた多くのフッ素定量法のう

ち，簡便かつ高感度な方法として発表された橋谷氏ら

による簡易光度法15) (以下，原報と略記する〉につい

て，飲料水中のフッ素定量法として検討を加えた。ま

た，この方法で東京都区内の井戸水中のフッ素量の測

定を行なった。

(153 ) 



ト ALCによるフッ素定量法の検討

一般に， ALCによるフッ素定量法はALC溶液，金

属溶液(通常， Ceまたは Laを使用する)，緩衝液お

よびアセトンを別々に調整し， これらを順次試料に加

えて行くか，または， これらをあらかじめ混和し，混

成液として使用するもので，試薬調整の複雑さと安定

性に難点があった。

原報はALCと金属 (La)と緩衝液を一つにしたフ

ッ素定量試薬“アノレフッソン"16) を使用しているが，

これはALC-Laキレ{ト(モル比で、1: 1)を2.52%

含み，緩衝剤としてフタル酸水素カリウムおよびヘキ

サメチレンテトラミンを含む紫色の水溶性粉末である。

これを 2.5%の水溶液 (6X 10-3 MLa-ALCキレ{ト〉

として使用している。

われわれはこの方法の全般にわたり，飲料水中のフ

ッ素定量に適するように検討を加え，かつ飲料水中の

フッ定量操作で特に妨害される物質を中心にその影響

を調べた。また，現在最も精度よく，妨害物質の少な

いといわれる Zr-SPANS法と感度，再現性，妨害物

質について比較検討を行なった。

1. 実験方法

(1) 試薬および装置

フッ素標準溶液:フッ化ナトリウム NaF(Merk分

析用)2. 210gを水にとかし 11とし，この 1mlを

100ml Vこうすめて使用した。本液1ml中に10μgの

フッ素を含む。

La-ALC溶液:“ド{タイト@アノレブッソン"(同仁薬化

学研究所製)2.5gおよび5.0gを水にとかして100ml

とした。用時調整した。

アセトン:試薬特級(和光純薬製〉

分光光度計:島津QV-50型， 10mm石英セル。

pHメーター:東亜電波 modelHM-A，ガラス電極。

(2) 定量法の検討

a. La-ALC試薬の添加量，アセトン添加量，放置

時間については原報通り実験を行なった。

b.妨害物質についてはフッ素 10μgを含む溶液に

各妨害物質を添加したものについて，また色度に

ついてはフ{ムス質の試料ならびに色度標準液を

用いたものについて，それぞれフッ素量の測定を

行なった。

C. Z子SPANS法との比較

①感度:各方法のフッ素1ppmに対する吸光度を

求めた (5田平均〉。

②再現性:各方法のフッ素1ppmに対する吸光度

を10回測定し，この標準偏差を求めた。

③妨害物質: Zr-SPANS法については上水試験

方法(1965年版)2)より抜華し， La-ALC法につ

いては上記妨害物質の方法と同様に行なったっ

2. 結果および考察

a. アセトン添加量，放置時間については原報通り

の結果を得たが， La-ALC試薬の添加量については原

報ではフッ素 20μgで検討し，その添加量を決定して

いるため，測定範囲は 1~30μg とはならず， 1 ~20 

μgとなった。 La-ALC添加量を増加することにより

30μg程度まで測定することは可能で、あるが， 試薬が

高価なこと，飲料水中のフッ素測定には 1~20μg程度

が測定できれば十分なことなどを考えあわせ，La-ALC

試薬添加量は原報と同じ6x 10-3Mとした。ただし，

Fig. 1 Calibration Curves of Fluoride 
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測定操作の使宜上，通常検水を 10ml使用できるよう

にするため， La幽ALC溶液の濃度を原報の2倍の5%

としその使用量を 2分の 1の2.5mlとして，定量操

作法を次のように改めた。

「検水 10ml(Fとして 1'"'-'20μg)を 25mlのメス

フラスコにとり， La-ALC溶液 (5%アルフッソン水

溶液)2.5ml，アセトン 10mlを加え，水で全量25ml

として， よく混和し，室温で1.5時間放置したのち，

10mmセルを用いて波長620mμで、吸光度を測定するo

同様にして， フッ素標準液を用いて予め作成した検量

線よりフッ素最を求める。J

Fig.1はこの方法での検量線の一例で， Zr-SPANS 

法， Zr-Eriochromcyanine R法の検量線を参考とし

tc.司

b.妨害物質の影響についての結果ば Table1に

示す。検水中に残留塩素のある場合は，対応量よりや

や過剰の亜枇酸ナトリウムを加えることにより，その

妨害を除くことができるo また，塩素イオン，カルシ

ウムイオン，マグネシウムイオンは相当過最でなけれ

ば妨害はなく， ABSも1ppm程度で、は全く妨害はみ

られなかった。しかし，色度， リン酸イオン，鉄，ア

ルミニウムは影響強く，色度は20度， リγ酸イオンは

4μg， 鉄は 10μg，アルミニウムは 4μgで約10%の

誤差を生じた。

c. Zr-SPANS法と比較した結果は Table2の如

くである。その結果，感度，再現性とも La孔LC法

の方がすぐれていた。しかし妨害物質については，

鉄， カルシウムイオン， リン酸イオンに対しては妨害

されやすく，アルミニウム，マグネシウムイオン，塩

素イオン，硫酸イオンに対しては妨害が少なかった。

Table 1 Effects of Diverse Substances (La-ALC 1¥査ethod)

Substances Source Added Amoun t F Determined DiHerence 

Residual chlorine NaOCl 10μg 9.9μg -0.1μg 

30 9.7 -0.3 

As02ー NaAs02 9mg 10.0 。
Cl- NaCl 100 9.3 -0.7 

300 8.5 -1.5 

S04一一 Na2S04 50 9.4 一0.6
100 8.8 -1.2 

P04--- Na2HP04 iμg 10.0 。
2 9.6 -0.4 

5 8.6 -1. 4 

10 7.6 -2.4 

Fe+++ FeCla 10.1 十0.1

2 10.2 十0.2

3 10.3 十0.3

5 10.8 +0.8 

Al+++ AI-Metal，HCl 10.0 。
2 9.5 -0.5 

3 9.2 -0.8 

5 8.3 -1.7 

Ca++ CaCb 2mg 9.0 -1.0 

10 8. 7 -1.3 

Mg++ MgCb 10.0 。
10 8.9 -1. 1 

ABS DBS 10μg 10.0 。
Color 5ppm 10.5 十0.5

20 11. 1 十1.1

All samples contain 10 f-lg of fluoride 
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Table 2 Compa:rison with Z:r-SP ANS斑ethod

(1) Absorbance for 1. Oppm Fluoride 

Zr-SPANS Method 0.200 

La綱ALCMethod 0.266 

(2) Standard Deviation of Absorbance for 1. Oppm 

Fluoride 

Zr-SPANS Method O. 0059 

La-ALC Method 0.0014 

(3) Effects of Diverse Substanes 

Substances 
Zr-SPANS La-ALC 
Method Method 

As02-
P( PH1 
1300( +) 900p< pm 

Al+++ 0.2(ー〉 0.4(一〉

Fe+十十 10(ー〉 O. 5( +) 

Ca++ 800(十〉 200(一〉

Mg++ 40( +) 1000(一〉

Cl- 7000( +) 10000(一〉

P04一一一 16(十〉 0.4(一〉

S04一一 200( +) 8000(一〉

Color 20( +) 

The above values of diverse substances give O. 1 

ppm difference for 1.0ppm fluoride 

i 東京都区内の井戸水中のフッ

昭和27年頃より，江戸川区小岩地区で学童検診の際，

斑状歯患者が多いことがわかり，その地区の井戸水中

のフッ素量が調査された17)。その結果，平均1.03ppm， 

最高5.85ppmのフッ素が測定されている O

この事に関連して， Fig.2の如く東京都区内のうち，

Fig.2 東京都区内概念図

I2.2?lJI、局地区

士奇壬県

江戸川区小岩地区を中心とするフッ素量の多い地帯と

その他の地区に分けて，井戸水中のフッ素量を測定し

た。

1.実験方法

(1) 試料および採水方法

江戸川区小岩地区付近:江戸川区西小岩，東小岩，北

小岩，南小岩，篠崎および葛飾区東新小岩，奥戸本

町，奥戸新町，細田町，鎌倉町，青戸町

この地区の井戸については，当所から直接現地へ出

むいて採水を行なった。

その他の地区:上記以外の東京都区内全域で，当所に

依頼試験として提出された試料を使用した。

なお，深度30m未満の井戸を浅井戸， 30m以上のも

のを深井戸とした。

(2) 試験方法

上記， ALC改良法で行なった。ただし，妨害物質

の除去のため，あらかじめ水蒸気蒸留18)を行ない，そ

の留液について測定を試みた。

2. 測定結果および考察

測定結果は Table3の(1)および(2)の如くであっ

た。また，江戸川区小岩地区付近における測定井戸の

フッ素検出状況は Fig.3の如くである。 この地区に

おいて，特に浅井戸水にフッ素最多く，平均O.50ppm，

最高2.28ppmと他の地区に比べかなり高い値を示し，

水道法水質基準の O.8ppm以上を検出したものは31件

中6件で， 19.3%であった。しかし，この地区の井戸

水は一般に淡黄褐色をしており(ブームス質)， ある

いは淡黄褐色に濁り(鉄分が多い)， 飲料水として不

Fig.3 小岩附近図

0;主1Tf<汗京30司末渇)
o F，O.i ppm未2詰.尺0・1山 O.79ppm @戸，O..8_pp間以よ

ム;京井戸('1t;;i!30間以よ〉

A F.O.lppm永J均 A F. O./~O_7g??m 
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Table 3 東京都区内の井戸水中の7・y繋量

'(1) 

浅井戸 深井戸

地 区 別

霊童ド容唖件相数 ，平フッt素Ji量E 
小糊区|江戸川区I:~ I。ソ l810田

葛飾区 13 I 0.39 I 8 I 0.04 

練馬区 15 0.05 5 0.05 

杉並区 9 0.03 

中野区 4 0.04 0.00 

渋谷区 3 0.02 

豊島区 2 0.10 

新宿区 2 0.03 2 0.03 

板橋区 6 0.03 3 0.01 

その他の
目黒区 8 0.01 

世田谷区 15 0.03 6 0.11 
区 部

大田区 6 0.06 

文京区 4 0.09 

港区 0.17 0.11 

品川区 10 0.02 

足立区 0.00 2 0.08 

江東区 0.01 

台東区 0.12 

荒川区 0.44 0.04 

(2) 

挙} 数〈件〉 26 

均(ppm)I 0.50 0.05 
小岩地区|

0.26 

0(0) 

試 89 21 

0.04 0.06 

0.44 0.35 

0(0) 0(0) 

適当なものが多かった。実際には， この地区において

は上水道が 100%普及し，飲用として利用されること

はほとんどなく，浴場水や雑用水に使用されていると

ころが大部分で，豆腐屈で使用されているところが数

件あったにすぎなし、。一方，小岩地区においても，深

井戸では，フッ素最少なく平均 0.05ppm，最高 0.26

ppmと他の地区と同様な結果を得た。

(157 ) 

3. むすび

飲料水中のフッ素定量法としての La-ALC法は Zr-

SPANS法に比較して感度，再現性ともにすぐれてい

たが，妨害物質に多少問題があった。しかし前処理

として，水蒸気蒸留を行ない，妨害物質を除くことが

できるので， 1 "-'10μg程度の微量フッ素定量には非

常にすぐれた方法であると思う。

また，東京都区内の井戸水中のフッ素量は試料件数

が少ないが，平均してO.04--.，0. 06ppm程度で、あり，多

いところで.0.44ppm程度であったoそれに対して小

岩地区の浅井戸では特に多く平均で他の地区の約10倍

で，最高2.28ppmを検出した。

なお，小岩地区の浅井戸水中に特にフッ素量の多い

原因について，東京教育大，渡部助教授らの調査19)で，

深さ10，，-，15mの沖積層にある滞水層中に多量のフッ素

リン灰石が存在しこれが水中に溶出したものであり，

この付近一帯に偏在的にフッ素リン灰石が存在する理

由として，滞水層ができる当時の江戸川三角川!の堆積

状況によるものと推定されている。
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人造竹皮類の蛍光染料港出について(その2)

近年，天然の竹の皮や木材の不足から，紙製の人造

竹皮や人造経木がつくられて食品包装用に多量に使用

されている。紙は，古くから食品の包装に用いられて

いるものであるが，紙の生産量からみるとき，食品包

装用として使用される量はごく一部分であり，また損

紙や故紙なども原料として抄造されることがあるので

特に食品向けとして抄造しないものでは，紙を白くす

るために蛍光染料を添加しているものがあるの蛍光染

料は，食品衛生法上では，法定外の着色料とみなされ

る化学合成品であり，食品と直接接触する包装材料に

添加することは禁じられている。ただし製造基準の規

定により，食品に移行するおそれのない場合はその限

りで、はない口

昭和42年8月，筆者等は東京都内で販売使用されて

いる人造竹皮，人造経木，紙折箱について蛍光染料の

溶出検査を行なったので，その結果について報告を行

なう。なおさきに紙製品の蛍光染料についての試験結

果を衛研年報14(1964)に報告している。

原紙としては，人造竹皮，人造経木には上質紙(化

学パルプ 100%)が用いられ，折箱用には板紙(丸網

抄紙機により数個の丸網によってで、きた紙層が貼り合

わさっているので表，芯部，裏面と紙質が異なってい

るものが多い。〉 が用いられている。これらの原紙に

耐水性をもたせるために，パラフィンワックス，エパ

ワックス(低分子のポリエチレンワックスを混合した

製品〉をスプレ{コートまたは浸漬塗付するか，また

はポリエチレンをラミネートしている。通常，白色無

地のものを人造経木と称し，表側に竹皮の模様を印刷

したものを人造竹皮と呼称している O 印刷を施してい

るものは，インクのなかに含有される重金属(主とし

て鉛〉を溶出する場合がある。

1. 関係法令，通達ならびに試験方法

容器包装関係の蛍光染料に関する法令および通達は

下記のとおりである。試験の方法は昭和30.11. 16衛食

第244号の2および昭和37.8.3.環発第318号の通達に

準じて行・なった。

*東京都立衛生研究所食品部

藤居

上回

瑛* 佐藤晴代子*

工*松本 茂*

0昭和34年12月28日 厚生省告示第370号食品添

加物等の規格基準第3，B器具および容器包装の製造

基準

0昭和36年4月28日 衛食第 109号厚生省食品衛

生課長通知蛍光染料を使用した容器包装材料レース

ベーバ{などの取扱いについて

0昭和30年11月16日衛食第244号の2 食品に添加

される蛍光染料の検出法について

0昭和37年8月23日環発第318号食品等の現場試
験法の11，食品およびレ{スベーパ{など容器包装材

料中の蛍光染料

0昭和37年11月22日環乳第58号厚生省環境衛生局乳

肉衛生課長通達 アイスクリームの容器について

2.試料

人造竹皮および人造経木目種し十75種

板紙製折箱 16種 j

3. 試験成犠

試験項目中原材料中とあるのは，試料に直接紫外線

を照射してみた結果，および試料を細切して加温浸出

した液について試験を行なった成績で、ある。浸?漬試験

は，試料 25cm2を0.1%アンモニア溶液100mlの中に

浸潰して室温で10分間放置後，その浸出液について試

験を行なった。内閣溶出は，試料を箱形に折り，内面

(食品の触れる側〉に 0.1%アンモニア溶液をおおよ

そ1cm2につき 2mlの割合に満して室温10分間放置

後その浸出液について試験を行なったものであるo

重金属の試験は，試料50cm2(5cm X 10cm)を4%

酢酸溶液100mlに浸潰して，室温10分間および1時間

放置後，その浸出液を試験溶液として常法により鉛標

準液を用いて硫化ナトリウムによる呈色試験を行なっ

たものである O

紙を製造するときに紙の乾燥強度および湿潤強度を

つけるために，メラミン尿素樹脂をピ{夕{添加する

場合がある。このような紙については当然ホルムアノレ

デヒドの溶出が問題になるが，今回，重金属試験のた

めの試験溶液についてホノレムアルデヒドの検出を行な

ったところ，いずれもホノレムアノレデヒドを検出するも

のはなかったの

(159 ) 



表 1 人造竹皮および人造経木の蛍光染料と重金属の試験

試料
蛍 光 ヰお 質 重金属 CPb)ppm ~p 即日

No. 
耐水加工 判定

原材料中 浸漬試験 内面溶出 10分浸出 l -出 有 無

ワ ヅ ク ス 十 十 十

否否適適適

。。
2 11 土 土

3 11 十 十 。。
4 11 十 + + 1.0 3.0 
5 11 。
6 11 + 十 十 。
7 11 。
8 11 。
9 11 3.0 。
10 11 。
11 11 1.0 。
12 11 

13 11 十十 十十 十ト

14 11 + 士

15 11 土 。
16 11 

17 11 十 + 
18 11 + 土

19 11 

20 11 十 + 十 。
21 11 +十 -l+ + 

否否適適否
。o。22 11 + 十 十

23 11 

24 11 0.5 。
25 11 十 十 + 。
26 11 

適量
。o。27 11 + 

28 11 十 十 十

29 11 十 土 0.5 。。
30 υ 1.5 

:1 31 11 0.5 
32 11 0.5 
33 11 

34 11 

35 11 。
36 11 

重量
1.0 

37 11 1.0 
d 38 11 1.0 
39 11 

40 H 

41 ポリエチレソラミネート 土 3.0 
42 11 +十 + 
43 11 十十 4十 1.0 3.0 
44 11 

11 45 υ 

I1 46 11 。。
，1 47 11 

48 11 十

49 11 3.0 
50 11 + 十

11 51 11 十 1.5 
52 1/ 

!1 53 11 1.5 
11 十十 4十

55 H 十
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試料
蛍 光 物 質

耐水加工 判定
No. 

原材料中 浸漬試験 内面溶出

56 ポリエチレンラミネート
57 1/ 

58 1/ 

59 1/ 

ワックメ、 40 

計

PE 19 

注一全く検出しない
土 ほとんど検出しない
+ 検出する
+十著明に検出する

+ 
十 + 
十 十

- 23 - 25 
土 4 + 6 
十 11 + 7 
十十 2 +十 2 

8 - 13 
土 2 土 2 

+ 6 + 2 
十十 3 -l+ 2 

表2 板紙，紙折箱の蛍光染料と重金属の試験

- 31 
適31

+ 8 
十十 否 9

19 適19

十 。 否。

試料
蛍光物質

No. 
耐 オぇ 力日 工

内出試面溶験
判定

原材料

タト 内

グラシン紙貼ミ処ネ合ーせ60 
61 ポリエチレンラ ト +十
62 ワックス 理 +十 十 十

63 H 4十 + + 
64 1/ +十 十 十

65 1/ 土 土

適適否否否
66 1/ 十 十 十

67 1/ 十 土
68 1/ 十 + 十

69 H 十 + 十

70 1/ 十 + 十

否否否否否否

71 H + + 十

72 H + + + 
73 υ + 十 十

74 1/ + + + 
75 1/ 十 + 十

グラシン
。

4 適 4
3 

計 ポリエチレン
++十 105 

12 
ワックス、 14 。 十 12 否12

表 3 加工処理局IJにみた蛍光物質の溶出

試 挙ト 蛍光物質の溶出 人造経木

ワックス加工品 認口忍めないももの
める の

171件 ((5355%%〕〉

ポリエチレ yi認苦n刃ICi、めない孔主も〉 の 2 く(100%%〉〕
ラミネート品 める の 。

20 

計

( 161 ) 

重金属 (Pb)ppm ~p 席目

10分浸出 1時間浸出 有 無

0.5 
1.5 
1.0 

39 
0-.524 9 

1.0 4 22 18 
1.0 1 31..0 5 

2 

11 
18 0.5 
1.0 17 2 

1.0 1.5 3 
2.0 3 

重金属 (Pb)ppm ~p 局1

10分浸出 1時間浸出 有 無

一

- 16 - 16 16 。

人造竹皮 計

20件(く51.39%6〕〉
2 (5.1 

31件 ((53.69%6〉
9 (15.2%) 

17 (〔43G.69%6〉〕 19 くく3 20 . 2 %% 〕〕
。 。

39 



1) 人造竹皮および人造経木!こついて，ワ・yクス加

工品についてみると，

a.蛍光物質を全く検出しないもの 23件(57.5%)

b.蛍光物質をほとんど検出しないもの

4件(10.0%)

C. 原材料中にはあるが溶出しないもの

4件(10.0%)

d.溶出試験で蛍光物質を検出あるもの

9件(22.5%)

であって，原紙中に蛍光染料を含有するものをワック

ス加工した場合，鐙光染料のi容出を防ぐことのできた

ものは13件中の4件に過ぎず，原紙中に含まれる鐙光

染料の量が多いときは溶出試験において不適となるも

のが多い。任重合のポリエチレンワックスを用いて加

工したものは耐水性もよく，蛍光染料の溶出防止にも

よい成績を示している。

ポリエチレンラミネ同トの製品に・ついてみると，

a. 鐙光物質を全く検出しないもの 8件(42.1%)

b. 蛍光物質をほとんど検出しないもの

2件(10.5%)

C. 原材料中に蛍光物質を検出するもの

9件(47.4%)

d.内面の溶出試験で盤光物質を検出するもの

o (0 %) 
であって，ポリエチレンをラミーネ卜した試料pで、は，

原材料中に鐙光染料を含有するものであってもポリエ

チレンの被膜を通して溶出するものはなかった。

2) 板紙，紙折箱16件について

表側の紙は印刷効果をよくするためもあって，試料

No.65 1件を除き強い鐙光物質を認める。内面の紙に

ついても蛍光物質を認めるものが12件あり，内面につ

いて溶出試験を行なった結果はこの12件 (75.0%)か

ら蛍光物質を検出した。

3) 重金属の溶出について

重金属を試験した結果は試料全般にわたって良好で、

あった。 4%酢酸溶液に常温で， 10分間浸出した試験

溶液からは，鉛として 1ppmを検出したものは59件中

2件 (3.4%)で，あとの57件 (96.6%)については重

金属の検出はみられなかった。

浸出時聞を 1時間として試験を行なったときの成績

は表4のとおりである。

印刷の色としては，茶色系が最も多く，印刷のある

もの39件中24件(61.5%)である O 緑色系7件(17.9%)

表4 重金属の溶出 (4%酢酸溶液で1時間浸出〉

鉛の検出 人造経木および人造竹皮

(Pb)ppm ワッ工クス Iポリエチレン
板 紙

加 品ラミネ{ト品

0.4以下 29(72.5%) 11(57.8%) 16(100%) 

0.5'"'-'0.9 4(10.0%) 1( 5.3%) 

1. 0'"'-' 1. 4 4(10.0%) 1( 5.3%) 

1. 5""-'1. 9 1( 2.5%) 3(15.8%) 

2.0"，，-，3.0 2( 5.0%) 3( 15. 

40 19 16 

青色系4件(10.3%)，赤色系4件(10.3%)である。

紙折箱，板紙については，内閣に印刷したものはな

く，溶出試験で重金属を検出したものはない。

4. まとめ

人造竹皮および人造経木59種について，蛍光物質の

溶出試験を行なった結果， t容出を認めるものは 9件

(15.25%)である。

ワックス加工の試料についてみると， 40件中9件

(22.5%)が不適品である。ポリエチレンラミネート

のものでは，原材料中から蛍光物質を検出する試料に

ついても，内面からの蛍光物質の溶出は認められずし、

ずれも適となる。

板紙製品では，表の紙は印刷効果をよくするために

特に白い紙が用いられ，食品に直接触れる内面には蛍

光染料を含まないか，あるいは蛍光のない紙を抄きあ

わせているものが多し、。これらの場合紙の耐水性が患

いと内面に浸出液を満して試験を行なうときも，渉j問

溶出した蛍光物質が検出されることになる。 16試料中

12件 (75.0%)が不適となっている。

重金属の溶出は，印刷インキの影響と考えられる。

食品包装材料用としてのインキを購入使用すれば，顔

料として鉛化合物などを使用していないので，安全で

ある。インキについての配慮がなされるならば重金属

の問題は防止できるものである。なおインキのドライ

ヤ{についても鉛を含まぬものを選ぶことが必要であ

る。なお原紙を黄色に染色しているものの中には法定

外着色料(直接性染料，塩基性染料〉を使用してあっ

て，これらの染料が溶出するものもあるので注意が必

要である。できるだけ着色しないものを使用したし、も

のである。蛍光染料についても発癌性を疑われている

化合物であるので食品包装用材料としては蛍光染料を

添加していない紙を使用することが望ましし、。
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強化栄養素の経時的変化について(予報)

特殊栄養食品の標示許可基準について，昭和40年12

月厚生省からの通達により，従来の試験項目の他に表

1に示す食品に関して，強化栄養素の経時変化試験を

おこなうように改まされた。

この経時変化試験とは，カルシウムを除く他の強化

栄養素について，販売時と同ーの包装または容器のも

とに，各食品ごとに定められた温度，期間内における

強化栄養素損耗の程度を検査するもので，一定の条件

を付加した後も標示最を含有することを規格づけたも

のである。

そこで，特殊栄養食品として申請するため，当所に

依頼のあったもの，および収去品の一部の計 121検体

について厚生省の通達どおりに，また一部の食品につ

いては条件をかえて経時変化に伴う強化栄養素，とく

にビタミンB1J B2およびCの変動を観察したので、報

告する。

試験方法

各検体の一定期間の保存には恒温恒湿装置(株式会

社タパイ製作所製〉を用いた。

ビタミンB1J B2' C の測定は日本薬学会衛生試験

法にもとづいた。

ビタミン Bl:チオクロム法(ただしジベンゾイル

チアミンについては前処理として酵素分解法を用い

た〉。

ビタミン B2: リポプラビンけい光法。

ビタミン C: インドフェノール比色法。

各検体とも，まず通達どおりの試験をおこない，つ

いで離乳用穀粉類， ピスケット，ホットケ{キミック

ス，ハネ，ジャム類，カレー類，ポタ{ジュスープ，

めん類，粉末飲料などについては恒温400C，湿度 80

%60日間，および室温で2'"'-'6カ月開放置後の強化栄

養素量の含量を参考資料とするため測定した。

試験結果

ビタミン Blについては表1に， B2は表3に， C 

は表4に各種条件による経時変化成績を示した。

通達どおりの試験では，いずれの栄養素も一般的に

ネ東京都立衛生研究所栄養部

塚越ヤス*友成正臣*

五島孜郎*

表 1 経時変化試験吾要するもの

接合T号表窓|食品名|試験条件
(1)穀 類 米 恒温400C，60日間

乾焼押小即 麦 麦粉

1/ 

1/ 

席めきめ ふんん
1/ 

1/ 

1/ 

コンブレーク 1/ 

(3)甘砂糖味およ類び Iはちみつ I値温4刊， 60S間
(4)菓子類 クラッカ{ 恒温400C，60日間

ピスケット 1/ 

ボ { ロ 1/ 

ウェフアース 1/ 

ドロップ 1/ 

キャラメノレ 1/ 

チュインガム 1/ 

カステラ 1/ 

(5)油脂類 マ{ガリン 室温60日間

(7)豆 類 凍どうふ 恒室温温46000日C間，60日間
みそ

(8)魚介類 魚ソー肉セハージム 室温60日間

(9)獣鳥鯨肉類 食肉製品 室温60日間

在1)乳 類 酸(瓶詰のみ〉乳 室温60日間

(13)果実類 ジャム 恒温400C，60臼間
ママレード

果濃実縮果缶詰汁
1/ 

H 

自国し好飲料類 粉末飲料
恒料向温上は4室KOOi温ECL，6炭3酸日飲間

清涼飲料水

調味品類 しょうゆ 室温60日開
カレーノレウ

1/ 
ハヤシルウ
マヨネース 1/ 

その他の食品 室温OCあ，るいは恒日温間
400C，.15'"'-'60 

良貯であったが， ビタミン Blの場合， とくに離乳食

缶詰中のピ{フで69%，ピスケット中のアリメントで

2例中1例に約40%，ベピーウェブア{で2例中1例

に40%，ハネーで5例中2例に約34%，ジャム類で7
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表2 経時変化{ニ伴う試験結果 CV.Bl) 

標示 604日00
間
C
後 残存率 604日

0
0間C後 残存率

2~6 カ月 残存率
食 口口口 名 初回試験

くmg%) 湿度60% く%) 湿度80% く%) 間後室温 C%) 

鶏レ
バ

ーー野チ野入り菜菜
) 

0.8 1. 20 0.85 70.8 
0.8 1. 10 0.90 81. 8 

卵ア

肉
(スタ 0.8 1. 10 1. 00 90.9 

卵卵 ザー黄ト 0.8 1. 15 1. 00 87.0 
0.8 1. 10 1. 00 90.9 

卵卵卵み卵うううどどど(んんんス入入入そタりりりー牛鶏帯チ、肉肉野入野野り菜
菜
菜

汁
〉 0.8 1. 20 1. 05 87.5 

0.8 1. 00 0.86 86.0 
0.8 1. 20 o. 10 91. 7 
0.8 1. 00 0.90 90.0 
0.8 1. 05 0.96 91. 4 

卵卵卵卵卵ううううラどどどどイんんんんス入入入入(りりりり野牛牛鶏魚菜肉肉肉野入野野野り菜
菜
菜
菜
〉

0.8 1. 10 1. 00 90.9 
0.8 1. 05 0.96 91. 4 
0.8 1. 20 1. 10 91. 7 
0.8 1. 00 0.90 90.0 1弘

0.8 1. 15 0.85 73.9 

gJs フ イ ス 0.8 1. 15 0.85 73.9 
チーズライス 0.8 1. 15 0.98 85.2 
チーズライス 0.8 1. 15 0.98 85.2 
gJs 

野 菜
黄 0.8 1. 20 0.10 91. 7 

レ ノ、
守

一 0.8 1. 20 0.10 91. 7 

レ バ ー

ら野野野野ごし菜

菜
菜
菜
) 

0.8 1. 35 1. 30 96.3 
レバー 0.8 1. 20 0.86 71.7 
レハー 0.8 1. 20 0.10 91. 7 
レハー 0.8 1. 20 0.97 80.8 
レパー(う 0.8 0.95 o. 75 78.9 

鶏鶏か
き
肉肉ク
リ
野野ー ム菜菜
煮

0.8 1. 20 1. 20 100 
0.8 1. 04 0.80 76.9 
0.8 1. 05 0.90 85. 7 

ヒ 一 フ 0.8 0.80 0.25 31. 3 
フ リ ン 0.8 1. 30 1. 00 76.9 
フ ア イ 0.8 1. 15 1. 04 80.4 

平 均 {直
1. 13 0.96 

80.5 
土0.02 土0.03

ライスメール 1.0 1. 55 1. 55 100 1. 55 100 
ヒ タ メ 一 ノレ 1.0 1. 47 1. 45 98.6 1. 47 100 
ライスフレーク 1.0 1. 35 1. 34 99.3 1. 26 93.3 1. 35 100 
ベビーメート V 1.0 1. 67 1. 63 97.6 1. 38 82.6 1. 67 108 
ベピーメート A 1.0 1. 55 1. 48 95.5 1. 52 98.1 1. 55 100 

平 均 {直
土0.05 土0.04 土o.78 土0.05

100 

""i' ン ナ 0.4 0.90 o. 75 83.3 0.04 71. 1 o. 75 80 3.3 
オシャブリビスケット 0.4 0.56 0.56 100 0.52 92.2 0.56 10 
ア リ メ ン ト 0.4 0.60 0.53 88.3 0.38 63.3 0.60 100 
「ず 、ノ ナ 0.4 0.48 0.48 100 0.50 104 
ア リ メ ン ト 0.4 0.52 0.31 59.6 0.52 100 

平 均 {霞
土0.06 土0.06 土0.06 土0.06

97.5 

76.0 
ベピーウェファー 0.6 o. 78 0.47 60.3 0.63 80.8 

平 均 {車 78.4 

0品|剖
LI

105 
ホットケーキミックス 0.5 0.61 0.57 93.4 0.54 I 88.5 0.60 98.4 
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標示最
6温04度日日。間印C後% 

残存率
曲湿4度目008間C0後% 

残存率 2'"'-'6カ月 残存率
食 口仁口1 名 初回試験

くmg%) (%) く%) 間後室温 (%) 

ホットケ{キミックス 0.5 0.61 0.53 86.9 0.49 80.3 0.61 100 

平 均 !値 0.60 0.54 
90.5 

0.50 
83.2 

0.55 
100.8 

土0.10 土0.10 土0.02 土0.02

ノ、 ネ 一 3.0 4.50 3. 70 82.2 
ノ、 ネ 一 3.0 3.80 2.80 73. 7 
ノ、 不 一 3.0 3.50 2.80 80.0 2. 70 77.1 3.50 100 
ノ、 ネ 一 3.0 5.50 3.63 66.0 2.63 47.8 5.50 100 
ノ、 ネ 一 3.0 3.50 2.25 67.2 1. 40 40.0 3.40 97.1 

平 均 {直
4.16 3.04 

73.8 
2.24 

55.0 
4.13 

99.0 
士0.35 土0.25 土0.34 土0.56

イチゴジャム 1.2 1. 80 0.91 50.6 0.80 47.2 1. 50 83.3 
クリームチョコレ{ト 1.2 1. 80 1. 20 66. 7 1. 00 55.6 1. 80 100 
vマ '"7 レ { ド 1.2 1. 35 1. 25 92.6 1. 00 74.1 1. 35 100 

杏 ジ 、ャノ ム 1.2 1. 80 1. 40 77.8 1. 20 66. 7 1. 80 100 
オレンジ ャム 1.2 1. 80 1. 55 86.1 1. 30 72.2 1. 80 100 

リ ンゴジャム 1.2 1. 60 1. 20 75.0 o. 76 47.5 1. 60 100 
フレンドクリーム 1.2 1. 70 1. 35 79.4 1. 00 58.8 1. 60 94.1 

杏リンゴジャム 1.2 1. 90 1. 26 66.3 1. 90 100 

ジャム 1.2 2.25 1. 60 71. 1 2.25 100 
オレンジママレード 1.2 1. 90 1. 35 71. 1 1. 70 89.5 

世止主位主 、ン ヤ ム 1.2 1. 90 1. 30 68.4 1. 80 94. 7 
ピーナッツクリーム 1.2 1. 90 1. 14 71. 3 1. 60 100 

平 1匂 {直
1. 78 1. 27 

75.5 
1. 14 

64.2 
1. 70 

96.8 
土0.03 土0.06 土0.07 土0.06

カ 1ノ { ノレ ウ 3.0 4.50 3. 75 83.3 
即席シチュウの素 3.0 3. 75 3.62 97.1 
、、 ルクカレー 3.0 4.15 3.77 90.8 3.37 81. 2 3. 75 89.2 
カ レ { ノレ ウ 3.0 4.25 4.25 100 4.25 100 4.50 105.9 
ハヤシフレーク 3.0 4.40 4.20 95.5 4.20 95.5 4.50 102.3 

平 均 値
4.21 3.92 

93.3 
3.94 

90.9 
4.23 

99.1 
土0.03 土0.11 土0.23 土0.23

ポタージュス{プ 5.0 6.91 6. 70 97.0 6.63 91. 6 6.53 94.5 
チーズポタージュ 5.0 6.08 5.86 96.4 5.58 91. 8 5.63 92.6 

平 均 備 6.50 6.28 96. 7 6.11 91. 7 6.08 93.6 

インスタントラ{メン 0.5 0.80 0.53 66.3 0.80 100 

栄乾インスタントラーメン 0.5 0.80 o. 72 90.0 
養ワンタン 0.5 0.80 0.54 77.1 0.42 60.0 0.56 80.0 1: 
め ん 0.5 0.80 0.72 90.0 0.80 100 

平 均 値
o. 78 0.66 

85. 7 0.48 63.2 
o. 72 

93.3 
土0.02 土0.05 土0.07

表3 経時変化に伴う試験結果 (v.B2) 

標示量 604日00
間
C
後 残存率 6

湿

34
度日008
間
C
0

後

% 

残存率 2'"'-'6カ月 残存率
食 ロロ口 名 初回試験

(mg%) 湿度60% く%) (%) 間後室温 (%) 

牛
牛
卵
魚
ま

ぐ黄肉肉

野ろ

野野野野

菜

菜

菜

菜

菜

0.8 1. 15 11. 5 100 
0.8 o. 73 o. 70 95.9 
0.8 1.10 1. 10 100 
0.8 1. 20 1. 10 91. 7 
0.8 0.90 0.77 85.6 
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標示量 604日00
間
C
後 残存率 6

湿

04
度日008
間
C
0

後

% 

残存率 2.......，6カ月 残存率
食 品 名 初回試験 400C 

(mg%) 湿度60% く%) く%) 間後室温 く%)

j 

混
ピ ー合フ野野

菜
菜

0.8 0.90 0.90 100 
0.8 1. 04 1. 04 100 

ヒーフ 0.8 0.80 0.7? 96.3 

フ
とり肉ライス 0.8 0.80 O. 76 95.0 
リン 0.8 O. 82 0.82 100 

平 均 {霞
0.94 0.91 

96.5 
土0.05 土0.05

プ リ メ ン ト 0.4 0.53 0.50 93.4 0.48 90.6 0.50 94.3 
ア リ メ ン ト 0.4 0.40 0.36 90.0 0.40 100 

平 均 値 0.47 0.43 91. 7 0.45 97.1 

ベビーウェファ{ 1.0 1. 15 1. 05 91. 3 100 87.0 1. 30 113 
ベビーウェファー 0.6 1. 30 0.08 61. 5 1. 15 88.5 

平 均 {直 76.4 100 

牛乳用ココア 2.0 2.00 2.00 100 
、、
、

ルクセーキ 2.0 3.15 3.10 98.4 2.50 79.4 3.10 98.4 

平 均 {直 2.58 2.55 99.2 

ホットケーキミックス 2.0 2.60 2.20 84.6 1. 88 72.3 2.63 101. 2 
ホットケ{キミックス 2.0 2.58 2.20 85.3 2.27 88.0 2.60 100.8 
ホットケーキミックス 2.0 2.05 2.16 105.4 1. 93 94.1 2.10 102.4 

平 均 {直
2.41 2.19 

91. 8 
2.03 

84.8 
2.45 

101. 5 
土0.14 土0.01 土0.10 土O.14 

ミノレクカレーフレ{ク 3.0 3.38 2.93 86. 7 2.83 83. 7 3.00 88.8 
カ レ { ノレ ウ 3.0 4.85 4.65 95.9 4.50 92.8 4. 80 99.0 
ハヤシブレ{ク 3.0 2.05 5.00 102 4. 75 96.9 5.00 102.0 

平 均 値 土0.43 土0.52 土0.49 土0.90
96.6 

6.30 95.2 5.42 86.0 87.8 
チ{ズポタージュスープ 5.0 6.00 5.50 91. 7 5.30 88.3 5.33 88.8 

平均値 5.36 87.2 5.43 88.3 

表4 経時変化に伴う試験結果 (V.C)

標示量 6

温

04

度
0
日

06

間
C
D

後

% 

残存率 604日
0
0間C後 残存率 2

.......，6カ月 残存率
食 日ロ日 名 初回試験

(mg%) (%) 湿度80% く%) 間後室温 く%)

合
i

メメメロ口

μ 

μ 

3L 
斗

L 

h 

成

成

成

成
成

レ モ ン 200 325 248 76.3 290 89.2 
レ モ ン 100 146 116 79.5 128 87. 7 
レ モ ン 100 148 119 80.4 129 87.2 
レ モ ン 100 132 112 84.8 125 94. 7 
レ モ ン 100 156 128 82.1 146 93.6 

平 均 値
土4.75 土3.38 土4.74

90.8 

ド ロ ヅ 99.2 
キ ヤ ン ア 120 138 125 90.6 136 98.6 

平 均 {鹿 98.9 
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標示量
6湿04度日006間C0後Z 

残存率
6湿34度日008間C0後% 

残存率 2........，6カ月 残存率
食 日口日 名 初回試験

くmg%) く%】 く%) 間後室温 (%) 

トマトジュース 30 64 21 32.8 51 79. 7 
トマトジュース 30 49 17 34. 7 40 81. 6 

平 均 値 57 19 33.8 46 80. 7 

ベピ{フードにんじ菜ん 30 45 32 71. 1 
ベピ{ブ{ド野合野 30 46 31 67.4 

平 均 値 46 32 69.3 

ン、
コ‘ 一 ス 100 155 122 78. 7 

'/ ζL 一 ス 100 145 103 71. 0 
、ン =t.. 一 ス 30 35 33 94.3 
、ン ニL 一 ス 30 37 32 86.5 

平 均 値 139/36 113/22 82.6 

濃濃厚厚ジジ ュュ {ースス((55倍倍)〉
150 214 210 98.1 
150 283 271 95.8 

平 均 値 249 241 97.0 

粉粉粉粉 末末末末 ジ ュ ー ス
100 140 104 74.3 101 72.1 113 80. 7 

ジュース 100 138 106 76.8 99 71. 7 114 82.6 
、ンュ{ス 200 289 245 84.8 229 79.2 249 86.2 
ジュース 200 317 264 83.3 256 80. 7 278 87.7 

平 均 {霞 139/303 105/255 79.8 100/243 17 114/264 84.3 

ノレクセーキ 100 143 147 102.8 
ルクセーキ 100 126 117 92.9 

平 均 {直 135 132 97.9 

表5 食品男IJによる経時変化に伴う試験結果

標示量 初回 標示量に
6湿04度日0。6間c0後% 

標示量に
6湿04度日0。8間c0後% 

標示量に2.......，6カ月 標示量に
食 口口口 別 検体数

(mg%) 試験 対する率 対する率 対する率間後室温対する率

V.Bl 

離乳食缶詰 0.8 
1. 13 

141. 3 
0.96 120.0 31 

土0.02 土0.03

離乳食穀粉類 1.0 
1. 52 

152.0 1. 49 149.0 
1. 39 

139.0 
1. 52 

152.0 5 
士0.05 土0.04 土O.78 土0.05

ピス ケ ト 0.4 
0.61 

152.5 132.5 
0.51 

127.5 
0.59 

147.5 5 ツ 土0.06 土0.06 土0.06 土0.06

ホットケ{キミックス 0.5 
0.60 

120.0 
0.54 

108.0 
0.50 100.。0.55 110.0 3 

土0.10 土O.10 土0.02 土0.02

ネ 3.0 
4. 16 

138. 7 
3.04 

101. 3 
2.24 

74.7 
4.13 

137.7 5 ノ、 { 

土0.35 土0.251 土0.34 土0.56

、ン ム 類 1.2 
1. 78 

148.3 1. 27 105.8 
1. 14 

95.0 
1. 70 

141. 7 12 ヤ 土0.03 土0.06 土0.07 :1::0.06 

カ レ 類 3.0 
4.21 

140.3 
3.92 

11JZ  

131. 3 
4.23 

141. 0 5 一 土0.03 土0.11 土0.23

ポタ{ジュスープ 5.0 6.50 130.0 6.28 125.61 6.11 122.2 6.08 121. 6 2 

麺 類 0.5 
O. 78 

156.0 
0.66 

96.0 
O. 72 

144.0 4 
土0.02 土0.05 土0.07
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標示最 初
食 口仁口I 別

くmg%)

V.B2 

離乳食缶詰 0.8 
O. 
土O.

ピス ケ ツ 0.4 O. 

ホットケーキミックス 2.0 
2. 
土O.

カ レ 類 3.0 
4. 
土0.43

ポタージュスープ 5.0 6.15 

V.C 

合成 レモ ン 100 
145.5 

トマトジュース 30 57 

離乳食缶詰 30 46 

清涼飲料水 30 36 

清涼飲料水 100 150 

11長曲 品市 果 ~t 150 249 

1持 オミ 飲 ;[JI. 100 139 

草分 末 飲 料か 200 303 

ミノレクセ{キ 100 135 

例中 2例に，それぞれ49%，33%と損耗率の高いもの

がみられた。

ビタミン B2では，ベピ{ウェケァーの 1例に38%

の損耗率を観察した。

ビタミンCでは離乳食缶詰で約30%， トストジュー

スにおいては約65%と高い損耗率を示した。

つぎに温度を60%から80%に上げた場合は，いずれ

の栄養素も湿度60%時の試験成績に比して，低{直を示

す傾向がみられる(表5)。室温保存試験では初回試験

( 168) 

2-----6カ月 標示量に
検体数

る率間後室温対する率

113.8 10 

107.5 0.45 112.5 2 

109.5)! j 土20.0103 101. 5 
2.45 

122.5 3 
土0.14

139.7 
4.03 

134.3 
4.27 

142.3 3 
土0.49 土0.90

5.36 107.2 5.43 108.6 2 

132.0 
132.0 4 

土4.74

46 153.0 2 

2 

2 

2 

2 

100 100.0 114.0 2 

243 121. 5 132.0 2 

2 

より，わず、かながら低値を示すが，湿度60%時の成蹟

よりは良好な結果を示した。

総 括

厚生省通達にもとづく試験ではニ，三三の食品をのぞ

いては標示量に対し約50%増の栄養素強化で，ほぼ満

足すべき結果がえられると考えられる O したがって

40
0C， 60日間の試験条件は必ずしも不適当なものと

は考えられないが， トマトジュ{スについては温度条

件をかえる方が適切と考えられ ;;)0



シロネズミの妊娠時における無機質代謝(抄録)

五島孜郎ネ関 博麿*

正常時のカルシウム(以下 Caとする〉出納実験に

比して妊娠時の出納実験の観察報告の例は少なし、。妊

娠時の Ca出納は母体の平衡維持と胎仔の骨形成の面

から観察する必要があり，またこれは母体が摂取すべ

き Ca量とその時期にも関連することである。そこで

基礎実験として妊娠全期間を通じて同ーの飼料を与え

て妊賑時の出納観察を行なった。

使用した動物は出産の経験のない Wister系のシロ

ネズミで体重 180gm前後のもの11匹である。

飼料中の無機質組成は Ca=831.5mg%， リン(以

下Pとす)=615.8mg%，マグネシウム(以下 Mgと

す)=105.3mg %，で， この飼料で10日間慣れさせた

のち実験を開始した。

非妊時の出納観察を 5日間行ない，夜間交配させ，

妊娠の確認は交配の翌朝 Smear法により Spermaを

認めた日を妊娠第1日として起算し，妊娠全期聞を7

日 7日，出産迄(7 "-' 8日〉の3期間に分け観察し

た。

l 親シロネズミの体重および飼料摂取量

妊娠後期に胎仔発育が急速に進むため， この期には

親の体重は急激に増加した。飼料の摂取量は各期にお

ける平均 1日当りでは差がみられないが， 体重 100g

当りについてみると，後期は前，中期に比して飼料の

*東京都立衛生研究所栄養部
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摂り方が低下する傾向がみられた。これは出産前の2

"-'3日は摂取量が低下するからである。

rr Caの出納

吸収率は妊娠初期にもっとも高く，期がすすむにつ

れて低下する。尿中排j肢は各期に差が認められない

が，体内保留量は初期に高く，後期に低くなる傾向を

示した。

m pの出納

妊版全期間を通じて吸収率に差はみられないが，尿

中排世率は中期に高く，摂取量に対する平衡は前@後

期に高くなる傾向を示したO

れr Mgの出納

Mgは全期間を通じて展中，尿中排I世率，吸収率，

平衡率ともに差が認められなかった。

これらの成績により妊娠時には， p， Mgに比して

Caの代謝は可成りの影響をうけるものと思われる。

出納成績から求めた体内保留量は，胎仔への蓄積を

も含めてのものであるから，母体のみの体内保留はな

んとも言えないが，それについては仔の分析結果によ

り次の機会に報告する。

本題は，第22四日本栄養@食糧学会総会において報

告した抄録で、ある。



日常食品の酸価およぴアルカリ価

臨 豆類のアルカリ価または酸価と調理によるカルシウム

およびリン量の変化

Iましが昔

前報1}，2) において東京産野菜のアノレカリ価とその調

理による変化，またカルシウム(以下 Caとする〉お

よびリン(以下Pとする〉量の変化について報告した

ので，引きつづき豆類について報告する。

我が国では豆と言えば，大豆と小豆を連想するほど

このニつは食生活の中に深く入りこんでいる。大豆は

そのまま煮豆として用いるほか，みそ，醤油，豆腐，

納豆をはじめ油揚，がんもどき，ゆばとして使われ，

小豆は赤飯に入れるほか，鱈ものとして和菓子の主原

料に用いられている。

大豆と小豆では同じ豆類でも，その成分が大きく異

なるため，おのず、から調理の目的や製品も異なってく

る。

本調査は豆類を次の3グループに分けてまとめてみ

た。

1) 大豆や黒豆のように，蛋白質，脂肪に富んでい

るものとその加工品。

2) 小豆，いんげん豆， うずら豆のように糖質や蛋

白質が多く，指肪の少ないものO

3) 枝豆，そら豆，爽えんどうのように無機質を中

心として用いるものO

試料および実験方法

1) 試料

豆類はほとんど都内の小売庖から購入したので，産

地，採取時期ははっきりしていないが，一部のものは

北海道産である。

2) 試料の調製および調理操作

豆類はごみを除き，付着した汚れは洗わずにふきん

で拭きとる程度とした。

調理の方法は前報1)，2)と問じく

A.水だけで茄でる。

B.食塩 (1%)を加えて茄でる。

ネ東京都立衛生研究所栄養部

西田甲子ネ五島孜郎本

C.砂糖 (3%)を加えて茄でる。

D.油で妙める。

の4方法をとったが，大豆，黒豆，小立，ささげに

ついては，水で1時間茄で、る操作のみを行なった。 1

時間の煮沸で、はかたくて食用にはならないのである

が，実験用の限られた器具と茄で水の分量ではこれ以

上の煮沸は無理であるし，小豆は皮が破れて中が出は

じめ，立自体の損失があるので，食べられる段階では

ないが，茄で時間は 1時間に限定した。ただ豆腐につ

いては湯立腐の要領で，湯で2分茄でる，食塩を加え

た湯で、2分茄でるの2方法をとった。

枝豆，そら豆，その他では， A， B， C， Dの4調

理法をとり上げたが，中にはその食品に適さない調理

方法もあるので，除外したものもある。

3) 実験方法

アルカリ価または酸価については笠原3)による方

法，即ち酸性成分の散逸を防ぎつつ灰化し，フェノー

ノレフタレインによる滴定法およびカチオン交換樹脂応

用の酸価，プノレカリ価測定法によりおこなった。

カルシウムについてはキレート滴定法4)を， リンに

ついては Gomori法5) により比色定量をおこなった。

結果および蒋襲

1) 大立類のアルカリ価または酸価について(表1) 

大豆のアルカリ価は24.74，黒豆は22.85で双方とも

似かよった数値を示したo これを 1時間茄でると，大

豆では8.15，黒豆は5.32で同じアノレカリ性ではあるが

価は小さくなった。

豆腐 3検体のうち 2検体はアルカリ価であったが，

1検体は酸価であった。同じ食品でありながら両方の

価の出たものに野菜類1)で、は長葱があった。これは土

壌，収穫時期，肥料などの関係であろうと思われた

が，豆腐では原料の大豆がアルカリ価20以上であり，

製造過程においても豆乳の}疑問に Na，Ca， Mgなど

の塩類溶液を加えるので当然アルカリ性食品と思われ

たが，出来上ったものは，弱アルカリまたは弱酸の価
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表 i 大豆などのアルカリ価または酸価

食品名

j大豆

1，大

し黒

①豆腐

②豆腐

③(豆腐

i グ (2分茄〉
L グ (2分塩茄〉

①生あげ

②生あげ

③生あげ

がんもどき

うす揚

きな粉

①凍豆腐

②凍豆腐

(ゆば
グ(茄〉

納豆

①みそ

l②みそ
醤油

総酸度
I /...1 / D乙 1 I / Iμ叫

39.21 63. 93 24. 74 

32. 20 40. 35 8.15 

37.60 60.45 22. 85 

31. 58 36. 90 5. 32 

1. 72 2.61 0.89 

7.92 8. 59 0.67 

8.49 7.93 O. 56 

7.61 6. 47 1. 14 

11. 76 10.71 1. 00 

18.45 19.67 1. 22 

11. 85 10.62 1. 23 

5. 22 4.75 0.47 

12.84 9.56 3.28 

17.90 18.25 

64.33 32. 79 31. 54 

30.16 19.23 10.93 

26. 26 13.22 13.04 

38.94 45.71 6.77 

30. 74 31.06 0.32 

15.34 30. 88 15.44 

215.12 216.68 1. 56 

223.34 225.61 2.27 

269. 64 274.15 4.51 

(試料 100gに対する l規定液のcc数で表わす〉

を示し，中性に近い食品に仕上げられてしまうように

思われる。酸価0.56を示した豆腐を，水で、茄で、で、たと

ころ酸価1.00となり，塩水で、茄で、たものは酸価1.14と

なった。

また生あげ、3検体とがんもどきを調べた結果，いず

れも酸性食品であったが，油揚だけはアルカリ性食品

であった。このように複雑に製造加工されたものは，

原料の酸価，アルカリ価に関係なくいずれかに変えら

れてしまう。そのいちぢるしい例は凍豆腐で，植物性

食品としては珍らしく高い酸価を示し， 2検体とも酸

価10.93と13.04で、あった。

きな粉，ゆば，納豆などはアルカリ性食品であっ

7こ。

調味料の，みそ2検体についてはアルカリ価1.56と

2.27で，醤油はアノレカリ価4.51で、あった。

西崎6)の実験値は，大豆 +10.21，豆腐 +0.13，生

あげー0.19，うす揚ー0.50であり，みそ，醤油はOで

ある。

2) 小立類のアルカリ価について(表2)

表2 小豆などのアルカリ価

食 品 名|総酸度

①小豆

②jL 小豆
グ (1時間茄〉 18.01 3.13 

③j小豆 20.32 43.4 23.12 

グ (1時間茄〉 15.56 18.8 3.33 

jささげ 30. 79 47.3 16.55 

グ (1時間茄〉 15.29 18.9 3.64 

きんとき立 32.20 52. 7 20. 59 

いんげん豆 32. 20 54.6 22. 48 

うずら豆 30. 58 47. 3 16.81 

小手亡豆 32. 70 53.8 2i.12 

(試料 100gに対する l規定液のcc数で‘表わす〉

小豆3検体については， ともにアノレカリ価で15.47，

18.54， 23.12であった。これを 1時間茄でたところ

15.47のものが3.13に23.12のものが3.33になり，調理

前と後では大きな違いがある。

表3 枝豆，そら豆などのアルカリ価また[ま酸価

食 口仁口I 名 |総酸度|総アノレ|酸価|カリ度 リ{面

①枝豆 12.91 16.73 3.82 

15.29 25.45 10. [6 

グ(茄〉 7.13 10.76 3.63 

グ (塩茄〉 9.31 14.85 5.54 

グ (砂糖茄〉 7.13 10.13 3. 63 

17.18 15.43 1. 75 

グ(茄〉 10.70 0.85 9.85 

グ (塩茄〉 23.65 16.50 7.15 

グ (砂糖茄〉 13.94 4.09 9.85 

①英いんげん 5. 76 6.61 0.85 

3.47 8.80 5.33 

グ(茄〉 2.11 5. 73 3.62 

グ(油:砂〉 2.93 8. 78 5.85 

①爽えんどう 1. 45 4.92 3. 47 

②(爽えんどう
5.91 9. 59 3.68 

グ(茄〉 4.75 7.86 3.11 

グ (塩茄〉 15.15 17.68 2.53 

グ(砂糖茄〉 4.18 6.71 2.53 

グ (油妙〉 5.40 8.22 2.82 

2.61 3. 79 1. 18 

グ(茄〉 1. 93 2.93 1. 00 

グ (塩茄〉 9.55 10.86 1. 31 

グ(砂糖茄〉 2.48 4.22 1. 74 

グ(油J砂〉 3.02 66.6 3.64 

(試料 100gに対する l規定液のcc数で、表わす〉
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ささげも小豆にほぼ近い数値を示し，調理前アルカ

リ価16.55が後では3.64になった。

北海道産のきんとき立，いんげん豆， うずら豆，小

手亡立ともアノレカリ性食品で'16.81から22.48の範囲で

あった。

以上，小豆など6種の豆類はすべてアルカリ性食品

であり，一部の立を水茄で調理したところ，やはりア

ルカリ性で、あったが，その価は小さくなり酸価に近づ

く傾向がある。

西崎5)の実験値は，小豆+7.34，いんげん豆十18.82

となっている。

3) 枝豆，そら豆などのアルカリ価又は酸(聞につい

て(表3)

枝豆2検体については，アルカリ価3.63と10.16で，

これを食用になるやわらかさまで、支持で、たところ，アル

カリ価3.63となり，塩茄では5.54，砂糖を加えて茄で

たものは3.63となり，調理前よりはアルカリ価が小さ

くなった。

そら豆は外の爽を除き，中の皮はつけたままでそれ

ぞれの調理操作をおこなったところ，生のものは酸価

1. 75，茄でたもの酸価9.85，塩茄で同じく 7.15，砂糖

を加えて茄で、たもの同じく 9.85となり，茄でたものは

生よりも酸価が大きくなっている。西崎6)によれば，

乾燥したそら豆は-4.35で、それを茄で、た場合，更に酸

性度を増すとあり，当実験においても同じ傾向を示

し，今回は生のそら豆ではあったが，やはり酸性食品

となり，茄でることによりさらに酸価は大きくなっ
ザ演

れ」。

爽いんげん，爽えんどうともにアルカリ性食品で、あ

り，茄でることによりアルカリ価には変りはないが，

その数値は小さくなっている。

豆もやしは爽立ではないが，緑豆の加工品であるの

でこのグル{フ。に入れた。生のものはアルカリ価1.18 

であり，茄でたもの， ，沙めたものともにアルカリ性で

あった。

4) 豆類を調理した場合の CaとP量の変化(表4)

大豆，黒豆について，調理官官と 1時間水茄でした物

とを比較すると，共に Caより Pの残存率が高いが，

小豆，ささげでは逆にPより Caの残存率が高し、。こ

こでは加熱時間を 1時間に限定したが，食用になる軟

かさまで茄でれば，大豆，小亙ともに Ca，Pの損失

はさらに大きくなるであろう。

豆腐では，湯豆腐をする要領で2分間煮沸したとこ

ろ，水茄で，塩茄でとも Ca，Pの残存率は90%前後

で高い価を示した。

豆もやしの Caについては，いずれの調理方法によ

表4 豆類を調理した場合のCaとP量の変化

調 理 前 水で茄でる 食茄塩でをる加えて 茄砂糖でをる加えて 油で:沙める

l調対理剛
紅19 mg する残

存率 % 
mg l'存調対率理す局るIJに桟% mg る残% 

大 立 Ca 158 50.6 一一
P 448 53.6 一一

黒 豆 Ca 214 86.9 
P 428 90.0 一一

①小
一 Ca 72 83.3 
旦 P 350 67.4 ー一

②小
-= Ca 104 94.2 
旦 P 238 74.8 

さ さげ Ca
72 59 81. 9 

P 372 252 67.7 

旦 腐 Ca 107 96 89. 7 92 86.0 一
P 96 931 96.9 93 96.9 

枝
-= Ca 75 34 45.3 38 50.6 35 46. 7 
旦 P 210 100 47.6 100 47.6 98 46.7 

そら豆 Ca 38 27 71. 1 26 68.4 34 89.5 
P 222 146 65.8 196 88.3 182 82.0 

豆もやし Ca 14 13 92.8 13 92.8 13 92.8 14 100.0 
P 45 35 77.8 45 100.0 35 77.8 45 100.0 

英いんげん ? 84 
929 8 
69.0 ー 63 75.0 

44 65.8 44 100.0 

爽えんどう ? 75 
752 4 
92.3 55 73.3 48 64.0 46 61. 3 

62 87.1 62 100.0 52 83.9 60 96.8 
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つでも90%以上の残存率があり，油妙めでは 100%で くなった。

あった。 pでは塩茄でと油妙めが 100%，水茄でと砂 小豆，その他の豆類はアルカリ性食品であり，これ

糖を加えて茄でたものが同じに77.8%であった。 を茄でた場合もアルカリ価を示したが，数値は調理前

枝豆については， Ca， Pともに，いずれの調理法 より小さくなった。

もその残存率は50%を下廻っていた。これは立を爽か つまり，豆類を茄でることにより共通した傾向は，

ら出して実験をおこなったので，普通家庭で行なうよ 調理前がアルカリ性で、あったものも，又は酸性であつ

うに爽ごと茄でれば，残存率は幾分高くなったので、は たものも茄でることにより，総て酸性に傾いて行くと

ないかと思われる。 言うことである。

また軟らかく茄でるために，長時間加熱したことが ② CaとPの変化については， 1時間の煮沸によ

残存率の低い原因のーっとも思われる。り大豆類では Caより Pの残存率が高く，小豆類につ

そら豆では， Ca， Pともに水で、茄で、たものは残存率 いては逆に Pより Caの残存率が高かった。

が低く，砂糖を加えて茄で、たものは残存率が高かった。 豆腐，:Qもやし中の CaとPについて，茄でた結果

枝豆，そら立とも油妙めという方法は余り用いられ はその残存率が高く，枝豆の残存率が低かったのは，

ないので除いたが，爽いんげん，爽えんどう，豆もや 加熱時間の長短によるためではないかと忠われる。

しについては野菜1)の場合と同じく，茄でる方法より 参毒文献

油妙めの方が Ca，Pの残存率が高かった。 1) 西国，五島:都衛研年報， 16， 147 (1964) 

総括 2) グ:グ 17，153 (1965) 

① 大豆はアルカリ性食品であり，これを茄でた場 3) 笠原:生化学 24， 3，__， 4， 175 (1956) 

合もアルカリ性で、あった。しかし，同じく大豆から作 4) 上野:キレート滴定法， 224 (1940) 南江堂

られた豆腐 (3検体のうち1検体)，凍豆腐，生あげ， 5) G. Gomori: J. Lab. Clin. Med.， 27， 955 

がんもどきは酸性食品で、あった。そら豆も同じく酸性 (1942) 

食品で、あった。 6) 西崎，青柳:東京化学会誌，第361険， 643 (19 

酸性を示した豆腐とそら立を茄でたところ，やはり 15) 

生の場合と問じく酸性を示し，その数値は生より大き
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低温における食品由来黄色プドウ球菌の

挙動について

緒論

さきに著者ら1)は動物性食品， 特に生肉の低温腐敗

の問題について検討し，そのなかで，生肉を低温保存

した場合， 370Cで発育する細菌よりも 5'""'-'70Cで発

育する低温細菌の方が品質に及ぼす影響が大きいこと

を明かにした。また最近市販の食肉水産加工冷凍食品

の検査をおこなってみると，低温細菌による顕著な汚

染をみることがしばしばあるo またこれら低温細菌叢

は食品の種類あるいは貯蔵温度などによってかなり

異なってくるものと考えられる O この問題はすでに

Ayres2)， Marth3)， Mckenji4)，小川町らによって報告

されている。また生肉を低温貯蔵した場合， 菌叢が

Pseudomonasと Staphylococcusにかたよる現象が

みられるとの報告日)もある。 Staphylococcusは腐敗細

菌としてだけでなく，食中毒起因菌としても重要な存

在であることは周知の事実である。しかも食中毒起因

商である Staphylococcusaureusのエンテトキシン

をはじめ各種の外毒素の産生は菌の増殖度よりも，む

しろそれらが存在する環境，特に温度との関連が深い

ように思われるO そこで著者らは今回食品から分離し

た Staphylococcusaureusの低温下における発育態

度，糖分解性，各種酵素の活性度について観察しあ

わせて Staphylococcusepidermidisの挙動について

も観察した。以下その成績について報告する。

実験材料ならびに襲験方法

(1) 供試菌株

供試菌株は畜肉製品，主食類，複合食品，菓子から

分離した Staphylococcusaureus (以下 Sta.aureus 

と記す)60株(内食中毒原因株10株)， Staphylococcus 

epidermidis (以下 Sta.epidermidisと記す)50株(内

36株は mannit分解陽性株を含む)を使用した。

(2) 供試菌の発育態度

供試菌株はあらかじめ 250Cで24時間，ブイヨン培

養したのち，一定商量をブレインハートイ γフュジョ

*東京都立衛生研究所乳肉衛生部
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ン培地に接種し， 450C， 370C， 20oC， lOoC， 40G 

に保持し，一定時間ごとに標準寒天培地を用いて，混

釈平板培養に付し， 370C 48時間培養して菌数測定を

行なったO

(3) mannit分解性

ブイヨン法日}によりそれぞれ370C，20oC， lOoC， 

40Cにおける分解の有無を観察した。

(4) 各種酵素の活性度

供試菌をそれぞれの平板培地にごく少量ずつ接種し，

それぞれ370C，20oC， 10oC， 40Cで培養後，商集

落周囲の透明度あるいは混渇度ならびに指示薬に対す

る呈色度を24時間ごとに観察して，その活性度を判定

した。

(品 coagulase活性

平板法にしたがし、家兎に血撲を5%の割合に添加し

たハ{トインフュジョン寒天培地に供試菌を接種し，

発生した集落周聞の反応度により判定した。

{鴎卵黄反応

卵黄加ハ{トインブュジョン食塩寒天培地聞を用い、

集落周囲の反応の有無を観察した。

(同 DNase試験

DNase寒天培地(栄研製〉を用い， 培養後1.5 N 

HClを作用させて観察した。

(同 phosphatase試験

P.P寒天培地(栄研製〉を用い，培養後アンモニア

を作用させ，発色の有無を観察した。

(E) lipase試験

milk caseinase寒天培地11)を用い， 培養後集落周

囲の透明度を観察した。

(F) 溶血皮応試験

普通寒天培地(栄研製)に家兎あるいは羊の血球を

それぞれ5%濃度に加えた平板培地を調製し，供試菌

株を接種培養後，溶血環形成の有無ならびにタイプを

観察した。

実験結果

(1) 培養温度と増殖度との関係

( 175) 



'(A) St. aureusと Sta.epidermidisの増殖態度

St. aureusは Sta.epidermidis Vこくらべて，中温

~高温域 (200C -----450 C )での発育がし、ちじるしく，

培養後 1'"'-'3日で，その菌数は 109'"'-'101O/mlに達し

た。なお450Cと200C発育の聞に大きな差異が認めら

れた。しかし培養温度が 100C以下になると，発育は

ほとんど停止し， 40Cでは培養後4日頃から，菌数

の減少が認められた。他方 Sta.epidermidisの方は低

温下でもゆるやかではあるが増殖を示した。

図 1 Staphylococcus aureus と St.epider-
midisの培養温度と増殖鹿
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(B) 食中毒原因株の増殖態度

食中毒原因株の発育状態は第2図に示すように，低

、温域(10'"'-'40C)においては Sta.aureus非中毒株

(以下 Sta.aureus(非〉と記す〉との差異は認められ

なかった。ところが中温~高温域 (20-----450C)では全

般的に Sta.aureusはりにくらべて，発育が弱く， 45 

'oc， 200Cとも増殖曲線は横ばい状態を示しており，
1-----3日培養後でも Sta.a ureus(非〉は 1010/mlの菌

数に達したのに対して 105/ml程度しか増殖が認めら

れなかった。

図2 Staphylococcus aureus (中審株〉の培養

温度と増殖鹿
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(2) 培養温度と酵素活性との関係

{地 coagulaseおよび卵黄反応の挙動

Sta. aureusの coagulaseの産生率は当然のことな

がら中温域 (20，，-，370C)ではほぼ 100%であるが，低

国3 各培養温度!こおける Coagulaseの挙動

，9 /2 
da.ls 

図4 各培養温度における卵黄反応の挙動
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温域(10"-'40C)でもかなり強い活性を持続してい

た。すなわち 100Cでは coagulaseの産生速度は低下

するが，培養後48時間で40"-'50%の産生率を示し， 7 

日自には食中毒原因株では80%， Sta. aureus(非)で

は100%の産生率を示した。なお 40Cの場合でも両

者ともに約80%の産生率が認められた。卵黄反応、の態

度は coagulaseと対照的で，中温域 (37"-'200C)では

食中毒株 Sta.aureus(非〉ともに coagulaseと同様

な反応を示したが， 100C以下の低温域では全く皮応

が認められなかった。

(176 ) 

(剖 DNaseの挙動

中温域 (37'"'-'200C)におし、て，食中毒原因株 Sta.

aureus(非〉の DNaseの産生はいちじるしく， 培養

後1-----2日間で90，，-，100%の産生率を示した。培養温

度が 100C以下になると， Sta. aureus(非〉は培養後



4日目に85%が産生を示したが，食中毒原因は産生能

が失われ， 7日経過しでも，いぜ、んとして DNase産

生は認められなかった。 Sta.epidermidisは DNase

産生が一般的に弱く， 370C培養でも 5%が産生を示

したにすぎなかった。しかしlOoCの低温でもその産

生率は変らず， 13"-'25%の陽性反応が認められた。 4

oC以下になると Sta.aureus， Sta. epidermidis両

者とも DNase産生は全く認められなかった。

図 5 各培養温度における DNaseの挙動
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ゆ phosphataseの挙動

phosphataseの活性は中温域 (30"-'200C)において

:Sta. aureusが 100%，Sta. epidermidisが40"-'50%

の陽性率を示した。培養温度をlOoC以下に下げると，

Sta. aureusの活性は急激に減少し，そのために20数

ノミーセントの陽性率を呈したにすぎなかった。 Sta.

.epidermidisは陽性率が32%で中温域 (20"-'370C)の

場合と比較して，低温にそれほど影響されずに，なお

活性が維持されていた。さらに低温になり 40Cにな

ると， Sta. aureus(非〉の一部に多少活性がみられた

が，その他はすべて活性を示さなかった。

図6 各培養温度!こおける phosphataseの挙動

a : 5t. aureus 
{i.'・ (中毒株)

己(St. epiderm‘diS 
試写'f15笹志良cι}

70ε 

/2 
do.ys. 

(瑚溶血反応について

Sta. aureusの溶血は coagulase，DNase， phospha-

taseの諸酵素と同様に，各培養温度のうちで， 370C 

培養のときが最も反応が強く短時間で溶血環を形成し

た。ところが培養時聞を延長 (3日開〉すると溶血環

の出現率は 370C培養より 200C培養の方が高かっ

函7 各培養温度における溶血反応の挙動
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た。 Sta.epidermidisは Sta.aureusの場合と多少態

度を異にし， 370C 培養で15%であったのが8%に陽

性率が低下した。このように Sta.aureusの溶血反応

は370Cよりやや低温(20，，-，lOOC)の方が反応が強く

現われた。とくに食中毒原因株ではlOoCの培養にお

いても80%が溶血を示した。

(国 lipaseの挙動

Sta. aureus (非〉は， 培養温度が370Cから 200C

に低下すると lipase産生能が極端に低下し， 370C 

で、陽性率が96%で、あったものが30%に低下する。この

傾向は低温域において， もっとも顕著に現われ，食中

毒原因株 Sta.aureus(非〉とも全く反応を示さなく

なった。 これに対して，元来 lipase活性が弱し、とみ

られている Sta.epidermidisはlOoCでも活性を示す

ものがあり， 10%程度の陽性率が認められた。

図8 各培養温度における Lipaseの挙動
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(的 mannit分解能について

Sta. aureusの370Cにおける mannit分解能は

DNase， phosphatase と同様に24時間培養後， 食中

毒原因株 Sta.aureus(非〉とも80"-'96%の高い陽性

率を示した。他方 Sta.epidermidisは mannit分解

酵素の産生能が劣るため， 24時間後では約10%の陽性

率を示したにすぎ、なかった白しかしながら培養10日後

では73%が陽性を示した。ところが低温域(10，，-，40C)

では Sta.aureusと Sta.epidermidisの関係は逆転

し， Sta. epidermidisは 13"'-'14%が mannit分解を

( 177) 



図9 各培養温度における蹴annit分解能
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示すのに対して Sta.aureusは全く分解しなかっ
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1同 caseinaseの挙動
Sta. aureusの caseinaseの挙動はi容血反応のそれ

とよく似ており， 370C よりも 200Cの方が陽性率が

関10 各培養温度!こおける Caseinaseの挙動
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高く，強度の反応を示した。ことに低温域(1O"-'40C)

における lipase産生および mannit分解能は 100C

でほとんどみられないのに対して caseinaseは25"-'30

%の陽性率を示しかなり活性を保有していた。この

ように Staphylococcusは蛋白質をかなり低温でも分

解し， この点脂肪あるいは糖に対する態度と対照的で

あった。なおこの傾向は Sta.aureusより Sta.epi-

dermidis におし、て顕著であった。

者 察

表i 培養温度と生化学的性状

12 
(UL凶

Staphylococcusの450Cの高温域から 40Cの低温

域に至るまでのl幅広い温度域での発育態度をみると，

Sta. aureus， Sta. epidermidis ともに至適発育温度

は370C附近であり， 450C， 200Cでも多少の差異は

あるが， いずれも発育は良好であった。 ところが10-

oC以下の低温域になると Sta.aureusと Sta.epi-

dermidisの増描曲線は逆転し， Sta. aureusの発育は

停止するか， もしくは減少を示し，これに対して Sta.

epidermidisの方は 100C以下でも増殖を示した。し

たがって Sta.epidennidisは低温細菌としての性質が

かなり強いように思われた。小川等12)-15)も種々 の検

体から低温性の Staphy lococcusを検出しているが，

これらはいず、れも Sta.epidermidis で Sta.aureus 

はみられなかったと報告している。しかし Sta.au-

目
Coagulase Egg. yolk DNase 

phospha舗
Mannit Lipase Caseinase Hemolysis 

tase 
手重

Sta aur.中埜毒
100 90 100 100 100 90 80 80 

370C 100 100 100 100 100 96 79 83 

Sta. epider. 。 。 5 43 73 10 53 15 

Sta aur. 中1宋毒 90 90 90 100 80 90 100 100 

200C 100 100 100 100 96 29 91 100 

Sta. epider. 。 。 13 53 60 10 50 8 

Sta aur.中株毒
80 。 。 20 。 20 30 20 

100C 100 。 85 29 。 。 25 81 

Sta. epider. 。 。 25 37 13 10 35 5 

Sta aur.中埜毒
80 。 。 。 。 。 10 20 

40C 77 。 。 8 。 。 。 10 

Sta. epider. 。 。 。 。 3 。 27 5 I 

数字は陽性率

(178 )， 



reusの低温発育性， いわゆる好冷性は皆無というの

ではなく，最近 Angelloti15)により6.60Cでも発育す

る Sta.aureusの存症が報じられている。 Staphylo-

，coccusの増殖度と関連して， 生化学的性状の挙動を

観察してみると，細菌の増殖状態による影響はたしか

に大であるが，温度の酵素の活性におよぼす影響もあ

ってかなり複雑である。 coagulaseの産生能はlOoC

以下の低温になると Sta.aureusの発育そのものは停

止するにもかかわらず， 370Cにおけると同様いぜ、ん

として強い活性を示した。すなわち coagulase活性は

細菌の増殖度とは直接関係がないように思われた。こ

れは coagulaseの産生量によるのではなくして，むし

ろ低温においても活性度が失われにくい coagulase自

体の性質に起因しているように思われる。

このような現象は phosphatase，DNaseにおいて

は認められなかった。

卵黄反応は coagulaseと比べるとかなり対照的で，

温度がlOoC以下になると，全然反応を示さなくなり，

細菌の増殖度と密接な関係があるように思われた。こ

れは培養齢の若い細胞の方が適応酵素産生能が大であ

るためで、あり，種々の基質および種々の徴生物におい

て，しばしば観察されることからも，容易に理解でき

ょう。また卵黄反応は一種の lipase反応であるとい

う報告16)17)があるが，温度による活性をみたところ，

lipaseとは性質が異なるように思われた。

coagulaseと関係の深い DNase， phosphotaseの

挙動は全般的には卵黄反応と同様に，細菌の増殖度と

平行しており， Sta. aureusはlOoC以下になると全般

的に陽性率が極端に低下する。ところが Sta.aureus 

(?nの陽性率のみは特異的で， lOOCでも85%の高い

陽性率を示した。食中毒原因株は11)株とも陰性であっ

た。これが事-実とすれば食中毒原因株と Sta.aureus 

〈非〉の分離鑑別に応用すれば，エンテロトキシン産生

株を選別する上で有効ではないかと思われる。このこ

とについては今後さらに例数を重ねて再確認したし、と

考えている。

溶血反応については Sta.aureusの陽性率は 370C

よりも 200Cの方が高く， 100%を示したo Sta. epi-

dermidisは Sta.aureus のように活性曲線が凸型に

ならず，温度の低下につれて一般に陽性率も低下して

いた。 したがって Sta.aureusと Sta.epidermidis 

のi容車度の差は 200C培養の場合が最も大きし、。この

ことから溶血反応を利用して Sta.aureusとSta.epi-

，dermidisの区別をする場合には， 370Cより 200C培

養で観察する方がより好ましいように思われたO

く179) 

caseinaseの活性度を lipase， mannit分解能とを

含めて相互に比較すると， 370Cでは mannit分解が

最も活性が強く，ついで lipaseさらに caseinaseの

)1聞になり n食品保存性に影響する酵素のうちでは最も

活性度が弱し、。 370Cにおける Sta.aureusの casei-

nase陽性率は80% ，Sta. epidermidisで‘は53%の陽性

率であった。球菌は一般に蛋白分解能が弱し、といわれ

るが，上記の結果からすれば Staphylococcusについ

ては他の諸酵素と比較してみても，それほど極端に活

性度が低いとは思われなし、。むしろ逆に Sta.aureus， 

Sta. epidermidis両者とも低温域では，表1に示すよ

うに明かに lipase，mannit分解能よりも強い活性を

有していることがわかる。以上のように caseinaseの

挙動については，他の諸酵素ではみられない特異的な

パタ[ンを示しており興味深し、。これは Sta.aureus 

あるし、は Sta.epidermidisの各 caseinaseの産生と

菌体外に分泌された caseinase自体の活性がそれぞれ

特有の適温範関をもっているために，両者の適温にず

れを生じ両者の適温範囲の重なりが，比較的低温域

(200C附近〉に寄っているためにおこる現象ではない

かと思われるo

Witterl8)は蛋白分解酵素の働きを温度の観点から論

じその活性は温度の上昇につれて著しくなるとのべ

ている。また Peterson19)によれば Pseudomonasflu-

orescensについてではあるがOOC'"'-'30oCにおける菌

体外蛋白分解酵素の分泌は菌の発育速度と逆比例して

OOCが最大で，温度の上昇につれて低下する。しか

し一度分泌された酵素活性そのものは温度上昇につれ

て強まるとのべている。

lipaseは卵黄反応とことなりlOoC以下でも活性を

示す。 Nashif29) -23)によれば，細抱外の lipase産生

の至適温度は 150Cまたはそれ以下であり， 300C以

上では産生されないとのべているが，著者らの実験結

果では， そのような事実は認められなかった。 Sta.

aureusの lipaseは370Cで約90%陽性を示している

が， lOoC以下になると極端に活性が低下する。また

Sta. epidermidisの陽性率は Sta.aureusと比較する

と， lipase活性が劣るが， lOoCになってもほとんど

変動しなし、。これらの点を考え合せると lipaseの活性

度は細菌の増殖とも多少関係しているようである。

中温域 (37'"'-'200C)における mannit分解性は li-

pase， caseinaseの活性に比べて，いちじるしいこと

が認められ， Sta. aureusは100%，Sta. epidermi-

disで、は73%の陽性率で、あった。ところがlOoC以下

になるとほとんど活性を示さななかった。わずかに低



温性の Sta.epidermidisだけが活性を保持しており，

mannit分解能が caseinase， lipaseと比較して細菌

の増殖との相関がもっとも高いように思われた。以上

のように低温環境下における生化学的活性の度合は，

coagulaseは別にしても，中温環境下とはかなり差異

があることがわかる。 Sta.aureusとSta.epidermidis 

の分類は通常 coagulase産生能と mannit分解能が分

類上のカギとされているが，卵黄反応， DNase，溶血

反応を用いることは十分可能であると考えられるO ま

た低温保存食品の貯蔵性あるいは変性に関与する因子

として， mannit分解性 lipase および caseinase活

性が極めて重要な意義をもっと考えられる。この意味

で，今後さらに蛋白，脂肪，糖などの異なった基質と

の関係についても検討の必要があると思われる。 Sta-

phylococcusのこのような態度を食品衛生学的な面か

ら解析すると，食品を低温で保存する場合，食中毒原

因株， Sta. aureus(非〉をとわず Sta.aureusの増殖

は抑制され， したがってエンテロトキシンによる食中

毒の危険性は低下するものと考えられる。しかし低温

下でも coagulase，caseinaseの活性が十分認められ

る事実からみて，食品が再び常'温に放置された場合に

は，エンテロトキシンの康生あるいは蛋白質分解によ

って生ずる有毒性アミン中毒の恐れも多分に考えられ

る。また腐敗細菌としての Staphylococcusを考えた

場合，低温発育性を有する Sta.epidermidisの方は低

温でも比較的速かに増殖し， かつ低温下でも mannit

分解能， lipase， caseinase活性を示す事実を考慮す

れば， Sta. epidermidisの汚染が食品の品質保持の面

で等閑視できない重要な意義をもつものと思われる。

結 論

1. Sta. aureusとSta.epidermidisの至適発育温

度は200Cをさかし、にして逆の関係にあり，高温~中

温域 (20'"'-'450C)では Sta.aureusの方が発育が顕著

であるが，低温域(10'"'-'40C)では逆に Sta.epider-

midisの方が発育は優勢である。 Sta.aureusは低温

域ではほとんど発育を示さなし、。

2. Sta. aureus， 食中毒原因株は中温域 (37'"'-'20

OC)では Sta.aureus(非〉株より発育が訪れ、。低温

域(10'"Y40C)においては差異は認められない。

2.今 coagulaseは低温域(10'"'-'40C)においても80

から 100%の陽性率を示し， coagulase活性に対する

低温の阻害作用はほとんど認められなし、。これに対し

て卵黄反応は低温になると活性が失われ， lOoC以下

では活性は全くみとめられない。

4. DNasε， phosphataseは40Cでは活性がほと

んど認められない。 100C培養における phosphatase‘

の活性は Sta.aureusにくらべて Sta.epidermidisの

方が強い。 DNaseの活性度においては Sta.aureus 

のSta.aureus(非〉株では85%の陽性率も示したが，

食中毒原因株は10株ともすべて陰性であった。

5. mannit分解能と lipaseの活性度はとくに細菌

の増殖度との関連が高く，食中毒原因株の一部を除い

て， Sta. auraus， Sta. epidermidisともに低温域に

おいて，その活性を失なう。

6. Sta. aureusの溶血反応と caseinaseの活性の

度合は370Cよりも 200C培養の方が大きく，低温域

(10'"'-'40C)における挙動は mannit分解能， lipase 

のそれと対照的で，細菌の増殖とは関係なく，増殖が

停止しでも， lOoCでは81'"'-'20%，40Cにおいては20，

'"'-'10%が陽性を示した。

稿を終るに臨み，菌株の 1部を分与いただいた当所

食品部直井主任研究員，ならびに実験に御協力願った

東京畜産株式会社研究室清水隆雄氏に感謝致しますO
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乳，乳製品の大腸菌群定性試験における検出危険率の問題

本論文の概要は第41回東京都衛生局学会において報

告した。

1. はじめに

食品衛生検査における大腸菌群については， 従来

personal health control の立場から，人畜の糞便汚

染の指標としての意義をみとめており，食品からの本

菌群の検出は，消化器系伝染病原菌，食中毒菌存在の

可能性を示唆するものと解されてきた。この考え方は

今日でもなお広く衛生面で支持されている。しかしな

がら衛生細菌学の面で汚染指標とされている大腸菌

群 (Coli-aerogenesGroup)は Breed& Norton1)が

定義したように，乳糖を分解し酸とガスを出す好気性

または通性嫌気性のグラム陰性無芽胞梓菌に限定され

るものである

1956年の Coli剛aerogenes小委員会(国際微生物学

会の下部組織〉の分類をみても明らかなように，人畜

の糞便汚染とは全く関係のない Erwina のようなも

のも包含され，さらに分類学上，腸内細菌とは全く異

質のチトクロ{ム@オキシダーゼ反応陽性の Aeromo-

nasが現在の検査法では大腸菌群として紛れこんでく

る。

このように，衛生細菌学上汚染指標とされている大

腸菌群は病原細菌学でし、う大腸菌とはかなり性格の異

なる種々の細菌を包含するものである。したがって，

食品衛生の立場から考えれば，われわれがし、う大腸菌

群は，そのものの病原性が問題視されるわけで、はなく，

また本菌群が検出されたとしても，それが必ずしも即

糞便汚染を意味するものでもなし、。今日の段階では食

品の生産処理の過程における衛生管理度を推測すると

いう従来より広い意味合をもっ衛生指標，つまり

en vironmen tal health con trol の立場からの衛生指

標と考えるべき存在である。もちろん食品によって

は，生産，処理，取扱いの実態から考えて，検出され

る大腸菌群が直接あるいは間接に人畜の糞便汚染に由

来する疑い濃厚と判断されるものもある。

ネ東京都立衛生研究所 乳肉衛生部

材日本大学農獣医学部研究員

春田三佐犬ネ

梅木富士郎*

加藤千里*

四官 栄料

しかし乳，乳製品のように高度な衛生管理を要求

され，そうした状況の下で加熱殺菌処理を経て日常製

品化されている食品から，本菌群がごく少数検出され

たとしても，これを直ちに糞便汚染の事実を示すもの

と断定し， health hazardの危険性ありと見倣すこと

はできなし、。その理由は十分な殺菌が行なわれ，十分

な注意の下で製品化され，結果的には安全性の保証さ

れた製品であっても，全母集団が大腸菌群陰性ではな

いという事実があるからである。ところが，一方，わ

が国では衆知のように，手L等省令によって，乳，乳製

品からはすべて大腸菌群を検出しではならないと規定

されている。したがって， もし本菌群が量的にごく僅

か検出されても，法規違反として処分の対象とされる

わけである。

この考え方は，大腸菌群の検出をもって糞便汚染の

疑いありと見倣し，ひいては healthhazardの危険

性ありとする従来の考え方に根拠をおくものと思われ

る。と同時に処分対象である以上，当然のこととして

検査結果に対する精確性が要求される。しかしここ

で考えねばならぬことは，大腸菌群の存否を確認する

ための公定試験法そのものが実は 0.2gとか 2.22ml 

というごく僅かな試料を検査の対象とする精度の低い

定性試験法であるという点である。このような方法に

よる限り， もし検体中にごく僅かな量の大腸菌群しか

存在しない場合には，一般に細菌の分布が Gaussの

正規分布にしたがって分散せずに，最小確立事象の法

則である Poisson分布の法則 2lp人5lp} にしたがっ

て分散するものと考えられるので，菌数が少なければ

少ない程，検出されない危険率が大きくなると考えら

れる。しかしその半面，ごく僅かな量の大腸菌群が検

出される場合も当然、ありうるわけで、ある。このことは

細菌検査における宿命的な現象である。このような検

出されない危険率の高い検体で陽性の成績を得た場合，

法規どおりに解釈すれば当然、陽性であったとの理由で，

法規違反とみなされることになる。

事実これまでにも往々にして陽性結果に対する量的

な考慮も，検出されない場合の見逃がし率についての

(183 ) 



表3 アイスクリ回ム融解液中大腸菌群の標本観
i則度数分布と標本理論臨数分布との適合度

李賢|戸時??粧7重|(07〕2
。 3 。3. 7 0.132 

4 

2 6 1.8 
6.3 0.078 

3 。0.6 
4 。0.2 
言十 10 10 10 

ハU
1

i

内
ノ
ム

0029 

布と標本理論度数分布との適合度を検定してみた。結

果は表3および表4に示したように両者の一致をみた。

そこでさらに Poisson分布の公式

00 AA"X 

f(x)=e-m}; m， 
x=o X 

から 1mlについて検査して陰性であった場合，全母

集団を大腸爵群陰性と判定する危険率を求めたとこ

ろ， 1 ml当りの観測期待値1個の融解液については

36.8%の，また 1ml当りの観測期待値O.]個の10倍

希釈液については90.5%の危険率が得られた。これを

具体的に表現すれば，実験例が明らかに示しているよ

うに， 1 ml当りの観測期待値が1個というような検

体では，10ml中の 3..........4mlが大腸菌群を含有してい

ないということ，また観測期待値がO.1個と¥，、うよう

な検体では，10ml中9mlまでが陰性になることを意

味することになる。つまり菌数が少なくなればなるほ

ど，見逃がしの危険率が大きくなるということであ

る。

b.実験その2

E. Coli I型の350C，24時間ブイヨン培養したもの

を滅菌牛乳180mlに対して 100個前後の菌数になるよ

うに接種したものを検体とし，その中から 64mlを採

取して 1mlずつ計64枚のベトリ盟に分けて，実験そ

=e-m(l 十例十~~+ぜ+空宇 十咋 〉2' . 3' せ£

配慮もなされず，単に陽性を示したというだけの理由

できびしい態度をとり，他方，検出されない危険率が

大きいために検出されない場合については，得てして

全母集団を大腸菌群陰性とみなしがちで、あった。われ

われはこのような不合理性をなくするためには，大腸

菌群を環境汚染の指標とする考え方に立脚しかつ行

政処置の公平を期する意味から，見逃がし率を十分考

慮した判断をなすべきで、あろうと考える。し、し、かえれ

ば，検体のどこから 1mlなり 1gなりの僅かな量を

とって検査しでも，誤まりなく全母集団を大腸菌群陽

性とみなしうる菌量の検出をもって処分対象とするな

らば，見逃がしの危険性をもはや考慮する必要もな

く，公平かっ厳正な処置を期待で、きると考える。

そこでjつれわれは，以上のような考え方の妥当性を

立証するために，牛乳およびアイスクリームを対象に

えらび，大腸菌群の検出危険率について実験的考察を

試みたQ

2. 実験成績と帯察

1. 実j験成績

a. 実験その 1

市販のアイスクリ~ムの融解液およびその10倍希釈

液をそれぞれ 10mlずつ採り，それぞれ10枚のペトリ

皿に 1mlずつ分注し，デスオキシコレ{ト寒天培地

を加えて混釈平板培養し，以下所定の手JI聞によって大

腸菌群の検出試験を行なった。その結果は表1および

表2に示したように，融解液については10枚中7枚が

陽性， 3枚が陰性，また10倍希釈液については10枚中

1枚だけが陽性で， 9枚が陰性という成績であった。

そこで大腸菌群の分布が Poisson の分布法則にした

がうものとみなしそれぞれについて標本観測度数分

アイスクリ四ム融解液の大腸菌群検査成績表 1

10 9 8 7 6 5 4 3 2 

十十十+十十十
(1) (1) (1) (2) (2) (2) (1) 

( )内の数字は l平板に発育した大腸菌群集

落数，観測回数10，陽性 7，陰性3

(註〉

表2 アイスクリ町ム10倍希釈液の大腸菌群検査

成績

7 6 5 3 2 4 

( )内の数字は l平板に発育した大腸菌群集

落数，観測回数10，陽性 1，陰性9

十

(1) 
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(註〉



表5 翼験その2の成鑓と解析結果

寿世l需襲喜男lE7霊l〈072li寵
o 57 

59 

0.058 17 

。 4 

計 I64 I 63.73 I x20.06 I 182 

大観腸測菌期群待値のI0・11

れ。とる判危定険率さ1 8口円7.Vζ% I 56.0% 

の1の場合と同様の方法で検査した。その結果，表5

に示したように，本例でも標本観測度数と標本理論度

数の一致をみ，さらに観測期待値0.11から求めた検出

されない危険率は，実験その 1の10倍希釈液の例と同

様89.6%であった。つまりこの場合も，もし 10ml検

査するとすれば，その 9mlまでが陰性の結果を得る

ということを示している。

C. 実験その 3

アイスクリームの融解液80mlに対して実験その2

と同じ要領で E.Coli 1型株を70個前後の菌数になる

ように接種したものを検体とし，その中から 75mlを

採取して 1mlずつ計75枚のペトリ皿に分けて，実験

その lの場合と問様の方法で検査した。その結果，表

6に示したように，陽性のもの7枚，陰性のもの68枚

で，結果的には，実験その2と全く同様の成績が得ら

れた。ここで75枚に危険率89.6%を乗ずると，陰性に

なる枚数が67.2枚となり，実験値68枚に近い値が得ら

れる。

表6 実験その3の成績と解析結果

喜?瞬静FFiEi噌 |(7〉2ii喜屋
。68 。67.2 0.0095 29 

6 28 

2 2 0.4 13 

3 。 -'>7. 8 0.0821 4 

4 。
5 。
計¥ 75 I Ix2= o. 09161 75 

大観腸測期繭待群値のI0・11

れ。とる判危定険率さI8口口7.Vζ% I 39.5% 

d. 実験その4

この実験は，東京都アイスクリ{ム協会加盟の各メ

ーカーから衛生講習会受講のために派遣された25名の

技術者に，各自アイスグリ{ムの融解液とその10倍希

釈液を 1mlずつ検査してもらったものである。結果

は表7に示したように，融解液については25名中，陽

表7 実験その4の成緩

大(腸集菌落群数数〉
(ペ標ト本リ観皿測の度枚数数〉 大(集腸落菌の総群数数〕

融解液 1
10倍希釈液 融解液卜o倍希釈液

。 3 19 。 。
5 5 5 5 

2 8 16 2 

3 5 15 

4 2 8 

5 。 。
6 6 

7 7 

25 25 57 7 

(註〉 融解液 1ml当りの大腸菌群観測期待値

三乙=2.28
25 

10倍希釈液 1ml当りの大腸菌群観測期待値

7 .=0.28 
25 

性の成績を得たものが22名，陰性の成績を得たものが

3名で， 10倍希釈液については25名中日名が陰性， 6名

だけが陽性の成績を得た。そこで前者における 1ml 

当りの観測期待値2.28と，後者の観測期待値0.28から

それぞれの場合の検出されない危険率を求めたとこ

ろ，前者では10.2%，後者では75.6%となった。この

ことは融解液については10ml検査したとして 9mlが

陽性， 1 mlが陰性， 10倍希釈液では7"""'8mlが陰性

で， 2"""'3 mlが陽性になることを意味している。

2. 考察

実験その1からその4の成績で明らかなように大腸

菌群含有数の極めて少ない検体(汚染度の低い検体〉

があるとして，もしそのようなものから少量の試料を

抽出採取して大腸菌群の有無を検査する場合は，検体

中における大腸菌群の分布が Poisson の分布法則に

したがって分散するために，時に陽i生でありながら

陰性と誤認することがあるo菌数が少なければ少ない

程，検出されない危険率，いわゆる陰性検出率が大きく

なってくる。このことは云いかえれば，検体中に含ま

れている大腸菌群の数のいかんが，検査に供すべき試

料の量を大きく左右することを意味するものである。

(185) 



したがって，品質管理面で汚染源の追求なり，その排

除を行なうための厳密な調査を実施するような場合に

は，松井7)，8) がかつて述べたように，できるだけ大量の

試料について検査し，陰性検出率を小さくする必要が

あるわけである。とはいえ，実際上，大量の試料を小

分けして培養検査することは困難である。そのような

場合には，検体の一定量をそのまま(例えば牛乳であ

れば180ml容びん装乳1本，あるいはアイスクリーム

1"-'2個分というように〉一定温度 (350"-'370C)に

一定時間 (6時間程度〉保持し，いわゆる増菌してみ

るのも一法である O この方法を採用すれば，例えば表

89)にみるように増菌後僅か 1mlについて定性試験

表8 増菌i去により陰性検出率が漸次小さくなる己とを示す実験例

1 hr 
No. 

2 

3 

4 十(1)

5 

6 

7 

8 

9 

10 

陽性数/検査数 1/10 

大当腸り葡観群測期の待1m値iI 。 0.1 

危。と判定険され率る I 100% 90.5% I 

を行なうだけで，母集団全体を大腸菌群陽性と間違い

なく判定できるわけである。したがって，その結果を

直ちに生産工程にフィードパックして，汚染源の追求

とその排除をはかり，衛生的品質の改善を期すること

が可能となる。

一方，立場をかえ，行政上の必要から，製品の品位

を推測するための抜取り検査を行なう場合，現行法規

に定める定性試験法で，常に一定量の試料を対象と

しその範囲内で，陽性，陰性を判定し，しかもその

結果に対して精確性，厳格性を要求し，あくまで得た

成績をもって処分の対象とするのであれば，大腸菌群

の衛生指標として性格と意義を考え，同時に陰性検出

率，すなわち見逃がし率について十分考慮の上で判定

するのが望ましいと思われる。具体的には，この場合

恕限度を設定する必要があるので，観測期待値から

Poissonの公式によってそれぞれの場合の陰性検出率

を計算した結果，表9に示したように，理論的には1

mlまたは 1g当り 7.7個が陰性検出率の0となる点

であることがわかった。しかしこれはあくま、で理論値

であるので，さらにある程度のバラツキを考慮し， 10 

2 hr 

0/10 

。
100% 

(186 ) 

3 hr 4 hr 5 hr 6 hr 

十(1) 十(3) 十(9) 十(120)

+(3) +(19) +(150) 

十(5) +(19) 十(140)

十(1) 十(16) +(120) 

+(1) +(23) +(140) 

+(7) +(20) 十(220)

+(6) 十(80) 十(120)

+(4) 十(1) +(130) 

十(1) 十(4) +( 9) + (210) 

十(1) 十(4) +(30) 十(170)

3/10 10/10 10/10 

0.3 3.8 16.7 152 

74.1% I 2.2% I 0% 。%

個をもって恕限度と見倣し， 10個以上の菌数の検出を

もって全母集団を陽性とすれば，もはや見逃がし率を

考慮する必要もなく，行政処置の公平を期する上から

も極めて妥当と思われる。もちろんこのことは10個以

下であれば大腸菌群が存在しでも差支えないという意

味ではない，常に陰性への努力が望ましいことはし、う

までもない。

なお，米国 P.H.S.の牛乳関係法規10)でも牛乳1ml 

当りの大腸菌群10個をもって恕限度とし，また1967年

の国際酪農連盟(I.D.F.)の規格案11)では，アイスクリ

ームおよびアイスミルクについては 1g当り 100個を

もって恕限度としている。これらは本題で、述べたよう

に，大腸菌群の衛生指標としての大腸菌群の意義や性

格，および検出危険率の問題などを勘案した上での処

置と考えられる。

なおわれわれは数年前から公衆衛生部乳肉衛生課と

協力し，都下アイスクリ{ム業者，あるいは牛乳処理

業者に対して，検出危険率の点を十分配慮においた品

質管理を実施するよう指導した結果，業界の理解と品

質改善への努力がみのり，近年製品の品質がとみに向



表9 観測細菌数がOのとき母集団を無菌と判定する場合の自主険率

観の測期細待菌数値 I 。 O. 04 I O. 05 I O. 06 I O. ~ I O. 08 I O. 09 
0.0 100.0% 99.0%1 98.0% 97.0% 96.1% 95.1% 94.2% 93.2% 92.3% 91. 4% 

0.1 90. 5 89.6 88. 7 87.8 86.9 86.1 85.2 84.4 83.5 82. 7 

0.2 81. 9 81. 3 80.3 79.5 78. 7 77.9 77.1 76.3 75.6 74.8 

O. 3 74. 1 73.3 72.6 71. 9 71. 2 70.5 69.8 69.1 68.4 67. 7 

O. 4 67.0 66.4 66.1 65. 7 64.4 63.8 63. 1 62.5 61. 9 61. 3 

0.5 60. 7 60.1 59.5 58.9 58.3 57.7 57.1 56.6 56.0 55.4 

0.6 54.9 54.3 53.8 53.3 52. 7 52.2 51. 7 51. 2 50. 7 50.2 

O. 7 49. 7 49.2 47. 7 47.2 46.8 46.3 45.8 45.4 

0.8 44.9 44.5 44.0 43.6 43.2 42. 7 42.3 41. 9 41. 5 41. 1 

O. 9 407i 岨 3 40.0 39.5 39.1 38. 7 38.3 37.9 37. 5 37.2 

1.0 36.8 36.4 36.1 35. 7 35.3 35.0 34.6 34.3 34. 0 33.6 

1. 1 33. 3 32. 6 32.6 32.3 32.0 31. 7 31. 3 31. 0 30. 7 30.4 

1.2 30.1 29.8 29. 5 27.2 28.9 28. 7 28.4 28.1 27. 8 27.5 

1.3 27.3 27.0 26. 7 26.4 26.2 25.9 25. 7 25.4 25.2 24.9 

1.4 24. 7 24.4 24.2 23.9 23. 7 23. 5 23. 2 23.0 22.8 22.5 

1.5 21. 9 71. 7 21. 4 21. 2 21. 0 20.8 20.6 20.4 

1.6 20~ 2 20.0 19.8 19.6 19.4 19.2 19.0 18.8 18.6 18.5 

1.7 18.3 18.1 18.0 17.7 17.6 17.4 17.2 17.0 16.9 16.7 

1.8 16.5 16.4 16.2 16.0 15.9 15.7 15.6 15.4 15.3 15.1 

1.9 15.0 14.8 14. 7 14.5 14.4 14.2 14.1 13.9 13.8 13.7 

2. 0 13.5 13.4 13.3 13.1 13.0 12.9 12. 7 12.6 12.5 12.4 

2.1 12.2 12. 1 12.0 11. 9 11. 8 11. 6 11. 5 11. 4 11. 3 11. 4 

2. 2 11. 1 11. 0 10.9 10.8 10.6 10.5 10.4 10.3 10.2 11. 1 

2.3 10.0 9.9 9.8 9. 7 9.6 9. 5 9.4 9.3 9.3 9.2 

2. 4 9. 1 9.0 8.9 8.8 8. 7 8.6 8. 5 8.5 8.4 8.3 

2. 5 8.2 8.1 8.0 8.0 7.9 7.8 7. 7 7. 7 7.6 7.5 

2. 6 7.4 7.4 7. 3 7.2 7.1 7.1 7.0 6.9 6.9 6.8 

2. 7 6. 7 6. 7 6.6 6.5 6.5 6.4 6.3 6.3 6.2 6.1 

2. 8 6.1 6.0 6.0 5.9 5. 8 5. 8 5. 7 5. 7 5. 6 5.6 

2.9 5. 5 5.4 5. 4 5.3 5.3 5. 2 5.2 5.1 5.1 5.0 

3.0 5.0 4.5 4.1 3. 7 3.3 3.0 2. 7 2.5 2.2 2.0 

4.0 1.8 1.7 1.5 1.4 1.2 1. 1 1.0 0.9 O. 8 O. 7 

5.0 O. 7 O. 6 O. 6 0.5 0.5 O. 4 0.4 0.3 0.3 0.3 

6.0 0.2 O. 2 0.2 0.2 0.2 O. 2 0.1 0.1 0.1 0.1 

7.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 

表の使い方

(1) 検体180ml中に90個の菌があるとき期待される菌数は O.5偲 (90X1/180=0. 5)で左表欄0.5と上欄0の

交叉点60.7%が無菌と判定される危険率となる。(危険率60.7%)

(2) 検体180ml中に 189個の菌があるとき期待される菌数は1.05個 (189x 1/180= 1. 05) で左表欄1.0と上
欄0.05の交叉点35.0%が無菌と判定される危険率となるo (危険率35.0%)

上した事実を付直言しておきたい。

3. むすび

乳，乳製品の大腸菌群検査における検出危険率の問

題について実験的考察を試み，次のような結論を得

。
、
」
J
J
 

1) 試料中における太腸菌群は Poisson分布の法

則にしたがって分布する。そのため検体中に含まれる

大腸菌群の数が少ない場合は，検査に供する試料量が

公定試験法に規定されるような僅かな量であると，検

出されず，陽性であるにもかかわらず陰性と判定され

(187 ) 



るおそれを生ず、る。

2) 試料1mlまたは 1g中における大腸菌群の観

測期待値が 1伺の場合， 1 mlまたは 1gを検査して

陰性であれば，母集団を陰性と判定する危険率(陰性

検出率〉は36.8%であり， 0.1個以下の場合は危険率

は90%をこえる。

3) 理論的には 1mlあるいは 1g当りの大腸菌群

観測期待値が7.7個以上であれば，検出されない危険

率は0となり，間違いなく全母集団を 100%陽性と判

定できる。すなわち，どこから 1mlなり 1gなりを

とって検査しでも，必ず陽性の結果が得られる。

4) 以上の理論的ならびに実験的根拠にもとづき，

大腸菌群の恕限度を 1mlまたは 1g当り10個までと

し 11個以上をもって陽性と判定すれば，陰性検出率

を考慮する必要がなく，検査結果にもとづく行政処置

の公平を期することが可能であると考える。
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CVT寒天培地による UHT処理ぴん装乳中の低温細菌

(し、わゆる好冷細菌)の検索と分離菌の性状について(抄録)

本論文の概要は昭和42年10月第25回日本公衆衛生学

会総会において報告した。

びん装乳における低温細菌，いわゆる好冷細菌(psy-

.chrophilic bacteria)の存在は， この種の製品の生産

と消費の形態が従来の Ruraltypeから lndustrial

typeに移行しつつある今日の段階では， 原料乳ある

いは製品が長期低温保存を余儀なくされる関係上重視

すべき問題であるO 欧米でもすでに低温細菌について

はかなりの関心を示しており， Ellikerらもこの問題

は今後の乳工業団での極めて重要な問題だと述べてい

る。

乳，乳製品中の低温細菌の検出測定方法について

は，これまでにも数多くの研究がなされているが，い

まだに満足すべき方法の確立をみていなし、。現状では

米国公衆衛生協会協定の乳@乳製品標準検査法(Stan-

.dard Methods for the Examination of Dairy Pro-

ducts)記載の方法，すなわち標準寒天培地 (Standa個

rd Methods Agar) を使用し， 50"-'70Cで7，，-，10日

間培養する方法が一応よりどころになっている。この

方法は純細菌学的見地からみれば，たしかに妥当な方

法といえるであろうが，結果が得られるまでに最低7

日を要する関係で，衛生管理の面で実際的でない憾み

がある。われわれは第22回日本公衆衛生学会において，

標準寒天培地を用い，市販のUHT処理びん装乳を対

象に 350C2日， 250C 3日および70C 7日の培養条

件で低温細菌の検出測定を試み，低温細菌によるかた

ょった汚染の事実のあるものについては， Van der 

Zant and Moore， Nelson and Bakerらの報告と同

様， 250C 3日間培養でも 7oC 7日培養と大差ない成

績が得られることを報告した。しかしこの方法では所

要時間の短縮はできてもー乳質変化に左程影響がない

と思われる細菌なり，中温細菌(適温350"-'370C付近に

*東京都立衛生研究所乳肉衛生部

**日本大学農獣医学部研究員

春田辺野喜正夫*

加藤千里* 梅木富士郎本

四宮 栄料

あって 250Cでもよく発育するもの〉の汚染をともな

うような場合には，それらが問時に発育し，牛乳の低

温における保存性を左右する低温細菌，いわゆる好冷

細菌を選択的に検出測定できない欠点がある。ところ

が 1963年に H.C Olsonは低温下で乳質の変化に対

して主働的に作用する低温細菌の主体がグラム陰注細

菌である点に着眼し， 標準寒天培地に crystalviolet 

とTTCを加えたCVT寒天培地(組成は表記のとお

り〉を考案し 210C前後で48時間培養により低温細

菌の検出測定が可能であると報告した。本培地の実用

性については，わが国でもすでに浮島らが 200C48時

間の培養条件で検討し， 7 oC 10日間の検出成績と同

等の成績が得られることを認めている。

そこで、われわれもCVT寒天培地を用いる方法を検

討する意味で，まず本培地のグラム陰性細菌に対する

選択性と検出測定能について基礎的な検討を加え，つ

いで長期低温保存による変質乳および販売庖から採取

したUHT処理びん装乳を対象に，グラム!陰性細菌を

主体とする低温細菌の検出測定を試み，その実用性を

検討すると共に，本培地から分離した一部の菌株の生

物学的性状を調査し，あわせて各温度 (50C，20oC， 

250C， 30oC， 350C， 370C)における発育態度を観

察した。

CVT寒天培地の組成

酵 母 ニこ キ ス 2.5g 

ノ、。 フ ト ン 5.0g 

フ ド ウ 糖 1.0g 

グリスタノレノミイオレット 0.002g 

T T C 0.05g 

1持 末 察 天 15.0g 

精 製 オt 1，OOOml 

pH 7.0土O.1 

その結果，本培地がグラム陰性細菌に対して高い選

択性を示すこと(但し腸球菌はTTCを還元しないが，

(189 ) 



発育する)， 250 C 48'"'-'72時間の培養で，乳質変化に関

与するグラム陰性の低温細菌の検出測定が可能なこと，

しかも本培地を用い 70C 7日間培養して得た測定値

とほぼ同等な成績の得られることを知った。また変質

乳，保存乳から分離した菌株がその生物学的性状から

みて Pseudomonasに属する細菌が主体であること，

さらに OOCから 350Cまでの幅広い発育を示し，し

かも 250Cから 300C付近に発育適温を有すること，

350C 以上ではもはや発育できないものの多いことを

認めた。以上が今日一般にいわれている好冷細菌の実

態であるとすれば，これらを好冷細菌と呼称すること

自体，大いに疑義があるといわねばならなし、o Kand-

lerらもわれわれと同様な事実を経験し， Eddyの提

案にもとづき，近年新らしい用語の使用を提案してい

る。すなわち， psychrophilic， mesophilic， thermo・

(190 ) 

philicという用語は，細菌の発育至適温度(世代時間

の最も短かい温度域〉条件が明確な場合に限定して使

用すべきであり，一般に発育限界温度が発育至適温度

から，かなり離れているものについては trophicとい

う語尾をつけて，その細菌の特性をあらわすべきだと

し結論として乳関係で低温保存時に乳質の変化に主

働的に作用する低温発育可能菌については， psychro・

trophic mesophilics (邦語に訳して低温性中温細菌〉

と呼称することを提案している。なお最近欧州、|ではさ

らにこれらの細菌を psychrotrophicbacteriaと呼称

する方向にあるともきいている。したがって従来の

psychrophilic bacteria (好冷細菌〉は， 真に低温域

に発育適温を有する細菌の存在が証明されるまで，そ

の使用を保留することになるものと思われる。



化粧品中の特殊成分試験法の設定に関する研究(明)

へアローション中の抗ヒスタミン剤，主として Diphenhydramineの分離定量法

緒 雷

現在抗ヒスタミン剤を含有する化粧品については厚

生省告示第321号によって第1に頭部のみに用いられ

るものであること，第2にその化学構造がアミノエ{

テル型のものであり， また第3にはその含有量が 10

mgw/w%以下でなければならないことの 3項目から

なる使用制限が規定されている。

しかしながらいまだその試験法は確立されていな

い。そこで抗ヒスタミン剤中もっとも使用ひん度の高

い Diphenhydramineを中心とし，必要性のうえから

特にへアロ{ション製剤を対象にして検討し，イオン

交換法溶媒抽出法の組合せによってアミノ系以外の障

害物質を除去したのち紫外部吸収で定量する一方，薄

層ならびにガスグロマトグラフィーによってアミノエ

{テル型と非アミノエーテル型との分離同定が可能と

なった。今回本報での定量法では紫外部吸収法のみに

よっているため Diphenhydramineは定量感度がやや

劣り，このため法的基準量からみて，試料採取量を増

加させる一方，試験溶液の調製に際して加熱濃縮する

必要が生じた。 濃縮操作は定量のみならず確認試験に

おいても一層必要な要件であるが，本品は意外にも液

性の如何にかかわらず加熱時に揮発性が大きく凹収率

の低下の最大の原因となることが認められた。したが

ってこの障害の除去のために操作が多少複雑化したき

らいがあるが，注意して行なえば精度の上でも十分満

足すべき結果が得られたので報告する。いうまでもな

くDiphenhydramineそのものは代表的な抗ヒスタミ

ン剤であり，本剤を含有しているものは化粧品以外に

医薬部外品ならびに医薬品中枚挙にいとまのないほど

であるがよい試験法にとぼしく，合有量の相異もある

が本報に適用し得なかった。

*東京都立衛生研究所化粧療品部

材日本化粧品工業連合会

田村健夫*

原田裕文*

戸谷哲也*

鈴木助治本

郷 一栄料

実験の部

1.試料

本法で実験に供した試料は Table1にあげた 10種

で，このうちアミノエーテル型のものはDiphenhydra膚

mineをはじめ CarbinoxamineとDiphenylpyraline

の3種で他はすべて許可外の非アミノエ{テノレ型であ

る。

2. 紫外部吸収スベクトル

Diphenhydramineをはじめとする抗ヒスタミン剤

の紫外部吸収スベクトルについては Clappl)，Mar“ 

tin2)， Parke3)， Banes4)らによって報告されているが，

今回はこれらの方法を踏しゅうし，以下われわれの開

発したイオン交換法における回収率の検討に応用し
ザ拘，._。

すなわちエタノ{ノレ溶液中 Diphenhydramine-HCl

塩(以下DPと略す〉では258mμ に，また Chlorphe膚

nylamine Malate (以下CPと略す〉は263mμ付近に

ベンゼノイド吸収帯が認められ，これらの波長にもと

ずく吸光度から得た検量線はDPでは 50，，-，500μg，C 

Pはこれより 10倍感度がよく， 5，，-，50μgが直線関係を

示し，また最大吸収波長，吸光度はエタノ{ノレの濃

度，液性にあまり影響されない。いまDPの定量にあ

たって精度のよいO.7付近の吸光度を使用すると依定

すると，その濃度は 1mlあたり 400μgに相当し，

省令での合量規定が 10mg%以下に規定されているた

め，かりに最高の 10mg%の製品でも試料採取量を20

mlとし(基準量は遊離塩基と考えられるから厳密に

はDiphenhydramine狂Clは 11.43mg%に相当す

る)，これを 5mlに濃縮する必要があるO なお Waφ

llaceらによるとDPをクロム酸で酸化し Benzophe恥

noneとし，水蒸気蒸留によって捕集して 257mμにお

ける吸光度を測定することによって 1mlあたり 2.5，

μgの高い感度で定量し得ることを報告5)しているが，

他の多くの抗ヒスタミン剤は紫外部に吸収を示さない

(191 ) 



Samplf! No. 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

Table t Constitu世onalFormula of Ten Kinds of Anti-histamine Agents 

Name 

Diphenhydramaine-HCl 

Chlorphen y lamine-Mala te 

Carbinoxamine-HCl 

Promethadine-HCl 

Isothiophendy 1-HCl 

Dimethindene-HCl 

Triprolidine-HCl 

Diphenylpyraline-HCl 

Cycroheptadine-HCl 

Homocycridine 

Formula 

/一一¥
¥一一/"'" /CH3 

CH-O-CHz-CH2-N( 
/一一""'/ "CH3 
¥一一/

Cl-(一一¥
¥ー一一/"'" /CH3 

CH-CH2-CH2-N( 
/一一""'/ "CH3 
¥一一/

Cl-(一一¥
ー¥一一/"'" /CH3 

CH-Q-CH2-CH2-Nく
/一一""'/ "CH3 
""'-N/ 
/一一¥

¥一一/
/ "'" /CH3 
S N-CHγCH-Nく

"'" / I "CH3 /一一
"'" CH

3 

¥一一/

/一一¥M
¥一一/日
/ 
"'" 

/CH3 
S N -CH2-CH2-Nく

"'" 

/ "CH3 
/一一¥

¥一一一/

ハ _ru l¥.T/CH3 )-， )-CH2-CH2-N 
¥/¥/¥CH3  

Hと_/一¥i-""'N-/ 
CH3 

H
3
C-(一一¥
¥一一/"'" /CH2-CH2 

C=CH-CH2-Nく|
/一一""'/ "CH2-CH2 

""'-N/ 
/一一¥

¥ー/¥bH-OFN/CHrCH2¥N-CH2
/一一""，/V1.C ¥J l.'I""'CH

2ー
CH2/l.r V.U 3

¥一一/

〆一一¥

¥一一/
/一~_/一\
11 )=( N-CH3 
\一/-~_//一一¥

¥一一一〆

Cト/一一¥ C比一CHーCH
¥一一/"'" /V1.J.2 

C-N N-CH3 
/一""'/占 ""'CH2ー CH2/¥一一一/
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ような分解をおこすので今回は適用しなかった。

Fig. 1 Ultraviolet Spectra and Calibration 

Curves of Diphenhydramine and Chlor-

phenylamine 

258 
E 
08 

nJ at 258叩 D.P.5-IOmgメ

"5ト100戸g/ml

E 
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μ9/ml 

D;phenhydram，ne 
島HcR.

EtOHsoln 
So.mp.J1e 20ml"ト2m!

→ 200-4001'81ml 

5ml 

Z今o 250 

263 

E
 

EtOH $oln 

30 40 50 
μ3/ml 

3. イオン交換樹脂による分離と溶出

市販のへアロ{ション中には多量の活性斉1]，アルコ

{ルおよび香料などが含まれているものが多く，直接

分液漏斗による抽出を行なってもエマルジョンをおこ

し分離濃縮が困難になる。そこでイオン交換樹脂によ

る分離を試みた。

はじめに AmkerliteC G-120 CH型) 3 mlを一

端に活栓を有する径7mm長さ 150mmのカラムに充

填後， DP 4mgを含むエタノ，ール溶液40mlを流す

と，約30%のもれが認められ，分離が完全でなく，ま

た N-NaOHとエタノ{ノレで、次)1国洗っても 50%程度

しか溶出されず，約20%は吸着されたままであった。

CFig. 2) 

わたくしたちはさきに pyrocarpine の分離間定に

あたり Crosslinking1 %の Dowex50WX-1を用

い，非水溶媒に近い状態でも交換吸着は完全であって，

かつN-HClで定量的に溶出されることを見出し，す

でに報告しため。 したがってDPの場合にも当然適用

Fi9.2 E十fluent Dipnenhyd~Qmin巴 Concentrat iOTI 朴01i1Dowex 50W， x-l 

E 

0.8 

0.6 
.・・. . 

0.4 

Dowex 50~ん x- ]， HZml
十0.1件D.P.60外EtOH35ml
→ 60外EtOH20ml，H20 20 m I 
→ IN-NaOfイ5ml
→ 60仏EtoH

0.2 

Frαction No 1 * 2 3 4 5 糸 NO.l
Effu.ent伺15 10 15 20 25 JN-NαOH 

fig 3 RelatiOnshiP between Recoverf of Diphenhydro.mie with Type of ReSin 

98.3 

80 
E8乃7ヲヲ0ウ

-。ノ 60 

4{) 

20 

N-HCI N句No.OH，EtOH 
A州 iteル 120 I Dowex 50w)(-1 
Sample 4mg 口...Ieak 回 "eluti加盟"adso.中tiOn

できるものと考え行ったところ吸着は完全であるが，

脱着が極めて困難なことが認められた。そこで溶出条

件に N-NaOHと50"'-'60，%ェタノ，ー・ルを組合せるこ

とによって満足すべき結果が得られた。

また溶出に必要とする液量を求めるために Fig.3 

に示したように 5mlずつを分取し吸光度を測定した

ところ，アルカリの最まで含めて 25mlあれば定量的

に溶出が行なえることがわかった。この他のイオン交

換樹脂で非水溶媒用に開発されたとする Amberlistの

うち強酸性型のものは試料無添加のブランクの状態に

おいて N-HClで洗って行くとやがて紫外部に吸収は

認められなくなるので，酸性での溶出は問題がないが，
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下ig.斗Preventionof Los~ of DiPhenhjdra.mine o.tter heo.tina with vanous 0千Reagents

N-Hce4ml 

N-NQOH4ml 

右3(5)
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: --;.. evaporo.t巴onwIJ.ter bo.th 
NaOH 
→Ether 20， 20， 10 m I 

-)0. )叫トlaOH→Ether

N-トlct4ml

N-NaOH4111I 

2.5外Reinecke0.5初 1

5九Pt.ChlorideO.5m I 

5弘PicncACid 1 m I 

Heat 

0.2. 0.4 0.6 0.8 
(E) 

N-NaOHとエタノールによるアノレカリ側での洗浄液

中には洗浄回数に関係なく紫外部に吸収があらわれる

ために使用に耐えなし、。 このような傾向は Dowex

50WX-lの場合でもし、くぶんみられるので，精製にあ

たっては，かならずアルカリ洗浄を行ない紫外部に吸

収が消失することが認められてからH型にして使用す

る必要があるO

4. Diphenhydramine溶液の濃縮にともなう障害

の除去について

イオン交換処理によって得られた溶出液は濃縮しな

ければ確認，定量のための試験溶液にはなり得なし、。

そこで溶出液に酸を加えて中和したのち水浴上で蒸発

乾回し，一定量の溶媒に溶かして試験溶液とすること

を試みたが， DPの吸収スベクトルはほとんど消失し

てしまうとし寸結果しか得られなかった。はじめは加

熱による分解を考え，液性なども変えて数時間還流加

熱してみたが，吸収には変化は認められず，結局アミノ

エ{テル型の構造による，それもDPに固有の揮発性

に起因することが明かになった。 Chlorophenylamine

は勿論， Carbinoxamine におし、てもこのような揮発

性は認められなかった。;容出液中にはかなり多量の水

が含まれているため冷風による濃縮は多くの時聞を要

し，一方揮発性を利用して蒸留法についても検討した

がエタノールが留去されたのち，水とともにだらだら

した留出が認められ目的にそぐわなかった。したがっ

てあくまでも水浴上での加熱濃縮の操作はさけられな

いものとし， DPの揮発性をおさえる条件について検

討した。そこではじめ過剰の塩酸などを添加すること

によって，除去できることを推定したが， Fig.4に示
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→ eva. pO~Qte → EtOH 5rr可i

したようにCPでは無加熱の標準液とほとんど変りが

ないのに， DPではやはり20%程度しか残存が認めら

れなかった。そのため別の条件として錯化合物である

ところのライネッケ塩を加えたところ揮散性は蔽ペイ

できるが， DPとの結合が強く，アルカリ添加などに

よっても完全に遊離させることができなかった。一方

塩化白金との複塩の形成を期待したが，温時解離する

ためか，ほとんど効果がみられなかった。そして結局

ピクラート等の分子化合物にしたとき定量的に回収さ

れることを見出した。この場合ピグリン酸のかわりに

ピクロロン酸，スチフニン酸なども同様の効果があり

分子化合物の生成によるファンデ、ルワールス結合がイ

オン結合などに優先して加熱による揮散防止に役立つ

たことは興味のある事実と考えられる。

5. へアロ{ション中の抗ヒスタミン剤，主として

Diphenhydramineの分離

試料としたへアロ{ションは油性と水性の2つのタ

イプのもので，前者ではヒマシ油メチルエステルの活

性剤が， また両方ともソノレランC-42のようなラノリ

ン誘導体の活性剤が添加されており， Table 2にあげ

たような処方のもので，これに抗ヒスタミン剤を適宜

加えて試料とした。

次はへアローショ γ中からの抗ヒスタミン剤の分離

操作であるが， Chart 1のとおりである。すなわち試

料20....._.40mlをとり 2倍量の水で希釈する。これはD

P塩酸塩などが水滞性のため常に U/W型に分散させ

ておく必要からで，試料液はし、ずれも白濁するが，水

溶性タイプの処方のものではこの水による希釈の操作

をはぶくと活性剤が溶離剤としてはたらくたのか特に



Table 2 貰:ait'Lotiortの処方

|Oil soluble lW加 soluble
type 1 . type 

エタノール 82.49 70.0 

28.4 精製水

サリチル酸

ヒマシ油
メチルエステル

ヒノキチオーノレ

10.0 

0.2 0.2 

5.0 

0.01 0.01 

メントーノレ 0.2 

ソノレラン C-24

パンショウチンキ

0.2 0.2 

0.2 

香 料 1.0 

100.1 99.1 

回収率の低下が顕著であった。

次に Dowex50 WX-1をN-HCl，水， N-NaOH， 

60%ェタノール， N-HCl， 水， 60%エタノ{ルで順

次洗い，特に N-NaOH，60%エタノ{ルで、洗った液

の紫外部吸収スベクトノレが認められなくなったことを

確かめたうえでその 3mlをとり一端に活栓を有する

ガラスカラムに充填する。このカラムに試料液を 4

ml/minの速度で流しこむo この際活栓のすり合せが

わるいと液の流れが中断しなくとも樹脂柱に気泡が発

生して漏洩の原因になるから注意を要するo'

ついでエタノ{ノレ40ml，水40mlを用いてカラムを

洗い活性剤，香料その他サリチル酸などの保存料を除

く，次に N-NaOH3 m!， 60%ェタノ{ル20"'25ml

を順次流し抗ヒスタミン剤を溶出させる。溶出液の紫

外部吸収スペクトルを測定する。もしDPの合有量が

高れば濃縮しなくとも 258mμ に吸収がみられ，また

水浴上で蒸発乾闘したのち60%ェタノールで、溶解し，

ふたたび吸収スベクトルを測定するときは，多少DP

の含有量が高い場合でも著しい吸光度の低下が認めら

れる。もしDPの存在が推定されないときはふたたひ、

適当に濃縮して確認試験のための試験溶液とし，また

その存在が推定されるときはメチルオレンジを指示薬

として塩酸で酸性としたのちピクリン酸を50%ェタノ

ールに飽和した液 1mtを加え，水浴上で蒸発乾回す
る。残留物を10%塩化ナトリウム溶液20ml，エ{テ

ル20m1を用いて溶かし，分液濁斗に移し，振りまぜ

る。エーテル層Aを分取し， N-He15 mlず、つを用い

て2回あらい洗液は水層1に合せる。この際DPもへ

アローションも全く含まない60%エタノーノレをブラン

クの試料として上記のイオン交換，ピクリン酸処理を

行なった場合，酸にもアルカリにも転溶しないまま淡

黄色を呈してこ己{テノレ層に残存する物質が見出され，

これが強い紫外部吸収を示すため正の誤差として障害

することが認められた。本物質ははじめピクリン酸中

の不純物としてフェノール基をもたないトリニトロ体

などではないかと考えて再結晶をしたピクリン酸を使

用してみたが障害を除くことはできなかった。この不

明物質はイオン交換樹脂から溶出されてくる高分子体

でピグリ γ酸と強固に結合し親油性を訴すものと推定

されるοこの物質はエ{テル層Bに残存して除去され

るためこの操作は是非必要である。

さて次に水層 1を 5N-NaOHでアノレカリ性とし，

ピクラートを分解させたのち遊離した抗ヒスタミン剤

をエ{テノレ20，20， 10mlを用いて抽出し，エ{テル

層を合する。こじ{テノレ層にわずかに共存してきたピク

リン酸を除くため 1%NaOH 10mlずつで、3回洗い，

エ{テル層を分取し冷風下で蒸発乾回し残留物にエタ

ノーノレ 5mlを加えて溶かし紫外部吸収スベクトルを

測定した。 DPで 258mμ 付近の吸光度において50"，

500μg/mlの聞の検量線を作成し定量した。

次に吸収スベクトルの測定に用いた試験溶液につい

て，ふたたひ、冷風下で、濃縮し，以下の薄層クロマトグ

ラフィーならびにガスクロマトグラフィ{の試験溶液

とし7こ。

なお前記のようなピクラートのアルカリによる分解

に際し，アルカロイドの場合には水酸化リチウムの方

が生成したピグリン酸リチウムの溶解度が高いために

水酸化ナトリウムよりまさっているという報告7) もあ

り，塩基佳子オン交換樹脂の使用例8) もあるが， DP 

など抗ヒスタミン剤のピクラ{トでは水酸化ナトリウ

ムで十分目的を達成することがで、きた。

Chart. 1 Separa士ionand Determination of 
Dlphenhydramine in Hair-Io世on
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6. へアロ{ション中 Diphenhydramineの定量

前項のようにDPを含有しているときの分離操作は

かなり複雑な工程をたどることになるが，その回収率

は極めて良好で、あった油性タイプ，水性タイプのそれ

ぞれについて行なった結果の平均は95%および90%以

上の回収率が得られ，且つばらつきも非常に少いこと

が認められた (Table3)。なおDP無添加のへアロ{

ションの吸光度は0.07程度にとどまるが (Tabel3の

a)，さきの Chart1のBのフラクションをはぶくと

DP無添加のへアローションの場合でも，また単に60.

Zェタノールを試料としたときでも吸収度は0.30にも

なり (Tabel3 b) の前にも述べたように大きな障害

Table 3 Recovery of Diphenhydramine in Hair Lotion 

Addition Diphenhydramine 4mg → 400μg/ml E 0.70 

Oil soluble: type Water soluble type 

Exam No. E μg/ml~Recov. % Average Blank ExamNo. B μg/ml Recov.タ-;;Average Blank 

0.74 425 106.3 0.66 397 94.8 

2 0.74 425 106.3 
103.3 EtOH 

2 0.67 385 96.1 95. 7 EtOH 

3 0.71 408 102.9 3 0.67 385 96. 1 

4 0.69 396 99.0 

0.69 396 99.0 0.62 355 88.8 

2 O. 70 400 100.。
96.8 lα 

2 0.64 365 91. 3 90.0 

3 0.66 380 95.0 3 0.63 360 90.0 

4 0.65 372 93.0 

Non addition 

lα 0.07 0.08 

2a 0.08 2 0.07 

0.30 (155) (38.8) b : not extracted with Ether fraction B on 

2b 0.28 (105) (26.3) Separation chart. 

Table 4 TLC of Anti-histamine Agents with various of Solven士

Solventネ

2 3 4 

Diphenhydramine O. 72 0.42 0.50 0.28 

2 Chlorpheny lamine 0.40 O. 12 0.08 O. 10 

3 Carbinoxamine 0.30 0.07 0.06 0.03 

4 Promethadine O. 70 0.39 0.20 0.34 

5 Isothiophendy 1 0.62 0.24 0.20 0.19 

6 Dimethy lpyridene 0.35 O. 10 O. 10 0.03 

7 Triprodine 0.60 0.25 0.19 O. 18 

8 Diphenylpyraline O. 75 0.30 0.27 0.38 

9 Cycloheptadine O. 78 0.48 0.36 0.44 

10 Homocycridine O. 75 0.39 0.25 0.31 

ネ Solvent 1. EtOH.Be:nzeneoHOAc.H20 (5+3+ 1 + 1) 
2. MeOH・n・BuOH.HOAc(5+4+ 1) 
3. EtOH.HOAc (9+ 1) 

4. CHCls.HOAcoEtOH (20十2+3)

Adsorbent ; Wakogel B・5 Reagent ; Iodoplatinate 
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因子になる。

7. 薄層クロマトグラブイ{

WakogelB-5を吸着剤とし， 種々の溶媒を展開剤

としたときの Rf値を Tabel4に示す。 1の溶媒で

は同じアミノエーテル型で、ある Diphenylpyralineと

Diphenhydramineは分離しないが， 3の溶媒では分

離する。しかしこれら4種の溶媒は多少テ{リングを

起す傾向がみられるのでおrensenのホウ砂緩衝液

(pH約10)を水のかわりに使用してプレートを調製し，

CHCla.EtOH.HOAc (8十2十1)を溶媒にして展開し

たところスポットのまとまりがし、ちぢるしく改善さ

れ， D P， C p， Carbinoxamine， Prometadineなど

が相互に分離されたくFig.5)。検出はし、ずれも塩化

白金ヨウ化カリウム試液の噴霧によって紫色~青紫色

の呈色することを利用したが，本試液を噴霧して乾燥

後さらに N-HClを噴霧すると感度があがり，特にア

ノレカリ性緩衝液で処理したものはこの操作が必要であ

る。通常塩化白金ヨウ化カリウム試液による検出感度

は 1μJ塗布量中DPで 15pg，C Pで 2.5μg，Carbi-

noxamineで 2.5μgであった。

Fig. 5 TLC of Anti-histamine Agents 
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8. ガスクロマトグラフィ{

ガスグロマトグラフィーは MacDonaldの報文9)に

ほぼ準じて行なった。

すなわち島津GC-IC型を用い， 1. 5%S E-30 

Chromosorb W のガラスカラム (0.4x 260cm)カラ

ム温度2000C，注入口温度3150C，水素炎イオン化検

出器を用い，検出器温度 3350，レンジボルト 0.2x 

102で実施した。その結果分離能は極めてよく主だっ

Fig. 6 GC of Anti-histarnine Agents 

局
bn
 -
t
 
f
 
h
 
n
 
e
 
h
 
p
 

nu 
ふ

-υ
nH 
B
 
V
 
お

20 (min.) 

Column SE 30 1. 5% O. 4x 260cm 

Column Temp. 2000 Inj. Temp. 3150 Detec. 

Temp. 3300 

Ren V O. 2x 102 

た6種の試料は完全に分離し，実用性の高いことが認

められた (Fig.4)。

9. 本定量を障害するその他の因子について

本報で、は定最を便宜上紫外部吸収の測定においてい

るため，イオン交換における選択性が紫外部最大吸収

波長の大きな差異がないかぎり当然多くの塩基性物質

が障害因子となることが考えられる。 Benzalkonium

塩とか Chlorhexidine，Caffeine， Quinineは容易に

Dowex 50 WX-1に交換吸着されるが N-NaO日， 含

水エタノ{ノレを流した場合 Benzalkonium塩は50%

以上のエタノ{ノレ含量の場合はじめて定量的な溶出が

みられ， Chlorhexidineにいたってはエタノーノレ含量

に関係なく溶出が困難であった。これに反して Ca-

ffeine， Quinineは 60%エタノールによって容易に

溶出される。しかしながらその最大吸収波長は275mμ

と 280mμ であって 20mμ程度の差異があるため障害

が認められなかった。

要 縮

化粧品に使用できる抗ヒスタミン斉Ijはアミノエ{テ

ノレ型の構造を有し，且つその含有量は 10mg%以下で

あることが法律によって規定されているo本報ではそ

の中でもっとも使用ひん度の高いDPを中心とし，非

アミノエーテル型のCPをはじめ計10穏を対象試料と

して本実験を行ない次の試験法を確立した。

すなわち抗ヒスタミン剤を含有するへアロ{ショ γ

を等量の水を加えて希釈し， Dowex 50 WX-1 (H 

型〉のカラムに流して抗ヒスタミン剤を捕捉する。つ

ぎに N-NaOH，60%EtOHを用いて溶出させ紫外部

吸収スベクトノレを測定する。

精度の高い吸光度をO.7と仮定すればDP(Diphen-

hydramine-HClとして 400μg/ml)は258mμに， CP 

(Chlorophenylamine-Malateとして 40μg/ml) は

(197 ) 



263mμ付近に吸収がみられる。含量が低く満足な吸収

スベクトルが測定で、きない場合を含めて，確認試験の

試験溶液の調製のためには当然濃縮の必要があるが，

DPのみが塩酸酸性でも加熱によって揮発性であるこ

とが認められた。

しかしながらピクラ{トにすることによってはじめ

てその障害が除去されることを見出した。つぎにアル

カリ性としてピクラートを分解させ，遊離した抗ヒス

タミン剤をエーテルで、抽出し，エーテルを留去したの

ち，一定量のEtOHに溶解し，必要があればふたたび

紫外部吸収スベクトルを測定する。

確認試験にはTLCとGCについて検討した。

TLCではホウ砂緩衝液(pH約10)で処理したWa-

kogel B-5を吸着剤とし， CHCla. EtOH. HOAC ( 8 

+ 2 + 1)を用いて展開し，塩化白金ヨウ化カリウム
試液， N-HClの噴霧によってまとまりのある紫色の

スポットとして DP， C p， Carbinoxamine， Pro-

metadine等が相互に分離された。

また GCには McDonaldの報文9) にほぼ準じて行

なし、1.5% S E-30のカラムを用い， カラム温度2000C

ですく、、れた分離能が認められた。

おわりにあたり本研究に際し試料をいただし、た資生
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化粧品中の特殊成分試験法の設定に関する研究 (W)

クリーム中 Diapheneの分離定量法

緒 冨

化粧品中の特殊成分としての殺菌剤の試験法として

はすでに日本薬学会協定衛生試験法でヘキサクロロフ

ェン1)が収載されているo しかしながら近年市販の製

剤には急速な技術開発と商品のイメージアップにとも

なってこれら以外の多数の特殊成分が使用されるよう

になったが，いまだ，確たる試験法が確立されていな

い。今回行政上の必要から殺菌剤として著明な Dia-

pheneの試験法を作成することを意図し，検討したと

ころかなり満足すべき結果が得られたので報告する。

ただし今回の実験試料は代表的な特定の成分からな

るクリ{ムを用い，基礎的な条件を主として検討した

のでかならずしも市販品の特殊なタイプの製品のすべ

てのものに対して，そのままでは適用し得ない場合も

推定されるのではじめにお断りしておく。実験方法と

してはいずれもクロマトグラフィ{を用い，試験溶液

の分離調製にはカラム法を，確認および定量法にはそ

れぞれを薄層ならびにガスクロマトグラブイ{を採用

した。

実験の部

1. 試薬および装置

試薬:Diapherte :標準物質として資生堂株式会社

から分与されたものを使用した。

内部標準物質: Cholesterol aeetateは和光純薬株

式会社を用いた。

シリカゲノレ:薄層クロマトグラフィーのシリカゲル

は WakogelB ~5 (和光純薬KK) を 20cmx20cm

板に層厚 0.25mmに塗布し， 1150， 30thIn活性化し

た。

装置:島津製作所製ガスクロマトグラフ，モデ‘ノレG

C~I Cに低液相ガラスカラムを挿入し，注入にはハ

*東京都立衛生研究所化粧療品部

材日本化粧品工業連合会

田村健夫*

原田裕文ネ

戸谷哲也ネ

観 照雄*

郷 一栄料

ミノレトン製マイクロシリンジ 10μlを用いた。

2. Diapheneの分離，定量について

Salicylanilideのブロム誘導体として得られる Dia-

pheneは熱安定性などの点において特に優れた殺菌剤

として使用されている。

Diapheneは化学名， 3， 5， 4'-Tribromosalicyla-
OH 

i B /\ーCON耳ー/~ilide2)， .nr-il r'Jv l¥m-il '1 分子量449.99，

γ""/"'Br Br 
アモトン，二硫化炭素にとけ，強い黄緑色の室長光を有

し， フエノ{ル性水酸基として塩化第二鉄， 4-ami-

noantipyrineに赤紫色の陽性の呈色反応を示す。 化

学的た定量法については Salicylanilideのブロム誘導

体分離3) について報告されているが， トリブロム体の

Diaphene自体については報告は少なし、。そこで今回

は下記のように特定処方のリク{ム製剤中からの分離

同定法と定量法について種々検討した。

① 基剤からカラムクロマトグラフィーによる分離

クリーム製剤からの分離法として主にカラムグロマ

トグラフィーを利用した。 このクリーム製剤は cetyl

alcohol 4.0g， paraffirt 7.0g， vaseline 18.0g， liqu-

id paraffin 29. 7 g， glyceryl monostearate 3. Og， 

Tween 20 3.0g; propylehe glycol 5.0g， Water 

30.0gの処方成分からなり，製剤中には Diapheneを

O. 1%含有するよう民調製した。 1凹の試験のために

必要とする Diapheneの量を 10mgとして， 0.1% 

Diapheneグリーム 10gを1050で30分間乾燥し各

溶媒に溶解後，カラ，ムに出入し，紫外線下での特異的

な強い黄緑色の蛍光を指標として分離操作を行なつ

ザ和
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a. 吸着剤としてアルミナおよびケイ酸を使用する

分離法

ケイ酸のカラムクロマトグラブィーには，フエノー



ノレ性化合物の分離に用いられている。シクロヘキサン，

または基剤に対して特に溶解性のすぐ、れた石油ベンジ

ン，エチノレエーテルを用いて試料溶液を調製し， 2000， 

2時間活性化したケイ酸カラムに注入したところ，紫

外線下の観察から完全な吸着が認められなかった。

アルミナはときに Diapheneの有するブロム基を脱

ブロム化するなどの分解が認められたので，希塩酸お

よび水洗処理したカラムを使用し，石油ベンジンまた

は石油ベンジン:エチノレエーテル (3十 1)に溶解

し，それぞれの溶媒で展開したところ，後者の溶媒を

用いることによって Diapheneが狭い吸着帯として認

められる良い結果が得られた。さらに Dlapheneその

もののi容離i容媒としてメタノール，アセトンなどのi容

媒ではテーリングが大きいが，アセトン:水(9+ 1 ) 
混液を用いることによって完全な溶出が認められた。

b. イオン交換樹脂としての Dowex2および DE

AE-Celluloseを用いる分離法

弱塩基性のイオン交換樹脂の Dowex2-X8を用

い，すでに SkeIly3)らは Salicylanilideのゴロム誘導

体などのハロゲン化フエノーノレ類の分離法について報

告している。 Salicylanilide誘導体についてはそノお

よびジブロム体を 0.2......，2%酢酸メタノール混液で溶

離しさらにトリ体については氷酢酸で分離できるとし

ているが，本報での目的成分の Diaphene10mgを含

む少量の試料について行なった場合でも氷酢駿400ml

以上を用いても，なお完全な脱着が認められず，その

ため著者らは種々な溶媒についても検討を行なったが

濃硫酸を用いても満足すべき結果は得られなった。

DEAE・CeIlulose(Brown) [生化学工業株式会社〕

では試料を石油ベンジン:イソプロパノール(2十 1) 

混液に溶解後注入展開した。一殻に DEAE-CeIlulose

は水溶液中での分離に利用されており，このような非

水溶媒中での交換能について報告された例はほとんど

ないが本試料溶液中からは紫外線下で上層部に明確な

吸収帯を示すことが認められた。またこのための溶離

液としてアセトン 20......，30mlの少容量で十分で、あり，

Dowex 2 に比較して極めて有利なことが認められ

た。

② カラムクロマトグラフィーからの溶出液の薄層ク

ロマトグラブィー (T.L.C.)による確認

カラムからの吸着，脱着の有無は紫外線下で確認す

ることができるが，基剤についての溶出状態を確実に

把握しておくことは，後述のガスグロマトグラフィー

での妨害ピークの確認などとともに必要なことであ

る。

そこで本報での各処方成分， Diapheneおよびカラ

ムからの溶出液について薄属クロマトグラフィ ~4) を

行なうこととした。展開溶媒として石油エーテル:氷

酢酸 (88十12)固定相 WakogelB-5を用いて展開

したところ， Diapheneは Rf値約O.4を示し，アル

ミナでのアセトンー水， DEAE司CeIluloseでのアセト

ンの各溶出液では明らかに前者の滞出液中には基剤成

分の含有することが認められ， DEAE・Cel1ulo・se溶出

液では基剤成分をあまり含まなし、かなり純粋の状態で

溶出されていることが Fig.lに示すように認められ

た。

従って分離には DEAE-Celluloseを用いることと

した。

Fig. 1 Thln-Layer Chromatogram of Dia-
phene and Cream Formula 
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③ ガスクロマトグラフィーによる定量

a. ガスクロマトグラフィー (G.C.)測定時の妨

害について

DiapheneはT.L.C.により分離されることが認め

られたが定量する場合の基剤などの妨害について検討

した。フリーム製剤の各成分と Diapheneについてカ

ラム1.5%， S E-30， 2. 6m x 4mm，温度2600，水

素炎イオン化検出器によりガスクロマトグラムを得た

ところではワセリン，パラフィンの高沸点部分がDia-

pheneのピークと重なり測定の妨害になることが認め

られた。しかし，さきのT.L.C.の結果から DEAE-

CeIluloseにおいてはワセリン，パラフィンの吸着が

おこらないし，事実i容出液からはG.C.測定に障害に

なるピ{クは検出されなかった。
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b.検量線

このように DEAE・Cellulose カラムを利用するこ

とで Diapheneの定量を障害する物質のないことが認

められたので、内部標準法により検量線を作製すること

とした。 内部標準物質として Cholesterolacetate 

0.262mgを 1ml中に含む二硫化炭素:アセトン

(1 + 1)溶液についてカラム1.5% S E-30，温度
2600， 注入量 5μlの条件でガスグロマトグラムを測

定し，内部標準物質に対する重量比，波高と半値I[]屈の

積に対する面積比から Fig.2に明らかなように 1ml 

中 Diaphene4 '" 8 mgが直線性を示すところの検量

線を得た。

Fig. 2 Calibration Curve of Diaphene by 

G. C. 
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④ クリーム中の Diapheneの分離定量法

以上のような基礎的な条件の検討を行ない本処方成

分から構成されたクリーム中の Diapheneの分離定量

法として次の試験法を確立した。

1. O. 1 % Diaphene クリーム製剤 10gをとり，

1050で30分間乾燥し石油ベンジン:インプロパノール

(2 + 1)混液90"，100mlに溶かし試料溶液とする。
2. DEAE-Celluloseイオン交換体を直径10mmの

カラムに50mmの高さに充填する。注意して試料溶液

を流したのち石油ベンジン 50ml， メタノ{ル 10ml

で洗い， カラム内に残存しているワセリンなどを除

き，アセトン 25mlで Diapheneをi容出する。水浴

上で加温してアセトンを除き， 残留物を Cholesterol

acetate 0.262 mg/mlを含む二硫化炭素:アセト γ

( 1十 1)混液 2mlにとかしG.C.用試験溶液とす

る。

F'ig. 3 Quantitative Determination of 
Diaphene in Cream 
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3. G. C.を測定する条件はイ〉カラム1.5%w/w

S E-30， Chromosorb W 60"，80 mesh 2. 6m x 4 

mmガラス，温度2600 ロ〉水素炎イオン化デイテグ

タ，水素流量40ml/min，空気1.11/min，温度3300

ハ〉キャリヤガス窒素 58ml/min(1. 8kg/cmりニ〉試

料気化室温度 2500，ホ〉レンジ 0.2V，感度 102と定

め，試料溶液5μJを注入する。得られたガスグロマ

トグラムより CholesterolacetateとDiapheneの保

持時聞から波高と半値1[1冨を測定し，さらに同様の操作

から得た検量線から Diapheneの含有量を求める。

結 果

この分離定量法に従い Diaphene10.0 mg， O. 1% 

グリ{ム製剤10g，Diapheneを含まないグリ{ム製剤

10gについて測定したところ，それぞれ測定値として

9. 55mg， 9. 41mg， O. Omgが得られ，回収率95.5%，

( 201 ) 



クリーム製剤は表示含有量に対し 94.1%の結果を得

Tこ。

本法はフエノ{ル， クレゾーノレのような単純なフエ

ノーノレ化合物の共存は DEA芯Cellulose によってイ

オン交換されいため障害はないと推定されるが Dia-

pheneのようなハロゲン化フエノール類と pKaが接

近している脂肪酸が共存している場合は問様に交換さ

れ，交換容量の関係から障害される O 事実石ケン中の

Diapheneの分離定量は本法では成功しなかったっ

要 結

近年市販されているクリームなどの化粧品中に含ま

れる特殊成分，特に殺菌剤などについての試験法はし、

まだに十分に確立されていなし、。そこで殺菌剤として

のDiapheneを処方内容の明らかなクリ{ムからの分

離と定量法を確立することを目的として検討した。

分離には主にイオン交換樹指を使用し， Skellyら

が Diapheneと類似のポリブロムフエノ{ノレ類の分離

定量法に用いている。 Dowex2により迅速なイオン

交換が得られるが完全な溶出条件は見出せなかったO

DEAE-Celluloseに石油ベンジンーイソプロパノール

で試料を溶かした非水溶媒中で、交換させることを試み

た。 Diapheneはかなり純粋の状態で分離でき，操作

中の吸着，漏洩は紫外線とT.L.C.によって確認し，

溶出はアセトン25mlの少量で十分であることが認め

( 2O2) 

られた。

Diapheneの定量はG.C.で行ない，定量測定条件

は低液相カラム1.5%， S E~30，温度2600 ， 水素イ

オン化検出器を使用し内部標準物質 Cholesterolace-

tate(0.262rng/rnl)を用いる内部標準法に準じて重量

比と面積比により定量した。 DEAE-Celluloseのイオ

ン交換による前処理により G.C.上のピ{クと重なる

障害は認められなかった。

本法によりクリームからは表示合有量に対し94.1% 

の測定値を得た。

おわりにあたり試料を分与していただし、た資生堂株

式会社ならびに株式会社パピリオの両社に対してお礼

を申しあげます。

なお本報り一部は第88年回日本薬学会で発表し衛生

化学に投稿中である。

文 献

1) 日本薬学会協定衛生試験法「香粧品試験法，化

粧用クリームJ，p.565 (1965) 

2) C. A. 65， 2006ge (1966) 

3) Norrnan E. Skel1y and Warren B. Crumme-

tt : Anal Chem.， 35， 1680 (1963) 

4) 田村健夫，戸谷哲也:東京都立衛生研究所，研

究報告， 25， (1967) 



化粧品中の特殊成分試験法の設定に関する研究(唖)

クリーム中 GivTan Fの分離定量法

緒言

化粧品中に含まれる特殊成分，特に日焼け防止剤に

ついては日本薬学会協定衛生試験法中にアミノ安息香

酸エステル類1)が収載されている。しかしながら近年

市販の製品については多くの特殊な日焼け防止剤が使

用されるようになってきたが，まだ試験法は確立され

ていない。そこで今回は行政上の必要から日焼け防止

斉IJGiv Tan Fについての試験法を作成することを目

的に検討した。ただし今回の試験法は化粧品中の特殊

成分試験法の設定に関する研究(刊〉クリーム中 Di-

aphene の分離定量法で報告した試料と同一で内容成

分が明らかなクリームを対象とし， Giv Tan F と他

の処方成分の分離定量に際し如何なる成分が障害する

かなどの基礎的な条件の検討に主力をおいたので，類

似の処方成分の製品については試験が可能であるが，

市販のすべての製品に適用しえないこともあることを

お断りておく。実験方法としてはクロマトグラフィ{

を採用し，試験溶液の分離調製にはカラム法を，確認，

定量法にはそれぞれ薄層およびガスグロマトグラフィ

{を用い，かなり満足すべき結果を得たので報告する。

実験の部

1. 試薬および装置

試薬 GivTan F:標準物質は資生堂株式会社から

分与されたものを使用した。

内部標準物質:Dibutyl sebatate (D B S)特級，

東京化成株式会社を用いた。

シリカゲノレ:薄層クロマトグラフィ{のシリカゲ、ル

は WakogelB-5 (和光純薬株式会社〉をプレート

(20cm x 20cm)に層厚 0.25mmに塗布し， 1150， 30 

min. で活性化した。

装置:島津製作所製ガスクロマトグラフ，モデノレG

C-I Cに低液相ガラスカラムを挿入し，注入にはハ

*東京都立衛生研究所化粧療品部

料日本化粧品工業連合会

田村健夫*

原田裕文*

郷 一栄料

戸谷哲也*

観 照雄常

ミルトン製マイクロシリ γジ 10μJを用いた0

2. Giv Tan F の分離，定量について

ケイ皮酸誘導体の日焼け防止剤として最近ひろく用

いられるようになった GivTan Fは化学名 2-Etho-

xyethyl p-methoxy cinnamate3) 

CHaO-(一一¥ーCH= CHCOOC2H40C2H5 
¥一一/

一

分子量251.30，淡黄色油状で最大吸収値 309mμ を持

ち，カルボシル基特有のヒドロキサム鉄塩の皐色反応

を示す。今回 GivTan Fのクリーム中からの分離定

量法を確立する必要性にせまられ， Giv Tan F と同

様に日焼け防止剤として用いられている他の15種の化

合物4)についてもあわせて比較検討した。

試料のクリ{ムの内容は前報の Diaphene2)と同じ

catyl alcohol 4.0 g， paraffin 7.0 g， vaselin 18.0g， 

liquid paraffin 29.7 g， glyceryl monostearate 3.0 g， 

Tween 203.0 g， propylene glycol 5.0 g， water 30. 0 

gの組成の処方とし，製剤中に GivTan F 0.1.......， 5 

Z含有するように調製したo

① 基剤からのカラムクロマトグラフィーによる分

離

Giv Tan F はケイ皮酸のエステノレで、植性をもたな

いため，グリ{ム基剤との分離には前報の Diaphene

の場合とは異なり，吸着クロマトグラフィーによるこ

ととし，吸着剤とはアルミナ，ケイ酸について主とし

て検討した。はじめに O.1 % Giv Tan F石油ベンジ

パ容液1mlをアルミナ，ケイ酸を充填したカラムに

注入して展開し，石油ベシジγで、洗った後，アセトン

で溶離し， Diapheneの場合と同一条件の Wakogel

B-5石油エ{テノレー水酢酸で、のTLCにより判別し

たところ，ケイ酸によく吸着されることが認められ

た。そこでケイ酸の充填量を求めるため直径20mmの

カラムに 100mm， 70mm， 35mmの高さにつめ Giv

Tan F の吸着の有無を検討したところ35mmでも十

分に吸着し GivTan Fのもれが生じないことが認め

(203 ) 



られた。

次にクリームについてはO.1 % Giv Tan Fを含む

クリ{ム1.0gを 1050 で速かに乾燥し石油ベンジ

ン50mlで溶解した液と基剤中の各成分ごとに溶解し

た液についてケイ酸カラムに流し，石油ベンジン50ml

で洗浄後，アセトンで溶離したところ， 基剤中では

aty 1 alcohol， クリームカミらは GivTan F とcetyl

alcoholが溶離していることがTLCにより認められ

た。そこでこの2者を分離する目的でベンゼンなどの

単一溶媒および種々の混合溶媒を用いたが満足すべき

溶媒は見い出せなかった。したがって， cetyl alcohol 

の溶出を少しでもおさえる意図から溶離液には石油ベ

ンジンーアセトン(9: 1)混液を用いることとした。

さらに市販されている15種の日焼け防止剤約につい

て， この条件のもとで、の吸着の有無を求めたところ，

Table 1に示す結果が得られ Methy1 o-amino benzo-

ate， Ethyl o-amino benzoate と Dibenzalacetone

が GivTan F と同様な作用をすることが認められ

7こ。

② ガスクロマトグラフィー (GC)による定量

a.測定の障害について

ケイ酸カラムにより分離した場合， TLCから ce-

tyl alcohol， Methyl o-amino benzoate， Ethyl 0-

amino benzoate， Dibenzalacetoneが溶離液中に含ま

れるので， GCの測定条件のもとで GivTan F と重

複するピ{クを認めないかについて検討した。測定の

条件は，カラム SE-30 1. 5%，温度2000，水素炎イ

オン化ディテクタからクロマトグラムを得たところ，

Giv Tan F のピ{クを障害しないことが認められ

た。さらにクリ{ム中の各基剤成分ならびに15種すべ

ての日焼け防止剤についても同様にグロマトグラフィ

ーを行なったので、相対時間などを Table1 に示す。

その結果いずれの成分も GivTan Fのピ[グとは分

離し妨害となるピークは認められなかった。

Table 1 Chromatography of Giv Tar F and Sun蝿ScreenAgents 

Conpounds |ciZiTV|討| Conpounds 「
olum

ヤベ G.C
~~;:o I J_ Rt" I :RT 
Si02 

Giv Tan F + 0.31 isobutyl p-amino benzoate O. 12 0.33 

O. 1 % G.T. Cream 十
0.31 1. 00 

o-amino benzoic acid 一 0.29 0.11 0.40 1. 23 

Cetyl alcohol @ 0.40 1. 23 methylo帽aminobenzoate @ 0.60 0.08 

Vaseline 1. 00 + ethyl υ @ 0.62 0.08 

parafine 1. 00 + m-amino benzoic acid 一 0.00 0.14 

monostearin 0.02 + m-dimethy lamino 0.20 0.20 
benzoic acid 

propy lene glycol 0.00 0.38 dibenzalactone @ 0.61 2.40 

Tween 20 一 0.00 + 4・methylunbeI1iferone 一 0.01 0.908 

p-amino benzoic acid 0.07 0.19 esculin 一 0.01 (ー〉

ethyl p-amino benzoate 一 0.11 0.15 quinine sulfate 0.01 7.40 

isopropyl H 0.11 0.21 8・・hydroxyquinoline 0.02 0.11 

n-butyl 11 0.11 I 0.39 

Conditione 

T.L.C. 
Adserbent : Wakogel B・5

Solvent : Pet. Ether : HOAc G.L.C. 
Column 1. 5 % w / w SE-30 2. 6m x 4mm 

Temp.2000 

(88 : 12) 

Observation : UV Light. 12 

b.検量線

したがって以下の条件によって定量することとし

た。内部標準法で、定量するための内部標準物質として

は n-Dibutyl sebatate (D B S)が熔離溶液中に含

(204) 

Detector HFID H2 40ml/min Air 1.11/min 

Carrier Gas N2 60ml/min (1. 8kg/cmり

まれる 4物質とピ{グが重なることがなく，また溶液

においても GivTan F と類似性があり，さらに本品

のピークが対称の形状を示すなどの点からもっとも適

当であることが認められた。



検量線を得るためにアセトン溶液1ml中にDBS

0.9 mg， Giv Tan F 0.5.........2.0 mgを含む標準液につ

いてカラム SE-30， 2000，注入量 5μlの条件でガ

スクロマトグラムを測定し， DBSの重量比に対し，

波高と半値'1唱の積の面積比をプロットしたところFig.

1に示すような直線性のある検量線が得られた。

Fig. 1 CaIibration Curve of Giv Tan F by 
G.C. 

包1目。
門

じ¥。
<30.5 
U 

〈

_-ー甲山一司町一一ー一司ω」
20 min U 0.5 7.0 

Weiifht crγDBS 

Condition 

Giv Tan F 0.5.........2.0mg DBS 0.9mg/ml Acetone 

Column: 1. 5 % w/w SE-30 Chromosord W 

80mesh 2. 6m x 4mm Temp. 2000 

Detector : HFID H2 40ml/min Air 1. ll/min 
Temp.3300 

Carrier Gas: N2 58 ml/min (1. 8kg/min) 

Renge 0.2V Sens 102 

Retention Time : Giv Tan F 13.2min 

DBS 20.6min 

3. クリーム中 GivTan Fの分離定量法

以上の基礎的条件の検討をもととして，本処方成分

から構成されたグリ{ム中の GivTan Fの分離定量

法として次の試験法を確立した。

(1) クリ{ム製剤に GivTan Fとして 1mgを含

む試料をとり 1050で乾燥後，石油ベンジン50.........60ml

に溶解し試料溶液とする。

(2) 直径20mmのカラムにケイ酸を石油エ{テノレに

懸淘し， 35mmの高さに充填する。さらに(1)の試料液

を注入し GivTan Fを吸着させたのち，石油ベンジ

ン50mlで洗浄し，石油ベンジンーアセトン(9: 1) 

混液で GivTan Fを溶離する。 i容出液25mlをあつ

め，水浴上で溶媒を除き，残留物をDB S 0.9mg/ml 

アセトン溶液1mlに溶かし， G.C.用試験溶液とす

る。

(3) G. C.の測定条件は，イ〉カラム1.5%w/w S E 

-30 Chromosorb W 60.........80 mesh， 2. 6m x 4 m m ガ

ラス，温度2000，ロ〉水素イオン化ディテグタ，水素

流量40ml/min，空気1.ll/min，温度 3300，ハ〉キ

(205 ) 

Fig. 2 Quantitative Determination of Giv 

Tan F in Cream 

C問 m 7.0 ~ O.!ff 1 (川:伽n

押dd F烏H.Beη勺d' 50 ml! 

20tmH 
ふ鰯 5i02
L 悶

~lレいf戸九いη勺}.50
骨ノ

l一角t.BenJ-. q 
A グ・ 25ml
Setone 7 

I Criv 1.仰 FI CoL R. 
Hydr~xy ULmine 

i 山 3

DBS αg仰グmtAcetone 

区三コ μ 
ャリヤガス 窒素60ml/min(1. 8kg/cm2)，ニ〉試料

気化室温度 2000，ホ〉レンジ 0.2V，感度 102 を定

め，試料注入量 5μJとしたガスグロマトグラムを得

る。内部標準物質DBSとGivTan Fの保持時聞か

ら震最，波高と半値'11屑のそれぞれの比を求め，同一条

件から得た検最線により GivTan Fの含有量を測定

する。

4. 結果

以上の方法により GivTan F 1.0mgおよび0.1%，

0.3 %， 5 %， Giv Tan F含有の製剤について含有

量を測定したところ Table2に示す結果が得られ回

収率96.0%，表示含有量に対し平均94.0%を得た。

Table 2 Recoveries of Giv Tan F in Cream 

Sample |山ed[F:;d Iるofmg mg I Declared 

O. 1 % Cream 1. Og 1.0 0.93 93.0 

0.3% Cream 0.3g 0.9 0.85 94.5 

5.0% Cream 0.1g 5.0 4. 73 94.5 

Giv Tan F 1.0 0.96 96.0 

0% Cream 1.0g 。 。 。
y 



特定クリ日ムを試料とするカラムグロマトグラフィ

{ならびにGCによる分離定量法についてはかなり高

い測定値を得ることがで、きた。

結

内容処方の明らかな日焼け防止用クリームに含まれ

る特殊成分 GivTan Fの分離定量法を確立する目的

で研究を行なった。

クリ{ムからの GivTan Fの分離にはカラムクロ

マトグラフィーを利用し，特に吸着を目的としてケイ

酸カラムを使用した。試料を石油ベシジンに溶かし展

開後，石油ベンジンで洗浄し，石ベンジンーアセト γ

( 9 : 1)混液で GivTan Fを溶離した。

さらに同一条件のもとで，各基剤成分ならびに15種

の日焼防止剤について，吸着溶離を行ない，各溶離し

た液について芯油エ←テルー氷酢酸， Wakogel B-5 

でのTLCにより確認したところ，基剤中からは ce-

tyl alcohol と日焼け防止剤3種が同時に溶離するこ

とを認めた。

定量法はGCを利用し，カラム1.5%SE-30温

度 2000 で内部標準法により内部標準物質 n-Dibutyl

sebata胞を用いて重量と面積の各比率から製剤中の

含有量を求めた。なお本条件においてはカラムクロマ

トグラフィ{によって GivTan F とともにi容出して

くる他の基剤成分は障害となるピークを示さなかっ

た。

今回の試験法により GivTan F 1 mgから0.960

mgを回収し， Giv Tan F 5 %"-'0.1%製剤では表示

含有量に対して平均94.0%であった。

最後に試料を提供していただいた資生堂株式会社，

株式会社パピリオの方々に深謝いたします。

なお，本報の一部は第88年四日本薬学会で発表し，

衛生化学に投稿中であるO
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130'"'-' 133， Aug， 1967. 

13.善養寺浩:

細菌性食中毒:

東京都衛生局学会誌， (39)， 10 (1967) 

14.岩崎謙二:

感冒症候群の正体:

学校保健ジヤ{ナル， (9)， 2 (1967) 

15.前木吾市:

各種カラ{フィルムによる培養細胞像の撮影と解

析:

日本医学写真学会会報， (3)， 1 (1967) 

16.増野進，寺島容，水野澄郎，仲井和雄，根津

尚光:

昭和41年初期のイフノレエンザ流行および対策につ

いて:

日本公衆衛生雑誌， 14 (6)， 171 (1962) 

17.根津尚光:

全園地方衛生研究所実態調査結果:

地研ニュ{ス特集号， (1967.5) 

18.前木吾市，辺野喜正夫，根津尚光，岩崎謙二，村

上ー，坂井富士子，薮内清，柏木義勝:

カラー写真による培養細胞の観察研究:

東京都衛生局学会誌， (39)， 27 (1967) 

19.根津尚光，岩崎謙二村上一，坂井富士子，薮

内清，柏木義勝，持永泰輔:

ニューカッス Jレ病流行期における市販鶏肉からの

ウィルス分離試験ならびに都民における感染状況

について:

東京都衛生局学会誌， (40)， 23 (1968) 

20.柳沢文正(食糧栄養構成研究委員会委員): 

昭和50年(1975)，昭和60年(1985)における食

糧消費水準と栄養水準の展望:

食糧栄養構成研究委員会調査報告書， (1967.3) 

21.柳沢文正:

幅射線の生化学的研究(I ) 

光線療法の電解質代謝の研究:

新潟医学会雑誌， 81， 411 (1967) 



22.柳沢文正，小笠原公:

強化精麦の生化学的研究(国)'

米@麦摂取のピルピン酸，乳酸， リン脂質およ

び酵素におよぼす影響:

栄養と食糧， 19， 13 (1967) 

23. 柳沢文正，小笠原公:

植物油の生化学的研究(1 ) 

電解質代謝について:

栄養と食糧， 20， 50 (1967) 

24.柳沢文正，小笠原公:

医学閣からみた光電比色計 (7)

臨床試験の主なる分析法:

分析機器， 5 (4)， 52 (1967) 

25.柳沢文正，小笠原公:

医学面からみた光電比色計 (8)

臨床試験の主なる分析法:

分析機器， 5 (9)， 37 (1967) 

26.相11沢文正，山岸達典:

中性洗剤使用の実態とその影響:

(第17回日本医学会総会，衛生関係6分科連合会

要望課題〉

衛生関連学の進歩， 172 (1967) 

27. 山岸達典:

ドデシルベンゼンスルホン酸ソ{ダ (DBS)の

生化学的研究〈刊〉

界面活性剤の皮膚塗布による生体内の諸酵素に

およぼす影響:

東京獣医畜産学雑誌， 16， 33 (1967) 

'28.向上:

向上(刊〉

DBSの経口投与時における血球諸量の消長に

ついて:

向上， 16， 38 (1967) 

29. 中田英吉:

イエパェ，キソパェ，ニクパェの夏季室内飼育に

よる発育史比較:

生活と環境， 67 (4)， 31 (1967) 

30.木村康夫:

飲料水とその水質試験:

労働衛生， 7 (8)， 547~551 (1966) 

.31.木村康夫:

清涼飲料用水と飯料水の衛生:

飯料とアイスクリーム， 1 (4)， 21~26 (1967) 

32.松本昌雄:

公衆浴場水の大腸菌群基準の問題点と改正試案に

ついて:

日本公衆衛生雑誌， 14 (10)， 1077~1080 (1967) 

33.松本昌雄:

鉄パクテリアの培地における鉄分の一考察:

水道協会雑誌， (394)， 14~18 (1967) 

34.津田松苗，松本浩一，松本昌雄:

仁淀川の生物学的水質判定:

水産庁水質汚消防止対策調査研究報告， p.33， 

(1967) 

35. Koichi MA  TSUMOTO : 

Results of the Speleological Survey in South 

Korea 1966 VII. Isopod Crustaceans from Su-

bterranean Waters of South Korea. 

Bull. Nat. Sci. Mus.， 10 (3)， 259~283 (1967) 

36.松本茂:

最近の化学性食中毒:

東京都衛生局学会誌， (39)， 15~20 (1967) 

37.藤居瑛:

プラスチック食器の問題点:

関房， 4 (3)， (1967) 

38.西田甲子，草島孜郎:

特殊栄養食品の認識と使用状況調査:

東京都衛生局学会誌， (39)， 105~106 (1967) 

39.五島孜郎，関博謄:

食餌性タンパグ質レベルと Ca，Mg， P出納の関

係その 1: 

日本栄養食糧学会誌，投稿中

40.加藤千里，梅木富士郎，古川志信，松本昌雄，松

本淳彦:

大腸菌群の簡易検出紙サγコリテストの性能につ

いて:

食品衛生研究， (206)， (1967) 

41.大石純一，渡辺学，古川志信:

低温における食品由来黄色ブドウ球菌の態度につ

いて:

東京都衛生局学会誌， (39)， 21~26 (1967) 

42.下平彰男:

パイロジェンテストの最近の傾向:

薬局， 18 (5)， 13~17 (1967) 

43.奥沢昌子，吉原武俊:

血液比重測定用硫酸銅液の検査成績について:

(208 ) 

東京都衛生局学会誌， (39)， 28~31 (1967) 

44. 田村健夫:

輸液セットの問題点:

薬事， 9 (10)， 38 (1967) 



45.戸谷哲也:

化粧品の特殊成分試験法:

日本化粧品技術者連合会会報， 4， 33 (1967) 

46. 田村健夫:

コールドウェーブの理論と実技の矛盾:

皮膚と美容， 9 (8)， 2く1967)

47.春田三佐夫:

人畜共通伝染病と食品衛生:

臨床栄養， 31 (1)， 7 (1967) 

48.春田三佐夫:

トキソプラズマ病:

臨床栄養， 31 (2)， 132 (1967) 

49.春田三佐夫:

禁じられたズルチン:

臨床栄養， 31 (3)， 256 (1967) 

50.春田三佐夫:

色もの牛乳談義:

臨床栄養， 31 (4)， 396 (1967) 

51.春田三佐夫:

超高温殺菌牛乳と好冷細菌:

臨床栄養， 31 (6)， 684 (1967) 

52. 春田三三佐夫:

発酵乳，乳酸菌飲料は保健飲料か晴好飲料か:

臨床栄養， 31 (7)， 816 (1967) 

53.春田三佐夫:

食中毒防止のための基本的考え方一食中毒予防三

原則:

保健婦雑誌， 23 (9)， 20，，-，23 (1967) 

54.春田正佐夫:

アイスクリーム製造の衛生管理:

ジャパンフードサイエンス， 6 (3)， 14，，-，17 (19 

67) 

一一著 書一一岨

1.善養寺浩，坂井千三:

腸管系病原菌の検査決

医学書院(1967.12)，東京

2. 蕃養寺浩(共著): 

腸炎ピブリオ第I集

納谷書!苫(1967)，東京

一一学 会一-

1.寺山武，工藤泰雄，坂井千三，善養寺浩:

腸炎ピブリオの表層構造に関する研究 (2)-0群

の異なるK抗原の免疫化学的性状:

第40回日本細菌学会総会(第17回日本医学会総会

第9分科会)，名古屋(1967.3)

2.坂井千三伊藤武，工藤泰雄，普養寺浩:

サノレモネラの増菌培養における温度効果の検討:

第40回日本伝染病学会総会，名古屋(1967.4) 

3.善養寺浩:

シンポジュ{ム「サノレモネラ菌症J一都市環境に

おけるサルモネラの生態とその感染症の疫学一:

第40回日本伝染病学会総会，名古屋 (1967.4)

4.善養寺浩，寺山武，工藤泰雄，坂井千三:

勝炎ピブリオのK抗原に関する研究:

第24四日本公衆衛生学会総会，名古麗(1967.4)

5.工藤泰雄，寺山武，坂井千三，普養寺浩:

腸炎ピブリオの表層構造に関する研究 (3); 0群

とK抗原との関係について:

第22回日本細菌学会関東支部総会，東京(1967.11)

6. 善養寺浩，寺山武，工藤泰雄，坂井千三:

腸炎ピブリオのK抗原に関する研究:

昭和42年度腸炎ピブリオ談話会，神奈川(1967.12) 

7.普養寺浩:

ウェ/レシュ菌食中毒について:

第 122 回疫学研究会，東京(1967~ 11) 

8.善養寺浩:

最近の食中毒の傾向，細菌性食中毒:

第39回東京都衛生局学会，東京(1967.6) 

9.善養寺浩:

シンポジュ{ム fEnduracidinJ: 

第14回化学療法学会東日本支部総会，札幌(1967.

10) 

10.一言広，太田建爾，五十嵐英夫，普養寺浩:

赤痢菌のコリシン型別に関する研究;第1報 6 

型と14型の相関について:

第22回日本細菌学会関東支部総会，東京(1967.11)

11.善養寺浩，大久保'1場夫，堀 幹即，五十嵐英

夫:

(209 ) 

1964年以後分離されたサルモネラ菌群の薬剤感受

性について:

第15回日本化学療法学会総会，名古屋(1967.6)

12.善養寺浩，大久保暢夫，堀幹部，鶴田康子，

西条頼広:

Enduracidin (EDC)の家兎実験梅毒治療効果に

ついて:

第14固化学療法学会東日本支部総会，札幌(1967.

10) 

13.根津尚光，岩崎謙二，村上一，坂井富士子，薮

内清，柏木義勝，持永泰輔:

ニューカッスノレ病流行期における市販鶏肉からの



ウィルス分離試験ならびに都民における感染状況

について:

第40回東京都衛生局学会，東京 (1967.11)

14. 柏木義勝，根津尚光，岩崎謙二村上一，坂井

富士子，薮内清，持永泰輔:

ニュ{カッスノレ病流行期における市販鶏肉からの

ウィルス分離試験成績ならびに分離株の性状につ

いて:

角笛会60周年記念東京獣医畜産学会，東京

(1967.11) 

15.増野進，寺島容，水野澄郎，服部大明，青山

好作，根津尚光:

東京都杉並地区に昭和42年3月に流行したインフ

ルエンザについて:

第25回日本公衆衛生学会総会，仙台(1967.10)

16.柳沢文正，山岸達典:

ドデシノレベンゼンスルホン酸ソーダ (DBS)の

生化学的研究(第9報〉

DBSのマウス胎仔におよぼす毒性:

第17四日本医学総会，衛生関係6分科会連合学会，

名古屋，南山大学(1967.4)

17. 1~[l沢文正，山岸達典:

向上(第10報〉

DBSの自由給水における血液諸性状の変動に

ついて:

向上

18. 柳沢文正，小笠原公，武士俣邦雄:

植物油の生化学的研究 (ll)

抗血清コレステローノレ作用:

第21回日本栄養食糧学会総会，西宮，武庫川学院，

(1967.5) 

19. 1~1l沢文正，小笠原 公，草間水一郎，武士俣邦雄:

コンフリーの生化学的研究(1 ) 

コンブリ{投与による潟血ウサギの赤血球数，

血液成分の変動:

第21回日本栄養食糧学会総会，西宮，武庫川学院，

(1967.5) 

20. F. Yanagisawa， K. Ogasawara : 

Significance of the Entimation of Dialytic 

Calcium in Serum: 

7 th International Congress of Biochemistry; 

Tokyo， (1967.8) 

21.柳沢文正:

日本人の体質から見た成人病の対策〔特別講演J: 

第四回日本総会医学会，東京，私学会館(1967.10)

(210 ) 

22.柳沢文正:

輔射線の生化学的研究(1 ) 

炭素孤光燈の血液pHと電解質について:

第40回東京都衛生局学会，東京，東京薬科大学，

(1967.11) 

23. 山岸達典;

ドデシルベンゼンスノレホン酸ソ{ダ (DBS)の

免疫化学的研究(1 ) 

とくにヘモグロピンとの結合物質について:

東京獣医畜産学会，東京， 日本大学獣医学部(19

67.11) 

24.泉川碩雄，野牛弘，両角清，小林正武，中野

欣嗣，瀬戸孝博，山11奇爽治:

部における最近の降下ばいじん量について:

第40回東京都衛生局学会，東京(1967.11)

25.野牛弘，両角清，小林正武:

大気汚染と空気イオンの関係について:

第25回日本公衆衛生学会，仙台(1967.10)

26.木村康夫，三村秀一，樋口育子，渡辺悠二:

全国地下水質調査

第2報北海道，東北編

第3報関東，甲信静編:

第4回全国衛研化学技術協議会，神奈川(1967，10)

27.木村康夫，山崎堅吉，笹野英雄:

BOD試験を妨害する物質(1 ) 

シアンカリウム，クロ{ム:

第24回日本薬学大会，京都(1967.4)

28.木村康夫，山崎堅吉，笹野英雄:

BOD試験を妨害する物質(n ) 
亜鉛，銅，アルミニウム等:

第25四日本公衆衛生学会，仙台(1967.10)

29. 木村康夫，山崎堅吉，中村弘，土屋悦輝，重岡

捨身:

飲料水中のフッ素定量法と都内井水中のフッ素量

について:

第25回日本公衆衛生学会，仙台(1967.10) 

第40回東京都衛生局学会，東京(1967.11) 

30. 松本浩一，松本昌雄:

鉄細菌の研究-Gal1ionellaferrugineaの保存期

間，培養年令並びに移植継代による発育の変化に

ついてー:

第4回日本水処理生物学会，大阪(1967.11)

31.松本浩一，松本昌雄:

鉄細菌の研究-Gallionella分離培地の窒素源の

検計と培地改良並びに培養条件とくに温度及び炭



酸ガス濃度についてー:

第4回日本水処理生物学会，大阪(1967.11) 

32.松本茂:

最近の化学性食中毒:

第39回東京都衛生局学会，東京(1967.6)

33. 西塩進，二島太一郎，西島基弘，松本茂:

食品中の添加物の分析に際しての天然成分の妨害

について(1 )亜硫酸:

第24回日本薬学会大会，京都(1967.4)

34.直井家寿太， 小久保弥太郎， 北村久寿久， 丸山

務:

E. C. Testによる食品関係からの大腸菌の分離検

出について:

第24回日本薬学会大会，京都(1967.4)

35.松本茂，友松俊夫，勝木康隆，酒井照子:

リノール酸メチルの通気酸化について(1 ) : 

第25回日本公衆衛生学会総会，仙台(1967.10)

36. 松本 茂，直井家寿太，小久保弥太郎，北村久寿

久，丸山務:

食品関係試料より分離した大腸菌群に関する研究

1) E. coliの各種性状について:

第25回日本公衆衛生学会，仙台 (1967.10) 

37. 北村久寿久，直井家寿太，丸山 務，小久保弥太

郎，松本茂:

ブドウ球菌エンテロトキシンの免疫反応

第5報 Sephadex G 100分画の毒素活性と沈

降抗原について:

第14回日本食品衛生学会，岡山(1967.11)

38.直井家寿太，丸山 務，北村久寿久，小久保弥太

郎:

コアグラーゼ陽性ブドウ球菌の分離と定量を目的

とした卵黄培地の改良について:

第14四日本食品衛生学会，岡山(1967.11)

39. 西垣進，二島太一郎，西島基弘，松本茂:

油脂の酸化に及ぼす各種波長の光線の影響につい

て:

第14回日本食品衛生学会，岡山(1967.11)

40.松本茂，酒井昭子，伊東紘一，勝木康隆:

脱渋柿中よりのメタノ{ルの検出法について:

向上

41.酒井昭子，松本茂:

油脂及び食品中の酸化防止剤の分離定量法につい

て:

向上

42.五島孜郎，関博麿:

(211 ) 

飼料中のタンパグ質， Mgレベルをかえたときの

骨中 Ca，P量について:

第1回骨代謝研究会，東京(1967.4) 

43.道口正雄，イシドール， リンカ:

小麦グルテンのレオロジ~的研究:

第52年会アメリカ穀類化学会，ロスアンジェルス，

(1967.4) 

44. 関博麿，五島孜郎:

ラットの妊娠，授乳時の無機質代謝:

第21回日本栄養食糧学会総会，西宮，武障川学院，

(1967.5) 

45. 西田甲子，五島孜郎:

特殊栄養食品の認識と使用状治調査:

第四回東京都衛生局学会，東京(1967.6) 

46. 辺野喜正夫，春田三佐夫，加藤千里，梅木富士郎，

四宮栄:

超高温殺菌乳の低温細菌に関する研究

CVT寒天培地による低温細菌の検索と分離菌

の性状について:

第25回日本公衆衛生学会総会，仙台(1967.10) 

47.大石純一，渡辺学，古川志信:

低温における食品由来黄色ブドウ球菌の態度につ

いて:

第39回東京都衛生局学会，東京 (1967.6) 

第14回日本食品衛生学会，岡山 (1967.11)

48.春田三佐夫:

市販UHT処理びん装乳の保存性に関する観察と

大腸菌群の低温における発育態度:

第24回乳製品検査技術懇話会，東京 (1967.6)

49.梅木富士郎，春田正佐夫，四宮栄:

はつ酵乳，乳酸菌飲料・に添加される粉末乳酸菌の

効果に関する小実験:

第93四日本獣医公衆衛生学会，甲府 (1967.6) 

50.春田三佐夫:

細菌検査実施上の問題点:

東京都学校薬剤師研修会，東京(1967.7)

51. 春田三三佐夫:

わが国における乳質の現状と将来の問題点:

容器包装研究会セミナヘ東京(1967.8)

52.梅木富士郎，加藤千里，四宮 栄ほか:

大腸菌群の簡易検出紙サンコリテストの性能につ

いて:

42年度東京獣医畜産学会，東京(1967.11)

53.湯本芳雄:

医薬品の品質管理と試験:



第24回日本薬学会大会，京都 (1967・4)

54.橋爪六郎:

薄層クロマトグラフィ{による医薬品製剤の分析

〈第4報〉

製剤中のスルファミン類の定量:

向上

55. 湯本芳雄，吉原武俊，鈴木二郎，風間成孔:

塩酸ピリドキシン等の軟カプセル基剤への移行に

ついて:

向上

56.奥沢昌子，吉原武俊:

( 212) 

血液比重測定用硫酸銅液の検査成績について:

第39回東京都衛生局学会，東京(1967.6)

57. 戸谷哲也，原田裕文，観照雄，田村健夫:

香料成分の薄層クロマトグラフィー(1)

主として Carbonyl化合物の Hydrazon誘導

体の分離同定法

第24四日本薬学大会，京都 (1967.4)

58. 田村健夫，小泉清太郎，長崎雅彦:

プラスチックに関する衛生化学的研究(第2報〉

市販塩化ピニ{ル製品中の可塑剤および安定剤:

第24回日本薬学大会，京都 (1967.4)
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